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令和 ２（２０２０）年度入学生　健康栄養学部　管理栄養学科　教育課程

区分 授業科目
授
業
形
態

単
位
数

必修・選択栄
養
士

管
理
栄
養
士

栄
養
教
諭

開講時期

必修選択
１年（２０20）２年（２０２1）３年（２０２2）４年（２０２3）
前期後期前期後期前期後期前期後期

基
礎
教
養
科
目
（
※
２４
単
位
以
上
必
要
）

教
養
分
野

教養

日本の文学Ⅰ 講義 2 ○ ○
日本の文学Ⅱ 講義 2 ○ ○
国際文化論 講義 2 ○ ○
食文化論 講義 2 ○ ○
日本国憲法 講義 2 ○ 必 ○
道徳論 講義 2 ○ ○
生命倫理 講義 2 ○ ○
関係法令 講義 2 ○ ○
食糧経済学 講義 2 ○ ○
マーケティング論 講義 2 ○ ○
地域文化論 演習 1 ○ ○
地域文化論実習 実習 1 ○ ○

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

外国語

基礎英語Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
基礎英語Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○
総合英語Ⅰ 演習 1 ○ ○
総合英語Ⅱ 演習 1 ○ ○
中国語Ⅰ 演習 1 ○ ○
中国語Ⅱ 演習 1 ○ ○
フランス語Ⅰ 演習 1 ○ ○
フランス語Ⅱ 演習 1 ○ ○

人間関係

コミュニケーション論Ⅰ 演習 1 ○ ○
コミュニケーション論Ⅱ 演習 1 ○ ○
日本語表現 講義 2 ○ ○
カウンセリング論 講義 2 ○ ○

体
育
分
野
保健体育

体育講義 講義 2 ○ 必 ○
体育実技 実習 1 ○ 必 ○

情
報
分
野

情報
リテラシー

情報処理演習Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
情報処理演習Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○
リスクマネジメント論 講義 2 ○ ○

専
門
教
育
科
目

専
門
関
連
基
礎
分
野

管理栄養士概論 講義 2 ○ ○
基礎生理学 講義 2 ○ ○
運動生理学 講義 2 ○ ○
行動科学理論 講義 2 ○ ○
有機化学 講義 2 ○ ○

専
門
基
礎
分
野

社会・環境
と健康

公衆衛生学 講義 2 ○ 必必 ○
公衆衛生学実習 実習 1 ○ 必必 ○
健康管理論 講義 2 ○ 必必 ○
医療・介護福祉論 講義 2 ○ 必必 ○

人体の構造
と機能及び
疾病の成り
立ち

医学基礎 講義 2 ○ 必 ○
解剖生理学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
解剖生理学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
解剖生理学実験Ⅰ 実験 1 ○ 必必 ○
解剖生理学実験Ⅱ 実験 1 ○ 必必 ○
生化学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
生化学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
生化学実験 実験 1 ○ 必必 ○
微生物学 講義 2 ○ 必 ○
微生物学実験 実験 1 ○ 必 ○
病理学 講義 2 ○ 必 ○

食べ物と
健康

食品学 講義 2 ○ 必必 ○
食品機能学 講義 2 ○ 必必 ○
食品学実験 実験 1 ○ 必必 ○
食品衛生学 講義 2 ○ 必必 ○
食品衛生学実験 実験 1 ○ 必必 ○
食品機能学実習 実習 1 ○ 必必 ○
調理学 講義 2 ○ 必必 ○
調理学実習 実習 1 ○ 必必 ○
応用調理学実習 実習 1 ○ 必必 ○

専
門
分
野

基礎
栄養学

栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
基礎栄養学実験 実験 1 ○ 必必 ○

応用
栄養学

応用栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学Ⅲ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
応用栄養学実習Ⅱ 実習 1 ○ 必必 ○

区分 授業科目
授
業
形
態

単
位
数

必修・選択栄
養
士

管
理
栄
養
士

栄
養
教
諭

開講時期

必修選択
１年（２０20）２年（２０２1）３年（２０２2）４年（２０２3）
前期後期前期後期前期後期前期後期

専
門
教
育
科
目

専
門
分
野

栄養
教育論

栄養教育論Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養教育論Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養カウンセリング論 講義 2 ○ 必必 ○
栄養教育論実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
栄養教育論実習Ⅱ 実習 1 ○ 必必 ○

臨床
栄養学

臨床栄養学Ⅰ（臨床栄養）講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅱ（アセスメント・検査） 講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅲ（チーム医療・介護）講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅳ（マネジメント）講義 2 ○ 必 ○
臨床栄養学実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
臨床栄養学実習Ⅱ 実習 1 ○ 必 ○

公衆
栄養学

公衆栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
公衆栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
公衆栄養学実習 実習 1 ○ 必必 ○

給食経営
管理論

給食管理論 講義 2 ○ 必必 ○
給食経営論 講義 2 ○ 必必 ○
給食経営管理論実習 実習 1 ○ 必必 ○

総合演習
栄養総合演習Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
栄養総合演習Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○

臨地実習

給食経営管理臨地実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
臨床栄養学臨地実習Ⅰ 実習 2 ○ 必 ○
給食経営管理臨地実習Ⅱ 実習 1 必○ 必 ○
臨床栄養学臨地実習Ⅱ 実習 1 必○ 必 ○
公衆栄養学臨地実習 実習 1 必○ 必 ○

演習
管理栄養士特論Ⅰ 演習 1 ○ ○
管理栄養士特論Ⅱ 演習 1 ○ ○

卒業研究
卒業研究・演習Ⅰ 演習 4 ○ ○
卒業研究・演習Ⅱ 演習 4 ○ ○

教
職
科
目

栄養に係る教育
に関する科目

学校栄養教育の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○
食育指導の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念
並びに教育
に関する歴
史及び思想

教育原理 講義 2 ○ 必 ○
学校と教育の歴史 講義 2 ○ 選 ○

教職の意義
及び教員の
役割・職務内
容（チーム学
校運営への
対応を含む。）

教職論 講義 2 ○ 必 ○

教育に関す
る社会的、制
度的又は経
営的事項（学
校と地域と
の連携及び
学校安全へ
の対応を含む。）

教育社会学 講義 2 ○ 必 ○

学校組織論 講義 2 ○ 選 ○

幼児、児童
及び生徒の
心身の発達
及び学習の
過程

教育心理学 講義 2 ○ 必 ○

特別の支援
を必要とす
る幼児、児
童及び生徒
に対する理
解

特別支援教育論 講義 2 ○ 必 ○

教育課程の
意義及び編
成の方法（カ
リキュラム・
マネジメン
トを含む。）

教育課程論 講義 2 ○ 必 ○

道
徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容
及
び
生
徒
指
導
、教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳・総合
的な学習の
時間及び特
別活動に関
する内容

道徳教育の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○
特別活動及び総合的な学
習の時間の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教育の方法
及 び 技 術
（情報機器
及び教材の
活 用 を 含
む。）

教育の方法と技術 講義 2 ○ 必 ○

生徒指導の
理論及び方
法

生徒指導の理論と
方法 講義 2 ○ 必 ○

教 育 相 談
（カウンセ
リングに関
する基礎的
な知識を含
む。）の理論
及び方法

教育相談の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

栄養教育実習
栄養教諭教育実習事前事後指導 実習 1 ○ 必 ○
栄養教諭教育実習 実習 1 ○ 必 ○

教職実践演習 教職実践演習（栄養教諭）演習 2 ○ 必 ○

区分 必修 選択
基礎教養科目 6単位 37単位

専門教育科目 99単位
（選択必修含む） 6単位

計 105単位 43単位



令和 3（２０２1）年度入学生　健康栄養学部　管理栄養学科　教育課程

区分 授業科目
授
業
形
態

単
位
数

必修・選択栄
養
士

管
理
栄
養
士

栄
養
教
諭

開講時期

必修選択
１年（２０21）２年（２０２2）３年（２０２3）４年（２０２4）
前期後期前期後期前期後期前期後期

基
礎
教
養
科
目
（
※
２４
単
位
以
上
必
要
）

教
養
分
野

教養

日本の文学Ⅰ 講義 2 ○ ○
日本の文学Ⅱ 講義 2 ○ ○
国際文化論 講義 2 ○ ○
食文化論 講義 2 ○ ○
日本国憲法 講義 2 ○ 必 ○
道徳論 講義 2 ○ ○
生命倫理 講義 2 ○ ○
関係法令 講義 2 ○ ○
食糧経済学 講義 2 ○ ○
マーケティング論 講義 2 ○ ○
地域文化論 演習 1 ○ ○
地域文化論実習 実習 1 ○ ○

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

外国語

基礎英語Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
基礎英語Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○
総合英語Ⅰ 演習 1 ○ ○
総合英語Ⅱ 演習 1 ○ ○
中国語Ⅰ 演習 1 ○ ○
中国語Ⅱ 演習 1 ○ ○
フランス語Ⅰ 演習 1 ○ ○
フランス語Ⅱ 演習 1 ○ ○

人間関係

コミュニケーション論Ⅰ 演習 1 ○ ○
コミュニケーション論Ⅱ 演習 1 ○ ○
日本語表現 講義 2 ○ ○
カウンセリング論 講義 2 ○ ○

体
育
分
野
保健体育

体育講義 講義 2 ○ 必 ○
体育実技 実習 1 ○ 必 ○

情
報
分
野

情報
リテラシー

情報処理演習Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
情報処理演習Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○
リスクマネジメント論 講義 2 ○ ○

専
門
教
育
科
目

専
門
関
連
基
礎
分
野

管理栄養士概論 講義 2 ○ ○
基礎生理学 講義 2 ○ ○
運動生理学 講義 2 ○ ○
行動科学理論 講義 2 ○ ○
有機化学 講義 2 ○ ○

専
門
基
礎
分
野

社会・環境
と健康

公衆衛生学 講義 2 ○ 必必 ○
公衆衛生学実習 実習 1 ○ 必必 ○
健康管理論 講義 2 ○ 必必 ○
医療・介護福祉論 講義 2 ○ 必必 ○

人体の構造
と機能及び
疾病の成り
立ち

医学基礎 講義 2 ○ 必 ○
解剖生理学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
解剖生理学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
解剖生理学実験Ⅰ 実験 1 ○ 必必 ○
解剖生理学実験Ⅱ 実験 1 ○ 必必 ○
生化学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
生化学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
生化学実験 実験 1 ○ 必必 ○
微生物学 講義 2 ○ 必 ○
微生物学実験 実験 1 ○ 必 ○
病理学 講義 2 ○ 必 ○

食べ物と
健康

食品学 講義 2 ○ 必必 ○
食品機能学 講義 2 ○ 必必 ○
食品学実験 実験 1 ○ 必必 ○
食品衛生学 講義 2 ○ 必必 ○
食品衛生学実験 実験 1 ○ 必必 ○
食品機能学実習 実習 1 ○ 必必 ○
調理学 講義 2 ○ 必必 ○
調理学実習 実習 1 ○ 必必 ○
応用調理学実習 実習 1 ○ 必必 ○

専
門
分
野

基礎
栄養学

栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
基礎栄養学実験 実験 1 ○ 必必 ○

応用
栄養学

応用栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学Ⅲ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
応用栄養学実習Ⅱ 実習 1 ○ 必必 ○

区分 授業科目
授
業
形
態

単
位
数

必修・選択栄
養
士

管
理
栄
養
士

栄
養
教
諭

開講時期

必修選択
１年（２０21）２年（２０２2）３年（２０２3）４年（２０２4）
前期後期前期後期前期後期前期後期

専
門
教
育
科
目

専
門
分
野

栄養
教育論

栄養教育論Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養教育論Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養カウンセリング論 講義 2 ○ 必必 ○
栄養教育論実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
栄養教育論実習Ⅱ 実習 1 ○ 必必 ○

臨床
栄養学

臨床栄養学Ⅰ（臨床栄養）講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅱ（アセスメント・検査） 講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅲ（チーム医療・介護）講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅳ（マネジメント）講義 2 ○ 必 ○
臨床栄養学実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
臨床栄養学実習Ⅱ 実習 1 ○ 必 ○

公衆
栄養学

公衆栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
公衆栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
公衆栄養学実習 実習 1 ○ 必必 ○

給食経営
管理論

給食管理論 講義 2 ○ 必必 ○
給食経営論 講義 2 ○ 必必 ○
給食経営管理論実習 実習 1 ○ 必必 ○

総合演習
栄養総合演習Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
栄養総合演習Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○

臨地実習

給食経営管理臨地実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
臨床栄養学臨地実習Ⅰ 実習 2 ○ 必 ○
給食経営管理臨地実習Ⅱ 実習 1 必○ 必 ○
臨床栄養学臨地実習Ⅱ 実習 1 必○ 必 ○
公衆栄養学臨地実習 実習 1 必○ 必 ○

演習
管理栄養士特論Ⅰ 演習 1 ○ ○
管理栄養士特論Ⅱ 演習 1 ○ ○

卒業研究
卒業研究・演習Ⅰ 演習 4 ○ ○
卒業研究・演習Ⅱ 演習 4 ○ ○

教
職
科
目

栄養に係る教育
に関する科目

学校栄養教育の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○
食育指導の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念
並びに教育
に関する歴
史及び思想

教育原理 講義 2 ○ 必 ○
学校と教育の歴史 講義 2 ○ 選 ○

教職の意義
及び教員の
役割・職務内
容（チーム学
校運営への
対応を含む。）

教職論 講義 2 ○ 必 ○

教育に関す
る社会的、制
度的又は経
営的事項（学
校と地域と
の連携及び
学校安全へ
の対応を含む。）

教育社会学 講義 2 ○ 必 ○

学校組織論 講義 2 ○ 選 ○

幼児、児童
及び生徒の
心身の発達
及び学習の
過程

教育心理学 講義 2 ○ 必 ○

特別の支援
を必要とす
る幼児、児
童及び生徒
に対する理
解

特別支援教育論 講義 2 ○ 必 ○

教育課程の
意義及び編
成の方法（カ
リキュラム・
マネジメン
トを含む。）

教育課程論 講義 2 ○ 必 ○

道
徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容
及
び
生
徒
指
導
、教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳・総合
的な学習の
時間及び特
別活動に関
する内容

道徳教育の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○
特別活動及び総合的な学
習の時間の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教育の方法
及 び 技 術
（情報機器
及び教材の
活 用 を 含
む。）

教育の方法と技術 講義 2 ○ 必 ○

生徒指導の
理論及び方
法

生徒指導の理論と
方法 講義 2 ○ 必 ○

教 育 相 談
（カウンセ
リングに関
する基礎的
な知識を含
む。）の理論
及び方法

教育相談の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

栄養教育実習
栄養教諭教育実習事前事後指導 実習 1 ○ 必 ○
栄養教諭教育実習 実習 1 ○ 必 ○

教職実践演習 教職実践演習（栄養教諭）演習 2 ○ 必 ○

区分 必修 選択
基礎教養科目 6単位 37単位

専門教育科目 99単位
（選択必修含む） 6単位

計 105単位 43単位
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区分 授業科目
授
業
形
態

単
位
数

必修・選択栄
養
士

管
理
栄
養
士

栄
養
教
諭

開講時期

必修選択
１年（２０22）２年（２０２3）３年（２０２4）４年（２０２5）
前期後期前期後期前期後期前期後期

基
礎
教
養
科
目
（
※
２４
単
位
以
上
必
要
）

教
養
分
野

教養

日本の文学Ⅰ 講義 2 ○ ○
日本の文学Ⅱ 講義 2 ○ ○
国際文化論 講義 2 ○ ○
食文化論 講義 2 ○ ○
日本国憲法 講義 2 ○ 必 ○
道徳論 講義 2 ○ ○
生命倫理 講義 2 ○ ○
関係法令 講義 2 ○ ○
食糧経済学 講義 2 ○ ○
マーケティング論 講義 2 ○ ○
地域文化論 演習 1 ○ ○
地域文化論実習 実習 1 ○ ○

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

外国語

基礎英語Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
基礎英語Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○
総合英語Ⅰ 演習 1 ○ ○
総合英語Ⅱ 演習 1 ○ ○
中国語Ⅰ 演習 1 ○ ○
中国語Ⅱ 演習 1 ○ ○
フランス語Ⅰ 演習 1 ○ ○
フランス語Ⅱ 演習 1 ○ ○

人間関係

コミュニケーション論Ⅰ 演習 1 ○ ○
コミュニケーション論Ⅱ 演習 1 ○ ○
日本語表現 講義 2 ○ ○
カウンセリング論 講義 2 ○ ○

体
育
分
野
保健体育

体育講義 講義 2 ○ 必 ○
体育実技 実習 1 ○ 必 ○

情
報
分
野

情報
リテラシー

情報処理演習Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
情報処理演習Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○
リスクマネジメント論 講義 2 ○ ○

専
門
教
育
科
目

専
門
関
連
基
礎
分
野

管理栄養士概論 講義 2 ○ ○
基礎生理学 講義 2 ○ ○
運動生理学 講義 2 ○ ○
行動科学理論 講義 2 ○ ○
有機化学 講義 2 ○ ○

専
門
基
礎
分
野

社会・環境
と健康

公衆衛生学 講義 2 ○ 必必 ○
公衆衛生学実習 実習 1 ○ 必必 ○
健康管理論 講義 2 ○ 必必 ○
医療・介護福祉論 講義 2 ○ 必必 ○

人体の構造
と機能及び
疾病の成り
立ち

医学基礎 講義 2 ○ 必 ○
解剖生理学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
解剖生理学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
解剖生理学実験Ⅰ 実験 1 ○ 必必 ○
解剖生理学実験Ⅱ 実験 1 ○ 必必 ○
生化学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
生化学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
生化学実験 実験 1 ○ 必必 ○
微生物学 講義 2 ○ 必 ○
微生物学実験 実験 1 ○ 必 ○
病理学 講義 2 ○ 必 ○

食べ物と
健康

食品学 講義 2 ○ 必必 ○
食品機能学 講義 2 ○ 必必 ○
食品学実験 実験 1 ○ 必必 ○
食品衛生学 講義 2 ○ 必必 ○
食品衛生学実験 実験 1 ○ 必必 ○
食品機能学実習 実習 1 ○ 必必 ○
調理学 講義 2 ○ 必必 ○
調理学実習 実習 1 ○ 必必 ○
応用調理学実習 実習 1 ○ 必必 ○

専
門
分
野

基礎
栄養学

栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
基礎栄養学実験 実験 1 ○ 必必 ○

応用
栄養学

応用栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学Ⅲ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
応用栄養学実習Ⅱ 実習 1 ○ 必必 ○

区分 授業科目
授
業
形
態

単
位
数

必修・選択栄
養
士

管
理
栄
養
士

栄
養
教
諭

開講時期

必修選択
１年（２０22）２年（２０２3）３年（２０２4）４年（２０２5）
前期後期前期後期前期後期前期後期

専
門
教
育
科
目

専
門
分
野

栄養
教育論

栄養教育論Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養教育論Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養カウンセリング論 講義 2 ○ 必必 ○
栄養教育論実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
栄養教育論実習Ⅱ 実習 1 ○ 必必 ○

臨床
栄養学

臨床栄養学Ⅰ（臨床栄養）講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅱ（アセスメント・検査） 講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅲ（チーム医療・介護）講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅳ（マネジメント）講義 2 ○ 必 ○
臨床栄養学実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
臨床栄養学実習Ⅱ 実習 1 ○ 必 ○

公衆
栄養学

公衆栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
公衆栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
公衆栄養学実習 実習 1 ○ 必必 ○

給食経営
管理論

給食管理論 講義 2 ○ 必必 ○
給食経営論 講義 2 ○ 必必 ○
給食経営管理論実習 実習 1 ○ 必必 ○

総合演習
栄養総合演習Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
栄養総合演習Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○

臨地実習

給食経営管理臨地実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
臨床栄養学臨地実習Ⅰ 実習 2 ○ 必 ○
給食経営管理臨地実習Ⅱ 実習 1 必○ 必 ○
臨床栄養学臨地実習Ⅱ 実習 1 必○ 必 ○
公衆栄養学臨地実習 実習 1 必○ 必 ○

演習
管理栄養士特論Ⅰ 演習 1 ○ ○
管理栄養士特論Ⅱ 演習 1 ○ ○

卒業研究
卒業研究・演習Ⅰ 演習 4 ○ ○
卒業研究・演習Ⅱ 演習 4 ○ ○

教
職
科
目

栄養に係る教育
に関する科目

学校栄養教育の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○
食育指導の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念
並びに教育
に関する歴
史及び思想

教育原理 講義 2 ○ 必 ○
学校と教育の歴史 講義 2 ○ 選 ○

教職の意義
及び教員の
役割・職務内
容（チーム学
校運営への
対応を含む。）

教職論 講義 2 ○ 必 ○

教育に関す
る社会的、制
度的又は経
営的事項（学
校と地域と
の連携及び
学校安全へ
の対応を含む。）

教育社会学 講義 2 ○ 必 ○

学校組織論 講義 2 ○ 選 ○

幼児、児童
及び生徒の
心身の発達
及び学習の
過程

教育心理学 講義 2 ○ 必 ○

特別の支援
を必要とす
る幼児、児
童及び生徒
に対する理
解

特別支援教育論 講義 2 ○ 必 ○

教育課程の
意義及び編
成の方法（カ
リキュラム・
マネジメン
トを含む。）

教育課程論 講義 2 ○ 必 ○

道
徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容
及
び
生
徒
指
導
、教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳・総合
的な学習の
時間及び特
別活動に関
する内容

道徳教育の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○
特別活動及び総合的な学
習の時間の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教育の方法
及 び 技 術
（情報機器
及び教材の
活 用 を 含
む。）

教育の方法と技術 講義 2 ○ 必 ○

生徒指導の
理論及び方
法

生徒指導の理論と
方法 講義 2 ○ 必 ○

教 育 相 談
（カウンセ
リングに関
する基礎的
な知識を含
む。）の理論
及び方法

教育相談の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

栄養教育実習
栄養教諭教育実習事前事後指導 実習 1 ○ 必 ○
栄養教諭教育実習 実習 1 ○ 必 ○

教職実践演習 教職実践演習（栄養教諭）演習 2 ○ 必 ○

区分 必修 選択
基礎教養科目 6単位 37単位

専門教育科目 99単位
（選択必修含む） 6単位

計 105単位 43単位



令和 5（２０２3）年度入学生　健康栄養学部　管理栄養学科　教育課程

区分 授業科目
授
業
形
態

単
位
数

必修・選択栄
養
士

管
理
栄
養
士

栄
養
教
諭

開講時期

必修選択
１年（２０23）２年（２０２4）３年（２０２5）４年（２０２6）
前期後期前期後期前期後期前期後期

基
礎
教
養
科
目
（
※
２４
単
位
以
上
必
要
）

教
養
分
野

教養

日本の文学Ⅰ 講義 2 ○ ○
日本の文学Ⅱ 講義 2 ○ ○
国際文化論 講義 2 ○ ○
食文化論 講義 2 ○ ○
日本国憲法 講義 2 ○ 必 ○
道徳論 講義 2 ○ ○
生命倫理 講義 2 ○ ○
関係法令 講義 2 ○ ○
食糧経済学 講義 2 ○ ○
マーケティング論 講義 2 ○ ○
地域文化論 演習 1 ○ ○
地域文化論実習 実習 1 ○ ○

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

外国語

基礎英語Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
基礎英語Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○
総合英語Ⅰ 演習 1 ○ ○
総合英語Ⅱ 演習 1 ○ ○
中国語Ⅰ 演習 1 ○ ○
中国語Ⅱ 演習 1 ○ ○
フランス語Ⅰ 演習 1 ○ ○
フランス語Ⅱ 演習 1 ○ ○

人間関係

コミュニケーション論Ⅰ 演習 1 ○ ○
コミュニケーション論Ⅱ 演習 1 ○ ○
日本語表現 講義 2 ○ ○
カウンセリング論 講義 2 ○ ○

体
育
分
野
保健体育

体育講義 講義 2 ○ 必 ○
体育実技 実習 1 ○ 必 ○

情
報
分
野

情報
リテラシー

情報処理演習Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
情報処理演習Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○
リスクマネジメント論 講義 2 ○ ○

専
門
教
育
科
目

専
門
関
連
基
礎
分
野

管理栄養士概論 講義 2 ○ ○
基礎生理学 講義 2 ○ ○
運動生理学 講義 2 ○ ○
行動科学理論 講義 2 ○ ○
有機化学 講義 2 ○ ○

専
門
基
礎
分
野

社会・環境
と健康

公衆衛生学 講義 2 ○ 必必 ○
公衆衛生学実習 実習 1 ○ 必必 ○
健康管理論 講義 2 ○ 必必 ○
医療・介護福祉論 講義 2 ○ 必必 ○

人体の構造
と機能及び
疾病の成り
立ち

医学基礎 講義 2 ○ 必 ○
解剖生理学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
解剖生理学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
解剖生理学実験Ⅰ 実験 1 ○ 必必 ○
解剖生理学実験Ⅱ 実験 1 ○ 必必 ○
生化学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
生化学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
生化学実験 実験 1 ○ 必必 ○
微生物学 講義 2 ○ 必 ○
微生物学実験 実験 1 ○ 必 ○
病理学 講義 2 ○ 必 ○

食べ物と
健康

食品学 講義 2 ○ 必必 ○
食品機能学 講義 2 ○ 必必 ○
食品学実験 実験 1 ○ 必必 ○
食品衛生学 講義 2 ○ 必必 ○
食品衛生学実験 実験 1 ○ 必必 ○
食品機能学実習 実習 1 ○ 必必 ○
調理学 講義 2 ○ 必必 ○
調理学実習 実習 1 ○ 必必 ○
応用調理学実習 実習 1 ○ 必必 ○

専
門
分
野

基礎
栄養学

栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
基礎栄養学実験 実験 1 ○ 必必 ○

応用
栄養学

応用栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学Ⅲ 講義 2 ○ 必必 ○
応用栄養学実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
応用栄養学実習Ⅱ 実習 1 ○ 必必 ○

区分 授業科目
授
業
形
態

単
位
数

必修・選択栄
養
士

管
理
栄
養
士

栄
養
教
諭

開講時期

必修選択
１年（２０23）２年（２０２4）３年（２０２5）４年（２０２6）
前期後期前期後期前期後期前期後期

専
門
教
育
科
目

専
門
分
野

栄養
教育論

栄養教育論Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養教育論Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
栄養カウンセリング論 講義 2 ○ 必必 ○
栄養教育論実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
栄養教育論実習Ⅱ 実習 1 ○ 必必 ○

臨床
栄養学

臨床栄養学Ⅰ（臨床栄養）講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅱ（アセスメント・検査） 講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅲ（チーム医療・介護）講義 2 ○ 必必 ○
臨床栄養学Ⅳ（マネジメント）講義 2 ○ 必 ○
臨床栄養学実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
臨床栄養学実習Ⅱ 実習 1 ○ 必 ○

公衆
栄養学

公衆栄養学Ⅰ 講義 2 ○ 必必 ○
公衆栄養学Ⅱ 講義 2 ○ 必必 ○
公衆栄養学実習 実習 1 ○ 必必 ○

給食経営
管理論

給食管理論 講義 2 ○ 必必 ○
給食経営論 講義 2 ○ 必必 ○
給食経営管理論実習 実習 1 ○ 必必 ○

総合演習
栄養総合演習Ⅰ 演習 1 ○ 必 ○
栄養総合演習Ⅱ 演習 1 ○ 必 ○

臨地実習

給食経営管理臨地実習Ⅰ 実習 1 ○ 必必 ○
臨床栄養学臨地実習Ⅰ 実習 2 ○ 必 ○
給食経営管理臨地実習Ⅱ 実習 1 必○ 必 ○
臨床栄養学臨地実習Ⅱ 実習 1 必○ 必 ○
公衆栄養学臨地実習 実習 1 必○ 必 ○

演習
管理栄養士特論Ⅰ 演習 1 ○ ○
管理栄養士特論Ⅱ 演習 1 ○ ○

卒業研究
卒業研究・演習Ⅰ 演習 4 ○ ○
卒業研究・演習Ⅱ 演習 4 ○ ○

教
職
科
目

栄養に係る教育
に関する科目

学校栄養教育の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○
食育指導の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念
並びに教育
に関する歴
史及び思想

教育原理 講義 2 ○ 必 ○
学校と教育の歴史 講義 2 ○ 選 ○

教職の意義
及び教員の
役割・職務内
容（チーム学
校運営への
対応を含む。）

教職論 講義 2 ○ 必 ○

教育に関す
る社会的、制
度的又は経
営的事項（学
校と地域と
の連携及び
学校安全へ
の対応を含む。）

教育社会学 講義 2 ○ 必 ○

学校組織論 講義 2 ○ 選 ○

幼児、児童
及び生徒の
心身の発達
及び学習の
過程

教育心理学 講義 2 ○ 必 ○

特別の支援
を必要とす
る幼児、児
童及び生徒
に対する理
解

特別支援教育論 講義 2 ○ 必 ○

教育課程の
意義及び編
成の方法（カ
リキュラム・
マネジメン
トを含む。）

教育課程論 講義 2 ○ 必 ○

道
徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容
及
び
生
徒
指
導
、教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳・総合
的な学習の
時間及び特
別活動に関
する内容

道徳教育の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○
特別活動及び総合的な学
習の時間の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教育の方法
及 び 技 術
（情報機器
及び教材の
活 用 を 含
む。）

教育の方法と技術 講義 2 ○ 必 ○

生徒指導の
理論及び方
法

生徒指導の理論と
方法 講義 2 ○ 必 ○

教 育 相 談
（カウンセ
リングに関
する基礎的
な知識を含
む。）の理論
及び方法

教育相談の理論と方法 講義 2 ○ 必 ○

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

栄養教育実習
栄養教諭教育実習事前事後指導 実習 1 ○ 必 ○
栄養教諭教育実習 実習 1 ○ 必 ○

教職実践演習 教職実践演習（栄養教諭）演習 2 ○ 必 ○

区分 必修 選択
基礎教養科目 6単位 37単位

専門教育科目 99単位
（選択必修含む） 6単位

計 105単位 43単位



令和 ２年度カリキュラム改正に伴う、科目の取り扱い【変更・読替等】

・原則、令和元年度以前に入学した者は入学年度のカリキュラムを適用する。
令和元年度以前に入学した者の授業科目（旧カリキュラム） 左記に対する令和 ２年度以降入学者の授業科目（新カリキュラム） 備考

開講科目名 授業
形態

単
位
必修
選択

開講
学年 開講科目名 授業

形態
単
位

必修
選択

開講
学年

旧カリ履修指導
の留意点

【受講不可】 日本の文学Ⅰ 講義 2 選択 1 新設
日本の文学 講義 2 選択 3 日本の文学Ⅱ 講義 2 選択 3
生活美学 講義 2 選択 4 【受講不可】 廃止
社会心理学 講義 2 選択 2 【受講不可】 廃止
日本国憲法 講義 2 選択 1 日本国憲法 講義 2 必修 1
【受講不可】 道徳論 講義 2 選択 1 新設
【受講不可】 生命倫理論 講義 2 選択 4 新設
【受講不可】 関係法令 講義 2 選択 4 新設
暮らしと経済 講義 2 選択 1 食糧経済学 講義 2 選択 2

食品流通・管理論 講義 2 選択 4 マーケティング論 講義 2 選択 3
地域文化論Ⅰ 演習 1 選択 1 地域文化論 演習 1 選択 1
地域文化論Ⅱ 演習 1 選択 1 地域文化論実習 実習 1 選択 1
人間関係論 講義 2 必修 1 【受講不可】 廃止（※ １）

コミュニケーション論 講義 2 必修 1 コミュニケーション論Ⅰ 演習 1 選択 2 分割（※ ２）
コミュニケーション論Ⅱ 演習 1 選択 3 分割（※ ２）

組織の心理学 講義 2 選択 3 【受講不可】 廃止
体育講義 講義 2 必修 1 体育講義 講義 2 選択 1
体育実技 実技 1 必修 1 体育実技 実技 1 選択 1

情報処理演習Ⅲ 演習 1 選択 3 【受講不可】 廃止
情報処理演習Ⅳ 演習 1 選択 4 【受講不可】 廃止
生物学 講義 2 必修 1 【受講不可】 廃止（※ １）

【受講不可】 管理栄養士概論 講義 2 必修 1 新設
【受講不可】 運動生理学 講義 2 選択 3
【受講不可】 行動科学理論 講義 2 選択 3
生理学Ⅰ 講義 2 選択必修 4 【受講不可】 廃止（※ １）
生理学Ⅱ 講義 2 選択必修 4 【受講不可】 廃止（※ １）
基礎化学 講義 2 必修 1 【受講不可】 廃止（※ １）

基礎化学実験 実験 1 必修 1 【受講不可】 廃止（※ １）
統計調査法 講義 2 選択 2 【受講不可】 廃止
健康管理概論 講義 2 必修 1 健康管理論 講義 2 必修 1
社会福祉概論 講義 2 必修 1 医療・介護福祉論 講義 2 必修 3 廃止（※ １）
医学概論 講義 2 必須 1 医学基礎 講義 2 必須 1
食品学Ⅰ 講義 2 必須 1 食品学 講義 2 必須 1
食品学Ⅱ 講義 2 必須 2 食品機能学 講義 2 必須 2
食品分析学 講義 2 選択 4 【受講不可】
調理科学 講義 2 選択 3 【受講不可】

調理科学実験 実験 1 選択 3 【受講不可】
調理学実習Ⅰ 実習 1 必修 1 調理学実習 実習 1 必修 1
調理学実習Ⅱ 実習 1 必修 1 応用調理学実習 実習 1 必修 1

給食経営管理臨地実習 実習 1 必修 3 給食経営管理臨地実習Ⅰ 実習 1 必修 3
臨床栄養・公衆栄養・給食経営管理実習Ⅰ 実習 2 必修 3 臨床栄養学臨地実習Ⅰ 実習 2 必修 3
臨床栄養・公衆栄養・給食経営管理実習Ⅱ 実習 1 必修 3 給食経営管理臨地実習Ⅱ 実習 1 選択必修 3 分割（※ ３）

臨床栄養学臨地実習Ⅱ 実習 1 選択必修 3 分割（※ ３）
公衆栄養学臨地実習 実習 1 選択必修 3 分割（※ ３）

令和 5年度の取り扱い
科目廃止（※ １） 　必修科目につき、旧カリキュラム対象者で再履修の希望者がいれば開講する。
科目分割（※ ２） 　コミュニケーション論Ⅰ・コミュニケーション論Ⅱの ２科目含めて ２単位として認める。
科目分割（※ ３） 　�「臨床栄養学臨地実習Ⅱ（ １単位）」、「給食経営管理臨地実習Ⅱ（ １単位）」、「公衆栄養学臨地

実習（ １単位）」の ３科目より １科目を選択必修とする。



【教育研究上の目的】
　人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献できる管理栄養士、栄養士、栄養教諭の養成を目指し、
国民の生活の質の向上と食生活の改善に携わるのに相応しい能力と専門的知識を持った人材を養成す
ることを目的とする。（学則第 ６条）

【教育目的】
　建学の精神である「国家・社会に貢献できる人材の育成」に基づき、大学の教育研究上の目的を「学
術・教育の高度化に対応した職業人の育成」と定義した上で、医療系大学への進化のもと ３学部連携
し、地域医療に貢献できる人材育成を目指して、健康栄養学部では、幅広い職業人の育成と、進んで
社会に貢献しようとする人材を養成することを目的とする。

【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成指針）】
　管理栄養学科では、ディプロマ・ポリシーを達成するため、下記の基本的な考え方に基づいてカリ
キュラムを編成しています。
　 １ ． 教養分野科目および専門関連基礎分野の学習
　 ２ ． 専門基礎分野および専門分野の学習
　 ３ ． 管理栄養士に必要な教養および知識・技術の修得
　 ４ ． 臨地実習による知識と技術の融合
　 ５ ． 自己啓発のための積極的・継続的な学習の確保

【ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）】
　管理栄養学科では、所定の単位を修得し、次の能力を備えた学生に卒業を認定し、学士（栄養学）
の学位を授与します。
　 １ ． 豊かな人間性と高い倫理観
　 ２ ． 食・栄養・健康に関する幅広い知識・技術
　 ３ ． 食・栄養の観点から健康を総合的にマネジメントできる能力
　 ４ ． 食・栄養の専門家として個人の栄養状態を把握し、適正な栄養管理を行う能力
　 ５ ． グローバル社会に対応したコミュニケーション能力



修文大学健康栄養学部管理栄養学科カリキュラムマップ（ディプロマ・ポリシー対比表）

ディプロマ・ポリシー
（DP：学位授与方針）

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
卒業要件単位数を取得し、以下の能力を身につけたものに卒
業が認定され、学位（栄養学）が与えられます。
⑴豊かな人間性と高い倫理観
⑵食・栄養・健康に関する幅広い知識・技術
⑶食・栄養の観点から健康を総合的にマネジメントできる能力
⑷�食・栄養の専門家として個人の栄養状態を把握し、適正な
栄養管理を行う能力
⑸グローバル社会に対応したコミュニケーション能力
　　　　　◎　強く関連　　　○　関連

科目区分 授業科目 配当年次 単位数 DP⑴ DP⑵ DP⑶ DP⑷ DP⑸
必修 選択

基
礎
教
養
科
目

教
養
分
野

教養

日本の文学Ⅰ １後 2 ◎
日本の文学Ⅱ ３後 2 ◎
国際文化論 ４前 2 ◎
食文化論 ２後 2 ○ ◎
日本国憲法 １前 2 ◎
道徳論 １後 2 ◎
生命倫理論 ４後 2 ◎
関係法令 ４前 2 ◎
食糧経済学 ２後 2 ◎ ○
マーケティング論 ３後 2 ◎
地域文化論 １前 1 ◎ ○
地域文化論実習 １後 1 ◎ ○

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

外国語

基礎英語Ⅰ １前 1 ◎
基礎英語Ⅱ １後 1 ◎
総合英語Ⅰ ３前 1 ◎
総合英語Ⅱ ３後 1 ◎
中国語Ⅰ １前 1 ◎
中国語Ⅱ １後 1 ◎
フランス語Ⅰ １前 1 ○ ◎
フランス語Ⅱ １後 1 ○ ◎

人間関係

コミュニケーション論Ⅰ ２後 1 ◎
コミュニケーション論Ⅱ ３前 1 ◎
日本語表現 ２前 2 ◎ ○
カウンセリング論 ４後 2 ◎

体
育
分
野

保健体育 体育講義 １前 2 ◎ ○
体育実技 １後 1 ◎ ○

情
報
分
野

情報
リテラシー

情報処理演習Ⅰ １前 1 ◎
情報処理演習Ⅱ １後 1 ◎
リスクマネジメント論 ３後 2 ◎

専
門
教
育
科
目

専
門
関
連
基
礎
分
野

管理栄養士概論 １前 2 ○ ◎
基礎生理学 ２前 2 ◎
運動生理学 ３前 2 ◎
行動科学理論 ３後 2 ◎
有機化学 １前 2 ◎ ○

専
門
基
礎
分
野

社会・環境
と健康

公衆衛生学 ３前 2 ◎ ○
公衆衛生学実習 ３後 1 ○ ◎
健康管理論 １前 2 ◎ ○
医療・介護福祉論 ３後 2 ◎

人体の構造
と機能及び
疾病の成り
立ち

医学基礎 １前 2 ◎
解剖生理学Ⅰ １後 2 ◎
解剖生理学Ⅱ ２前 2 ◎ ○
解剖生理学実験Ⅰ ２前 1 ◎ ○
解剖生理学実験Ⅱ ２後 1 ◎ ○
生化学Ⅰ １前 2 ◎
生化学Ⅱ １後 2 ◎
生化学実験 ２前 1 ◎
微生物学 １後 2 ◎
微生物学実験 ２後 1 ◎
病理学 ２後 2 ◎ ○



科目区分 授業科目 配当年次 単位数 DP⑴ DP⑵ DP⑶ DP⑷ DP⑸
必修 選択

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
分
野

食べ物と
健康

食品学 １後 2 ◎
食品機能学 ２前 2 ◎ ○
食品学実験 ２前 1 ◎
食品衛生学 ２後 2 ◎
食品衛生学実験 ３前 1 ◎ ○
食品機能学実習 ３前 1 ◎ ○
調理学 １前 2 ◎
調理学実習 １前 1 ◎
応用調理学実習 １後 1 ◎

専
門
分
野

基礎栄養学
栄養学Ⅰ １後 2 ◎ ○
栄養学Ⅱ ２前 2 ◎ ○
基礎栄養学実験 ２後 1 ◎ ○

応用栄養学

応用栄養学Ⅰ ２前 2 ◎ ○
応用栄養学Ⅱ ２後 2 ◎ ○
応用栄養学Ⅲ ３前 2 ◎ ○
応用栄養学実習Ⅰ ２後 1 ◎ ○
応用栄養学実習Ⅱ ３前 1 ◎ ○

栄養教育論

栄養教育論Ⅰ ２後 2 ◎ ○
栄養教育論Ⅱ ３前 2 ◎ ○
栄養カウンセリング論 ３後 2 ◎ ○
栄養教育論実習Ⅰ ３前 1 ◎ ○
栄養教育論実習Ⅱ ３後 1 ◎ ○

臨床栄養学

臨床栄養学Ⅰ（臨床栄養） ２前 2 ◎ ○
臨床栄養学Ⅱ（アセスメント・検査） ２ 後 2 ◎ ○
臨床栄養学Ⅲ（チーム医療・介護） ３ 前 2 ◎ ○
臨床栄養学Ⅳ（マネジメント） ３後 2 ◎ ○
臨床栄養学実習Ⅰ ２後 1 ◎ ○
臨床栄養学実習Ⅱ ３前 1 ◎ ○

公衆栄養学
公衆栄養学Ⅰ ２後 2 ◎ ○
公衆栄養学Ⅱ ３前 2 ◎ ○
公衆栄養学実習 ３後 1 ◎ ○

給食経営
管理論

給食管理論 １後 2 ◎ ○
給食経営論 ２前 2 ◎ ○
給食経営管理論実習 ２後 1 ◎ ○

総合演習 栄養総合演習Ⅰ ３前 1 ◎ ○
栄養総合演習Ⅱ ３後 1 ◎ ○

臨地実習

給食経営管理臨地実習Ⅰ ３後 1 ◎ ○
臨床栄養学臨地実習Ⅰ ３後 2 ◎ ○
給食経営管理臨地実習Ⅱ ３後 必 １ ◎ ○
臨床栄養学臨地実習Ⅱ ３後 必 １ ◎ ○
公衆栄養学臨地実習 ３後 必 １ ◎ ○

演習 管理栄養士特論Ⅰ ４前 1 ◎
管理栄養士特論Ⅱ ４後 1 ◎

卒業研究 卒業研究・演習Ⅰ ４前 4 ◎
卒業研究・演習Ⅱ ４後 4 ◎



基
礎
教
養

　基礎教養科目　

◇　教 養

◇　外 国 語

◇　人 間 関 係

◇　保 健 体 育

◇　情報リテラシー



基
礎
教
養

2

日本の文学Ⅰ	 Japanese LiteratureⅠ

担 当 教 員 名 青山　勇樹 実 務 経 験
（ 年 数 ） 高等学校国語教員３１年うち教頭１４年

英 語 氏 名 AOYAMA Yuki 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日１２：１５～１２：４５および１６：１５～１７：１５
（於７６１１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 普遍的な人間心理、日本語リテラシー 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 初等中等教育で習得した文学的素養に立脚し、日本近代文学における代表的な小説を取りあげる。普遍的な人間心理
を理解するとともに、日本語におけるリテラシーの向上を図る。

教 育 目 標 優れた小説を味わうことによって、人間心理の機微を読み解き、生きる意味について考え、豊かな人間性を涵養する。
健康栄養学部ディプロマ・ポリシーの①に関連する。

到 達 目 標 日本近代文学における代表的な小説の鑑賞を通して、みずみずしい感性を育み、普遍的な人間心理について深く考察
することができるとともに、たしかな日本語リテラシーを獲得する。

予 習 ・ 復 習 授業内容を復習し理解を深めるとともに、取りあげた文学者の他の作品についても積極的に鑑賞すること。週 ３ 時間
を目安に予習・復習すること（課題も含む）。

教科書・教材
①『こころ』（岩波書店　岩波文庫　緑１１－１　ISBN：９７８－４－００－３１０１１１－７）
②『羅生門・鼻・芋粥・偸盗』（岩波書店　岩波文庫　緑７０－１　ISBN：９７８－４－００－３１０７０１－０）
③『山椒大夫・高瀬舟　他四篇』（岩波書店　岩波文庫　緑５－７　ISBN：９７８－４－００－３１００５７－８）
④『山月記・李陵　他九篇』（岩波書店　岩波文庫　緑１４５－１　ISBN：９７８－４－００－３１１４５１－３）

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック

定期試験（７０％）、授業時のレポート提出（１５％）、課題提出（１５％）で評価する。
レポートおよび課題は返却し、課題は次時に解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス 日本近代文学における優れた小説を味わう意義と方法とについ
て理解できる。

２ 夏目漱石「こころ」⑴　作家の年譜 夏目漱石の生涯を辿り、作家の人生における文学の意味につい
て考察できる。

３ 夏目漱石「こころ」⑵　通読 作家の人生における「こころ」の位置づけを確認したうえで通
読し、作品の全体構造が把握できる。

４ 夏目漱石「こころ」⑶　精読① 上「先生と私」・中「両親と私」を精読し、巧みに張り巡らさ
れている伏線について理解できる。

５ 夏目漱石「こころ」⑷　精読② 下「先生と遺書」を精読し、「K」の心の葛藤と、「私」の心情
とについて、正確に把握できる。

６ 夏目漱石「こころ」⑸　まとめ 現代にも通じる普遍的な人間の本質や心理の機微を読み取り、
人間関係のなかで生きる困難さについて考察できる。

７ 芥川龍之介「羅生門」⑴　作家の年譜 芥川龍之介の生涯を辿り、作家の人生における文学の意味につ
いて考察できる。

８ 芥川龍之介「羅生門」⑵　精読 「老婆」の弁解の理屈と、「下人」の心理の変化とについて、
物語の展開に沿って正確に把握できる。

９ 芥川龍之介「羅生門」⑶　まとめ 人間が宿命的に背負っているエゴイズムともいうべき心の有様
について考察できる。

１０ 森鴎外「高瀬舟」⑴　作家の年譜 森鴎外の生涯を辿り、作家の人生における文学の意味について
考察できる。

１１ 森鴎外「高瀬舟」⑵　精読 弟を殺した罪人「喜助」が、なぜ晴れやかな顔で高瀬舟に乗っ
ているのか、その心理が正確に把握できる。

１２ 森鴎外「高瀬舟」⑶　まとめ 現代にも通じる安楽死や貧困の問題について、現代的な視点か
ら作品を見つめなおし、考察できる。

１３ 中島敦「山月記」⑴　作家の年譜 中島敦の生涯を辿り、作家の人生における文学の意味について
考察できる。

１４ 中島敦「山月記」⑵　精読・まとめ 「臆病な自尊心」・「尊大な羞恥心」と描写されている「李徴」
の矛盾した内面について、正確に把握できる。

１５ まとめ 日本近代文学の意義を理解し、普遍的な人間心理について深く
考察することができる。



基
礎
教
養
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日本の文学Ⅱ	 Japanese LiteratureⅡ

担 当 教 員 名 青山　勇樹 実 務 経 験
（ 年 数 ） 高等学校国語教員３１年うち教頭１４年

英 語 氏 名 AOYAMA Yuki 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日１２：１５～１２：４５および１６：１５～１７：１５
（於７６１１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教育科目－教養 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 文学の意義、生きることの意味 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 初等中等教育で習得した文学的素養に立脚し、日本の近現代文学のなかから、食や料理をモチーフとしている作品、
あるいは食べものについての優れた描写がある作品を幾つか取りあげ、味わう。

教 育 目 標 優れた文学作品の鑑賞を通して、生きることの意味を問い、いのちの深奥に迫ることで、豊かな人間性を涵養する。
健康栄養学部ディプロマ・ポリシーの①に関連する。

到 達 目 標 食をめぐる文学作品の鑑賞を通して、みずみずしい感性を育み、生きることの意味や、いのちについて深く考察する
ことができる。

予 習 ・ 復 習 授業内容を復習し理解を深めるとともに、取りあげた文学者の他の作品についても積極的に鑑賞すること。週 ３ 時間
を目安に予習・復習すること（課題も含む）。

教科書・教材 授業時に、必要な教材を配付する。

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック

定期試験（７０％）、授業時のレポート提出（１５％）、課題提出（１５％）で評価する。
レポートおよび課題は返却し、課題は次時に解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス 文学作品や優れた描写を味わう意義と方法とについて理解でき
る。

２ 岡本かの子「鮨」⑴　作家の年譜 岡本かの子の生涯を辿り、彼女の人生における文学の意味につ
いて考察できる。

３ 岡本かの子「鮨」⑵　通読 作家の人生における「鮨」の位置づけを確認したうえで通読し、
作品構成を分析できる。

４ 岡本かの子「鮨」⑶　精読（前半） 前半を精読し、中心的な登場人物である「ともよ」と「湊」と
の造型を味わうことができる。

５ 岡本かの子「鮨」⑷　精読（後半①母の振舞い） 拒食症的な幼少期の「湊」に対する母の振舞いを描いた美しい
文章表現を味わうことが出来る。

６ 岡本かの子「鮨」⑸　精読（後半②母への感情） 幼少期の「湊」における鮨との関わりを通して、母への感情を
読み解くことができる。

７ 岡本かの子「鮨」⑹　映像的解釈 関根光才監督・大森寿美男脚本による「鮨」を参考に、映像的
解釈について考察できる。

８ 吉本ばなな「ムーンライト・シャドウ」
　⑴　作家の年譜

吉本ばななの代表作を通して、彼女の文学におけるモチーフに
ついて考察できる。

９ 吉本ばなな「ムーンライト・シャドウ」
　⑵　通読

描写における色彩表現、特に「青・白・透明」のイメージに着
目して通読することができる。

１０ 吉本ばなな「ムーンライト・シャドウ」
　⑶　精読（前半）

登場人物に着目して各場面を精読し、生と向き合う各々の人物
造型を味わうことができる。

１１ 吉本ばなな「ムーンライト・シャドウ」
　⑷　精読（後半）

スピリチュアルな要素が色濃い後半場面を精読し、主人公の心
情を読み解くことができる。

１２ 吉本ばなな「ムーンライト・シャドウ」
　⑸　まとめ

喪失と再生の物語を鑑賞することで、人生の意義について思索
を深めることができる。

１３ 宮沢賢治「永訣の朝」⑴　詩人の年譜 生前は無名に近かった宮沢賢治の生涯を辿り、詩人の死生観に
ついて理解することができる。

１４ 宮沢賢治「永訣の朝」⑵　詩の鑑賞 最愛の妹を失う慟哭のなかから、いのちへの清らかで崇高な祈
りを読み取ることができる。

１５ まとめ 文学の意義を理解し、生きることの意味や、いのちについて深
く考察することができる。
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国際文化論	 Intercultural Studies

担 当 教 員 名 加藤　治美 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 KATO Harumi 対 象 学 生 4 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

授業終了後から16時半まで
および昼食時間後の休憩時間 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 国際社会　国際文化　異文化理解　文化交流　日本 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 北アメリカ、南アメリカ、イギリス、北欧、ヨーロッパ、中東、アフリカ、インド、アジア諸国、オセアニア、日本
の文化的諸相を比較分析し、国際文化についての講義をする。

教 育 目 標 多様な国際文化を柔軟にとらえることのできる知識を身に着け、健康との関連性を理解し、柔軟に対応できる力をつ
ける。ディプロマ・ポリシーの①と②に該当する。

到 達 目 標 多様な国際文化を理解することにより、グローバルな視点に立って国際理解を深める能力を見つける。

予 習 ・ 復 習 各週の授業内容について事前に調べ、90分は予習する。授業後に、講義された内容について復習し、疑問点について
整理しておく。

教科書・教材 使用しない。必要に応じて資料を配布する。

参 考 書 国際文化論　平野健一郎著　　日本の伝統文化しきたり辞典　中村義裕著

成績評価方法
フィードバック 期末考査（80％）、レポート（20％）、レポートは返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス国際文化論の定義 国際文化論概要を理解する。

２ 日本の伝統文化①　食文化 日本の伝統文化の食文化について理解する。

３ 日本の伝統文化②　日本語 日本の伝統文化の言葉について理解する。

４ 日本の伝統文化③　思想・文学 日本の伝統文化の思想と文学について理解する。

５ 日本の伝統文化④　美術・芸能 日本の伝統文化の美術と芸能について理解する。

６ アジア圏の文化①　食文化 アジア圏の食文化を理解する。

７ アジア圏の文化②　照葉樹林帯の特性　 アジア圏の照葉樹林帯の文化を理解する。

８ アジア圏の文化③　宗教 アジア圏の宗教の特性を理解する。

９ ヨーロッパ圏の文化①　食文化 ヨーロッパ圏の食文化を理解する。

１０ ヨーロッパ圏の文化②　繁栄と侵略 ヨーロッパ圏の植民地化による侵略と繁栄について理解する。

１１ アフリカ大陸の文化①　食文化 アフリカ圏の食文化について理解する。

１２ アフリカ大陸の文化②　 アフリカ圏の文化について理解する。

１３ 北アメリカの文化①　最強の帝国の繁栄 北アメリカの文繁栄をもたらした文化について理解する。

１４ 北アメリカの文化②　食文化 北アメリカの食文化を理解する。

１５ 南アメリカの文化　繁栄と衰退 南アメリカの繁栄と衰退について理解する。
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食文化論	 Food Culture

担 当 教 員 名 加藤　治美 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 KATO Harumi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

授業終了後から１６時半まで
および昼食時間後の休憩時間 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 食生活　和食文化　世界の食 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 食事文化が食文化として定着し発展した過程を説明し、食文化の特異性が理解できるよう講義する。

教 育 目 標 多様な食文化を柔軟にとらえることのできる知識を身に着け、健康との関連性を理解し、柔軟に対応できる力をつけ
る。ディプロマ・ポリシーの①と②に該当する。

到 達 目 標 食文化の歴史や特色を理解できる。食が健康や疾病に大きな関りがあることを理解できる。

予 習 ・ 復 習 各週の授業内容について事前に調べ、９０分は予習する。授業後に、講義された内容について復習し、疑問点について
整理しておく。

教科書・教材 江原詢子・石川尚子編著「日本の食文化　「和食」の継承と食育 新版」アイ・ケイコーポレーション
ISBN９７８－４－８７４９２－343－6　その他必要教材は別途配布

参 考 書 石毛直道著「食の文化」財団法人味の素食の文化センター、西東秋男著「日本食生活史年表」楽遊書房、樋口清之「日
本人の歴史 ２ 食物と日本人」講談社

成績評価方法
フィードバック 試験（８０％）、レポート（２０％）、レポートは返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス　食文化の定義 文化の定義と食文化の定義を理解する。
食に関する思想を理解する。

２ 世界の食文化形成 粉食文化と粒食文化について理解する。
世界の料理文化を理解する。

３ 日本の食文化形成と展開 食文化形成の自然環境と社会環境を理解する。
日本食文化の特徴と現状について理解する。

４ 異文化接触と需要 大陸文化と南蛮文化について理解する。
欧米文化と多国籍の食について理解する。

５ 主食の文化 自然食と栽培食の違いについて理解する。
大麦・小麦と雑穀の文化について理解する。

６ 副食の文化 魚介類と豆類の文化について理解する。
肉・乳・卵類と野菜・海藻類の文化について理解する。

７ 調味料・油脂・香辛料 塩・砂糖と発酵調味料について理解する。
油脂とだし・香辛料について理解する。

８ 日本料理の形成と発展 本膳料理を理解する。
会席料理と懐石料理について理解する。

９ 菓子と嗜好品 和菓子と洋菓子の違いについて理解する。
茶とアルコール飲料について理解する。

１０ 台所・食器・食卓の文化 燃料と調理道具について理解する。
食器と食卓について理解する。

１１ 日常の食生活 日常食の形態と食材について理解する。
日常食の地域性と弁当について理解する。

１２ 非常の食生活 飢饉時・戦時の食を理解する。
災害時の食と非常食の工夫を理解する。

１３ 食の教育 家庭・地域・学校における食教育を理解する。
情報社会における食の教育とそのゆくえを理解する。

１４ 外食文化の成立と変化 外食文化の成立と食べ物屋について理解する。
飲食店の多様化と外食産業の発展について理解する。

１５ 行事と地域の食文化 年中行事・通過儀礼と食を理解する。
各地の産物と郷土料理その継承を理解する。
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日本国憲法	 Constitution of Japan

担 当 教 員 名 平手　賢治 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 HIRATE Kenji 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） （非常勤講師控室）短い質問は、授業内で受け付けます。 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 基本的人権、統治機構、国歌の最高法規の理解 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 日本国憲法が規定する基本的人権規定と権力分立に基づく統治機構の構造を講義する。

教 育 目 標 管理栄養士および社会人として必要な憲法学の知識とリーガルマインド（法解釈能力）を身につける。管理栄養士に
必要な人権意識をはぐくむ。ディプロマ・ポリシー①に該当する。

到 達 目 標 基本的人権の理論的理解と統治機構の基本構造を理解することができる。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容に関係する教科書を前日までに熟読し、不明点は調べること。 ２ 単位あたりの自習学習は６０時間が目
安である。

教科書・教材 橋本勇人、山本克司ほか著『保育と日本国憲法』（みらい、２０１８年）。ISBN９７８－４－８６０１５－４６０－８。

参 考 書 講義内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック

定期試験１００％　定期試験では基本用語・概念の理解を問うことを中心にしつつも、リーガルマインド（法解釈能力）
を身につけることができたかどうかを確認する問題を出題する。フィードバックは各講義の冒頭に行われるリアク
ションペーパーでの応答にて行う。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 日本国憲法の役割 日本国憲法の成立と特徴、基本原理を理解できる。

２ 人として生まれながらにもちうる権利 人権享有主体、人権制約、人権の分類と体系を理解できる。

３ 個人の尊重と幸せに生きる権利 幸福追求権、新しい人権、自己決定権を理解できる。

４ 法の下の平等 法の下の平等の意味と現代的課題を理解できる。

５ 思想・良心の自由と信教の自由 思想・良心の自由、信教の自由、政教分離を理解できる。

６ 表現の自由 表現の自由の意義、内容、制約と知る権利について理解できる。

７ 学問の自由 学問の自由の意義、内容、制約について理解できる。

８ 職業選択の自由と財産権の保障 職業選択の自由の内容、制約、および財産権の保障の内容、制
約を理解できる。

９ 生存権 生存権の背景、具体化、法的性格、裁判について理解できる。

１０ 労働者の権利 勤労の権利、労働基本権、労働者の権利をめぐる最近の問題を
理解できる。

１１ 権力分立の意義と統治機構 国を治める仕組みの原理と体系を理解できる。

１２ 国会の地位と組織 国会の地位と組織、機能と運営について理解できる。

１３ 内閣の役割と機能 議院内閣制、内閣の機能、内閣の責任を理解できる。

１４ 裁判所の役割と仕組み 司法権の意味、裁判所の組織と機能、違憲審査権を理解できる。

１５ 地方自治、まとめ講義 地方自治の本旨、地方公共団体の組織と権能を理解できる。
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道徳論	 Moral Theory

担 当 教 員 名 佐々木　政司 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SASAKI Masashi 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水１２：１０～１２：５０（於７６２１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 道徳　倫理 授 業 方 法 講義（演習を含む）

授 業 概 要 道徳の基本的概念及び理論について講述し、あわせてそれに関連する道徳判断や道徳行為の例などについても取り上
げ、現実の問題について演習形式で検討する。

教 育 目 標 道徳及び倫理学の基本的概念を理解し、多面的な道徳的視点と現実の問題への考察を通じて自らの道徳観を形成し、
実践へと繋げることを目標とする。ディプロマ・ポリシーの①に該当する。

到 達 目 標 道徳の基本的概念や理論について理解し、自らがよく生きることについて考え、自分なりの道徳観を形成する。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の講義内容を確認しておくこと。また、各回で学習した内容について十分に理解を深めておくこと。
予習・復習でそれぞれ９０分必要とする。各回振り返りシートを課す（授業で解説）。

教科書・教材 指定しない。

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（１００％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 道徳とはなにか 道徳と倫理学に関する基礎的概念について説明できる。

２ 道徳的判断と道徳的行為 道徳的判断と道徳的行為の関係について説明できる。

３ 規範倫理学とメタ倫理学 規範倫理学とメタ倫理学の関係について説明できる。

４ 文化相対主義 ボアズの文化相対主義について説明できる。

５ 主観主義 倫理的主観主義とその批判について説明できる。

６ 心理的利己主義 心理的利己主義について説明できる。

７ 倫理的利己主義 倫理的利己主義について説明できる。

８ 社会契約説 社会契約説の考え方を説明することができる。

９ 功利主義 行為功利主義と規則功利主義について説明することができる。

１０ 義務論 カントの義務論について説明できる。

１１ ケアの倫理 正義の倫理とケアの倫理について説明することができる。

１２ 徳倫理 徳倫理学について説明することができる。

１３ 認知主義と非認知主義 演習を通じて認知主義と非認知主義について理解する。

１４ 実在論と反実在論 演習を通じて実在論と反実在論について理解する。

１５ 道徳観の形成 自ら形成した道徳観を確認し、行動を顧みる。
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生命倫理	 Bioethics

担 当 教 員 名 丹羽　利夫 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 NIWA Toshio 対 象 学 生 4 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 月曜　15：00～16：00および水曜　10：00～11：00（於　9307） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養分野－教養 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 生命、価値観 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 広い視野をもって物事を判断できるようにする。

教 育 目 標 相反する意見をふまえ、物事を判断するための価値観を習得する。
健康栄養学部ディプロマポリシー①に関連する。

到 達 目 標 世に氾濫する多様な意見について洞察するとともに、管理栄養士として働く際の倫理観を身につける。

予 習 ・ 復 習 常日頃からニュースに目を通し、それについて考え、自分なりの判断を行う。

教科書・教材 マンガで学ぶ生命倫理　わたしたちに課せられた「いのち」の宿題
（ISBN：9784759815429）

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

適宜グループに分かれ議論を行う。最新の時事問題について、自身の考え方をレポートにする。視野の広さや独創性・
論理性などをふまえ評価とする。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ インフォームド・コンセント 起こりうる問題について理解する。

２ 中絶 起こりうる問題について理解する。

３ 終末期医療 起こりうる問題について理解する。

４ クローン技術 起こりうる問題について理解する。

５ 脳死と臓器移植 起こりうる問題について理解する。

６ 国家予算の使い道 自分ならどうするか考える。

７ 動物実験 自分ならどうするか考える。

８ 時事問題討論 自分の意見と他者の考え方をふまえ、より良い方法を考える。

９ 時事問題討論 自分の意見と他者の考え方をふまえ、より良い方法を考える。

１０ 時事問題討論 自分の意見と他者の考え方をふまえ、より良い方法を考える。

１１ 時事問題討論 自分の意見と他者の考え方をふまえ、より良い方法を考える。

１２ 時事問題討論 自分の意見と他者の考え方をふまえ、より良い方法を考える。

１３ 時事問題討論 自分の意見と他者の考え方をふまえ、より良い方法を考える。

１４ 時事問題討論 自分の意見と他者の考え方をふまえ、より良い方法を考える。

１５ 時事問題レポート発表 自身がベストと考える方法を発表し、他者の意見を聞く。
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関係法令	 Applicable Laws and Regulations

担 当 教 員 名 小田、多田井、小島、南 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県勤務30年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA TADAI KOJIMA MINAMI 対 象 学 生 4 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 各担当教員の研究室に掲示 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養分野－教養 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 管理栄養士業務に関係する法令 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 健康・栄養にかかわる法規・社会制度と保健活動について理解する。

教 育 目 標
社会生活における制度及び法規の重要性を踏まえ、健康を維持・増進するための国並びに地方公共団体の役割を理解
し管理栄養士活動の根拠となる法規を修得することにより、健康栄養学部のディプロマ・ポリシー①・②を身に着け
る。

到 達 目 標 修得した高度な知識を実践の場で、十分生かすことができる力をつける。

予 習 ・ 復 習
シラバスに書かれている内容について、すでに臨床栄養学、応用栄養学、栄養教育論並びに公衆栄養学で学んだ法規
について再度見直しをしておく。講義後についてはノートの見直しを必ず行うこと。予習復習時間は120分～150分を
必要とする。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 筆記試験（90%）、ミニテスト（10%）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ オリエンテーション 関係法規を学ぶ目的と意義について理解する。

２ 栄養士法・調理師法・地域保健法、労働安全衛生法 栄養士法・調理師法・地域保健法、労働安全衛生法の基本方針
及び内容並びに管理栄養士業務について説明できる。

３ グループワーク 栄養士法・調理師法・地域保健法、労働安全衛生法の管理栄養
士業務への活用について検討し、発表を行う。

４ 健康増進法⑴ 健康増進法（基本指針・国民健康栄養調査・保健指導）と管理
栄養士業務について説明できる。

５ 健康増進法⑵ 健康増進法（特定給食施設・特別用途食品）と管理栄養士業務
について説明できる。

６ グループワーク 健康増進法の管理栄養士業務への活用について検討し、発表を
行う。

７ 学校教育法・学校給食法・食育基本法・学校保健安全法等 学校教育法・学校給食法・食育基本法・学校保健安全法等と管
理栄養士業務についての関係を説明できる。

８ グループワーク 健康増進法（基本指針・国民健康栄養調査・保健指導）の管理
栄養士業務への活用について検討し、発表を行う。

９ 医療法・老人福祉法・介護保険法 医療法・老人福祉法・介護保険法等と管理栄養士業務について
の関係性について説明できる。

１０ グループワーク 医療法・老人福祉法・介護保険法等と管理栄養士業務への活用
について検討し、発表を行う。

１１ 社会福祉法・児童福祉法・母子保健法 社会福祉法・児童福祉法・母子保健法と管理栄養士業務につい
て説明できる。

１２ グループワーク 社会福祉法・児童福祉法・母子保健法の管理栄養士業務への活
用について検討し、発表を行う。

１３ 食品表示法・食品衛生法・食品安全基本法・高齢者の医療の確
保に関する法律等

食品表示法・食品衛生法・食品安全基本法・高齢者の医療の確
保に関する法律と管理栄養士業務についての関係性について説
明できる。

１４ グループワーク
食品表示法・食品衛生法・食品安全基本法・高齢者の医療の確
保に関する法律の管理栄養士業務への活用について検討し、発
表を行う。

１５ ミニテスト、まとめ 理解度の確認並びに法規等関連についての理解度の確認を行う。
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食糧経済学	 Food Economics

担 当 教 員 名 河地　清 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 KAWACHI Kiyoshi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業終了後 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 暮らしの経済と食生活を取り巻く環境 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 食料の生産者と食料の消費者との関係を全ての経済主体との関係から検討。フードシステムとして理解する。

教 育 目 標 現代社会のフードシステムの中で食料の生産・分配・消費経済活動がどのような仕組みになっているか理解する。	
ディプロマ・ポリシーの①と②に該当する。

到 達 目 標 経済活動の全体の仕組みを理解して、up to dateな経済社会現象を理解し、判断できるようにする。

予 習 ・ 復 習 各回の授業後、何が理解できて、どのような疑問が生じたかをレポート（指定の用紙）で提出する。日々の社会経済
情報を新聞・インターネット等で蒐集することを督励する。事前に教科書を読んで授業に参加すること。

教科書・教材 「フードシステムの経済学　第 ６ 版」時子山ひろみ／荏開津典生／中嶋康博著　医歯薬出版会社版
ISBN９７８－４－２６３－７０７４０－１　プリント資料『講義集』（河地　清　編）

参 考 書 適宜授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期考査（６０％）、各回のレポート（４０％）、レポートの内容についての説明は随時行う。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 経済学はどのような学問か 経済学とはどのような学問か／考え方の基本

２ 食の歴史と暮らしの経済活動との関係 人類の食の歴史を概観し、食料資源の調達と経済活動の歴を理
解する。古典経済学Thomas Robert Malthusの理論

３ フードシステムとは 現代社会における食料経済の仕組みを概観する。

４ 食料経済の基本的理論 商品としての食品の特徴／食料の需要と供給の関係／エンゲル
係数と暮らしの経済の関係

５ 食生活の変遷と暮らしの経済 現代社会における食生活の現状と課題・問題点

６ 食料消費の形態と経済活動の関係 食料消費の構造変化／食料消費の形態変化

７ 家族形態の変化と食生活の変化 社会構造の変化と家族形態の変化の関係／食生活と経済活動の
関係

８ 食料の安全保障と自給率 食料産業としての農業・漁業の現状と課題について理解する。

９ 食品工業と暮らしの経済との関係 カロリー摂取のウエイトを増す加工食品の実態と問題点

１０ 農業・漁業と消費者との関係 流通革命・食品加工技術の発展と消費者との関係を理解する。

１１ 暮らしの構造的変化と食生活 外食産業の発展／内食・中食・外食について問題点と課題

１２ 世界の人口と食料問題 食料問題とは／人口爆発について／食料資源の実態／食料の分
配と穀物をめぐる問題

１３ 食生活をとりまく諸問題 市場メカニズムの限界／食の安全性の問題／食品の規格と表示
／健康な食生活とは／食育とは

１４ 資本主義経済社会における食料資源の生産と消費活動にはどの
ような長所、短所があるか

「食」は経済活動の根本的要因であることを踏まえて、公平、
公正、平等であるためにはどのような問題があるか。

１５ まとめ：暮らしの経済と食生活との関係について述べなさい。 食生活の正しいありかたと経済活動との関係を考えて見てくだ
さい。
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マーケティング論	 Principles of Marketing

担 当 教 員 名 河地　清 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 KAWACHI Kiyoshi 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業終了後 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド Innovationと価値創造 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 MarketingはたゆまぬInnovationの連続であることを解説する。

教 育 目 標 Marketing理論が経済発展に果たした役割・意義を理解する。ディプロマ・ポリシーの①に該当する。

到 達 目 標 Marketingが消費経済活動に何をもたらし、国民生活をどのように変化させてきたかを理解する。

予 習 ・ 復 習 各回の授業後、何が理解できて、どのような疑問が生じたかをレポート（A ４ 　 １ 枚程度）で提出する。日々の社会
経済情報を新聞、文献・書籍等で蒐集することを督励する。

教科書・教材 「ものづくりと人々の暮らし」三恵社　ISBN：９７８－４－８６６９３－３３４－４
河地　清編「Marketing講義資料」

参 考 書 ①日本経済新聞②その他は文献・書籍を適宜講義内で紹介してゆく。

成績評価方法
フィードバック 定期考査（６０％）、各毎講義ごとのレポート（４０％）、レポートの内容についての説明は随時行う。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ Marketingとはどのような学問か Marketingとは何かその意味を理解する。

２ Marketingの歴史－生成・発展 Marketingの生成（アメリカ）と日本におけるMarketingの発
展について理解する。

３ Marketing行動とはどのようなことか 企業間競争の構造とMarketing手法の発展について理解する。

４ 企業戦略とMarketingについて 企業経営戦略としてのMarketing戦略とはどのようなものか、
Marketing戦略の体系について理解する。

５ Marketing戦略における意志決定とは Marketing戦略遂行の中で意志決定はどのように行われるべき
か情報手段活用との関連から学ぶ。

６ Marketing戦略の構造について 需要獲得の方法、消費者行動の分析、購買意志決定のプロセス
について理解する。

７ 製品戦略とは 生産物である製品とは何か、新製品の開発、製品戦略の方法、
ブランド戦略とはについて理解する。

８ 価格戦略とは 価格戦略とはどのようなことか、新製品開発と価格設定、価格
管理、製品のライフサイクルについて理解する。

９ チャネル（物流過程）戦略とは チャネル戦略の意義、チャネル戦略の方法、流通系列化と
Lgisticについて理解する。

１０ 販売促進戦略とは 販売促進戦略の意義、人的販売、広告宣伝、Publicityについて
理解する。

１１ グローバル・マーケティングについて 企業の国際化、グローバル・マーケティングの発達、事例に学
ぶ。

１２ Marketingの社会的存在意義 Marketingは、科学か、学問か論争、経営者自身の哲学、P.F
ドラッカーのmarketing論などに学び、Marketingの本質を学ぶ。

１３ Marketingの新展開
サービス、ソーシャル、非営利組織・マーケティング等の展開
は、現代企業のありかたを問う新しい動きとして考えて行く必
要がある。

１４ 新しいマーケティングの事例① 農産物・水産物の新しい需給関係を創るマーケティング事例

１５ 新しいマーケティングの事例② 地域活性化（地方創生）を促進する新しい発想のマーケティン
グ事例
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地域文化論	 Regional Culture Study

担 当 教 員 名 長谷川武、魚住恵子、森宣子、玉腰武司、
辰守弘、玉置雪窓、鳩山佳江

実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

メールにて（授業後の時間帯も可）
Takeshi.shiki.edel@gmail.com 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 水、自然、心、食、栄養、健康、感謝 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 一般的教養

教 育 目 標 管理栄養士を目指すための基礎的人格の形成と熟成
健康栄養学部ディプロマ・ポリシー①②に関連

到 達 目 標 科学的な「もの」の考え方、感謝の心、広い視野

予 習 ・ 復 習 １ 単位当たり週９０分から１２０分を目安に予習・復習すること。（課題作成も含む。）
授業で心に残った事項を自分の言葉で記録しておくこと。

教科書・教材 授業時に必要な教材を配布する。

参 考 書 化学の基本 ７ 法則（竹内敬人、岩波ジュニア新書＝絶版のため中古でのみ購入可能）
窓際のトットちゃん（黒柳徹子、講談社文庫）

成績評価方法
フィードバック 期末レポート（７０％）、課題レポート（３０％）、提出されたレポートについて、ポータルサイトを通じ解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 担当

１ 地域文化論とは、地球のすばらしさ
農業の歴史、農業・農地の多面的機能 農業の大切さの理解 長谷川

２ 生化学の基礎、農業の現状とこれから
食料自給率、食品ロス

水の特徴　グルコース分解のしくみ
食料の大切さの理解 長谷川

３ ライフステージの理解
高齢者の特徴、認知症 高齢者の健康問題を認識する。 魚住

４ 看護概論と心のケア、介護保険制度 介護の基本について理解する。 魚住

５ 日本の伝統文化「茶道」 四規七則の教え
一期一会、思いやりの精神 森

６ 日本の伝統文化「華道」 草花の持つ生命、自然の中の美
生け花の神髄 森

７ 和菓子と文化 和菓子を通じて見る食文化の理解 玉腰

８ 和菓子と社会 和菓子を通じて見る食文化の理解 玉腰

９
言葉、日本人、占領－「南洲翁（大河ドラマ）の遺訓」「会
田雄次の遺言」等から考える
尾張の文化、和歌、漢詩、宗教について

先人の言論・言語に学ぶ。
社会人・国際人の素養として。 辰

１０
大八鳩、尾張と神社、一宮について
真清田神社と修文大学、大学生と高校生の違い
日本最古の古典「古事記」「日本書紀」

素朴に考える。
直接１３００年前の古典に触れる。 辰

１１ 仏教伝来が日本文化に及ぼした影響 仏教が日本文化に深く浸透した歴史的経緯を知る。 玉置

１２ 日常の中の仏教に由来する言葉 仏教に由来する言葉から日本文化の奥深さを知る。 玉置

１３ コミュニティ放送局とは
コミュニティラジオ局の番組を探る

コミュニティ放送局の存在の意味を理解する。
街のコンテンツとは何かを学ぶ。 鳩山

１４ 実際にラジオ番組を企画する
ラジオ番組企画発表

身の回りにあるコンテンツに目を向ける。
発信力を身につける。 鳩山

１５ 食育　まとめ 水・自然・食・健康への感謝の心 長谷川
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地域文化論実習	 Practice in Regional Culture

担 当 教 員 名 丹羽　利夫 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 NIWA Toshio 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 月曜　15：00～16：00および水曜　10：00～11：00（於　9307） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－教養分野－教養 単 位 数 1

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 世界の食べ物、地域問題 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 世界の食べ物をテーマにグループワークを行い、食文化や歴史に触れることで地域課題解決につながる知識を習得す
る。

教 育 目 標 管理栄養士として必要な情報収集や課題解決能力を習得する。
健康栄養学部ディプロマ・ポリシー①②に関連する。

到 達 目 標 管理栄養士として食を通した問題解決ができる。

予 習 ・ 復 習 日常生活においても、常に問題意識を持ち、この問題にはあの方法が使えるあるいは、この方法があの問題の解決に
つながるなど考える。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

適宜グループに分かれすすめ、ポスター形式のレポートとしてオンライン提出する。グループ議論への参加、視野の
広さや独創性などをふまえ評価とする。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ オリエンテーション 演習の概要について説明する。

２ 食べ物に関する調査の事例 2 、 3 の例を紹介し、今後の進め化を理解する。

３ グループ分けと各グループテーマ設定① グループに分かれテーマを決める。

４ 調査ならびにポスター作製 パソコンや文献を調べるとともにパワーポイントを用いてわか
りやすいポスターを作成する。

５ 調査ならびにポスター作製 パソコンや文献を調べるとともにパワーポイントを用いてわか
りやすいポスターを作成する。

６ 調査ならびにポスター作製 パソコンや文献を調べるとともにパワーポイントを用いてわか
りやすいポスターを作成する。

７ グループ分けと各グループテーマ設定② グループに分かれテーマを決める。

８ 調査ならびにポスター作製 パソコンや文献を調べるとともにパワーポイントを用いてわか
りやすいポスターを作成する。

９ 調査ならびにポスター作製 パソコンや文献を調べるとともにパワーポイントを用いてわか
りやすいポスターを作成する。

１０ 各グループポスター発表①
分かりやすく説明を行うとともに、指摘された点を改善する。
またパワーポイントの使い方など他グループの良いところを教
えてもらう。

１１ 各グループポスター発表②
分かりやすく説明を行うとともに、指摘された点を改善する。
またパワーポイントの使い方など他グループの良いところを教
えてもらう。

１２ グループ分けと各グループテーマ設定③ グループに分かれテーマを決める。

１３ 調査ならびにポスター作製 パソコンや文献を調べるとともにパワーポイントを用いてわか
りやすいポスターを作成する。

１４ 各グループポスター発表①
分かりやすく説明を行うとともに、指摘された点を改善する。
またパワーポイントの使い方など他グループの良いところを教
えてもらう。

１５ 各グループポスター発表②
分かりやすく説明を行うとともに、指摘された点を改善する。
またパワーポイントの使い方など他グループの良いところを教
えてもらう。
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基礎英語Ⅰ	 Basic EnglishⅠ

担 当 教 員 名 テレサ　カネンバーグ 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 Theresa Kannenberg 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） Tuesday， ３rd period， ４th Floor（７４０６） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－外国語 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド English conversations, listening, pairwork, writing in Text and Work­
book 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 Students are expected to write good notes from the board in a Campus Notebook, complete Workbook units １－４, 
practice English in class and have a cheerful attitude. Listen and keep focussed during each lesson.

教 育 目 標 ディプロマ・ポリシー⑤に関連する。

到 達 目 標 In this class we will develop our speaking, listening and writing skills.

予 習 ・ 復 習 The workbook IS homework each week! Any student copying will receive “ ０ ” points!

教科書・教材
１．Text :  English FIRSTHAND １ （GRN ５ E）Authors :  Marc Helgesen, Steven Brown, John Wilshier Publisher :  
Pearson Longman　　2．The North Fence（graded reader）Author :  Theresa Kannenberg Publisher :  Atama-ii 
Books Available at Englishbooks.jp

参 考 書 In class :  Dictionary ２, Campus Notebooks, Textbook, Workbook pdf

成績評価方法
フィードバック

Basic Rules :  Students must NOT miss MORE than ２ classes each semester, and the use of SMARTPHONES is 
restricted to English lesson searches. Grading：　１．Participation １５％　２．Workbook １５％　３．Assignment １０％　
４．Vocabulary Quiz（2）１０％　５．Conversation Presentation ２０％　６．Final Examination ３０％

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ Introduction The Canadian teacher will introduce herself and the course 
requirements

２ Unit １ 　p．１２－１９ Its nice to meet you. Meet your classmates and give infor­
mation Workbook homework Unit １  weekly diary

３ Unit １ 　continued Listening, speaking and voice reading practice.. “My Self-
Introduction” assignment

４ Unit ２ 　p．２０－２７ Who are they? Lets talk about your family.

５ Unit ２ 　continued Question and answer practice. Listening and voice reading 
practice. Workbook homework unit ２

６ Review of Units １ ＆ ２ 　Quiz １ Whole class conversation practice and Vocab Quiz １ units １
－ ２

７ Unit ３ 　p．２８－３５ When do you start? Let’s talk about activities and daily 
schedules. Workbook Homework unit ３

８ Unit ３ 　continued Speaking and listening．１st Call for Assignment “My Self-
Introduction”

９ Unit ４ 　p．３６－４３ Where does this go? Let’s talk about furniture and its location 
in the room. Workbook Homework unit ４

１０ Unit ４ 　continued Let’s find the differences using There is/There are. Listening 
and voice reading practice. Please finish Workbook １ － ４

１１ Review of Units ３ － ４ 　Quiz ２ Whole class conversation practice and Vocab Quiz ２ units ３
－ ４

１２ Conversation Writing Day Students will write oral test conversations in pairs. Memorize 
for homework, present in class.

１３ Conversation Presentation Day Pairs will present their memorized conversations in front of 
the class.

１４ Conversation Presentation Day Pairs will present their memorized conversations in front of 
the class.

１５ Final Workbook pdf and weekly diary check, Exam prepa­
ration

Please bring your workbook, units １ － ４  to be checked and 
graded　１５％　“Copied work＝“ ０ ”
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基礎英語Ⅱ	 Basic EnglishⅡ

担 当 教 員 名 テレサ　カネンバーグ 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 Theresa Kannenberg 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） Tuesday， ３rd period， ４th Floor（７４０６） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－外国語 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド English Conversation, Listening, pairwork, writing in textbook and 
workbook 授 業 方 法 演習

授 業 概 要
Students are expected to keep good notes in their Campus notebook, complete Workbook units ５－８, practice 
speaking and reading in class to improve pronunciation and have a cheerful attitude. Please listen and keep 
focussed on the lesson.

教 育 目 標 ディプロマ・ポリシー⑤に関連する。

到 達 目 標 In this class we will develop our speaking, listening and writing skills.

予 習 ・ 復 習 The workbook IS homework each week! Any student copying will receive “ ０ ” points!

教科書・教材
１．Text :  English FIRSTHAND １ （GRN ５ E）Authors :  Marc Helgesen, Steven Brown, John Wilshier Publisher :  
Pearson Longman　　2．The North Fence（graded reader）Author :  Theresa Kannenberg Publisher :  Atama-ii 
Books Available at Englishbooks.jp

参 考 書 In class :  Dictionary ２, Campus Notebooks, textbook, Workbook pdf, graded reader

成績評価方法
フィードバック

Basic Rules :  Students must NOT miss MORE than ２ classes each semester, and the use of SMARTPHONES is 
restricted to English lesson searches. Grading：　１．Participation １５％　２．Workbook １５％　３．Assignment １０％　
４．Vocabulary Quiz（2）１０％　５．Conversation Presentation ２０％　６．Final Examination ３０％

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ Welcome back!! Unit ５ 　p．４４－５５ How do I get there? Let’s practice giving directions. 
Workbook homework unit ５

２ Unit ５ 　continued Listening, speaking and voice reading

３ Unit ６ 　p．５２－５９ What happened? Let’s talk about important life events and 
activities. Workbook homework unit ６

４ Unit ６ 　continued Listening, speaking and voice reading

５ Review of units ５ － ６，　Quiz ３ Whole class conversation practice, and review vocab Quiz ３
（ ５ ％）

６ Unit ７ 　p．６４－７１ I’d love that job! Let’s talk about jobs/occupations. Workbook 
homework unit ７

７ Unit ７ 　continued Listening, speaking and voice reading

８ Unit ８ 　p．７２－７９ What’s playing? Let’s talk about entertainment. Workbook 
homework unit ８

９ Unit ８ 　continued Listening, speaking and voice reading

１０ Review units ７ － ８，　Quiz ４， Writing Day Vocab Quiz ４  （ ５ ％）, for Conversation Presentation :  write a 
conversation for the oral test and memorize it for homework

１１ Story Time Let’s read a real storybook called The North Fence. Let’s talk 
about the story. Start Book report assignment

１２ Story Time Work in groups of ２．Help each other read the story and fill 
in the story endings on the Book report sheet.

１３ Conversation Presentation Day Students will present their final conversations to the class 
（see lesson１０）

１４ Conversation Presentation Day Students will present their final conversations to the class

１５ Final Workbook pdf and weekly diary check & Exam 
preparation

Please bring your workbook, units ５ － ８  to be checked and 
graded　１５％　“Copied work＝“ ０ ”Please hand in Book 
Report assignment
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総合英語Ⅰ	 Comprehensive English I

担 当 教 員 名 テレサ　カネンバーグ 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 Theresa Kannenberg 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） Tuesday ４th Floor（７４０６） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－外国語 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド English Conversation, Listening, pairwork, writing in textbook and 
workbook 授 業 方 法 演習

授 業 概 要
Students are expected to keep good notes in their Campus notebook, complete Workbook units ９－１２, practice 
speaking and reading in class to improve pronunciation and have a cheerful attitude. Please listen and keep 
focussed on the lesson.

教 育 目 標 ディプロマ・ポリシー⑤に関連する。

到 達 目 標 In this class we will develop our speaking, listening and writing skills.

予 習 ・ 復 習 The workbook IS homework each week! Any student copying will receive “ ０ ” points!

教科書・教材 １．Text :  English FIRSTHAND １（Green ５ E）Authors :  Marc Helgesen, Steven Brown, John Wilshier Publisher :  
Pearson Longman　　2．EATWELL Author :  Bob Jones and Brent Simmonds Publisher :  Perceptia Press

参 考 書 In class :  Dictionary ２, Campus Notebooks, Textbook, Workbook pdf

成績評価方法
フィードバック

Basic Rules :  Students must NOT miss MORE than ２ classes each semester, and the use of SMARTPHONES is 
restricted to English lesson searches. Grading：　１．Participation １５％　２．Workbook １５％　３．Assignment １０％　
４．Vocabulary Quiz（2）１０％　５．Conversation Presentation ２０％　６．Final Examination ３０％

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ Course Intro and Unit ９ 　p８０－８４ What are you going to do? Workbook homework ９

２ Unit ９ 　continued p８５－８７ Reading, listening, speaking and voice reading

３ Unit１０　p．８８－９０ How much is this? Workbook homework１０

４ Unit１０　continued p．９３－９５ Reading, writing and listening to each other read

５ Review of Units ９ －１０　Quiz １ Whole class conversation practice and Vocab Quiz １ units ９
－１０

６ Unit１１　P．９６－１００ How do you make it? Workbook Homework１１

７ Unit１１　continued p．１０１－１０３ Reading, writing and listening to each other read

８ Unit１２　p．１０４－１０８ Listen to the Music. Workbook Homework１２

９ Unit１２　continued p．１０９－１１１ Reading, writing and listening to each other read.

１０ Review of Units１１－１２　Quiz ２ Whole class conversation practice and Vocab Quiz ２ units１１
－１２

１１ Conversation Writing Day Students will write oral test conversations in pairs. Memorize 
for homework, present in class.

１２ Conversation Presentation Day Pairs will present their memorized conversations in front of 
the class.

１３ Conversation Presentation Day Pairs will present their memorized conversations in front of 
the class.

１４ Final Workbook check & Exam preparation Please bring your workbook, units ９ －１２　to be checked and 
graded　１５％　“Copied work＝“ ０ ”

１５ Final examination preparation Review of Textbook and Q&A, group activity
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総合英語Ⅱ	 Comprehensive EnglishⅡ

担 当 教 員 名 テレサ　カネンバーグ 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 Theresa Kannenberg 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） Tuesday ４th Floor Room（７４０６） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－外国語 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド English Conversation, Listening, pairwork, writing in textbook and 
Poster presentation 授 業 方 法 演習

授 業 概 要
Students are expected to keep good notes in their Campus notebook, complete units １－５, practice speaking and 
reading in class to improve pronunciation and have a cheerful attitude. Please listen and keep focussed on the 
lesson.

教 育 目 標 ディプロマ・ポリシー⑤に関連する。

到 達 目 標 In this class we will develop our speaking, listening and writing skills while speaking about Health and Nutrition.

予 習 ・ 復 習 There is homework each week! Any student copying will receive “ ０ ” points! Only ２ absents allowed!!

教科書・教材 １．Text :  EATWELL, An Introductory English course for Nutritionists, Publisher :  Perceptia Press Author :  by 
Bob Jones and Bret Simmonds

参 考 書 In class :  Dictionary, Campus Notebook, textbook

成績評価方法
フィードバック

Basic Rules :  Students must NOT miss MORE than ２ classes each semester, and the use of SMARTPHONES is 
restricted to English lesson searches. Grading：　１．Participation １５％　２．Take Home Tests ５０％　３．Poster 
Presentation ２０％　Final Examination １５％

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ Welcome back! EATWELL new book, Intro unit Course Plan, Worksheet, Introductory unit

２ Unit １ The Food You need

３ Unit １ Reading, writing and listening. Vocabulary. Take home 
Test＃ １

４ Unit ２ Do you ever skip breakfast?

５ Unit ２ Reading, writing and listening. Vocabulary. Take home 
Test＃ ２

６ Poster Presentation Talk Poster Presentation explanation and Group Selection（6）

７ Unit ３ Let’s Go for Whole Grains

８ Unit ３ Reading, writing and listening. Vocabulary. Take home 
Test＃ ３

９ Unit ４ Vegetarians, Protein and Tofu

１０ Unit ４ Reading, writing and listening. Vocabulary. Take home 
Test＃ ４

１１ Poster Presentation Preparation In groups, work on Poster design and presentation

１２ Unit ５ Get Your Vitamins and Minerals Reading, writing and 
listening to each other read

１３ Unit ５ Reading, writing and listening. Vocabulary. Take home 
Test＃ ５

１４ Poster Presentation Final Preparation Finish Posters, Finish and Practice Speeches

１５ Poster Presentation Day Groups will present their Health & Nutrition Posters to the 
Class!!
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中国語Ⅰ	 ChineseⅠ

担 当 教 員 名 山西　翼 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 YAMANISHI Tsubasa 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

授業中に質問時間を設けます。たくさん質問がある場合、アポイントをとっ
た上で、授業の前後に講師室にて対応します。 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－外国語 単 位 数 １

履 修 要 件 中国語Ⅱを履修 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 中国語、中国文化、異文化コミュニケーション 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 まず中国語はどのような言語かを日本語や英語と比較しながら説明し、中国人の考え方や価値観及び中国の様々な事
情を説明します。発音記号であるピンインや基礎的な文法知識を丁寧に指導します。

教 育 目 標 中国語に興味をもってもらい、日本語との異同点を注意しながら楽しく学んでもらいます。初歩的な中国語の知識を身
につけてもらうばかりではなく、日本語や日本文化に対する再発見も期待します。ディプロマ・ポリシー⑤に該当します。

到 達 目 標 中国語の発音記号であるピンインをマスターし、初歩的な文法知識を使って会話、作文できるように。中国語検定試
験 ４ 級合格を目指します。

予 習 ・ 復 習 授業で習った単語や例文を次の授業までに暗記してもらいます。小テストを随時行います。 ２ 時間から ３ 時間かけて
もらいたい。

教科書・教材 「楽しい中国語講座」（改訂版）。董紅俊・王麗英著。ISBN４－８８３６１－３５２－６－６。２，１００円。三恵社

参 考 書 必要に応じて紹介します。

成績評価方法
フィードバック 課題（５０％）、期末試験（５０％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 第 １ 課　発音 １ 中国語について概説。声調、単母音

２ 第 ３ 課　発音 ３ 前回の復習、子音、有気音と無気音

３ 第 ６ 課　文法のポイント 人称代名詞、名前の言い方、「是」の文など

４ 第 ７ 課　文法のポイント 指示代名詞、動詞述語文など

５ 第 ８ 課　文法のポイント 「在」の用法、量詞など

６ 第 ９ 課　文法のポイント 連動文、「了」、「想」など

７ 第１０課　文法のポイント 動詞の重ね型、年月日など

８ 第１１課　文法のポイント 「会」、「能」、疑問詞の不定用法など

９ 第１２課　文法のポイント 年齢の言い方、「的」の用法など

１０ 第１３課　文法のポイント 「就」、経験を表す表現など

１１ 第１４課　文法のポイント 程度補語、結果補語など

１２ 第１５課　文法のポイント 連体修飾語、方向補語など

１３ 第１６課　文法のポイント 使役表現、「把」構文など

１４ 第１７課　文法のポイント 「来」の用法、受身表現など

１５ 総合復習 今まで学習した内容を復習する。
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中国語Ⅱ	 ChineseⅡ

担 当 教 員 名 山西　翼 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 YAMANISHI Tsubasa 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

授業中に質問時間を設けます。たくさん質問がある場合、アポイントをとっ
た上で、授業の前後に講師室にて対応します。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－外国語 単 位 数 １

履 修 要 件 中国語Ⅰを履修 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 中国語、中国文化、異文化コミュニケーション 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 １ 限目の授業に引き続き、基礎的な文法知識を丁寧に指導しながら授業を進めていきます。会話の練習に力を入れま
す。習った単語や文法知識を生かして作文できるように練習を重ねていきます。

教 育 目 標 中国語に興味をもってもらい、日本語との異同点を注意しながら楽しく学んでもらいます。初歩的な中国語の知識を身
につけてもらうばかりではなく、日本語や日本文化に対する再発見を期待します。ディプロマ・ポリシー⑤に該当します。

到 達 目 標 中国語の発音記号であるピンインをマスターし、初歩的な文法知識を使って会話、作文できるように。中国語検定試
験 ４ 級合格を目指します。

予 習 ・ 復 習 授業で習った単語や例文を次の授業までに暗記してもらいます。小テストを随時行います。 ２ 時間から ３ 時間かけて
もらいたい。

教科書・教材 「楽しい中国語講座」（改訂版）。董紅俊・王麗英著。ISBN４－８８３６１－３５２－６－６。２，１００円。三恵社

参 考 書 必要に応じて授業中紹介します。

成績評価方法
フィードバック 課題（５０％）、期末試験（５０％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 第 ２ 課　発音 ２ 前回の復習、複母音、鼻音を伴う複母音

２ 第 ４ 課　発音、第 ５ 課　挨拶言葉と教室用語 前回の復習、声調変化、r化音、挨拶言葉、教室用語

３ 第 ６ 課　本文（お名前は） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

４ 第 ７ 課　本文（これはなんですか） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

５ 第 ８ 課　本文（あなたは何人家族ですか） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

６ 第 ９ 課　本文（今何時ですか） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

７ 第１０課　本文（今日は何日ですか） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

８ 第１１課　本文（私はダンスができません） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

９ 第１２課　本文（私は彼女にマフラーを買ってあげました） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

１０ 第１３課　本文（内モンゴル大草原に行ったことがありますか） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

１１ 第１４課　本文（あなたは字がきれいですね） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

１２ 第１５課　本文（今日はすごくいい天気ですね） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

１３ 第１６課　本文（私はちょっとお腹が痛い） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

１４ 第１６課　本文（ここの生活に慣れましたか） 会話の意味を理解し、反復練習を行う。練習問題

１５ 質疑応答 今まで学習した内容について、自由に質問してもらう。
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フランス語Ⅰ	 FrenchⅠ

担 当 教 員 名 竹本　江梨 実 務 経 験
（ 年 数 ）

フランス語翻訳通訳（テレビ番組用素材など）
１７年以上

英 語 氏 名 TAKEMOTO Eri 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） アポイントを取り、授業後に来てください。 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－外国語 単 位 数 １

履 修 要 件 フランス語Ⅰを履修 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 初級フランス語、フランスの食文化 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 主人公アヤがパリの料理学校に通うという話の教科書を使い、フランスの食文化にふれながら初級文法と会話を学習
する。風土と食文化の密接な関係も学ぶ。

教 育 目 標 フランス語の授業を通してグローバル社会に対応する基礎的な語学力とともに、フランスの食に関する知識を得るこ
とで、より好奇心を持って専門分野の視野を広げる。ディプロマ・ポリシーの②と⑤に関連する。

到 達 目 標 フランス語であいさつや自己紹介ができ、近接未来などを使った初級の文が理解できる。またパリおよび南フランス
の風土と密接に結びついた様々な食文化を知る。

予 習 ・ 復 習 毎回、教科書の練習問題や会話の和訳などを課題とする。また、各地方の食文化の特色について指示されたテーマに
沿ってリサーチし、まとめる。各回 １ 時間ほどの自習が必要。

教科書・教材 「タルト・タタン」藤田裕二ほか著　駿河台出版（９７８－４－４１１－０１１２０－６　C１０８５）

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（５０％）、課題提出（５０％）、提出された課題は返却し解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 科目の全体概要説明、フランス語のアルファベとあいさつ この科目を学ぶ意味を理解し、アルファベの読み方とあいさつ
を覚える。

２ １ 課　会話 １ être動詞「私は～です、～出身です」 簡単な自己紹介が言える。

３ １ 課続き　会話 ２ と練習、その他のあいさつ 自己紹介を暗記で言える、人の自己紹介が理解できる。

４ フランス食文化 １ ：無形文化遺産とパリのビストロ ２０１０年ユネスコの無形文化遺産に登録されたフランス料理とパ
リのビストロについて知る。

５ ２ 課　会話 １ と名詞の性数と不定冠詞、指示代名詞ce 「これは何ですか？」という質問とその答えを言うことができ
る。

６ ２ 課続き　会話 ２ と練習、形容詞 名詞との性数一致を理解して形容詞が使える。

７ フランス食文化 ２ ：ミディ・ピレネー地方 世界遺産コースとセヴェンヌ、郷土料理を学ぶ。

８ ３ 課　会話 １ と第一群規則動詞、定冠詞 「～が好きです」という文が言える。

９ ３ 課続き　会話 ２ と練習、疑問文 第一群規則動詞を使った他の文が理解できる。

１０ フランス食文化 ３ ：コートダジュール 柑橘類の町マントンとニースの郷土料理を学ぶ。

１１ ４ 課　会話 １ と動詞avoir、否定文 動詞avoirの活用を理解する、否定文が作れる。

１２ ４ 課続き　会話 ２ とavoirのいろいろな表現 avoirの様々な使い方を理解し、言える。

１３ フランス食文化 ４ ：プロヴァンス地方 世界遺産古代ローマ遺跡群およびマルセイユの町とその郷土料
理。

１４ ５ 課　会話 １ と動詞aller 動詞allerの活用を理解し「行く」の意味と近接未来の意味を区
別できる。

１５ ５ 課続き　会話 ２ と練習、動詞faire、指示形容詞、あいさつ 動詞faireの活用と意味を理解する、食に関する挨拶を覚える。
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フランス語Ⅱ	 FrenchⅡ

担 当 教 員 名 竹本　江梨 実 務 経 験
（ 年 数 ）

フランス語翻訳通訳（テレビ番組用素材など）
１７年以上

英 語 氏 名 TAKEMOTO Eri 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） アポイントを取り、授業後に来てください。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－外国語 単 位 数 １

履 修 要 件 フランス語Ⅰを履修 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 初級フランス語、フランスの食文化 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 主人公アヤがパリの料理学校に通うという話の教科書を使い、フランスの食文化にふれながら初級文法と会話を学習
する。風土と食文化の密接な関係も学ぶ。

教 育 目 標 フランス語の授業を通してグローバル社会に対応する基礎的な語学力とともに、フランスの食に関する知識を得るこ
とで、より好奇心を持って専門分野の視野を広げる。ディプロマ・ポリシーの②と⑤に関連する。

到 達 目 標 文法と食文化をさらに学び、最後は命令法を使ったフランス語のレシピを日本語に訳す。また自ら書いた味噌汁のレ
シピをフランス語に訳す。

予 習 ・ 復 習 毎回、教科書の練習問題や会話の和訳などを課題とする。また、各地方の食文化の特色について指示されたテーマに
沿ってリサーチする。各回 １ 時間ほどの自習が必要。

教科書・教材 「タルト・タタン」藤田裕二ほか著　駿河台出版（ISBN９７８－４－４１１－０１１２０－６　C１０８５）

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（５０％）、課題提出（５０％）、提出された課題は返却し解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 前期の復習とフランス食文化 ５ ：ノルマンディ地方 前期の内容を確認し、世界遺産モンサンミシェルなどノルマン
ディ地方について学ぶ。

２ ６ 課　会話 １ と所有形容詞、疑問形容詞、数字 「名物料理は何ですか？」などの会話を理解する、 １ －３０の数
字を発音する。

３ ６ 課続き　会話 ２ と練習、動詞pouvoir 「～できますか／してもいいですか」などの文を理解し、言え
る。

４ フランス食文化 ６ ：ブルターニュ地方 フランス最西端ブルターニュの風土と特産品、郷土料理を学ぶ。

５ ７ 課　会話 １ と疑問形容詞 「誰」と「何」の文を区別する。

６ ７ 課続き　会話 ２ と練習、il y a、縮約形 「～へ／～に」という文の縮約形を理解する。

７ フランス食文化 ７ ：ブルゴーニュ地方 ブルゴーニュの名産スパイスと郷土料理などについて学ぶ。

８ ８ 課　会話 １ と動詞vouloirとprendre 「～が欲しい／～を注文する」という文を理解し、言える。

９ ８ 課続き　会話 ２ と練習、部分冠詞 食品などによく使われる部分冠詞を理解する。

１０ フランス食文化 ８ ：アキテーヌ地方 ボルドーの町と名産品およびバスク地方とその郷土料理につい
て学ぶ。

１１ ９ 課　会話 １ および動詞venirと近接過去 動詞venirの「来る」という意味と「～したばかり／ところ」
という意味を区別する。

１２ ９ 課続き　会話 ２ と第二群規則動詞 第二群規則動詞の活用を理解する。

１３ フランス食文化 ９ ：ローヌ・アルプ地方 アルプス地方のグラタンのレシピを訳す、美食の町リヨンとそ
の郷土料理を学ぶ。

１４ １０課　会話 １ と複合過去 「食べた」「作った」など一般的な過去形を表す複合過去を学び、
文を理解する。

１５ 味噌汁のレシピをフランス語で書く 自ら書いた味噌汁のレシピを命令法を使いながらフランス語に
訳す。
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コミュニケーション論Ⅰ	Communication TheoryⅠ

担 当 教 員 名 佐々木　政司 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SASAKI Masashi 対 象 学 生 2 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水12：10～12：50（於7621研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－人間関係 単 位 数 1

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド コミュニケーション、人間関係 授 業 方 法 演習（一部講義を含む）

授 業 概 要 コミュニケーションについて、言葉による情報伝達としてだけでなく、メディアや社会との関係を含めて社会学的・
心理学的に検討するとともに、演習を通して自らのコミュニケーションに活用できる力を養う。

教 育 目 標 コミュニケーションに関する諸理論について理解し、様々な場面で応用できる。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー
①と⑤に関連する。

到 達 目 標 コミュニケーションに関する諸理論について理解し、自らのコミュニケーションに活用できる。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の講義内容を確認しておくこと。また、各回で学習した内容について十分に理解を深めておくこと。
適宜演習課題を課す。予習復習の時間は週９０分～１２０分を目安とする。

教科書・教材 指定しない

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（50％）、授業内演習課題（50％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ コミュニケーションとは何か コミュニケーションの基礎概念を説明できる。

２ 記号論とコミュニケーション コミュニケーションモデルについて説明できる。

３ 意図と相互理解 コミュニケーションによる相互理解について説明できる。

４ 文章理解 文章理解のプロセスについて理解する。

5 言語的コミュニケーション 言語を用いた対人コミュニケーションの基本について説明でき
る。

６ 非言語的コミュニケーション 言語以外を用いたコミュニケーションの基本を理解する。

７ コミュニケーションと影響力 説得的コミュニケーションの基礎概念について説明できる。

8 コミュニケーションと集団行動 流言などの集団現象を理解する。

９ 社会関係とコミュニケーション コミュニケーションの交話機能について説明できる。

１０ 異文化コミュニケーション 異なる文化や言語を持つ人とのコミュニケーションの特徴を理
解する。

１１ マスコミュニケーション マスメディアによるコミュニケーションの主要な特徴と影響に
ついて説明できる。

１２ ソーシャルメディアとコミュニケーション SNS等のソーシャルメディアによるコミュニケーションの主要
な特徴と影響について説明できる。

１３ 相互行為秩序とコミュニケーション 相互行為秩序について説明できる。

１４ リスクコミュニケーション リスクマネジメントとしてのリスクコミュニケーションについ
て理解する。

１５ 健康コミュニケーション ヘルスプロモーションとしてのコミュニケーションについて説
明できる。
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コミュニケーション論Ⅱ	Communication TheoryⅡ

担 当 教 員 名 尾上　恵子 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 ONOUE Keiko 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 月曜日・火曜日の１６時～１７時に７７０６研究室にて対応 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－人間関係 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド コミュニケーション、人間関係、対人援助 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 個人の認識、対人関係などさまざまな側面からコミュニケーション力の向上を目指し、各理論の理解だけでなく、体
験やロールプレイなどにより実践的に学ぶ。

教 育 目 標 社会人としてコミュニケーションの重要性を知り、コミュニケーションスキルの向上を目的とする。さらに、自己を
適切に表現する方法を知り、その実践を目指す。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー⑤に関連する。

到 達 目 標 ⑴コミュニケーション力を高め、対人関係を円滑に行うことの大切さを理解する。
⑵様々なコミュニケーション技法を理解し、臨地実習において実践できる力をつける。

予 習 ・ 復 習 講義で習った用語を参考書、配布資料等で再確認し、内容について理解を深めること。
適宜小課題を課すので期限までに提出すること。予習復習の時間は週９０分～１２０分を目安とする。

教科書・教材 適宜資料を配布する。

参 考 書 適宜紹介する。

成績評価方法
フィードバック レポート課題（５０％）、小課題および授業時間内に行う発表（５０％、授業内に解説）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 授業ガイダンス この科目を学ぶ意味を理解することができる。

２ コミュニケーションとは 社会人として必要不可欠であるコミュニケーション力の基礎に
ついて、理解することができる。

３ コミュニケーションの発達過程 成長過程におけるコミュニケーション能力の獲得について理解
することができる。

４ さまざまなコミュニケーションの問題 様々なコミュニケーションにまつわる障害の症状、原因につい
て理解を深めることができる。

５ コミュニケーションの問題への対処 コミュニケーションに問題を抱えるケースへの対処、援助法に
ついて理解することができる。

６ メディアコミュニケーション SNSなどメディアを介したコミュニケーションの問題点を理解
し、適切に利用することができる。

７ ノンバーバルコミュニケーション① 非言語によるコミュニケーションの基礎を理解することができ
る。

８ ノンバーバルコミュニケーション② 実際のコミュニケーション場面における適切な非言語コミュニ
ケーションを身につけることができる。

９ 仕事とコミュニケーション コミュニケーションゲームを通じて、「働く」上で大切なコミュ
ニケーションの特性を理解することができる。

１０ コミュニケーションスキルの向上①組織におけるコミュニケー
ション（グループディスカッション①）

職場でのコミュニケーションを円滑にするための環境と工夫に
ついて理解することができる。

１１ コミュニケーションスキルの向上②カウンセリングマインドと
傾聴

カウンセリングマインドについて学び、様々な人との関わりで
大切な意識について理解することができる。

１２ コミュニケーションスキルの向上③傾聴訓練 傾聴について学び、ロールプレイを通じ聴く態度を向上させる。

１３ コミュニケーションスキルの向上④リーダーとしてのコミュニ
ケーション

PM理論とコーチング理論について理解しリーダーとしてのコ
ミュニケーション力を身につける。

１４ グループディスカッション② グループワークを通じてコミュニケーション力とは何か、改め
て個々人が自覚することができる。

１５ 授業のまとめ 授業を振り返り、学んだことを実生活や実習でどのように生か
すことができるか考えることができる。
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日本語表現	 Japanese Expression

担 当 教 員 名 青山　勇樹 実 務 経 験
（ 年 数 ） 高等学校国語教員３１年うち教頭１４年

英 語 氏 名 AOYAMA Yuki 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日１２：１５～１２：４５および１６：１５～１７：１５
（於７６１１研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－人間関係 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 適切な記述、言葉の論理、接続表現 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 学術的・実務的な文章において必要な基本的技能に習熟するため、初等中等教育で習得した能力を確認したうえで、
日本語についての理解をより深めるとともに、実践的な演習を実施する。

教 育 目 標 日本語リテラシーに関する知識や技能を習得し、日本語を用いて豊かな人間性を育むための礎を築く。健康栄養学部
ディプロマ・ポリシーの①と⑤に関連する。

到 達 目 標 学術的な、あるいは実務的な文章を書くための日本語リテラシーに関する知識や技能を習得することで、学業や社会
で役立つ表現技術が獲得できる。

予 習 ・ 復 習 毎時の授業内容を復習し、理解を深めたうえで、指定された課題に取り組むこと。週 ３ 時間を目安に予習・復習する
こと（課題も含む）。

教科書・教材 授業時に、必要な教材を配付する。

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック

定期試験（６０％）、毎授業時のレポート提出（３０％）、課題提出（１０％）で評価する。
レポートおよび課題は返却し、課題は次時に解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス 日本語リテラシーに関する知識や技術を習得する意義と方法と
について理解できる。

２ 適切な記述⑴　事実と意見との相違 説明文の記述における事実と意見との相違について理解し、適
切な記述に修正できる。

３ 適切な記述⑵　情報源と判断者 説明文の記述における情報源と判断者とに着目し、的確に指摘
できる。

４ 日本語の言葉遣い⑴　仮名遣い、重複表現 日本語の言葉遣いを理解し、仮名遣いや重複表現の誤用につい
て正すことができる。

５ 日本語の言葉遣い⑵　敬語、可能・使役表現 日本語の言葉遣いを理解し、敬語や可能・使役表現の誤用につ
いて正すことができる。

６ わかりにくい表現⑴　具体的な情報の欠落 具体的な情報が欠落しているためわかりにくい表現について、
適切に修正できる。

７ わかりにくい表現⑵　多義的な解釈の発生 多義的な解釈を生んでしまう誤謬の例を理解し、一義的な文章
に修正できる。

８ わかりやすい文章⑴　段落 わかりやすい文章を書くための段落の役割と、形式や順序とに
ついて理解できる。

９ わかりやすい文章⑵　トピックセンテンス 文章技術の一つとして、各段落にトピックセンテンスを立てる
方法について理解できる。

１０ 接続表現⑴　順接・逆接・添加・選択 言葉の論理に不可欠な接続表現のうち、順接・逆接・添加・選
択について理解できる。

１１ 接続表現⑵　換言・例示・理由・転換 言葉の論理に不可欠な接続表現のうち、換言・例示・理由・転
換について理解できる。

１２ 引用の方法 著作権法および文化庁が示す著作物等の引用の条件について理
解できる。

１３ 小論文⑴　準備 小論文における段落の設定方法や評価基準、参考文献の読み方
について理解できる。

１４ 小論文⑵　執筆 設定した段落ごとにトピックセンテンスを明確に示すことで、
質の高い小論文が執筆できる。

１５ まとめ 日本語リテラシーの習得により、目標とした表現技術が獲得で
きたかどうか検証できる。
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カウンセリング論	 Counseling

担 当 教 員 名 佐々木　政司 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SASAKI Masashi 対 象 学 生 ４ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水１２：１０～１２：５０（於７６２１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－人間関係 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド カウンセリング　心理 授 業 方 法 講義（演習あり）

授 業 概 要 カウンセリング、心理療法の基礎概念や代表的理論、方法、役割などを解説し、カウンセリングにおける人間理解と
援助について学ぶ。

教 育 目 標 カウンセリングや心理療法とは何か、カウンセリングの視点からの人間理解とはいかなるものか、社会でどのように
利用可能であるかについて理解させる。ディプロマ・ポリシーの①に該当する。

到 達 目 標 カウンセリング、心理療法の基本的知識を習得し、カウンセリングの視点を自分自身の現実生活へ結びつけることに
より、円滑に人間関係を進める能力を身につけることを目標とする。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の講義内容を確認しておくこと。また、各回で学習した内容について十分に理解を深めておくこと。
予習・復習でそれぞれ９０分必要とする。各回振り返りシートを課す（授業で解説）。

教科書・教材 岩壁茂監修　完全カラー図解　よくわかる臨床心理学　ナツメ社　ISBN：９７８－４－８１６３－６８５４－７

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（１００％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ カウンセリングとは カウンセリング、心理療法の定義を理解し、その現代的意義を
説明できる。

２ パーソナリティ 主なパーソナリティ理論について理解する。

３ 精神分析療法 精神分析療法における人間理解と精神病理の定義、援助の方法
を理解する。

４ 行動療法 行動療法における人間理解と精神病理の定義、援助の方法を理
解する。

５ 認知療法・認知行動療法 認知療法、認知行動療法における人間理解と精神病理の定義、
援助の方法を理解する。

６ 来談者中心療法⑴自己理論 ロジャースの基本的人間観を理解し、自己理論から不適応を説
明できる。

７ 来談者中心療法⑵カウンセラーの基本態度
ロジャースの治療の ６ 条件を基礎に治療過程を理解し、カウン
セラーの基本的態度である受容、共感、自己一致について説明
できる。

８ 来談者中心療法⑶来談者中心療法の応用 来談者中心療法の課題について理解する。

９ フォーカシング フォーカシングの治療観と方法について説明できる。

１０ こころの問題の理解⑴ASD 自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム障害についてその症
状と治療法を理解する。

１１ こころの問題の理解⑵うつ うつ病についてその症状と治療法を理解する。

１２ こころの問題の理解⑶摂食障害 摂食障害についてその症状と治療法を理解する。

１３ コミュニティアプローチ コミュニティアプローチの概念、コミュニティの視点をもつこ
との重要性を理解し、自身の生活を振り返ることができる。

１４ コミュニケーション⑴コミュニケーション理論 カウンセリングの知識を踏まえ、コミュニケーションを円滑に
進めるための代表的な理論について理解する。

１５ コミュニケーション⑵コミュニケーション技法
実習を通してコミュニケーションの重要性を体験的に理解し、
カウンセリングの知識や理論と、実際のコミュニケーションと
のつながりを理解する。
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体育講義	 Physical Education-Lecture

担 当 教 員 名 坂本　達哉 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SAKAMOTO Tatsuya 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） ７６２２研究室 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－保健体育 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 運動、健康、トレーニング 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 健康の保持増進のための実践力の育成と体力向上のために運動について講義する。

教 育 目 標 生涯にわたる健康の保持増進について理解を深める。運動と健康の関係について理解する。ディプロマ・ポリシーの
①と②に該当する。

到 達 目 標 体力を維持向上するための知識を用いて健康の保持増進につなげることができる。

予 習 ・ 復 習 日頃から新聞、健康誌、テレビ等を通して健康、スポーツに関心を持ち授業内容と関係する事柄の理解に努めること。
１ 単位あたりの自習時間は３０時間が目安である。

教科書・教材 授業時資料配布

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック

筆記試験７０％（健康、体力の理解、健康な身体を作るトレーニング方法と理論）、授業時レポート提出３０％、レポー
トは返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 健康の定義、スポーツと健康 健康づくりの ３ 本柱、健康と体力との関係を理解する。

２ 体力とはなにか、健康関連体力 体力の分類と健康関連体力を理解する。

３ 発育・発達と健康 発育・発達に伴う形態、身体機能の発達を理解する。

４ 加齢・老化と健康 高齢者の体力、加齢と健康問題について理解する。

５ 運動のしくみ エネルギー供給機構について理解する。

６ トレーニング理論 トレーニングの原理・原則を理解する。

７ スポーツの実践（身体への影響） スポーツの実践に不可欠な知識と身体への影響を理解する。

８ スポーツの実践（筋力・筋持久力） 筋力・筋持久力について理解する。

９ スポーツの実践（パワーアップ） パワーアップのメカニズムについて理解する。

１０ スポーツの実践（全身持久力） 全身持久力について理解する。

１１ スポーツの実践（調整力・柔軟性） 調整力・柔軟性について理解する。

１２ 精神と健康 精神の健康とストレスについて理解する。

１３ 休養と健康 疲労と休養についてに理解する。

１４ 生活習慣と健康 飲酒、禁煙が健康に及ぼす悪影響について理解する。

１５ 健康のための栄養 食事の意義と食生活が健康に及ぼす影響について理解する。
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体育実技	 Physical Education. Practice

担 当 教 員 名 坂本　達哉 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SAKAMOTO Tatsuya 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） ７６２２研究室 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－保健体育 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 運動、健康、トレーニング 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 健康づくりに効果的な身体活動を球技種目（卓球、ソフトバレーボール）を中心に実践し継続する能力を養う。

教 育 目 標 健康の保持増進と体力向上の為の実践力の育成。運動によるチームプレイを通して豊かな人間性をはぐくむ。ディプ
ロマ・ポリシーの①と②に該当する。

到 達 目 標 運動の実践と継続により健康の保持増進につなげることができる。体育講義で学んだ体力の高め方の効果を実感し、
行動につなげることができる。

予 習 ・ 復 習 卓球、ソフトバレーボールについてのルール、基本技術、練習方法等を調べてA ４ 用紙 ２ － ３ 枚にまとめレポート提
出すること。詳細は授業で １ 単位時間当たりの自習時間は４５時間が目安。

教科書・教材 授業時ノート・資料配布

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実技試験（７０％）、授業時レポート提出（３０％）、レポートは適宜解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス、実技の目的・種目・実施方法 実技を行う際の注意事項、内容を理解する。

２ 体力測定 自らの体力の現状と課題を理解する。

３ 卓球（握り方、構え、フォアハンド、バックハンド） グリップの握り方、構え、基本的な打法を理解する。

４ 卓球（ラリー、ツッツキ、サーブ） 基本的な打法を用いてロングでのラリーを行うことができる。

５ 卓球（ラリー、スマッシュ、サーブ） ロングとショートのラリー、スマッシュを理解する。

６ 卓球（ラリー、三球目攻撃、ダブルスのルール理解） 三球目攻撃、ダブルスのルールを理解する。

７ 卓球（ラリー、ダブルスでゲーム、戦術） ダブルスでのゲームの組み立てを理解する。

８ 卓球（ダブルスラリー、ゲーム） ダブルスでのゲームを理解する。

９ ソフトバレーボール（オーバーハンドパス、アンダーハンドパ
ス、サーブ） 基本的なパスとサーブの種類を理解する。

１０ ソフトバレーボール（オーバーハンドパス、アンダーハンドパ
ス、サーブ、ゲーム形式）

パス、サーブの技術を高め、ゲーム形式で実践するとともにルー
ルを理解する。

１１ ソフトバレーボール（オーバーハンドパス、アンダーハンドパ
ス、サーブ、ゲーム） ゲームから各自の弱点を理解しチームで話し合う。

１２ ソフトバレーボール（オーバーハンドパス、アンダーハンドパ
ス、サーブ、ゲーム） ゲームに活かせるサーブ・スパイクを理解する。

１３ ソフトバレーボール（オーバーハンドパス、アンダーハンドパ
ス、サーブ、ゲーム） パスの応用練習とスパイクを活用することを理解する。

１４ ソフトバレーボール（パス、サーブ、スパイク、ブロック、ゲー
ム） スパイクに対するブロックについて理解する。

１５ ソフトバレーボール（パス、サーブ、スパイク、ブロック、ゲー
ム） 得点につながるチームプレーを理解する。
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情報処理演習Ⅰ	 Practice in Information ProcessingⅠ

担 当 教 員 名 渡邉　知恵子 実 務 経 験
（ 年 数 ）

日本福祉大学　情報処理演習22年担当
Microsoft 公認トレーナー

英 語 氏 名 WATANABE Chieko 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

授業後にアポイントをとった上で、非常勤講師室へ質問にくること。短い
質問は、授業内で受付。 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 基礎教養科目－情報リテラシー 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 情報処理、情報リテラシー、統計分析 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 情報リテラシーの基本編であり、情報処理技術の基礎的な内容を理解してもらうための講義です。情報社会の中で必
要となる情報モラルの知識を学び、必須となるソフトを使いこなせる様、演習します。

教 育 目 標 健康栄養学部ディプロマ・ポリシー④に関連する。

到 達 目 標 論文やレポート作成に必要なデータの処理、統計分析をコンピュータにて実行する手法を習得してもらうことを目標
としています。また、ビジネスの場など様々な機能をシーンに応じて活用できるスキルを身につけてもらいます。

予 習 ・ 復 習 1 単位あたり週90～120分を目安に復習すること。前回までの講義内容は必ず習得しておくこと。

教科書・教材 オリジナルプリント適宜配布

参 考 書 使用せず

成績評価方法
フィードバック 定期試験（70%）、演習課題（30%）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 講義ガイダンス・学内環境 講義の目標および内容、講義の進め方や大学内におけるネット
ワーク環境などを理解する。

２ コンピュータの構成やネットワークの仕組み コンピュータ、ネットワークを構成するハード・ソフトについ
ての理解とファイルについての必要知識を学ぶ。

３ 情報倫理・情報セキュリティ 情報発信を行う場合の注意点やネットワーク社会におけるセ
キュリティ技術についての知識とマナーを理解する。

４ ビジネスで利用する文書作成 ワープロソフトによるビジネスで利用する社内文書や社外文書
が作成できる。

５ 画像や図表の処理 画像や表の挿入、図形作成などを利用できる。

６ 表計算ソフトの基本操作とワークシート 表計算ソフトの概要を理解し、ワークシートの基本操作を学ぶ。

７ 数式の作成、関数の利用 四則演算、関数を利用したデータを作成できる。

８ 相対参照と絶対参照 相対参照と絶対参照の使い分けを理解する。

９ 検索・論理関数の利用 VLOOKUP関数やIF関数を使いこなす。

１０ グラフ作成 グラフウィザードの基本操作を理解し、使用頻度が高いグラフ
を作成できる。

１１ 複数条件下でのセルの表示方法 IF関数とAND・OR関数のネストを使いこなす。

１２ データベースの利用 自分の要求するデータを抽出し、並べ替えができる。

１３ 複数シートの操作 複数のシートを利用して効率的なデータ作成ができる。

１４ 条件別処理と ３ Ｄ分析 ピボットテーブル、ピボットグラフを使用して大量のデータを
様々な角度から分析できる。

１５ 他ソフトとの連携 他ソフトにデータをリンクさせ、必要に応じてデータを更新す
ることができる。
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情報処理演習Ⅱ	 Practice in Information ProcessingⅡ

担 当 教 員 名 渡邉　知恵子 実 務 経 験
（ 年 数 ）

日本福祉大学　情報処理演習22年担当
Microsoft 公認トレーナー

英 語 氏 名 WATANABE Chieko 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

授業後にアポイントをとった上で非常勤講師室へ質問に来てください。短
い質問は、授業内で受付けます。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－情報リテラシー 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 情報処理、情報リテラシー、プレゼンテーション 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 インターネットを利用する上での必要なセキュリティに対する意識や情報モラルを学習し、情報や意見を表現するこ
とができるプレゼンテーションソフトを活用する。

教 育 目 標 健康栄養学部ディプロマ・ポリシー⑤に関連する。

到 達 目 標 情報モラルに関する基礎的な知識を理解した上で、視覚に訴えたスライド作成を意識し、魅力的なプレゼンテーショ
ンを身に付けることができる。

予 習 ・ 復 習 １ 単位あたり週９０～１２０分を目安に復習すること。前回までの講義内容は必ず習得しておくこと。演習問題は各自反
復練習すること。

教科書・教材 オリジナルプリント適宜配布

参 考 書 使用せず

成績評価方法
フィードバック プレゼン（40%）、定期試験（40%）、演習課題（20%）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 講義ガイダンス 講義の目標および内容、講義の進め方を理解できる。

２ 情報倫理 個人情報・著作権の保護など情報を扱う上でのモラル・倫理な
どの知識を理解できる。

３ 情報セキュリティ 有害サイトの対策・暗号化などの知識を深める。

４ プレゼンテーションの基礎 プレゼンテーションソフトの基礎を理解できる。

５ オブジェクトの挿入・画像の加工 図形や表・グラフの挿入、画像編集やトリミングなどの加工が
できる。

６ グラフィック・マルチメディアの活用 SmartArtグラフィック・動画音楽ファイルの使用ができる。

７ アニメーションや切り替え効果の活用 オブジェクトやテキストに効果的な動きを付けることができる。

８ 外部データをインポートしてグラフを作成 既存のデータを利用し、効果的なグラフを作成することができ
る。

９ 最終課題（オリジナルプレゼン）を作成 プレゼンテーションの目的を明確化し、聞き手の分析を通して
情報を収集し主張を明確化することができる。

１０ プレゼンテーションの流れ 限られた時間の中で、序論（導入）→本論（展開）→結論（ま
とめ）の ３ 部構成でストーリーを組み立てられる。

１１ 集計、分析 テーマに沿ったアンケートをクラス内で配布し、結果を集計し
スライドに活用できる。

１２ 効果的なスライド作成 見やすいプレゼン資料のレイアウトや配色を理解できる。

１３ プレゼンテーションリハーサル 発表に備えた準備ができる。

１４ プレゼンテーション発表 各自準備した資料を基にオリジナルプレゼンの発表ができる。

１５ 聴衆からの講評、反省 他者からのプレゼン評価をもとに今後の展開につなげることが
できる。
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リスクマネジメント論	 Risk Management

担 当 教 員 名 佐々木　政司 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SASAKI Masashi 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水１２：１０～１２：５０（於７６２１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 基礎教養科目－情報リテラシー 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド リスク　危機管理　ソーシャルリスク 授 業 方 法 講義（演習を含む）

授 業 概 要 リスク社会におけるリスク及びリスクマネジメントの基本的概念及び理論について講述し、現実の問題についての演
習を含め、あわせて身の回りのリスクを認識し、対処する能力を養う。

教 育 目 標 リスク及びリスクマネジメントの基本的な考え方や基本的概念を理解し、日常生活におけるリスクマネジメント、ま
た食及び栄養におけるリスクマネジメントへと繋げることを目標とする。ディプロマ・ポリシーの③に該当する。

到 達 目 標 リスク及びリスクマネジメントの基本的概念について理解し、自らリスクをマネジメントしていく態度を形成する。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の講義内容を確認しておくこと。また、各回で学習した内容について十分に理解を深めておくこと。
予習・復習でそれぞれ９０分必要とする。各回振り返りシートを課す（授業で解説）。

教科書・教材 指定しない。

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（１００％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ リスクとはなにか 不確実性とリスクに関する基礎的用語、種類、特徴について説
明できる。

２ リスクマネジメントとはなにか リスクマネジメントに関する基礎的用語、プロセス、必要性に
ついて説明できる。

３ リスクアセスメント リスクの特定と評価について説明できる。

４ リスクトリートメント リスク対処として、リスクコントロールとリスクファイナンス
について説明できる。

５ PDCA リスクマネジメントにおけるPDCAサイクルの考え方を説明す
ることができる。

６ リスク認知 リスク認知とそのバイアスについて説明できる。

７ 意思決定論 期待効用理論について説明できる。

８ 期待値と生起確率 期待値と生起確率を計算することができる。VaRについて説明
できる。

９ リスクコミュニケーション リスクコミュニケーションの重要性を理解し、そのために何が
重要かについて検討する。

１０ 食の安全とリスク 食の安全安心におけるリスクコミュニケーションの意義につい
て理解する。

１１ クライシスマネジメント クライシスマネジメント（危機管理）及びクライシスマネジメ
ントとリスクマネジメントの関係について説明できる。

１２ 組織マネジメント 組織が抱えるリスクの特徴とそのマネジメント、ERMについ
て理解する。

１３ コンプライアンスリスクマネジメント ガバナンス、コンプライアンスに関するリスクマネジメントに
ついて理解する。

１４ ソーシャルリスク ソーシャルリスクの内容とその対応について理解する。

１５ これからのリスクマネジメント 内部統制、BCP、CSRについて理解する。前例のないリスクに
対するマネジメントについて検討する。
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管理栄養士概論	 Introduction for Registered Dietition

担 当 教 員 名 田村　明・近藤　浩代 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TAMURA Akira・KONDO Hiroyo 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

田村：月曜～木曜で授業や会議のない時間（9120室）
近藤：授業や会議のない時はいつでも歓迎（９207室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－専門関連基礎分野 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド キャンパスライフ、初年次教育、管理栄養士論、管理栄養士の世界 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 充実した学生生活にするためのノウハウを上級生が、管理栄養士に必要な資質・能力を教員が、管理栄養士の世界を
現場で活躍している管理栄養士が、熱く語る。

教 育 目 標
社会貢献ができる管理栄養士になるには、専門職として求められる基本的な資質・能力を理解するとともに、人間性
豊かな人材にならなければならない。この科目はそれを成就するための一助を目的に設定されたものであり、ディプ
ロマ・ポリシーの①と②に該当する。

到 達 目 標 国家試験の合格はもとより、管理栄養士としての心構え、クラブサークル活動やボランティアなど、人間形成に積極
的にチャレンジしようとする姿勢を身につける。

予 習 ・ 復 習 授業の最初に講義予定を示すが、教科書を使用する授業の時は予習が必要である（３０分）。授業を受講するたびにレ
ポート提出を課すが、復習を兼ねたノートやレポート作成に６０分は必要である。

教科書・教材 管理栄養士論　日本栄養改善学会監修　村山伸子、武見ゆかり編、医歯薬出版
（ISBN９７８－４－２６３－７２０２８－８）　

参 考 書 栄養士のためのライフデザインブック　大橋禄郎監修　影山なお子編集　医歯薬出版
（ISBN９７８－４－２６３－７０７９８－２）

成績評価方法
フィードバック

随時課すレポートで評価する。
レポートは評価後コメントを付して返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム

１ 学生生活を充実させるために　⑴
学生便覧の熟知、初年次教育

大学生としてのレポートの書き方や教員とのコミュニ
ケーションなど大学生活に必要な注意事項やディプロ
マ・ポリシー到達までの道程を理解する。

―

２ 学生生活を充実させるために　⑵
在学生の体験談

勉学方法や課外活動等の体験を上級生に語ってもらい、
大学生活を送る上での糧とする。 ―

３ 管理栄養士論　⑴
プロフェッショナリズム

管理栄養士の歴史をふまえ、人々の健康と幸福に貢献
する栄養の専門職であること、専門職としての職業倫
理を説明できる。

A‐１ ‐①～④

４ 管理栄養士論　⑵
栄養学の知識と課題対応能力

栄養の定義と栄養学の歴史、さらに人と栄養・食の相
互的な関係性を説明できる。 A‐２ ‐①～②

５ 管理栄養士論　⑶
個人の多様性の理解と栄養管理

人々の価値観や社会的背景の多様性、および対象者に
寄り添い、全人的な理解をすることの必要性を説明で
きる。

A‐３ ‐①～②

６ 管理栄養士論　⑷
コミュニケーション能力

対象者の栄養・食に関する主体的な意思決定を尊重し
たコミュニケーション、およびそれに必要な要素を説
明できる。

A‐５ ‐①～③

７ 管理栄養士論　⑸
連携と協働

幅広い分野、業種における管理栄養士の役割を説明で
きる。連携・協働するために、多職種の役割と専門性
を説明できる。

A‐７ ‐①～③

８ 管理栄養士の世界　⑴
医療機関で働く管理栄養士

病院やクリニックで働く管理栄養士の仕事内容や役割
および多職種との連携・協働を説明できる。 A‐７ ‐①～③

９ 管理栄養士の世界　⑵
学校で働く管理栄養士

栄養教諭として小学校で働く管理栄養士の仕事内容や
役割および他職種との連携・協働を説明できる。 A‐７ ‐①～③

１０ 管理栄養士の世界　⑶
福祉施設で働く管理栄養士

児童福祉施設（保育園）で働く管理栄養士の仕事内容
や役割および他職種との連携・協働を説明できる。 A‐７ ‐①～③

１１ 管理栄養士の世界　⑷
福祉施設で働く管理栄養士

高齢者福祉施設（特養）で働く管理栄養士の仕事内容
や役割および他職種との連携・協働を説明できる。 A‐７ ‐①～③

１２ 管理栄養士の世界　⑸
行政で働く管理栄養士

行政（地域保健分野）で働く管理栄養士の仕事内容や
役割および多職種との連携・協働を説明できる。 A‐７ ‐①～③

１３ 管理栄養士の世界　⑹
勤労者施設で働く管理栄養士

事業所や給食会社で働く管理栄養士の仕事内容や役割
および他職種との連携・協働を説明できる。 A‐７ ‐①～③

１４ 管理栄養士の世界　⑺
スポーツ現場で働く管理栄養士

スポーツ選手やスポーツ愛好家の栄養をサポートする
管理栄養士の仕事内容や役割および他職種との連携・
協働を説明できる。

A‐７ ‐①～③

１５ 管理栄養士の世界　⑻
フリーランスで働く管理栄養士

食生活の困りごとを相談できるアドバイザーとして活
躍する管理栄養士の仕事内容や関係職種との連携・協
働を説明できる。

A‐７ ‐①～③
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基礎生理学	 Basic Physiology

担 当 教 員 名 多田井　幸揮 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TADAI Kouki 対 象 学 生 1 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（９５０２室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－専門関連基礎分野 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド システム、器官、組織、ホメオスタシス 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 人体の機能や仕組みに関して解説する。

教 育 目 標 身体の基本的な機能と仕組みに関して理解を深める。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー②に関連する。

到 達 目 標 人体の正常な機能がどのように維持されているのか理解する。

予 習 ・ 復 習
１ 単位あたり週９０分～１２０分を目安に予習・復習すること
予習：次回のテーマを確認し、テキストを熟読し、重要なキーワードを事前に調べておくこと。
復習：講義で学習したことを復習し、講義中に指示した課題を行い知識を定着させること。

教科書・教材 イラストでまなぶ生理学第 ３ 版　田中越郎　医学書院　（ISBN：９７８－４－２６０－０２８３４－９）

参 考 書 講義時に紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験７０％、小テスト３０％　小テストは、評価後に返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ イントロダクション 基礎生理学受講に関して概要を説明する。 ― ―

２ 体液 浸透圧、酸塩基平衡、脱水に関して理解する。 C‐１ ‐３ Ⅱ‐５ ‐B

３ 血液 血液成分、止血、凝固、線溶に関して理解する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１８ ‐A

４ 免疫 細胞性免疫、液性免疫、アレルギーに関して理
解する。 C‐１ ‐３ Ⅱ‐１９ ‐A

５ 循環 循環器系の構造、刺激伝導系、血圧に関して理
解する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１１ ‐A

６ 呼吸 呼吸運動、血液ガス、呼吸性障害に関して理解
する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１５ ‐A

７ 代謝 栄養素の代謝、肥満に関して理解する。 C‐１ ‐２ Ⅱ‐４

８ 内分泌 内分泌とホルモンに関して理解する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１３ ‐A

９ 体温 熱産生、体温変動、体温中枢、発汗に関して理
解する。 C‐１ ‐３ Ⅱ‐５ ‐B

１０ 消化 消化・吸収、消化液に関して理解する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１０ ‐A

１１ 排泄 腎臓の働きに関して理解する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１２ ‐A

１２ 神経 ニューロン、各種神経、反射に関して理解する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１４ ‐A

１３ 筋 筋収縮の仕組みに関して理解する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１６ ‐A

１４ 感覚 刺激と感覚に関して理解する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐１４ ‐A

１５ 遺伝 細胞の働き、劣性遺伝、優性遺伝に関して理解
する。 C‐１ ‐１ Ⅱ‐２ ‐D
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運動生理学	 Exercise Physiology

担 当 教 員 名 坂本　達哉 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SAKAMOTO Tatsuya 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） ７６２２ 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－専門関連基礎分野 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 運動、健康、トレーニング 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 ヒトの基本的な生理機能および発育・発達と老化に伴う種々の能力変化について講義する。

教 育 目 標 運動生理学の基礎的内容と発育・発達と老化に伴う身体機能の変化について理解することができる。
ディプロマ・ポリシーの②に該当する。

到 達 目 標 運動による身体機能の変化について理解することができる。

予 習 ・ 復 習 日ごろから新聞、テレビ等を通して、運動、健康に関心を持ち授業内容と関係する事柄の理解に努めること。 １ 単位
あたりの自習時間は３０時間が目安である。

教科書・教材 授業時資料配布

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 筆記試験７０％、授業時レポート提出３０％、レポートは添削の上、学生へ返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 健康づくりの背景と三原則 健康づくりの ３ 本柱を理解する。

２ 健康・体力の定義、発育発達と老化 健康・体力の定義と発育発達に伴う身体機能の発達を理解する。

３ 筋肉の分類と収縮のしくみ 筋肉の種類と収縮様式を理解する。

４ 筋収縮のエネルギー供給系 筋収縮のためのエネルギー供給機構について理解する。

５ 筋繊維の種類と特性 筋繊維の種類と筋収縮の特性を理解する。

６ 運動と神経① 神経の仕組みと力の調整について理解する。

７ 運動と神経② 感覚と反射について理解する。

８ 運動と神経③ 中枢神経と自律神経の働きについて理解する。

９ 運動と呼吸① 肺におけるガス交換と酸素と二酸化炭素の運搬について理解す
る。

１０ 運動と呼吸② 呼吸を調整する仕組みについて理解する。

１１ 運動と適応 高地での適応と暑熱馴化について理解する。

１２ 運動とエネルギー代謝 エネルギー代謝の測定方法について理解する。

１３ 運動と循環① 循環の仕組みについて理解する。

１４ 運動と循環② 運動と血圧の関係について理解する。

１５ 運動処方の基礎と実際 基礎的な運動処方と各年代における運動について理解する。
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行動科学理論	 Behavioral science

担 当 教 員 名 佐々木　政司 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SASAKI Masashi 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水１２：１０～１２：５０ 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－専門関連基礎分野 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 行動変容　健康行動 授 業 方 法 講義（一部演習を含む）

授 業 概 要 心理学、社会学、行動経済学に基づく健康行動に関する行動変容とその維持に関する理論について講述し、これらの
理論を基に現実の問題に対する対応について演習形式で検討する。

教 育 目 標 健康行動及び行動変容の基本的概念を理解し、人間の健康行動に関する問題への考察を通じて、健康教育・ヘルスプ
ロモーションの実践へと繋げることを目標とする。ディプロマ・ポリシーの②に該当する。

到 達 目 標 健康行動の基本的概念や理論について理解し、健康教育・ヘルスプロモーションの計画・実践に応用することができ
る。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の講義内容を確認しておくこと。また、各回で学習した内容について十分に理解を深めておくこと。
予習・復習でそれぞれ９０分必要とする。各回振り返りシートを課す（授業で解説）。

教科書・教材 指定しない。

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（１００％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 健康行動とはなにか 健康行動に関する基礎的概念について説明でき
る。 ― ―

２ 行動の基礎理論：動機づけ
動機づけと行動の関係について説明できる。
期待－価値理論と行動の関係について説明でき
る。

― ―

３ 行動の基礎理論：学習 学習の諸理論と学習と行動の関係について説明
できる。 C‐5 ‐1 ‐③ Ⅵ‐1 ‐B ‐b

Ⅵ‐1 ‐D ‐a～d

４ 行動の基礎理論：自己効力感・リテラシー
自己効力感と行動の関係について説明できる。
ヘルスリテラシーと行動の関係について説明で
きる。

― Ⅵ‐1 ‐B ‐k
Ⅵ‐1 ‐D ‐ i

５ 行動の基礎理論：社会属性・態度・環境
社会属性と行動との関係について説明できる。
態度とその行動との関係について説明できる。
環境とその行動との関係について説明できる。

C‐5 ‐1 ‐④ Ⅵ‐1 ‐B ‐c，f

６ 行動の基礎理論：ストレス ストレスとコーピング、ストレスと行動との関
係について説明できる。 ― Ⅵ‐1 ‐D ‐ j，k

７ 行動の基礎理論：社会的認知理論 社会的認知理論とその行動との関係について説
明できる。 C‐5 ‐1 ‐⑥ Ⅵ‐1 ‐B ‐g

８ 行動の基礎理論：社会関係 社会関係やソーシャルサポートと行動の関係に
ついて説明することができる。 ― Ⅵ‐1 ‐B ‐h

９ 行動の基礎理論：集団、組織 集団内での行動について説明することができる。
組織内での行動について説明することができる。 ― Ⅵ‐1 ‐B ‐ i，j

１０ 行動変容の基礎理論：認知的不協和理論
態度と行動の一貫性について説明できる。
認知的不協和の発生と行動変容との関係につい
て説明できる。

― ―

１１ 行動変容の基礎理論：態度変容・説得・行動経
済学

態度変容の諸理論について説明することができる。
説得の諸理論について説明することができる。
行動経済学の諸理論について説明することがで
きる。

― Ⅵ‐1‐D‐e～h，l

１２ 連続性モデルとステージモデル
各基礎理論がヘルスビリーフモデルやトランス
セオレティカルモデルにおいてどのように応用
されているかを説明することができる。

C‐5 ‐1 ‐⑤ Ⅵ‐1 ‐B ‐d，e

１３ ストレスモデル
各基礎理論がトランザクショナルモデルと健康
生成論においてどのように応用されているかを
説明することができる。

― ―

１４ 健康行動変容計画の作成 自身の生活習慣に対する課題とその変容計画を
作成できる。 ― ―

１５ これからの健康行動変容
従来型コミュニティの希薄化とICTによる新し
いコミュニティの生成と、その健康行動への効
果について理解できる。

― ―



専
門
関
連
基
礎

36

有機化学	 Organic Chemistry

担 当 教 員 名 渡辺　昭 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 WATANABE Akira 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 適宜（７６２０研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－専門関連基礎分野 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 化学式、命名法、官能基、反応機構 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 有機化学の概略を学ぶ。

教 育 目 標 栄養に関する諸科目を科学的な視点から学ぶために必要な有機化学の基礎知識を習得する。
ディプロマ・ポリシーの②及び③に該当する。

到 達 目 標 有機化学の知識を使って、栄養に関するさまざまな事象を説明できる。

予 習 ・ 復 習 各回の授業で復習テストを行う。各回ごとに９０分程度の予習・復習をすること。

教科書・教材 資料を配付する。

参 考 書 授業中に紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期テスト（６０％）、授業中の確認テスト及び提出物（４０％）、採点したものを返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 周期表、原子、イオン 原子構造、放射性同位体、イオン生成を説明できる。

２ 化学結合① １ 　原子間の化学結合を説明できる。
２ 　分子間の化学結合を説明できる。

３ 化学結合② 分子内の分極と立体構造から化合物の極性の有無を説明できる。

４ 化学式 異性体を各種の化学式で表すことができる。

５ アルカン・シクロアルカン① １ �　sp ３ 混成によるσ結合の生成を理解している。
２ 　アルカン・シクロアルカンの命名ができる。

６ アルカン・シクロアルカン② １ �　分岐アルカン・シクロアルカンの命名ができる。
２ 　置換反応の反応機構を説明できる。

７ アルカン・シクロアルカン③ 置換反応の反応機構を書き表すことができる。

８ アルケン・シクロアルケン① １ �　sp ２ 混成によるπ結合の生成を理解している。
２ 　アルケン・シクロアルケンを命名できる。

９ アルケン・シクロアルケン② １ 　分岐アルケン・シクロアルケンを命名できる。
２ 　付加反応の反応機構を説明できる。

１０ アルケン・シクロアルケン③ 付加反応の反応機構を巻き矢印を用いて書き表すことができる。

１１ アルキン １ 　アルキン、エン・インを命名できる。
２� 　アルキンの反応機構を書き表すことができる。

１２ 官能基① １ 　代表的な官能基を知っている。
２ 　官能基ごとの代表的な化合物を知っている。

１３ 官能基② アルコール及びカルボニル化合物の反応を説明できる。

１４ 官能基③ 天然有機化合物の性質を官能基の反応性から理解している。

１５ 芳香族 フェニル化合物の種類と反応性を理解する。
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　専門教育科目　

＜専門基礎分野＞

◇　社会・環境と健康

◇　人体の構造と機能及び疾病の成り立ち

◇　食 べ 物 と 健 康
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公衆衛生学	 Public Health

担 当 教 員 名 山下　照夫 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県保健所・衛生研究所：獣医師（34年）

英 語 氏 名 YAMASHITA Teruo 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日１０：００～１４：００（９５０１） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－社会・環境と健康 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 保健統計、疫学、社会保障、衛生行政 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 保健統計の内容と現状、疫学の方法、保健・医療・福祉の制度を学び、公衆衛生上の問題と対策について理解を深め
る。

教 育 目 標 保健統計を通じて、わが国の健康・疾病などの現状を知り、その発生要因を明らかにする疫学を理解し、保健・医療・
福祉に係る制度や公衆衛生に関する知識を習得させる。ディプロマ・ポリシーの②・④に関連する。

到 達 目 標 管理栄養士として、各ライフラインにおける健康問題と対策を考え、公衆衛生活動を実践することができる。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の講義内容を確認し教科書を読んでおくこと。講義で学習した内容について資料などで確認すること。
週 ３ 時間を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 「社会・環境と健康：公衆衛生学」北田善三他著　建帛社　ISBN９７８－４－７６７９－０６７０－６

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

全講義終了後、筆記試験（８０％）を実施する。中間に講義内容の小テスト（２０％）を行い、成績評価の参考とする。
小テストは返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 人口統計 わが国の人口動態統計の調査内容、現状、特徴
について考える。 B‐１ ‐３ ‐①③④ Ⅰ‐３ ‐ABC

２ 生命表と傷病統計
平均寿命、平均余命、健康寿命の意味を理解し、
患者調査と国民生活基礎調査結果について考え
る。

B‐１ ‐３ ‐②⑤ Ⅰ‐３ ‐DEF

３ 疫学の概念と疫学指標
疫学とは何かを考え、罹患率、有病率、致命率、
死亡率、生存率、相対危険、寄与危険、オッズ
比などを理解する。

B‐３ ‐１ ‐① Ⅰ‐４ ‐A‐abc

４ 疫学の方法 疫学研究の種類とそれぞれの特徴について理解
する。 B‐３ ‐１ ‐② Ⅰ‐４ ‐BC

５ スクリーニングとエビデンス
スクリーニング検査の意義及び敏感度と特異度
を理解し、エビデンスに基づいた医療、保健対
策を考える。

B‐３ ‐１ ‐③④ Ⅰ‐４ ‐DEF

６ 社会保障と衛生行政の仕組み
社会保障制度の ４ つの要素を理解するとともに、
衛生行政における国、都道府県、市町村の役割
を理解する。

B‐２ ‐１ ‐①② Ⅰ‐７ ‐AB

７ 医療制度 医療保険、医療費、医療提供施設、医療計画を
理解する。 B‐２ ‐１ ‐⑤ Ⅰ‐７ ‐C ‐a～e

８ 福祉制度 社会福祉制度、社会福祉施設、障碍者施設を理
解する。 B‐２ ‐１ ‐⑦ Ⅰ‐７ ‐D ‐a～d

９ 地域保健
地域保健法を学び、保健所と市町村保健セン
ターの業務と役割を理解し、地域保健対策を考
える。

B‐２ ‐１ ‐② Ⅰ‐７ ‐E ‐a～f

１０ 母子保健
母子保健法を学び、母子保健事業、乳幼児健康
診査、育児指導等を理解し、母子保健、少子化
対策について考える。

B‐２ ‐１ ‐④ Ⅰ‐７ ‐F ‐a～h

１１ 成人保健
生活習慣病予防のため、特定健康診査・特定健
康指導の概要と後期高齢者医療制度の仕組みを
理解する。

B‐２ ‐１ ‐④ Ⅰ‐７ ‐G ‐a～c

１２ 高齢者保健と介護
介護保険法を学び、地域包括支援センターの役
割及び介護保険のサービス内容と仕組みについ
て理解する。

B‐２ ‐１ ‐⑥⑧ Ⅰ‐７ ‐H ‐a～g

１３ 産業保健 労働安全衛生法を学び、労働衛生管理及び労働
に起因する職業病と労働災害について理解する。 B‐２ ‐１ ‐④ Ⅰ‐７ ‐ I ‐ a～g

１４ 学校保健と国際保健
学校保健安全法を学び学校保健の仕組みと学校
感染症及び国際保健の問題と国際機関について
理解する。

B‐２ ‐１ ‐④ Ⅰ‐７ ‐ JK

１５ 公衆衛生学のまとめ 演題を通して、公衆衛生学の理解を深める。 ― ―
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公衆衛生学実習	 Practice in Public Health

担 当 教 員 名 玉井　憲二 実 務 経 験
（ 年 数 ） 保健所　勤務３８年

英 語 氏 名 TAMAI Kenji 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） （非常勤講師室）短い質問は、授業内で受け付ける。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－社会・環境と健康 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド データ解析、保健統計、疫学 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 統計の基礎、環境衛生、保健統計、疫学研究について、身近なデータを用いて解析手法等を習得する。

教 育 目 標 栄養、健康等に関する事柄に目を向け、分析する力を身につける。基本となる知識は管理栄養士国家試験対策になる。
健康栄養学部ディプロマ・ポリシー①と②に関連する。

到 達 目 標 管理栄養士に関係する出来事、データ等を、冷静に、科学的に分析、判断できる知識・技術を習得する。

予 習 ・ 復 習 次回の授業範囲を示すので、教科書を予習し、分からない点を明確にすること。（６０分）
また、教科書に載っていないことも説明するので、ノート、配布資料で必ず復習すること。（６０分）

教科書・教材 「公衆衛生学実験・実習」（建帛社）　ISBN：９７８－４－７６７９－0711－6

参 考 書 授業時に紹介する。

成績評価方法
フィードバック 小テスト９０％、講義ノート・実習レポート１０％（小テスト、ノート、レポートは採点の上、返却する。）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ ガイダンス 授業の内容、目的について理解する。科学的、
論理的な考え方を理解する。 A‐２ ―

２ 環境水質 環境水質の指標を理解する。環境水質検査を正
確に行える。 B‐１ ‐２）② 社会・環境と健康

２‐B ‐a

３ 保健統計⑴　データ、グラフ データ、グラフの種別と適切な用途を説明でき
る。 B‐１ ‐３）① ３‐A‐a

４ 保健統計⑵　データ、グラフの見方　 正規分布を基本に、模擬データを用いて分散、
標準偏差、相関関係等を説明できる。 B‐１ ‐３）① ３‐A‐a

５ 保健統計⑶　データの解析、検定
食中毒事例など具体例で、解析・検定方法を説
明できる。模擬食中毒事例で、原因食品を特定
できる。

B‐１ ‐３）① ３‐A‐a

６ 保健統計⑷　人口① 人口動態統計、人口静態統計を説明できる。人
口ピラミッドを作成できる。 B‐１ ‐３）②③ ３‐B‐a，b，c

３ ‐C ‐a，b，c

７ 保健統計⑸　人口②
死因別死亡等の現状と変遷を説明できる。平均
余命・平均寿命、健康寿命、生命表が説明でき
る。

B‐１ ‐３）②④ ３‐C‐d，e，f
３ ‐D ‐a，b，c

８ 保健統計⑹　栄養 国民健康・栄養調査による現状と動向について
説明できる。 B‐１ ‐３）⑤ ３‐A‐a

９ 保健統計⑺　健康、疾病 患者調査、国民生活基礎調査について、現状と
動向を説明できる。 B‐１ ‐３）⑤ ３‐E ‐a，b

１０ 保健統計⑻　その他の保健統計 家計調査、学校保健統計調査等について説明で
きる。 B‐１ ‐３）① ３‐A‐a

１１ 疫学研究⑴　疫学指標 敏感度、特異度、相対危険、寄与危険等の疫学
指標を説明できる。 B‐３ ‐１）① ４‐A‐a，b，c

１２ 疫学研究⑵　疫学の方法
記述疫学、分析疫学、横断研究、生態学的研究、
コホート研究、症例対照研究、ランダム化比較
試験が説明できる。

B‐３ ‐１）② ４‐B ‐a，b，c，
d，e，f，g

１３ 疫学研究⑶　特徴と相違点
エビデンスレベル、バイアス、交絡、因果関係
が説明できる。国等の疫学データを収集、解析
し、比較検討できる。

B‐３ ‐１）③ ４‐C ‐a，b，c

１４ 疫学研究⑷　スクリーニングと疾病
スクリーニングテストについて説明できる。ス
クリーニングと疾病に係るデータを収集し、有
効性について考察できる。

B‐３ ‐１）④ ４‐D‐a，b

１５ 疫学研究⑸　エビデンスと倫理、活用
学習のまとめ

EBM、診療ガイドライン、倫理的配慮等につ
いて説明できる。保健統計指標を、地域診断等
に活用できる。

B‐３ ‐１）⑤
A‐２

４ ‐E ‐a，b，c
４ ‐F ‐a，b，c
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健康管理論	 Introduction of Health Care

担 当 教 員 名 近藤　浩代 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 KONDO Hiroyo 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日１０：００～１４：００（９207） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－社会・環境と健康 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 健康、公衆衛生、環境衛生、生活習慣病 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 健康と公衆衛生の概念及び日常生活に係る環境衛生、生活習慣と生活習慣病との関連性、生活習慣病の予防対策につ
いて理解を深める。

教 育 目 標 健康を維持増進するため、日常生活における健康管理及び生活習慣病とその予防対策などの健康に関する知識を習得
させる。ディプロマ・ポリシー②、③に関連する。

到 達 目 標 公衆衛生の概念を把握し、健康を維持増進するための健康管理を身につけることができる。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の講義内容を確認し教科書を読んでおくこと。講義で学習した内容について資料などで確認すること。
週 ３ 時間を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 「社会・環境と健康：公衆衛生学」北田善三他著　建帛社　ISBN９７８－４－７６７９－０６７０－６

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

全講義終了後、筆記試験（８０％）を実施する。中間に講義内容の小テスト（２０％）を行い、成績評価の参考とする。
小テストは返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 健康と公衆衛生の概念 健康とは何かを考え、健康と公衆衛生の概念及
び疾病予防について理解する。 B‐１ ‐１ ‐①、②、③ Ⅰ‐１ ‐A‐a，b

２ 公衆衛生の歴史 世界及び日本の公衆衛生・予防医学の主な出来
事及び主な人物とその功績について学ぶ。 B‐１ ‐１ ‐①、②、③ Ⅰ‐１ ‐B ‐c

３ 生態系と人々の生活 地球規模での環境問題の影響と対策について理
解する。 B‐１ ‐２ ‐①、②、③ Ⅰ‐２ ‐A‐a，b

４ 環境汚染と健康影響 公害事例を学び、環境基本法に基づく環境基準、
環境汚染物質による健康影響について理解する。B‐１ ‐２ ‐①、②、③ Ⅰ‐２ ‐B ‐a，b

５ 環境衛生 １ 温熱環境、上下水道について学び、問題点を理
解する。 B‐１ ‐２ ‐③ Ⅰ‐２ ‐C ‐a，b，c，e

６ 環境衛生 ２ 廃棄物処理の現状を学び、廃棄物の排出抑制と
リサイクルを考える。 B‐１ ‐２ ‐② Ⅰ‐２ ‐C ‐d，f，g

７ 健康に関連する行動と社会 生活習慣病について考え、わが国の国民健康づ
くり対策を理解する。 B‐１ ‐３ ‐⑤ Ⅰ‐５ ‐A‐a～c

８ 生活習慣の現状と対策 １ 生活習慣病の予防のため、身体活動・運動を理
解する。 B‐１ ‐３ ‐⑤ Ⅰ‐５ ‐B ‐a～c

９ 生活習慣の現状と対策 ２ 生活習慣病の予防のため、喫煙、飲酒行動を理
解する。 B‐１ ‐３ ‐⑤ Ⅰ‐５ ‐C，D

１０ 生活習慣の現状と対策 ３ 生活習慣病の予防のため、睡眠・休養・ストレ
ス・歯科保健について理解する。 B‐１ ‐３ ‐⑤ Ⅰ‐５ ‐E，F

１１ 主要疾患と予防対策 １ がん及び循環器疾患のリスク要因と予防対策を
理解する。 B‐３ ‐２ ‐① Ⅰ‐６ ‐A，B

１２ 主要疾患と予防対策 ２ 代謝疾患及び骨・関節疾患のリスク要因と予防
対策を理解する。 B‐３ ‐２ ‐① Ⅰ‐６ ‐C，D

１３ 主要疾患と予防対策 ３ 主な感染症について、感染源、感染経路及び予
防対策について理解する。 B‐３ ‐２ ‐② Ⅰ‐６ ‐E ‐a～c

１４ 主要疾患と予防対策 ４ 精神疾患の概要と対策及び認知症、自殺、虐待
などの現状を理解する。 B‐３ ‐２ ‐② Ⅰ‐６ ‐F，G，H

１５ 健康管理概論のまとめ 演題を通して、健康管理について理解を深める。 ― ―
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医療・介護福祉論	 Medical / long-term care welfare theory

担 当 教 員 名 渡邊　幸良 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 WATANABE Yukiyoshi 対 象 学 生 3 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 不在の場合はメール対応する。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門基礎科目 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必須

キ ー ワ ー ド 社会保障、医療保険、介護保険、社会扶助 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 社会保障制度の概要を理解し、医療保険、介護保険および社扶助を修得する。

教 育 目 標 社会保障制度、特に医療保険と介護保険制度の概要を身につけることによって、食・栄養・健康に関する幅広い知識・
技術を豊かにする。

到 達 目 標 日本の社会保障制度の体系を理解し、医療保険制度と介護保険制度の概要を説明できるようになる。

予 習 ・ 復 習 事前学修：授業の前に次回の範囲のテキストを読んでおくこと（週 ２ 時間）。
事後学修：授業の要点や、重要な概念などをまとめておくこと（週 ２ 時間）。

教科書・教材 川村匡由編著『入門　社会保障』ミネルヴァ書房　2021年　ISBN：978－4－623－09177－5

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

授業への参加姿勢（発表、リアクションペーパーなど）30％、授業内小テスト70％　リアクションペーパーは次回の
授業開始時に回答し、授業内小テストは回収後に解説します。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 人口動態の変化、家族の変化 進行する少子高齢化と人口減少、家族関係の希薄化などを理解
する。

２ 経済環境の変化、労働環境の変化 経済の長期的な低迷と雇用の不安定化などを理解する。

３ 社会保障の概念・理念と範囲、社会保障の役割と意義 社会保障の概念・理念と範囲、役割と意義を学び、社会保障と
は何かを理解する。

４ 社会保障の理念、社会保障制度の展開 社会保障の理念と歴史的展開を学び、社会保障とは何かを理解
する。

５ 社会保険と社会扶助、社会保険の概念と範囲 社会保険と社会扶助の違いを学び、社会保険の概念を理解する。

６ 社会扶助の概念と範囲 社会扶助の概念と範囲、内容などを理解する。

７ 医療保険制度 医療保険制度の目的や内容を理解する。

８ 健康保険 健康保険の仕組みを理解する。

９ 国民健康保険 国民健康保険の仕組みを理解する。

１０ 後期高齢者医療制度、公費負担医療制度 後期高齢者医療制度と公費負担医療制度を理解する。

１１ 介護保険制度の目的、介護保険制度の対象 介護保険制度の目的と対象を理解する。

１２ 介護保険制度ではどのような保険給付があるのか 介護保険制度の給付内容を理解する。

１３ 介護保険制度の財源はどのようになっているのか、介護保険制
度はどのように展開されてきたか 介護保険制度の財源構成と制度改革を理解する。

１４ 社会保障の課題と展望 社会保障制度の課題を理解し、今後の展望を描く。

１５ 振り返り、授業内小テスト、解説 授業全体を振り返り、医療保険と介護保険を理解する。
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医学基礎	 Basic Medicine

担 当 教 員 名 川井　久美 実 務 経 験
（ 年 数 ）

病理専門医、死体解剖資格、
病理診断科医師　２7年

英 語 氏 名 KAWAI Kumi 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日－木曜日　１０：００－１５：３０
（９５０６研究室）※不在の場合はメール対応する 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 人体　構造　細胞　組織　機能 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 元は一つの細胞である受精卵から始まった生命。細胞が集まって組織・臓器・人体を構成し、機能を持つようになる
ことを解剖生理学的に理解するための基礎を講義する。

教 育 目 標 人体の構造を細胞・組織・臓器と連続的に理解するとともに、それぞれの体内での働きや調節機構について学ぶこと
で管理栄養士としての資質をはぐくむ。ディプロマ・ポリシーの②に該当する。

到 達 目 標 人体の構造と機能を理解し、その調節機構について説明できる。

予 習 ・ 復 習
オリエンテーションでどの分野をいつ学ぶのか示すので、それに従って教科書で該当する部分を読んで重要と思うと
ころをマーカーでチェックして予習（３０分）すること。履修したその日のうちに教科書と授業プリントを見ながらノー
トを整理して必ず復習（６０分）すること。

教科書・教材 イラスト　人体の構造と機能および疾病の成り立ち　第 4 版　加藤昌彦他著　東京教学社　ISBN978－4－8082－6076－7
からだがみえる－人体の構造と機能－　メディックメディア　ISBN－13：978－4896328967

参 考 書 カラー人体解剖学　構造と機能：ミクロからマクロまで　F.H.マティーニ他著　西村書店
ISBN：９７８－４－８９０１３－３０５－５

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）、課題レポート提出（２０％）、ノート提出（１０％）、提出物は返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 人体の構造概論 １ 細胞、組織、臓器と細胞から個体へ至る人体の
構成について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐④ Ⅱ‐１ ‐A‐abc

２ 人体の構造概論 ２ 人体を構成する上皮組織・結合組織・筋組織・
神経組織について説明できる。

C‐１ ‐１ ‐④
C‐１ ‐１ ‐⑤ Ⅱ‐１ ‐A‐ab

３ 消化器 １ 　消化管　解剖・組織
口から肛門に至るまでの消化管の構造について
説明できる。
咀嚼・嚥下、消化管の働きについて説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑨ Ⅱ‐１０ ‐A‐ac

４ 消化器 ２ 　肝臓・膵臓 肝臓と膵臓の構造と働きについて説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑨ Ⅱ‐１０ ‐A‐bd

５ 消化器 ３ 　消化器系　生理 消化と吸収について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑨ Ⅱ‐１０ ‐A‐de

６ 循環器 １ 　解剖・組織 心臓の構造と働きについて説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑦ Ⅱ‐１１ ‐A‐ac

７ 循環器 ２ 　生理 血管系の構造と働き、血圧の調節について説明
できる。

C‐１ ‐１ ‐⑦
C‐１ ‐３ ‐⑤ Ⅱ‐１１ ‐A‐bde

８ 呼吸器 １ 　肺・気管支　解剖・組織 肺・気管支の構造について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑧ Ⅱ‐１５ ‐A‐abc

９ 呼吸器 ２ 　生理・検査 呼吸運動・呼吸調節・呼吸機能検査について説
明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑧
C‐１ ‐３ ‐⑥

Ⅱ‐７ ‐B ‐h，
Ⅱ‐１５ ‐A‐abc

１０ 造血器 １ 　解剖・組織 造血器臓器および赤血球・白血球の構造と働き
について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑭ Ⅱ‐１８ ‐A‐abc

１１ 造血器 ２ 　リンパ系器官　血液凝固 リンパ系器官の構造と働きについて説明できる。
血液凝固について説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑭
C‐１ ‐３ ‐④ Ⅱ‐１８ ‐A‐ad

１２ 泌尿器 １ 　解剖・組織 腎臓の構造と働きについて説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑭ Ⅱ‐１２ ‐A‐ab

１３ 泌尿器 ２ 　生理 尿路の構造と働きについて説明できる。
酸・塩基平衡の調節について説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑩
C‐１ ‐３ ‐⑥

Ⅱ‐１２ ‐A‐ab，
Ⅱ‐5 ‐B ‐b

１４ 試験及び総括 １
試験準備および授業で十分説明できなかった事
項の解説により医学基礎各論の全体像を理解す
る。

― ―

１５ 試験及び総括 ２
試験準備および授業で十分説明できなかった事
項の解説により医学基礎各論の全体像を理解す
る。

― ―
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解剖生理学Ⅰ	 Anatomical PhysiologyⅠ

担 当 教 員 名 川井　久美 実 務 経 験
（ 年 数 ）

病理専門医、死体解剖資格、
病理診断科医師　２7年

英 語 氏 名 KAWAI Kumi 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日－木曜日　１０：００－１５：３０
（９５０６研究室）※不在の場合はメール対応する 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 人体　構造　細胞　組織　機能 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 元は一つの細胞である受精卵から始まった生命。細胞が集まって組織・臓器・人体を構成し、機能を持つようになる
ことを解剖生理学的に理解するための基礎を講義する。

教 育 目 標 人体の構造を細胞・組織・臓器と連続的に理解するとともに、それぞれの体内での働きや調節機構について学ぶこと
で管理栄養士としての資質をはぐくむ。ディプロマ・ポリシーの②に該当する。

到 達 目 標 人体の構造と機能を理解し、その調節機構について説明できる。

予 習 ・ 復 習
オリエンテーションでどの分野をいつ学ぶのか示すので、それに従って教科書で該当する部分を読んで重要と思うと
ころをマーカーでチェックして予習（３０分）すること。履修したその日のうちに教科書と授業プリントを見ながらノー
トを整理して必ず復習（６０分）すること。

教科書・教材 イラスト　人体の構造と機能および疾病の成り立ち　第 4 版　加藤昌彦他著　東京教学社　ISBN978－4－8082－6076－7
からだがみえる－人体の構造と機能－　メディックメディア　ISBN－13：978－4896328967

参 考 書 カラー人体解剖学　構造と機能：ミクロからマクロまで　F.H.マティーニ他著　西村書店
ISBN：９７８－４－８９０１３－３０５－５

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）、課題レポート提出（２０％）、ノート提出（１０％）、提出物は返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 内分泌系 １ 　総論・視床下部・下垂体・甲状腺・
副甲状腺

ホルモンと内分泌臓器の働きと調節機構につい
て説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑫
C‐１ ‐３ ‐③ Ⅱ‐１３ ‐A‐abc

２ 内分泌系 ２ 　副腎・膵臓・性腺 内分泌系臓器の構造と機能について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑫
Ⅱ‐１３ ‐A‐defg，
Ⅱ‐９ ‐A‐ab，
Ⅱ‐5 ‐B ‐acd

３ 運動器 １ 　骨 骨の構造と働きについて説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑥ Ⅱ‐１６ ‐A‐abc

４ 運動器 ２ 　筋肉　 筋肉の種類と構造、筋収縮のメカニズムについ
て説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑥ Ⅱ‐１６ ‐A‐d

５ 女性生殖器 １ 　解剖・組織 女性生殖器の構造について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑪ Ⅱ‐１７ ‐A‐bc

６ 女性生殖器 ２ 　生理
男性生殖器

女性生殖器の働きと性周期について説明できる。
男性生殖器の構造と機能について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑪ Ⅱ‐１７ ‐A‐a

Ⅱ‐１７ ‐C ‐ab

７ 神経系 １ 　中枢神経系 神経細胞の構造と機能について説明できる。
中枢神経系の構造について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑬ Ⅱ‐１４ ‐A‐a

８ 神経系 ２ 　末梢神経系 末梢神経系について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑬ Ⅱ‐１４ ‐A‐bc

９ 神経系 ３ 　神経組織 神経組織の特性、種類、機能、情報伝達につい
て説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑬
C‐１ ‐３ ‐① Ⅱ‐１４ ‐A‐a

１０ 感覚器 １ 　視覚 眼の構造と働きについて説明できる。
眼の疾患について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑬ Ⅱ‐１４ ‐A‐d

１１ 感覚器 ２ 　聴覚 耳の構造と働きについて説明できる。
聴覚と平衡覚の異常と疾患について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑬ Ⅱ‐１４ ‐A‐d

１２ 感覚器 ３ 　味覚・嗅覚 鼻・舌の構造と働きについて説明できる。
嗅覚異常・味覚異常について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑬ Ⅱ‐１４ ‐A‐d

１３ 感覚器 ４ 　皮膚 皮膚の構造と働きについて説明できる。
皮膚の疾患について説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑮
F‐１ ‐１ ‐⑦ Ⅱ‐１４ ‐A‐d

１４ 試験および総括 １ 試験準備および授業で十分説明できなかった事
項の解説により解剖生理学全体像を理解する。 ― ―

１５ 試験および総括 ２ 試験準備および授業で十分説明できなかった事
項の解説により解剖生理学全体像を理解する。 ― ―
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解剖生理学Ⅱ	 Anatomical PhysiologyⅡ

担 当 教 員 名 川井　久美 実 務 経 験
（ 年 数 ）

病理専門医、死体解剖資格、
病理診断科医師　２7年

英 語 氏 名 KAWAI Kumi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日－木曜日　１０：００－１５：３０
（９５０６研究室）※不在の場合はメール対応する 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 病態　兆候　検査　病理 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 正常な人体構造が疾患においてどのように変化し、それをどのように検査、治療していくのか病理学的にとらえるこ
とができるための基礎を講義する。

教 育 目 標 細胞や組織・臓器が疾患においてどのような変化を示すのか理解し、それを臨床医学ではどのように検査し治療する
かについて学ぶことで臨床栄養学に必要な基礎知識・考え方を習得する。ディプロマ・ポリシー②③に関連する。

到 達 目 標 それぞれの臓器に特有な疾患の病態生理・検査・治療法について説明できる。

予 習 ・ 復 習
オリエンテーションでどの分野をいつ学ぶのか示すので、それに従って教科書で該当する部分を読んで重要と思うと
ころをマーカーでチェックして予習（３０分）すること。履修したその日のうちに教科書と授業プリントを見ながらノー
トを整理して必ず復習（６０分）すること。

教科書・教材 なるほどなっとく！病理学プラス　小林正伸著　南山堂　ISBN９７８－４－５２５－１５１８１－２
イラスト　人体の構造と機能および疾病の成り立ち　第 4 版　加藤昌彦他著　東京教学社　ISBN978－4－8082－6076－7

参 考 書 カラー人体解剖学　構造と機能：ミクロからマクロまで　F.H.マティーニ他著　西村書店　ISBN：９７８－４－８９０１３－３０５－５
からだがみえる－人体の構造と機能－　メディックメディア　ISBN－13：978－4896328967

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）、課題レポート提出（２０％）、ノート提出（１０％）。提出物は返却後解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 病理学総論 １ 疾患に伴う細胞・組織の変化（変性・細胞死・
萎縮・肥大・過形成）について説明できる。 F‐１ ‐１ ‐①⑥ Ⅱ‐６ ‐A‐ab

Ⅱ‐６ ‐B ‐bcde

２ 病理学総論 ２ 　炎症 炎症とは何か説明できる。 C‐１ ‐３ ‐②
F‐１ ‐１ ‐③ Ⅱ‐６ ‐B ‐a

３ 病理学総論 ３ 　感染症 主な感染症について説明できる。 F‐１ ‐１ ‐⑤ Ⅱ‐２０ ‐A‐abcde

４ 病理学総論 ４ 　腫瘍 腫瘍とは何か、良性腫瘍・悪性腫瘍について説
明できる。 F‐１ ‐１ ‐④ Ⅱ‐６ ‐B ‐ fg

５ 病理学総論 ５ 　免疫機構
免疫機構について説明できる。
免疫不全症・臓器移植に伴う免疫反応について
説明できる。

C‐１ ‐３ ‐⑧ Ⅱ‐１９ ‐A‐ab

６ 病理学総論 ６ 　免疫異常 アレルギー疾患・自己免疫について説明できる。 F‐４ ‐１２ ‐① Ⅱ‐１９ ‐A‐c
Ⅱ‐１９ ‐B ‐abc

７ 病理学総論 ７ 　遺伝 遺伝子、染色体、遺伝について説明できる。 C‐１ ‐２ ‐⑪ ―

８ 病理学総論 ８ 　遺伝性疾患 遺伝子と染色体の異常、遺伝性疾患について説
明できる。 C‐１ ‐２ ‐⑪ ―

９ 病理学総論 ９ 　糖代謝異常 糖代謝とその異常について説明できる。 F‐４ ‐２ ‐③
Ⅱ‐９ ‐A‐a
Ⅱ‐９ ‐C ‐b
Ⅱ‐９ ‐D ‐c

１０ 病理学総論１０　脂質・核酸代謝異常 脂質代謝・核酸代謝とその異常について説明で
きる。 F‐４ ‐２ ‐④⑤ Ⅱ‐９ ‐C ‐cd

Ⅱ‐９ ‐D ‐b

１１ 病理学総論１１　アミノ酸・無機物代謝異常 アミノ酸代謝とミネラルの異常について説明で
きる。 F‐４ ‐１ ‐①③ Ⅱ‐９ ‐B ‐be

Ⅱ‐９ ‐D ‐a

１２ 病理学総論１２　栄養障害 栄養障害・ビタミンの欠乏および過剰症・メタ
ボリックシンドロームについて説明できる。

F‐４ ‐１ ‐②
F‐４ ‐２ ‐①②

Ⅱ‐９ ‐A‐ab
Ⅱ‐９ ‐B ‐abcd
Ⅱ‐９ ‐C ‐a

１３ 疾患診断概論 一般的診察・症候・臨床検査について説明でき
る。 F‐１ ‐２ ‐①②③⑧ Ⅱ‐７ ‐A‐abc

Ⅱ‐７ ‐B ‐abcdefghi

１４ 疾患治療概論 主な治療法について説明できる。 F‐１ ‐２ ‐④⑤⑥⑦
Ⅱ‐８ ‐A‐ab

Ⅱ‐８ ‐B ‐abcdefghijklm
Ⅱ‐１２ ‐B ‐e

１５ 試験及び総括 試験準備および授業で十分説明できなかった事
項の解説により病理学総論の全体像を理解する。 ― ―
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解剖生理学実験Ⅰ	 Experiment-based anatomical physiologyⅠ

担 当 教 員 名 川井　久美 実 務 経 験
（ 年 数 ）

病理専門医、死体解剖資格、
病理診断科医師　２7年

英 語 氏 名 KAWAI Kumi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日－木曜日　１０：００－１５：３０
（９５０６研究室）※不在の場合はメール対応する 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 人体・生理機能検査・細胞・組織 授 業 方 法 実験

授 業 概 要 人体の構造を観察しつつ、生理機能を調べる実験を通じて人体の働きについて総合的に学び理解を深める。

教 育 目 標 授業で学んだ事柄を実際に目で観察し、手を動かして自ら体験することにより、解剖生理学的知識への理解を深める
ことを目標とする。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー②・③に関連する。

到 達 目 標 実験結果を深く考察し、説明することができる。人体の構造と機能を説明できる。

予 習 ・ 復 習
予習：実習項目に相当する教科書や授業で学んだ事柄を復習して実習に臨む（３０分）。実習の初めにその日の実験課
題についてグループで話し合い、実験の目的を理解しておく（１５分）。復習：実験の結果をグループ内で考察し、何
がわかったのか明らかにすること（６０分）。

教科書・教材 イラスト　人体の構造と機能および疾病の成り立ち　第 4 版　加藤昌彦他著　東京教学社　ISBN978－4－8082－6076－7
からだがみえる－人体の構造と機能－　メディックメディア　ISBN－13：978－4896328967

参 考 書 カラー人体解剖学　構造と機能：ミクロからマクロまで　F.H.マティーニ他著　西村書店　ISBN：９７８－４－８９０１３－３０５－５
なるほどなっとく！病理学プラス　小林正伸著　南山堂　ISBN９７８－４－５２５－１５１８１－２

成績評価方法
フィードバック

実験への参加（３０％）、課題発表やグループディスカッション（３０％）、レポート内容（４０％）、などにより総合的に
評価する。提出物は返却後解説する。

■授業計画（全 ８ 回４５時間）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ ガイダンス 実習の進め方についての全体説明。実験を行う
上での手順・注意点を説明できる。 ― ―

２ 顕微鏡使用法 顕微鏡の使い方について説明できる。 ― ―

３ 肉眼解剖学
人体模型を用いての人体の構造・臓器の位置が
説明できる。心臓模型を用いて心臓の構造と血
液の流れを説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑤
C‐１ ‐１ ‐⑦ Ⅱ‐１ ‐A‐a

４ 循環機能 心音と呼吸音の聴診ができる。脈拍・血圧が測
定でき、その説明ができる。 C‐１ ‐１ ‐⑦ Ⅱ‐１１ ‐A‐a

５ 循環・呼吸機能 心電図の測定ができ、その説明ができる。動脈
血酸素飽和度、呼吸数の測定ができる。

C‐１ ‐１ ‐⑦
C‐１ ‐３ ‐⑤ Ⅱ‐１１ ‐A‐ae

６ 循環器組織学
毛細血管の観察ができる。動脈硬化モデルを用
いて説明ができる。心臓と血管の組織の説明が
できる。

C‐１ ‐１ ‐⑦
C‐１ ‐３ ‐⑤
F‐４ ‐４ ‐②

Ⅱ‐１１ ‐A‐b

７ 腎機能 尿の定性試験・体液量と浸透圧の濃度調節につ
いて説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑩ Ⅱ‐１２ ‐A‐ab

８ まとめ これまでの復習 ― ―
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解剖生理学実験Ⅱ	 Experiment-based anatomical physiologyⅡ

担 当 教 員 名 川井　久美 実 務 経 験
（ 年 数 ）

病理専門医、死体解剖資格、
病理診断科医師　２7年

英 語 氏 名 KAWAI Kumi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日－木曜日　１０：００－１５：３０
（９５０６研究室）※不在の場合はメール対応する 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 人体・生理機能検査・細胞・組織 授 業 方 法 実験

授 業 概 要 人体の構造を観察しつつ、生理機能を調べる実験を通じて人体の働きについて総合的に学び理解を深める。

教 育 目 標 授業で学んだ事柄を実際に目で観察し、手を動かして自ら体験することにより、解剖生理学的知識への理解を深める
ことを目標とする。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー②・③に関連する。

到 達 目 標 実験結果を深く考察し、説明することができる。人体の構造と機能を説明できる。

予 習 ・ 復 習
予習：実習項目に相当する教科書や授業で学んだ事柄を復習して実習に臨む（３０分）。実習の初めにその日の実験課
題についてグループで話し合い、実験の目的を理解しておく（１５分）。復習：実験の結果をグループ内で考察し、何
がわかったのか明らかにすること（６０分）。

教科書・教材 イラスト　人体の構造と機能および疾病の成り立ち　第 4 版　加藤昌彦他著　東京教学社　ISBN978－4－8082－6076－7
からだがみえる－人体の構造と機能－　メディックメディア　ISBN－13：978－4896328967

参 考 書 カラー人体解剖学　構造と機能：ミクロからマクロまで　F.H.マティーニ他著　西村書店　ISBN：９７８－４－８９０１３－３０５－５
なるほどなっとく！病理学プラス　小林正伸著　南山堂　ISBN９７８－４－５２５－１５１８１－２

成績評価方法
フィードバック

実験への参加（３０％）、課題発表やグループディスカッション（３０％）、レポート内容（４０％）、などにより総合的に
評価する。提出物は返却後解説する。

■授業計画（全 ８ 回４５時間）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 運動器 １
人体模型、骨格模型を用いての骨格の成り立ち
と筋肉について説明できる。筋組織（横紋筋・平
滑筋・心筋）の構造と機能について説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑥ Ⅱ‐１６ ‐A‐abc

２ 運動器 ２ 体組成と骨密度測定について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑥
C‐１ ‐１ ‐⑫ Ⅱ‐１６ ‐A‐abc

３ 消化機能
唾液の分泌・機能と唾液腺の構造について説明
できる。
消化器官の組織について説明できる。

C‐１ ‐１ ‐⑨ Ⅱ‐１０ ‐A‐a

４ 神経機能 １ 味覚と嗅覚について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑬ Ⅱ‐１４ ‐A‐d

５ 基礎セミナー発表会 自分で選んだテーマについて調べた内容を発表
し説明することができる。 ― ―

６ 神経機能 ２ 脳・眼球の構造と機能について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑬ Ⅱ‐１４ ‐A‐abd

７ 神経機能 ３ 触覚（ ２ 点弁別閾値）、視覚（対光反射・盲斑）、
腱反射について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐⑬ Ⅱ‐１４ ‐A‐abd

８ まとめ これまでの復習 ― ―
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生化学Ⅰ	 BiochemistryⅠ

担 当 教 員 名 田村　明 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TAMURA Akira 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日～木曜日の１０：００～１８：００
授業や会議のない時間帯はいつでも歓迎（９１２０室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 細胞、糖質、脂質、生体のエネルギー、ATP産生 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 摂取したご飯や脂肪は体内で数多くの酵素反応を受けてエネルギー（ATP）を産生し、最終的には二酸化炭素と水
になって排泄される。この授業では栄養素の体内変化を化学的にとらえる。

教 育 目 標 生体構成成分や摂取する栄養素の基本構造を理解するとともに、それらの体内での異化代謝・同化代謝を詳細に学ぶ。
ディプロマ・ポリシーの②に該当する。

到 達 目 標 エネルギーを産生するための異化代謝や体構成成分を合成するための同化代謝など、私たちの体内で生じる巧妙なか
らくりを化学的に理解し、説明することができる。

予 習 ・ 復 習 その気になって勉強すること。最初の授業時に、いつ、どの分野を学ぶかを示すので、その部分を予習（３０分）する
こと。また履修したその日のうちに必ず復習（６０分）すること。

教科書・教材 イラスト　人体の構造と機能および疾病の成り立ち（第 ４ 版）加藤昌彦ほか　東京教学社
（ISBN９７８－４－８０８２－６０７６－７）

参 考 書 生化学ガイドブック（改訂第 ３ 版）遠藤克己、三輪一智著　南江堂（ISBN９７８－４－５２４－２４３６３－１）
ハーパー生化学（第３０版）清水孝雄監訳　丸善（ISBN９７８－４－６２１－３００９７－８）

成績評価方法
フィードバック

授業中に実施する小テスト（４０％）および学期末に実施する試験（６０％）で評価する。
小テストは隔週で実施するが、実施した翌週に小テストの解説をする。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ はじめに 講義内容の説明、生化学に必要な化学の基礎に
ついて説明できる。 ― ―

２ 細胞‐Ⅰ 細胞の構造、細胞膜の構造と働きについて説明
できる。 C‐１ ‐１ ‐④ Ⅱ‐１ ‐A‐ab

３ 細胞‐Ⅱ 種々細胞内小器官の働き、細胞の分裂・増殖と
細胞死について説明できる。　小テスト① C‐１ ‐１ ‐④ Ⅱ‐１ ‐A‐bc

４ 糖質の化学 各種単糖類（三炭糖～七炭糖）、二糖類、多糖
類の構造と性質について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐① Ⅱ‐２ ‐B ‐a～d

５ 糖質の代謝‐Ⅰ 同化代謝と異化代謝および解糖系によるATP
産生について説明できる。　小テスト② C‐１ ‐２ ‐① Ⅱ‐３ ‐A‐abc

Ⅱ‐４ ‐B ‐a

６ 糖質の代謝‐Ⅱ
クエン酸回路、電子伝達系によるATP産生、
グリセロールリン酸シャトルについて説明でき
る。

C‐１ ‐２ ‐③ Ⅱ‐３ ‐A‐de
Ⅱ‐４ ‐B ‐b

７ 糖質の代謝‐Ⅲ ペントースリン酸経路、グリコーゲンの合成と
分解について説明できる。　小テスト③ C‐１ ‐２ ‐④ Ⅱ‐４ ‐B ‐cd

８ 糖質の代謝‐Ⅳ 糖新生とコリ回路および各種ホルモンによる血
糖調節機構について説明できる。 C‐１ ‐２ ‐④ Ⅱ‐４ ‐B ‐ef

９ 脂質の化学 脂肪酸、単純・複合脂質の種類と構造およびそ
れらの特徴について説明できる。　小テスト④ C‐１ ‐１ ‐② Ⅱ‐２ ‐C ‐a～e

１０ 脂質の代謝‐Ⅰ 飽和・不飽和脂肪酸の合成、トリグリセリド
（TG）の合成を説明できる。 C‐１ ‐２ ‐⑤ Ⅱ‐４ ‐C ‐a

１１ 脂質の代謝‐Ⅱ TGの分解、脂肪酸のβ酸化によるATP産生に
ついて説明できる。　小テスト⑤ C‐１ ‐２ ‐⑥ Ⅱ‐４ ‐C ‐a

１２ 脂質の代謝‐Ⅲ ケトン体の生成と利用、エイコサノイドの種類
と働きについて説明できる。　 C‐１ ‐２ ‐⑤ Ⅱ‐４ ‐C ‐b

１３ 脂質の代謝‐Ⅳ コレステロール合成とその調節、胆汁酸の合成
と働きについて説明できる。　小テスト⑥ C‐１ ‐２ ‐⑦ Ⅱ‐４ ‐C ‐c

１４ 脂質の体内輸送 リポたんぱく質の種類、働きと動脈硬化症につ
いて説明できる。 C‐１ ‐２ ‐⑧ Ⅱ‐４ ‐C ‐d

１５ 学習のまとめ エネルギー産生・貯蔵からみた糖質・脂質の相
互関係について説明できる。　小テスト⑦ C‐１ ‐２ ‐⑩ ―
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生化学Ⅱ	 BiochemistryⅡ

担 当 教 員 名 田村　明 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TAMURA Akira 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日～木曜日の１０：００～１８：００
授業や会議のない時間帯はいつでも歓迎（９１２０室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド たんぱく質、酵素、核酸、情報伝達 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 わずか２０種類のアミノ酸をつないで数万種類の体たんぱく質ができている。どのアミノ酸をどの順番でつなぐかの情
報はDNAが保持している。この授業では生体の巧妙なからくりを化学的にとらえる。

教 育 目 標 生体構成成分や摂取する栄養素の基本構造を理解するとともに、それらの体内での異化代謝・同化代謝を詳細に学ぶ。
ディプロマ・ポリシーの②に該当する。

到 達 目 標 体構成成分（たんぱく質や核酸など）を作るための同化代謝など、私たちの体内で生じている巧妙なからくりを化学
的に理解し、説明することができる。

予 習 ・ 復 習 その気になって勉強すること。最初の授業時に、いつ、どの分野を学ぶかを示すので、その部分を予習（３０分）する
こと。また履修したその日のうちに必ず復習（６０分）すること。

教科書・教材 イラスト　人体の構造と機能および疾病の成り立ち（第 ４ 版）加藤昌彦ほか　東京教学社
（ISBN９７８－４－８０８２－６０７６－７）

参 考 書 生化学ガイドブック（改訂第 ３ 版）遠藤克己、三輪一智著　南江堂（ISBN９７８－４－５２４－２４３６３－１）
ハーパー生化学（第３０版）清水孝雄監訳　丸善（ISBN９７８－４－６２１－３００９７－８）

成績評価方法
フィードバック

授業中に実施する小テスト（４０％）および学期末に実施する試験（６０％）で評価する。
小テストは隔週で実施するが、実施した翌週に小テストの解説をする。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ たんぱく質・アミノ酸の
化学‐Ⅰ

各種アミノ酸（酸性、塩基性、疎水性、分枝ア
ミノ酸）の構造と特徴について説明できる。 C‐１ ‐１ ‐③ Ⅱ‐２ ‐A‐a

２ たんぱく質・アミノ酸の
化学‐Ⅱ

ペプチド結合、生理作用のあるペプチド、たん
ぱく質の一次～四次構造と変性について説明で
きる。

C‐１ ‐１ ‐③ Ⅱ‐２ ‐A‐bc

３ アミノ酸代謝‐Ⅰ アミノ基転移反応、酸化的脱アミノ反応、尿素
サイクルについて説明できる。　小テスト① C‐１ ‐２ ‐⑨ Ⅱ‐４ ‐A‐c

４ アミノ酸代謝‐Ⅱ 可欠アミノ酸の生合成、アミノ酸由来生理活性
物質について説明できる。 C‐１ ‐２ ‐⑨ Ⅱ‐４ ‐A‐d

５ 酵素の性質‐Ⅰ
一般的性質（pH、温度、時間、Km値）、分類、
阻害剤（競合・非競合）、酵素の分類について
説明できる。小テスト②

C‐１ ‐２ ‐② Ⅱ‐３ ‐B ‐a，b

６ 酵素の性質‐Ⅱ
限定分解やリン酸化、アロステリック因子によ
る酵素活性の調節、補酵素との関係およびアイ
ソザイムを説明できる。

C‐１ ‐２ ‐② Ⅱ‐３ ‐B ‐cd

７ 核酸の化学
DNA･RNAの構成成分と構造、ヌクレオソーム、
クロマチン、染色体について説明できる。
小テスト③

― Ⅱ‐２ ‐D ‐abc

８ 遺伝情報の伝達 相補的塩基対、DNAの複製、PCR法、遺伝子
操作について説明できる。 ― Ⅱ‐２ ‐D ‐d

９ 遺伝情報の発現 体たんぱく質の合成（転写、翻訳、翻訳後の修
飾）と分解について説明できる。　小テスト④

C‐１ ‐２ ‐⑨
C‐１ ‐２ ‐⑪

Ⅱ‐２ ‐D ‐d
Ⅱ‐４ ‐A‐ab

１０ 遺伝子異常、核酸の代謝 遺伝子異常（先天性、一塩基多型）とプリン塩
基とピリミジン塩基の代謝について説明できる。 C‐１ ‐２ ‐⑫ Ⅱ‐4 ‐D ‐a

１１ 個体の調節機構‐Ⅰ 神経系と内分泌系（ホルモン）による情報伝達
機構について説明できる。　小テスト⑤ C‐１ ‐３ ‐①、② Ⅱ‐５ ‐A‐ab

１２ 個体の調節機構‐Ⅱ 各種ホルモン作用および細胞内シグナル伝達機
構（受容体など）について説明できる。 C‐１ ‐３ ‐②、③ Ⅱ‐５ ‐A‐cd

１３ 個体の調節機構‐Ⅲ 血液凝固と線維素溶解系、酸・塩基平衡につい
て説明できる。　小テスト⑥ C‐１ ‐３ ‐④、⑦ Ⅱ‐５ ‐B ‐b

Ⅱ‐１８ ‐A‐d

１４ 個体の調節機構‐Ⅳ 特異的・非特異的生体防御機構（免疫）につい
て説明できる。 C‐１ ‐３ ‐⑧ Ⅱ‐１9 ‐A‐ab

１５ 生化学総復習
過剰摂取したご飯を脂肪に変える際の酵素類を
遺伝子発現の観点から説明できる。　小テスト
⑦

― ―
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生化学実験	 Bichemical experiment

担 当 教 員 名 田村　明 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TAMURA Akira 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日～木曜日の１０：００～１８：００
授業や会議のない時間帯ならいつでも歓迎（９１２０室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 糖質代謝、脂質の分離、酵素、アミノ酸代謝 授 業 方 法 実験

授 業 概 要 糖質、脂質、たんぱく質の代謝実験を中心にしつつ、酵素の基本的性質、およびアミノ酸とプリン塩基の最終代謝産
物を測定し体内で生じている反応を化学的にとらえる。

教 育 目 標 授業で学んだ事柄を、実際に手を動かし、自ら体験することにより、生体で行われている反応をより深く理解するこ
とを目標とする。ディプロマ・ポリシーの②に該当する。

到 達 目 標 各々の実験結果を深く考察することによって、体内代謝の詳細を説明できる。

予 習 ・ 復 習 各実験の目的を理解するため、実験前に課す課題をグループで話し合うこと（３０分）。
また実験後の結果をグループ内で考察し、何が分かったかを明らかにすること（６０分）。

教科書・教材 イラスト　栄養生化学実験　第 2 版　相原英孝ほか　東京教学社（ISBN９７８－４－８０８２－６０74－４）

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

全実験終了後に行なう試験、適宜課すレポートを中心に評価するが、実験への取り組みや課題発表への貢献度も参考
にする。なお、試験は終了後ただちに解説し、レポートは採点後返却する。

■授業計画（全 ８ 回４５時間）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 実験を始める前に
操作の基本

実験を安全に行うための諸注意、主な実験器具
や器械（分光光度計、天秤等）の使い方につい
て説明できる。

― ―

２ 糖質実験
パン酵母を用いての「解糖系・クエン酸回路」
の反応様式を知るための測定原理について説明
できる。

C‐１ ‐１ ‐①
C‐１ ‐２ ‐③

Ⅱ‐３ ‐A
Ⅱ‐４ ‐B

３ 脂質実験 「酵素による卵黄脂質の加水分解」の反応様式
を知るための測定原理を説明できる。

C‐１ ‐１ ‐②
C‐１ ‐２ ‐⑥

Ⅱ‐２ ‐C
Ⅱ‐４ ‐C

４ たんぱく質実験 「たんぱく質の熱変性とトリプシンによる消
化」の解析方法を説明できる。

C‐１ ‐１ ‐③
C‐１ ‐２ ‐⑨

Ⅱ‐２ ‐A
Ⅱ‐４ ‐A

５ 酵素実験Ⅰ 「酵素反応の時間・基質との親和性・阻害」を
知るための測定原理を説明できる。 C‐１ ‐２ ‐② Ⅱ‐３ ‐B

６ 酵素実験Ⅱ 「酵素反応のpH、温度、補酵素依存性」を知
るための測定原理を説明できる。 C‐１ ‐２ ‐② Ⅱ‐３ ‐B

７ 尿成分実験 「尿中クレアチニン、尿素、尿酸濃度」を知る
ための測定原理を説明できる。 C‐１ ‐２ ‐⑨⑫ Ⅱ‐４ ‐AD

８ まとめ 実験室の後片付けとこれまでの復習 ― ―
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微生物学	 Microbiology

担 当 教 員 名 山下　照夫 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県保健所・衛生研究所：獣医師（34年）

英 語 氏 名 YAMASHITA Teruo 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日１０：００～１４：００（９５０１） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 細菌・ウイルス・原虫・真菌、感染症、食中毒 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 微生物の構造、大きさ、形および増殖などの性状を学び、ヒトとの関わりを明らかにする。感染症および食中毒発症
のメカニズムならびにヒトの免疫能について学習する。

教 育 目 標 微生物についての生物学的特徴を理解させる。病原微生物の種類と感染症の病態を理解させ、その予防方法を知る。
ヒトの免疫のメカニズムを習得し、その重要性を理解させる。ディプロマ・ポリシー②に該当する。

到 達 目 標 各種微生物の性状およびヒトとの相互作用ならびに食品・環境中の生態などの知識を習得し、各種感染症や食中毒の
発生メカニズム、それらの制御方法を知る。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の講義内容を確認し教科書を読んでおくこと。講義で学習した内容について資料などで確認すること。
週 ３ 時間を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 新訂版「感染と微生物の教科書」田爪正氣著、研成社　ISBN：９７８－４－87639－910－9

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

全講義終了後、筆記試験を実施する。中間に講義内容の小テストを行い、成績評価の参考とする。
小テストは返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 病原微生物の基礎知識 １ 各種病原体の構造、大きさおよび形について理
解する。 ― Ⅱ‐２０ ‐A‐a

２ 病原微生物の基礎知識 ２ 各種病原体の増殖方法の違いを学び、理解する。 ― Ⅱ‐２０ ‐A‐a

３ 感染症とは 感染と発症、感染経路、宿主との相互関係につ
いて理解する。 ― Ⅱ‐２０ ‐A‐a

４ 感染症の診断・検査 感染症の症状、検査材料、検査方法の違いにつ
いて習得する。 ― Ⅱ‐２０ ‐A‐a

５ 感染症の治療 化学療法薬と耐性菌について理解する。 ― Ⅱ‐２０ ‐A‐a,e

６ 感染症の予防対策 標準的予防対策、感染経路別予防対策、ワクチ
ン、滅菌・消毒方法について習得する。 ― Ⅱ‐２０ ‐A‐e

７ 感染防御のしくみ １ 免疫のしくみ、各反応に関わる因子について知
り、関係を理解する。 C‐１ ‐３ ‐⑧ Ⅱ‐１９ ‐A‐a,b

８ 感染防御のしくみ ２ 病原体別免疫反応、免疫と病気について理解を
深める。 C‐１ ‐３ ‐⑧ Ⅱ‐１９ ‐A‐b,c

９ 細菌によるおもな感染症 各種細菌による感染症の原因と症状などについ
て理解する。 F‐１ ‐１ ‐⑤ Ⅱ‐２０ ‐A‐a,c,d

１０ ウイルス、原虫などによるおもな感染症 ウイルス、真菌、原虫による感染症の原因と症
状などについて理解する。 F‐１ ‐１ ‐⑤ Ⅱ‐２０ ‐A‐a,c,d

１１ 感染性食中毒 細菌、ウイルス、寄生虫による食中毒発症のメ
カニズムを理解する。 D‐１ ‐４ ‐①② Ⅱ‐２０ ‐A‐a

１２ 性感染症 各種病原体による性感染症の種類と危険性につ
いて学び、理解する。 F‐１ ‐１ ‐⑤ Ⅱ‐２０ ‐A‐b

１３ 人畜共通感染症 細菌、ウイルスによる人畜共通感染症について
知り、理解する。 F‐１ ‐１ ‐⑤ Ⅱ‐２０ ‐A‐a,d

１４ 昆虫媒介感染症 各種昆虫に媒介される感染症について知り、経
路を理解する。 F‐１ ‐１ ‐⑤ Ⅱ‐２０ ‐A‐a,d

１５ ウイルス性肝炎他
ウイルス性肝炎についてメカニズムを理解する。
上記にあげられない感染症の内容を知り、理解
する。

F‐１ ‐１ ‐⑤ Ⅱ‐２０ ‐A‐a,b,d
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微生物学実験	 Experiment in Microbiology

担 当 教 員 名 山下　照夫 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県保健所・衛生研究所：獣医師（34年）

英 語 氏 名 YAMASHITA Teruo 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日１０：００～１４：００（９５０１） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 培養・染色・理化学性状・抗生物質 授 業 方 法 実験

授 業 概 要 微生物の基礎的な知識を得るための実験を行い、衛生管理に必要な、微生物の検出方法、増殖、殺菌、消毒、滅菌な
どの微生物制御の方法を習得する。

教 育 目 標 微生物の種類、大きさ、形による違いについて学ばせる。微生物の基本的実験方法、検査方法について体得させる。
実験データの取り扱い方法について学ばせる。ディプロマ・ポリシー②に関連する。

到 達 目 標 微生物学で学んだ基本的な内容を実験により体得し、食品を衛生的に扱うことの大切さを理解することを目標とする。

予 習 ・ 復 習 シラバスで次回の実験内容を確認し、基本的知識を身につけておくこと。各実験で得られた結果について考察し、速
やかにレポートにまとめること。

教科書・教材 「健康と食の安全を考えた食品衛生学実験」改定新版、増田修一編著（アイ・ケイ・コーポレーション）ISBN：９７８
－４－87492－３16－0、微生物学実験テキストを配布する。

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

各実験項目ごとのレポートにより評価する。最終日に小テストを実施し評価の参考にする。
提出物は返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ ガイダンス
微生物学実験を行うにあたっての注意事項及び
心構えを理解する。レポートの書き方について
学ぶ。

― ―

２ 培地調整 培地の調整、器具・培地の滅菌方法の基本につ
いて学ぶ。無菌操作を体験する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

３ 細菌の分離培養 細菌のコロニーの意味について学ぶ。画線培養
を体験する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

４ 細菌の純培養、細菌の形体観察 １
細菌の純培養とグラム染色の手技を学ぶ。顕微
鏡観察により大きさ、形、染色の違いについて
学ぶ。

D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

５ 細菌の形体観察 ２ 芽胞染色の手技を学ぶ。菌体と芽胞の大きさを
比較する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

６ 生菌数の測定 １ 濁度法による生菌数の測定を習得する。混釈培
養を体験する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

７ 生菌数の測定 ２
平板法により生菌数を測定し、濁度法の値と比
較する。回帰直線を作成しデータ整理方法を習
得する。

D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

８ 大腸菌群試験 １ 試験管法による大腸菌群測定方法を学ぶ。観察
結果について考察する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

９ 大腸菌群試験 ２ EMB培地による大腸菌の分離培養を習得する。
観察結果について考察を行う。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

１０ 理化学的性状試験 細菌の理化学的性状の検査方法について学ぶ。
観察結果について考察する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

１１ 黄色ブドウ球菌検査 １
卵黄加マンニット食塩培地を用いて黄色ブドウ
球菌の分離培養を行う。観察結果について考察
する。

D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

１２ 黄色ブドウ球菌検査 ２
黄色ブドウ球菌のエンテロトキシン試験、コア
グラーゼ試験について体験する。反応原理につ
いて考察する。

D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

１３ 抗菌試験 細菌の抗生物質感受性試験を体験する。結果の
違いについて考察する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

１４ ウイルス検査 １ 遺伝子検出（PCR法）によるウイルス検査方法
を学ぶ。反応原理について習得する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A

１５ ウイルス検査 ２
PCR法により検出された遺伝子の確認方法を学
ぶ。赤血球凝集反応を体験し原理について考察
する。

D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅱ‐２０ ‐A
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病理学	 Pathology

担 当 教 員 名 川井　久美 実 務 経 験
（ 年 数 ）

病理専門医、死体解剖資格、
病理診断科医師　２7年

英 語 氏 名 KAWAI Kumi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ）

月曜日－木曜日１０：００－１５：３０
（９５０６研究室）※不在の場合はメール対応する 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 病態　兆候　検査　病理 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 正常な人体構造が疾患においてどのように変化し、それをどのように検査、治療していくのか病理学的にとらえるこ
とができるための基礎を講義する。

教 育 目 標 細胞や組織・臓器が疾患においてどのような変化を示すのか理解し、それを臨床医学ではどのように検査し治療する
かについて学ぶことで臨床栄養学に必要な基礎知識・考え方を習得する。ディプロマ・ポリシー②③に関連する。

到 達 目 標 それぞれの臓器に特有な疾患の病態生理・検査・治療法について説明できる。

予 習 ・ 復 習
オリエンテーションでどの分野をいつ学ぶのか示すので、それに従って教科書で該当する部分を読んで重要と思うと
ころをマーカーでチェックして予習（３０分）すること。履修したその日のうちに教科書と授業プリントを見ながらノー
トを整理して必ず復習（６０分）すること。

教科書・教材 なるほどなっとく！病理学プラス　小林正伸著　南山堂　ISBN９７８－４－５２５－１５１８１－２
イラスト　人体の構造と機能および疾病の成り立ち　第 4 版　加藤昌彦他著　東京教学社　ISBN978－4－8082－6076－7

参 考 書 カラー人体解剖学　構造と機能：ミクロからマクロまで　F.H.マティーニ他著　西村書店　ISBN：９７８－４－８９０１３－３０５－５
からだがみえる－人体の構造と機能－　メディックメディア　ISBN－13：978－4896328967

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）、課題レポート提出（２０％）、ノート提出（１０％）。提出物は返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 病理学各論 １ 　消化器 １ 口腔・食道・唾液腺の疾患について説明できる。 F‐４ ‐３ ‐① Ⅱ‐１０ ‐B ‐ab

２ 病理学各論 ２ 　消化器 ２ 胃・小腸・大腸の疾患について説明できる。 F‐４ ‐３ ‐②③
F‐４ ‐６ ‐①②③ Ⅱ‐１０ ‐B ‐cdefgmn

３ 病理学各論 ３ 　消化器 ３ 肝臓・膵臓の疾患について説明できる。 F‐４ ‐３ ‐④⑤⑥ Ⅱ‐１０ ‐B ‐hijkl

４ 病理学各論 ４ 　循環器 １ 循環障害について説明できる。 F‐１ ‐１ ‐②⑧
F‐４ ‐７ ‐① Ⅱ‐１１ ‐B ‐abcd

５ 病理学各論 ５ 　循環器 ２ 心臓と血管の疾患について説明できる。 F‐４ ‐４ ‐①②④⑤ Ⅱ‐１１ ‐B ‐efgh

６ 病理学各論 ６ 　呼吸器 呼吸器の疾患について説明できる。 F‐４ ‐９ ‐①②③ Ⅱ‐１５ ‐B ‐abcd

７ 病理学各論 ７ 　造血器 貧血・凝固異常・血液系腫瘍について説明でき
る。 F‐４ ‐１０ ‐①②③ Ⅱ‐１８ ‐B ‐abc

８ 病理学各論 ８ 　腎泌尿器・男性生殖器 腎臓の疾患について説明できる。尿路・男性生
殖器の疾患について説明できる。 F‐４‐５ ‐①②③④⑤⑥⑦ Ⅱ‐１２ ‐B ‐abcde

Ⅱ‐１７ ‐B ‐a

９ 病理学各論 ９ 　内分泌 １ 内分泌疾患（下垂体・甲状腺）について説明で
きる。 ― Ⅱ‐１３ ‐B ‐ab

１０ 病理学各論１０　内分泌 ２ ・乳腺
内分泌疾患（副甲状腺・副腎・膵臓内分泌部）
について説明できる。乳腺の疾患について説明
できる。

―
Ⅱ‐１３ ‐B ‐cd
Ⅱ‐１７ ‐B ‐b
Ⅱ‐１７ ‐C ‐b

１１ 病理学各論１１　運動器 骨・筋肉・関節疾患について説明できる。 F‐４ ‐１１ ‐①② Ⅱ‐１６ ‐B ‐abcdef

１２ 病理学各論１２　女性生殖器 女性生殖器の疾患について説明できる。 F‐５ ‐１ ‐①② Ⅱ‐１７ ‐B ‐b
Ⅱ‐１７ ‐C ‐cd

１３ 病理学各論１３　神経系 １ 神経系の疾患について説明できる。 F‐４ ‐４ ‐③ Ⅱ‐１１ ‐B ‐ i
Ⅱ‐１４ ‐B ‐b

１４ 病理学各論１４　神経系 ２ 摂食障害・精神疾患について説明できる。 F‐４ ‐８ ‐① Ⅱ‐１４ ‐B ‐a
Ⅱ‐６ ‐C ‐ab

１５ 試験及び総括 試験準備および授業で十分説明できなかった事
項の解説により病理学各論の全体像を理解する。 ― ―
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食品学	 Food Science

担 当 教 員 名 丹羽　利夫 実 務 経 験
（ 年 数 ） 食品会社開発・営業勤務１０年

英 語 氏 名 NIWA Toshio 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 月曜１５：００～１６：００および水曜１０：００～１１：００（於　９３０７） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－食べ物と健康 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養素・機能・科学的理解 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 食品に表示される水分、炭水化物、脂質、たんぱく質、無機質、ビタミンについて解説する。また保存や調理に伴う
変化について科学的に説明する。

教 育 目 標
食品学は健康な生活を送るうえで重要な学問分野である。そこで五大栄養素を中心とした栄養素についての基礎的知
識を身につけさせる。また毎日のように摂取する「食事」がどのような工夫により行われているかを理解する。健康
栄養学部ディプロマ・ポリシー②に関連する。

到 達 目 標 管理栄養士養成課程基礎科目との認識のもと、食品の分類や成分について理解できる。

予 習 ・ 復 習
講義前にテキストを読み疑問などをチェックしておく。講義後速やかに学んだことを １ 時間程度復習をするとともに、
買い物の際には食品の表示を見るよう心がけたり、食事などで食品について日常的に話題にするようにする。講義に
ついて不明な点をまとめてあればオフィスアワー以外も対応可。

教科書・教材 遠藤泰志・池田郁男編著「基礎食品学」（アイ・ケイコーポレーション）
（ISBN：９７８－４－８７４９２－３３３－７）

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

食品成分の基本的な分類や構造、役割が理解できること。小テスト（30％）　期末テスト（70％）　小テストは返却し
ないがその場で解答と簡単な解説を行う。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 食品の成分と分類 食品の分類法について理解するとともに、それ
らの意味を説明できる。

C‐３
（３‐１ ‐①②） Ⅲ‐２ ‐A‐a，b，c

２ 自由水と結合水および水分活性 水分活性について理解するとともに、水分活性
に関連する食品を関連付けられる。

C‐３
（３‐２ ‐③） Ⅲ‐３ ‐A‐ f

３ 炭水化物の定義、分類ならびに単糖類の構造と
性質

炭水化物の分類法および、単糖の名称や特性に
ついて理解できる。

C‐３
（３‐２ ‐⑥） Ⅲ‐３ ‐A‐b

４ 少糖類と多糖類の構造と性質 二糖類などの名称や特性について理解できる。 C‐３
（３‐２ ‐⑥） Ⅲ‐３ ‐A‐b

５ 脂質の定義、分類ならびに脂肪酸
脂質の構造や、構成する脂肪酸による物性の違
いについて理解し、身近な食品油脂を区別でき
る。

C‐３
（３‐２ ‐⑤） Ⅲ‐３ ‐A‐c

６ たんぱく質の定義、分類およびアミノ酸 アミノ酸とたんぱく質との関係を理解するとと
もに、栄養指導等に活かせる。

C‐３
（３‐２ ‐④） Ⅲ‐３ ‐A‐a

７ 水溶性ビタミン
水溶性ビタミンについて名称や特性について理
解できる。
不足や過剰摂取による影響を理解し、栄養指導
等に活かせる。

C‐３
（３‐２ ‐⑧） Ⅲ‐３ ‐A‐d

８ 脂溶性ビタミン
脂溶性ビタミンについて名称や特性について理
解できる。
不足や過剰摂取による影響を理解し、栄養指導
等に活かせる。

C‐３
（３‐２ ‐⑧） Ⅲ‐３ ‐A‐d

９ 無機質
名称や特性について理解できる。
不足や過剰摂取による影響を理解でき、栄養指
導等に活かせる。

C‐３
（３‐２ ‐⑦） Ⅲ‐３ ‐A‐e

１０ 微量成分（Ⅰ）味成分 食品に含まれるうま味に関わる成分について理
解でき、身近な食品での使われ方が推測できる。

C‐３
（３‐２ ‐⑨） Ⅲ‐３ ‐B ‐b

１１ 微量成分（Ⅱ）香り成分 食品に含まれる香り成分について理解でき、身
近な食品での使われ方が推測できる。

C‐３
（３‐２ ‐⑨） Ⅲ‐３ ‐B ‐c

１２ 微量成分（Ⅲ）色・毒成分 食品に含まれる色や毒性に関わる成分について
理解でき、安全な食品の提供が推測できる。

C‐３
（３‐２ ‐⑨） Ⅲ‐３ ‐C ‐e

１３ 食品成分の化学的変化
でんぷんの糊化・老化をはじめとする食品の化
学変化を理解でき、身近な食品での使われ方が
推測できる。

C‐３
（３‐２ ‐⑩） Ⅲ‐４ ‐E ‐b

１４ 褐変
メイラード反応をはじめとする食品の化学変化
を理解でき、身近な食品での使われ方が推測で
きる。

C‐３
（３‐２ ‐⑩） Ⅲ‐6 ‐B ‐c

１５ 食肉の着色
亜硝酸塩による発色機構をはじめとする畜肉食
品の化学変化を理解でき、身近な食品での使わ
れ方が推測できる。

C‐３
（３‐２ ‐⑩） Ⅲ‐6 ‐B ‐ f
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食品機能学	 Food functional science

担 当 教 員 名 大矢　友子 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 OYA Tomoko 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日１２：１０～１２：４０および１５：３０～１６：００（９３０６室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－食べ物と健康 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 植物性食品、動物性食品、加工食品素材、食品成分の特性とその変化、機
能性表示食品 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 食品成分の特性とその変化、食品の機能性を総合的に学ぶ。

教 育 目 標 健康を維持・増進あるいは疾病を予防する観点から、食品の主な成分、機能性を有する成分の特性、調理過程による
それら成分の変化を学修する。ディプロマ・ポリシー②、③に関連する。

到 達 目 標 各種食品に関する基本的事項を総合的に学修し、実社会の各専門分野においても種々の食品・食材を有効に利用でき
る知識を養うことができる。

予 習 ・ 復 習 授業内容に関するテーマについてレポートを課す。授業内容を整理しておくこと。授業の最初に、前回の授業内容に
ついて小テストを行う。予習・復習でそれぞれ９０分から１２０分必要とする。

教科書・教材 「食品学―食品成分と機能性（新スタンダード栄養・食物シリーズ ５ ）第 ２ 版」
久保田紀久枝、森光康次郎編、東京化学同人、ISBN：９７８４８０７９１６８３２

参 考 書 「食品加工貯蔵学」本間清一、村田容常編、東京化学同人、ISBN：９７８４８０７９１６６７２
「食品学総論　第 ３ 版：食べ物と健康 １ 」森田潤司、成田宏史編、化学同人、ISBN：９７８４７５９８１６４０２

成績評価方法
フィードバック

定期試験（５０％）、小テスト（３０％）、レポート（２０％）
レポートは返却し、小テストも含め授業中に解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 概論 食品の分類と成分表を説明できる。 C‐３ ‐３ ‐２，
D‐１ ‐１ ‐１ Ⅲ‐２ ‐A

２ 植物性食品－１
穀類、いも類、豆類、種実類の組織学的特性、
化学成分とその調理加工による変化、利用特性
などを説明できる。

D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐２ ‐B ‐a，b，d，e，６ ‐B ‐e

３ 植物性食品－２
野菜類、果実類、きのこ類、藻類の組織学的特
性、化学成分とその調理加工による変化、利用
特性などを説明できる。

D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐２ ‐B ‐ f，g，h，i，６ ‐B ‐e，g

４ 動物性食品－１
動物性食品、食肉類（獣鳥肉類）の組織科学、
化学成分、食材となるまでの生化学的変化など
を説明できる。

D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐２ ‐C ‐a，６ ‐B ‐ f

５ 動物性食品－２ 乳類、卵類、魚介類の組織科学、化学成分、食
材となるまでの生化学的変化などを説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐２ ‐C ‐b，c，d，６ ‐B ‐ f

６ 調味料、油脂類 調味料、油脂類（植物性、動物性油脂）の化学
特性と利用を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐２ ‐D ‐a，b，６ ‐B ‐h

７ 香辛料 香辛料の化学特性と利用を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐２ ‐D ‐b

８ 嗜好飲料 嗜好飲料の種類と特性を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐２ ‐D ‐c，６ ‐B ‐h

９ 微生物利用食品 微生物利用食品の種類、製造法、特性などを説
明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐ i

１０ 食品成分間反応－１ 酸化・劣化とその制御を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐４ ‐B ‐b，c，６ ‐B ‐d

１１ 食品成分間反応－２ 食品成分の変化、酵素による食品の変化、非酵
素的褐変反応を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐d

１２ 食品成分間反応－３ 成分間反応から生成する有害成分を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐４ ‐B ‐b，c，d

１３ 疾病と食品の機能性 機能性の分類、疾病と食生活を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐６ Ⅲ‐３ ‐C

１４ 食品の機能性成分 食品中の三次機能性成分、特定保健用食品を説
明できる。 D‐１ ‐１ ‐７ Ⅲ‐５ ‐D ‐b，d

１５ サプリメント サプリメントと機能性表示食品を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐７ Ⅲ‐５ ‐D ‐c，d
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食品学実験	 Experiment of Food Science

担 当 教 員 名 丹羽　利夫 実 務 経 験
（ 年 数 ） 食品会社開発・営業勤務１０年

英 語 氏 名 NIWA Toshio 対 象 学 生 2 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 月曜　15：00～16：00および水曜　10：00～11：00（於　9307） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目 単 位 数 1

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 分析、科学的データ 授 業 方 法 実験

授 業 概 要 実験器具の取り扱いからレポート作成まで、基礎的な実験の流れを行う。
食品学で学んだことの復習と確認をする。

教 育 目 標 基礎的な実験手法を習得するとともに、身近な食品などを素材にした実験を行い、得られたデータを整理し、レポー
トとしてまとめられるようにする。健康栄養学部ディプロマポリシー②に関連する。

到 達 目 標 自らが実験データを得ることにより、「差がある」かどうか判断できる。
また世にあふれる「健康情報」を正しく読み取れる。

予 習 ・ 復 習
実験に先立ち、ノートを作成し、注意すべき点などを記入するとともに、操作をイメージしておく。実験後は自らの
実験で得られた結果が、これまでの研究とあっているかどうか文献を用いて検索する。調べたことを踏まえ、必要に
応じて図を用いてわかりやすい文章で、レポートを作成する。

教科書・教材 アイケイコーポレーション　図解食品学実験　森光康次郎・新藤一敏（著）
（ISBN：978－4－87492－352－8）

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック

レポート（採点後返却）、ノート（同）をもとに評価を行ない、授業態度を参考にする。なお 3 回以上欠席したもの
は特殊な事情がない限り評価対象外とする。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 実験の全般的注意
実験を行うに当たり必要な安全上気をつけるべ
きことや、ノートの書き方を理解し、安全・正
確に実験ができる。

２ 試薬の調製法 電子天秤やマグネティックスターラーなどが正
しく使える。

３ 試薬の調製法（モル濃度） 化学上の単位であるモル（mol）を理解し、実
験を進められる。

４ 容量分析（中和滴定法） 中和滴定の操作及び起こっている事象を化学的
に理解する。

５ 油脂の化学的試験（酸価）
酸価の測定を通じて油脂（トリアシルグリセ
ロール）の性質を理解し、油脂を適切に使用・
保存できる。

C‐3
（3‐2 ‐⑤） Ⅲ‐4 ‐B ‐a，b

６ 油脂の化学的試験（過酸化物価） 過酸化物価の測定を通じて脂肪酸の性質を理解
し、油脂を適切に使用・保存できる。

C‐3
（3‐2 ‐⑤） Ⅲ‐4 ‐B ‐a，b

７ たんぱく質の変性 たんぱく質変性について理解できる。 C‐3
（3‐2 ‐④） Ⅲ‐3 ‐A‐a

８ ペクチン凝固メカニズム
前半レポート提出

ペクチンについて理解し、凝固メカニズムにつ
いて理解する。

C‐3
（3‐2 ‐②④） Ⅲ‐6 ‐B ‐b

９ お茶に含まれるカテキンの分析
科学分析に汎用される高速液体クロマトグラ
フィーの原理について理解するとともに、お茶
のカテキンについて理解する。

C‐3
（3‐2 ‐⑨） Ⅲ‐3 ‐C ‐c

１０ ビタミンCの抗酸化性から見た熱安定性 ビタミンCの特性について理解し、野菜などを
適切に調理・保存できる。

C‐3
（3‐2 ‐⑧） Ⅲ‐3 ‐C ‐c

１１ 市販飲料に含まれる糖分分析 様々な種類の糖質について理解し、栄養指導等
による糖尿病予防につなげられる。

C‐3
（3‐2 ‐⑥） Ⅲ‐5 ‐B ‐a

１２ 前半（第 8 回まで）授業まとめ レポートをふまえ、誤って理解しているところ
などを復習する。

１３ 食品色素の抽出 食品色素の特性について理解し、調理に応用で
きる。

C‐3
（3‐2 ‐⑨） Ⅲ‐3 ‐B ‐a

１４ でんぷんの定量 でんぷんの定量をおこなうとともに構造を理解
する。後半レポート提出。

C‐3
（3‐2 ‐⑥） Ⅲ‐3 ‐A‐b

１５ 総まとめ レポートをふまえ、誤って理解しているところ
などを復習する。
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食品衛生学	 Food Hygiene and Science

担 当 教 員 名 大矢　友子 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 OYA Tomoko 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日１２：１０～１２：４０および１５：３０～１６：００（９３０６室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－食べ物と健康 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 食品衛生法、食中毒、食品添加物、衛生管理 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 食品衛生行政の仕組み、食中毒のリスク要因、食品の変質、食品添加物、汚染物質についても学び、安全な食品を提
供するための衛生管理手法についての知識を深める。

教 育 目 標 食品営業上守るべき法律を学ぶ。また、衛生学的知識の習得、食品に関わる病気とその予防、食品の安全性を確保す
る施設及びシステムのあり方について理解する。ディプロマ・ポリシー②に関連する。

到 達 目 標 人の健康を支えるのに必須の食品を安全に提供するために、食品に関わる危害因子とそれを予防するための知識およ
び衛生管理に関する知識を習得することができる。

予 習 ・ 復 習 予習：テキスト等で重要な言葉の知識を身につけておくこと。復習：各講義で学習した内容について、ノート、資料
の内容を確認し理解を深めておくこと。週 ３ 時間を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 「新　入門食品衛生学　改訂第 ４ 版」松岡麻男、小田隆弘、富田雅弘、池田光壱、玉記雷太、藤原永年、伊藤裕才、
津村有紀共著、南江堂、ISBN：９７８４５２４２４８７５９

参 考 書
「新訂食品衛生学」伊藤武編著、建帛社、ISBN：９７８４７６７９０６４６１
「食品衛生学」田㟢達明著、羊土社、ISBN：９７８４７５８１１３５９５
「食品衛生学　第 ２ 版」一色賢司編著、東京化学同人、ISBN：９７８４８０７９１６８０１

成績評価方法
フィードバック 定期試験（６０％）、小テスト（４０％）。小テストは授業中に解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 健康と食品衛生 食品衛生の概念、食品の安全性の考え方、安全
性確保の手段を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐３ Ⅲ‐４ ‐A

２ 食品衛生行政 衛生行政の組織、厚生労働省、地方衛生行政組
織の役割、食品取扱業者の責務を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐３ Ⅲ‐４ ‐A

３ 食品衛生関連法規 食品衛生に関連した主な法規、国際規格を説明
できる。 D‐１ ‐１ ‐３ Ⅲ‐４ ‐A

Ⅲ‐5 ‐A，B，C

４ 食品と微生物 微生物の種類と性状、微生物の増殖、食品との
関係を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐４ Ⅲ‐４ ‐B ‐a

５ 食品の変質とその防止 食品の変質・腐敗、油脂の酸敗を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐４ ‐B ‐b，c，d

６ 食中毒－１ 食中毒の定義と分類、食中毒の発生状況を説明
できる。 D‐１ ‐１ ‐４ Ⅲ‐４ ‐C ‐a，b

７ 食中毒－２ 細菌性食中毒、ウイルス性食中毒を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐４ Ⅲ‐４ ‐C ‐c，d

８ 食中毒－３ 寄生虫性食中毒、自然毒食中毒、化学性食中毒
を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐４ Ⅲ‐４ ‐C ‐e，f

９ 食品媒介感染症・寄生虫 主な消化器系感染症、寄生虫症、人獣共通感染
症を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐４ Ⅲ‐４ ‐D

１０ 食品中の汚染物質
カビ毒、有害化学物質、重金属、放射性物質そ
の他食品に混入する恐れのある有害物質を説明
できる。

D‐１ ‐１ ‐４ Ⅲ‐４ ‐E

１１ 食品添加物 食品添加物の種類、メリットとデメリット、安
全性の評価を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐５ Ⅲ‐４ ‐F

１２ 食品用の器具と容器の衛生 食品用の容器・器具の素材と衛生管理を説明で
きる。 D‐１ ‐１ ‐３ Ⅲ‐５ ‐E

１３ 食品衛生管理－１ 食中毒の防止対策に関する一般的な衛生管理法
を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐３ Ⅲ‐４ ‐H

１４ 食品衛生管理－２ HACCPによる食品の衛生管理法について学び、
一般的衛生管理法との違いを説明できる。 D‐１ ‐１ ‐３ Ⅲ‐４ ‐H

１５ 食品の安全性問題 輸入食品、遺伝子組み換え食品等最近の食品の
安全性に関する事例の概要と対策を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐３ Ⅲ‐４ ‐G
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食品衛生学実験	 Experiment in Food Hygiene and Safety Science

担 当 教 員 名 山下　照夫 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県保健所・衛生研究所：獣医師（34年）

英 語 氏 名 YAMASHITA Teruo 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日１０：００～１４：００（９５０１） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－食べ物と健康 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 着色料・洗浄試験・細菌検査・HACCP 授 業 方 法 実験

授 業 概 要 食品中の生菌数・大腸菌数の測定、着色料の定性試験など、食品に含まれる微生物や添加物の分析実験の原理や操作
法の修得及び考察。HACCPプランに対する理解を深める。

教 育 目 標 食品の衛生状態を科学的に把握するための実験方法について体験する。食品中の添加物の分析や生菌数、大腸菌群な
どの測定を行い、食品衛生管理の重要性について理解させる。ディプロマ・ポリシー②と③に関連する。

到 達 目 標 身近な食品を用いて、そこに含まれる各種添加物試験法や微生物試験法を修得するとともに、高度な衛生管理の手法
を修得する。

予 習 ・ 復 習 事前にテキストを読み、基礎的な知識を身につけておくこと。各実験で得られた結果をまとめ、結果についての考察
を付け、実験内容に関するレポートを作成し、速やかに提出すること。週９０分を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 「健康と食の安全を考えた食品衛生学実験」改定新版、増田修一編著（アイ・ケイ・コーポレーション）ISBN：978
－4－87492－316－0、食品衛生学実験テキストを配布する。

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 各実験項目ごとのレポートにより評価する。レポートは返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 実験概要説明、無菌操作法
食品衛生実験をするにあたっての心構えを理解
する。微生物用培地の調製及び滅菌、無菌操作
法の確認。

D‐１ ‐４ ‐⑥ ―

２ 環境微生物検査 手指、調理器具、調理施設等のふき取り検査の
実施法について習得する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐B

３ 水質検査 食品に使用される水の検査について学び、各種
水の残留塩素濃度の測定実験を習得する。 ― Ⅲ‐4 ‐E

４ 着色料の定性試験
食品から着色料の抽出法、薄層クロマトグラ
フィーを用いた着色料の定性実験について学び、
試験方法を習得する。

― Ⅲ‐4 ‐F

５ 器具の洗浄度試験 でんぷん、油脂、たんぱく質の洗浄後の残留試
験及び洗浄剤の残留試験を習得する。 ― Ⅲ‐4 ‐H

６ 食品中の生菌数の測定 １ 食品より微生物を分離するための培地の選び方、
食品からの微生物の分離方法について理解する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐B

７ 食品中の生菌数の測定 ２ 観察された微生物について菌数を測定し、試料
の汚染度について理解する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐B

８ 食品中の大腸菌群測定 １ 食品より微生物を分離するための培地の選び方、
食品からの微生物の分離方法について理解する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐C

９ 食品中の大腸菌群測定 ２ 観察された微生物について菌数を測定し、試料
の汚染度について理解する。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐C

１０ 食品中の大腸菌群測定 ３
選択培地の使用目的とその必要性について理解
し、試料からの大腸菌群の分離方法について習
得する。

D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐C

１１ 迅速検査法の原理と遺伝子検査 １
迅速検査法とその原理について学び、遺伝子検
査に必要な器具の取り扱い方、遺伝子操作法を
習得する。

D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐C

１２ 迅速検査法の原理と遺伝子検査 ２ PCR検査結果の観察と結果の考察を行う。 D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐C

１３ ウイルス検査法
食品中に存在するウイルスについて学び、ウイ
ルス検査法の原理および操作法について体験す
る。

D‐１ ‐４ ‐⑥ Ⅲ‐4 ‐C

１４ HACCP演習 １
HACCPチームを編成し、各種食品の製造工程
を設定して、危害分析と必要な措置を検討し、
リスト作りを行う。

D‐１ ‐３ ‐④ Ⅲ‐４ ‐H

１５ HACCP演習 ２
危害分析に基づくHACCPプランの作成、発表
とディスカッションによりプラン作りを体験す
る。

D‐１ ‐３ ‐④ Ⅲ‐４ ‐H
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食品機能学実習	 Practice of food functional studies

担 当 教 員 名 大矢　友子 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 OYA Tomoko 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日１２：１０～１２：４０および１５：３０～１６：００（９３０６室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－食べ物と健康 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 植物性食品、動物性食品、食品の加工、食品の機能性 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 食品成分の特性と加工工程におけるその成分の変化、食品の機能性を総合的に学ぶ。

教 育 目 標 健康を維持・増進あるいは疾病を予防する観点から、食品の主な成分、機能性を有する成分の特性、調理過程による
それら成分の変化を学修する。ディプロマ・ポリシーの②、③に関連する。

到 達 目 標 各種食材の特性を理解し、機能性を有効に利用する知識・技能について習得することができる。

予 習 ・ 復 習 授業内容に関するテーマについてレポートを課す。授業内容を整理しておくこと。予習・復習でそれぞれ９０分から
１２０分必要とする。

教科書・教材 「食品加工学と実習・実験　第 ２ 版」谷口亜樹子編著、光生館、ISBN：９７８４３３２０４０６４４
「食品加工学実習テキスト」宮尾茂雄、高野克己編著、建帛社、ISBN：９７８４７６７９０４７６４

参 考 書
「四訂食品加工学」宮尾茂雄、北尾悟編著、建帛社、ISBN：９７８４７６７９０６４４７
「新しい食品加工学改訂第 ２ 版、食品の保存・加工・流通と栄養」小川正、的場輝佳編著、南江堂、
ISBN：９７８４５２４２５５６１０

成績評価方法
フィードバック

レポート（５０％）、プレゼンテーション（５０％）
ただし、プレゼンテーションを重要視する。レポートは返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 概論
食品機能学実習の目的と概要を理解する。ノー
トとレポートの書き方を理解する。装置・器具
の取り扱い方を習得する。

D‐１ ‐１ ‐１ Ⅲ‐６ ‐B，C，D

２ ジャム
果実類の加工：目標とする製品ジャムを設計し、
配合する糖、酸、ペクチン量を原料に基づき算
出する。ジャム製造の原理と屈折糖度計の測定
原理を説明できる。

D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，e
Ⅲ‐６ ‐C，D

３ 味噌（Ⅰ） 調味料：豆の機能性、微生物発酵食品、物性改
善、保存性を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，e，i

Ⅲ‐６ ‐C，D

４ ソーセージ
肉類の加工：ヘム色素の加熱による変化とそれ
に対する硝酸、亜硝酸、アスコルビン酸の影響
を説明できる。

D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，f

５ バター・マヨネーズ
乳類・卵の加工：バターとマヨネーズの製造原
理と牛乳・乳製品、卵の機能性、エマルジョン
を説明できる。

D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐２ ‐E，６ ‐B ‐a，b，c，d，f，h

６ かまぼこ
魚介類の加工：練り製品の製造技術を習得する。
製造原理とゲル形成におよぼす食塩濃度の影響
について説明できる。

D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，g

７ 豆腐 豆類の加工：大豆たんぱく質の凝固の原理と豆
腐の種類について説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，e

８ 動物性食品の加工法とその原理のまとめ 学生によるプレゼンテーション：
動物性食品の加工法とその原理を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２，６ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，f，g，h

Ⅲ‐６ ‐C，D

９ でんぷん でんぷんの加工：穀類、いも類のでんぷんの特
性、老化およびその抑制について説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，e

Ⅲ‐2 ‐E

１０ パン 穀類の加工：小麦粉の特性を理解する。パンの
製造原理を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，e

１１ こんにゃく いも類の加工：こんにゃくいもの成分と凝固の
原理を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，e

１２ 植物性食品の加工法とその原理のまとめ 学生によるプレゼンテーション：
植物性食品の加工法とその原理を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２，６ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，e，h，i

Ⅲ‐６ ‐C，D

１３ 味噌（Ⅱ） 調味料：アミノカルボニル反応、発酵・熟成・
変色、味噌の機能性を説明できる。 D‐１ ‐１ ‐２ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，e，h，i

Ⅲ‐６ ‐C，D

１４ 成分変化のまとめ
学生によるプレゼンテーション：
食品の加工および保蔵時における成分変化を説
明できる。

D‐１ ‐１ ‐２，６ Ⅲ‐６ ‐B ‐a，b，c，d
Ⅲ‐６ ‐C，D

１５ 機能性の変化と安全性確保のまとめ
学生によるプレゼンテーション：
食品の加工による機能性の変化と安全性確保を
説明できる。

D‐１ ‐１ ‐２，３ Ⅲ‐６ ‐B ‐c，d，C‐b，c，d
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調理学	 Cooking Science

担 当 教 員 名 田中　秀吉 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TANAKA Hideyoshi 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火曜日と講義等不在時以外の１３：００～１７：００　９１０１研究室 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－食べ物と健康 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 調理特性、調理操作、健康、食文化 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 健康を維持・増進することができ、おいしい食事を作るための基礎知識を学ぶ。また、調理操作により食べ物の栄養
性、安全性、生理機能性、嗜好性に及ぼす影響を学ぶ。

教 育 目 標 食文化を背景とした食事計画、調理と文化、安全性、栄養性、嗜好性について学び、その知識を調理実技に活かして
いく。ディプロマ・ポリシー②に該当する。

到 達 目 標 調理学の基礎知識を習得し、食物の栄養や嗜好に及ぼす調理の影響や食品の調理性について説明できる力を身につけ、
食事設計や調理の実践に役立てられるようにする。

予 習 ・ 復 習 シラバスにて次回の講義内容を確認し、テキストを熟読する。講義で学習した内容は、調理実習の提出課題等に生か
せるよう、ノートにまとめる。 １ 単位当たり週 ２ 時間を目安に予習・復習する。

教科書・教材 大谷貴美子・松井元子編「栄養科学シリーズ　基礎調理学」講談社（ISBN９７８－４－０６－１５５３９４－１）

参 考 書 授業内で適宜紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（８０％）、小テスト（２０％）。小テストは返却しないが授業内で解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 調理学の概要について
調理の意義

調理学に求められる意義を学び、現代社会にお
ける食料事情から環境問題について理解する。

C‐３ ‐１ ‐①
D‐２ ‐１ ‐①

Ⅲ‐1 ‐A‐a，b，c
Ⅲ‐1 ‐B ‐a～d
Ⅲ‐７ ‐B ‐a

２ 嗜好の要因と評価 食べ物のおいしさに影響する客観的要因につい
て理解する。 D‐２ ‐２ ‐① Ⅲ‐1 ‐A‐d

Ⅲ‐７ ‐A‐b

３ 食事設計①
　食品成分表の活用

食品成分表の活用方法を学び、献立設計の基本
知識を理解する。

D‐１ ‐１ ‐①④
D‐２ ‐３ ‐③ Ⅲ‐７ ‐E ‐a，b

４ 食事設計②
　食事摂取基準の活用

食事摂取基準の活用方法を学び、献立設計の基
本知識を理解する。 D‐２ ‐３ ‐④ Ⅲ‐７ ‐A‐a

５ 食事設計③
　献立作成の手順

献立作成の条件や手順、日常食や行事食を学び
献立設計の基本知識を理解する。

C‐３ ‐１ ‐②
D‐２ ‐４ ‐① Ⅲ‐７ ‐D ‐a，b

６ 基本的な調理操作①
　非加熱調理操作

非加熱調理操作の種類と原理を学び、調理によ
り使い分けて活用する方法を理解する。 D‐２ ‐１ ‐⑤ Ⅲ‐７ ‐B ‐b，d，e，f

７ 基本的な調理操作②
　加熱調理操作

加熱調理操作の種類と原理及び加熱調理器具の
種類とその仕組みを学び、活用する方法を理解
する。

D‐２ ‐１ ‐④ Ⅲ‐７ ‐B ‐b，c，d，e，f

８ 食材の調理機能①
　穀類 穀類の調理特性について理解する。 D‐２ ‐１ ‐② Ⅲ‐２ ‐B ‐a

Ⅲ‐７ ‐B ‐ f

９ 食材の調理機能②
　いも及びでん粉類・豆類など

いも及びでん粉類、豆類、種実類の調理特性を
理解する。 D‐２ ‐１ ‐② Ⅲ‐２ ‐B ‐b，d，e

Ⅲ‐７ ‐B ‐ f

１０ 食材の調理機能③
　野菜類・果実類など

野菜類、果実類、きのこ類、海藻類の調理特性
を理解する。 D‐２ ‐１ ‐② Ⅲ‐２ ‐B ‐ f，g，h，i

Ⅲ‐７ ‐B ‐ f

１１ 食材の調理機能④
　食肉類 食肉類の調理特性を理解する。 D‐２ ‐１ ‐② Ⅲ‐２ ‐C ‐a

Ⅲ‐７ ‐B ‐ f

１２ 食材の調理機能⑤
　魚介類 魚介類の調理特性を理解する。 D‐２ ‐１ ‐② Ⅲ‐２ ‐C ‐b

Ⅲ‐７ ‐B ‐ f

１３ 食材の調理機能⑥
　卵類・乳類 卵類、乳類の調理特性を理解する。 D‐２ ‐１ ‐② Ⅲ‐２ ‐C ‐c，d

Ⅲ‐７ ‐B ‐ f

１４ 食材の調理機能⑦
　油脂類 油脂類の調理特性を理解する。 D‐２ ‐１ ‐② Ⅲ‐２ ‐D ‐a

Ⅲ‐７ ‐B ‐ f

１５ 機能性食品 保健機能食品及び特別用途食品について学び違
いを理解する。 D‐１ ‐７ ‐①② Ⅲ‐５ ‐D ‐a，b，c，d
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調理学実習	 Practice in Cookery Science

担 当 教 員 名 田中　秀吉 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TANAKA Hideyoshi 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火曜日と講義等不在時以外の１３：００～１７：００　９１０１研究室 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－食べ物と健康 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 調理の基本操作、食事計画、栄養価計算 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 日本料理・西洋料理・中華料理の基本的な献立を中心に、調理の基本操作や衛生管理について学ぶ。また、栄養価計
算や調味パーセントなど、献立作成に必要な知識を習得する。

教 育 目 標 管理栄養士として必要な調理技術と知識を習得する。食材の調理特性、食文化を知り、栄養バランスの良い美味しい
食事を衛生的かつ効率的に作る能力を身につける。ディプロマ・ポリシー②に該当する。

到 達 目 標 調理学で学んだ理論を、実習を通して体得する。基本的な調理技術と知識を身につけ、専門教育科目を学ぶための基
礎力を養う。

予 習 ・ 復 習
配付プリントにより、次回の実習内容を確認する。日頃より自ら調理をするように心がけ、実習で作成した献立の再
現を行う。実習内容及び研究課題を栄養価計算用紙にまとめ、指定日時に提出する。 １ 単位当たり週 ２ 時間を目安に
予習・復習する。（課題作成も含む）

教科書・教材
「八訂　食品成分表２０22」女子栄養大出版部（ISBN９７８－４－７８９５－１０２2－6）、「調理のためのベーシックデータ第 6
版」女子栄養大出版部（ISBN９７８－４－７８９５－０３２３－9）、「栄養士・管理栄養士をめざす人の調理・献立作成の基礎」
化学同人（ISBN９７８－４－７598－1826－0）、電卓

参 考 書 授業内で適宜紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実技試験（５０％）、課題提出（５０％）。課題は返却しないが授業内で解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 調理実習の目的、実習室の使用方法、実習の概
要を理解する。 D‐２ ‐３ ‐②③ Ⅲ‐７ ‐A‐a

Ⅲ‐７ ‐E ‐a，b

２ 調理準備① 調理の基礎的な知識・技術となる調理器具や計
量について理解する。 D‐２ ‐３ ‐②⑥ Ⅲ‐７ ‐B ‐d，e，f

３ 調理準備② 基本となる炊く、煮る、焼くなどの調理実習を
実践的に理解する。 D‐２ ‐３ ‐③⑥ Ⅲ‐７ ‐B ‐b，c，d，e，f

４ 西洋料理の基本献立① 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、ドレッシングの油着率について理解する。D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

５ 西洋料理の基本献立② 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、食品の概量について理解する。 D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

６ 西洋料理の基本献立③ 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、主食の重量について理解する。 D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

７ 西洋料理の基本献立④ 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、塩分量について理解する。 D‐２ ‐３ ‐①②⑥⑦ Ⅲ‐７ ‐B ‐b，c，d，e，f

８ 日本料理の基本献立① 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、食品の廃棄量について理解する。 D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

９ 日本料理の基本献立② 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、調理の加熱時間について理解する。 D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

１０ 日本料理の基本献立③ 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、揚げ物の吸油率について理解する。 D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

１１ 日本料理の基本献立④ 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、食材の下処理について理解する。 D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

１２ 中華料理の基本献立①
主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、乾物・塩蔵品のもどし率について理解す
る。

D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

１３ 中華料理の基本献立② 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、調理前後の重量変化について理解する。 D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦ Ⅲ‐７‐B ‐b，c，d，e，f

１４ 中華料理の基本献立③ 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、調味パーセントについて理解する。 D‐２ ‐３ ‐①②⑥⑦ Ⅲ‐７ ‐B ‐b，c，d，e，f

１５ 中華料理の基本献立④ 主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
でき、調理した料理を評価する。 D‐２ ‐３ ‐①⑥⑦⑧ Ⅲ‐７ ‐B ‐b，c，d，e，f
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応用調理学実習	 Practice in Applied cooking science

担 当 教 員 名 田中　秀吉 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TANAKA Hideyoshi 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火曜日と講義等不在時以外の１３：００～１７：００　９１０１研究室 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－食べ物と健康 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 献立作成、食材発注、食材分配、栄養価計算 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 調理学実習を基本とし、献立作成から食材の発注の仕方や食材の分配まで、より幅広い調理の知識と技術の習得を目
指す。

教 育 目 標 管理栄養士として実践的に必要となる調理技術と知識を習得する。食事を「おいしく・安全に」作ることの重要性を
理解し、必要な理論や方法が考えられる力を身につける。ディプロマ・ポリシー②に該当する。

到 達 目 標 調理学実習で習得した知識と技術を応用し、実用的な調理技能を学ぶ。さらに、それらを組み合わせてバランスの良
い献立を作成する技術を身につけ、専門教育科目を学ぶための基礎力を養う。

予 習 ・ 復 習
配付プリントで次回実習内容を確認する。日頃より調理をするように心がけ、実習作成した献立の再現を行う。献立
作成や食材分配について調べ学習する。実習内容及び研究課題を栄養価計算用紙にまとめ、指定日時に提出する。 １
単位当たり週 ２ 時間を目安に予習・復習する。（課題作成も含む）

教科書・教材
「八訂　食品成分表２０22」女子栄養大出版部（ISBN９７８－４－７８９５－１０２2－6）、「調理のためのベーシックデータ第 6
版」女子栄養大出版部（ISBN９７８－４－７８９５－０３２３－9）、「栄養士・管理栄養士をめざす人の調理・献立作成の基礎」
化学同人（ISBN９７８－４－７598－1826－0）、電卓

参 考 書 授業内で適宜紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実技試験（５０％）、課題提出（５０％）。課題は返却しないが授業内で解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 献立作成から食材の発注作業や食材分配など実
習の概要を理解する。

D‐１ ‐１ ‐②③
D‐２ ‐３ ‐②③

Ⅲ‐７ ‐A‐a
Ⅲ‐７ ‐D ‐a，b

２ 基礎調理 １
　西洋料理

主食・主菜・副菜を組み合わせた日常食が調理
できる。 D‐２ ‐３ ‐⑥⑦ Ⅲ‐７ ‐B ‐a～f

Ⅲ‐７ ‐C ‐a，b３ 基礎調理 ２
　日本料理

４ 基礎調理 ３
　中華料理

５
応用調理 １
　西洋料理

指定された １ 品の献立作成を行い、主食・主
菜・副菜を組み合わせた日常食が調理、評価で
きる。
食材の発注作業や食材分配などの基本的な作業
が理解できる。

D‐２ ‐３ ‐①⑤⑥⑦ Ⅲ‐７ ‐B ‐a～f
Ⅲ‐７ ‐C ‐a，b

６

７
応用調理 ２
　日本料理

８

９
応用調理 ３
　中華料理

１０

１１ 応用調理 ４
　自主献立料理①　 １ 班

食事摂取基準を活用して １ 食分の献立作成を行
い、発注作業や食材分配などの作業ができる。
献立の料理構成を理解し、 １ 食における食品の
使用量の概算が理解できる。
調理した料理を評価して、献立や調理の改善が
理解できる。

D‐２‐３ ‐①③④⑥⑦⑧

Ⅲ‐７ ‐A‐a，b
Ⅲ‐７ ‐B ‐a～f
Ⅲ‐７ ‐C ‐a，b
Ⅲ‐７ ‐D ‐a，b
Ⅲ‐７ ‐E ‐a，b

１２ 応用調理 ５
　自主献立料理②　 ２ 班

１３ 応用調理 ６
　自主献立料理③　 ３ 班

１４ 応用調理 ７
　自主献立料理④　 ４ 班

１５ 応用調理 ８
　自主献立料理⑤　 ５ 班
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　専門教育科目　

＜専門分野＞

◇　基 礎 栄 養 学

◇　応 用 栄 養 学

◇　栄 養 教 育 論

◇　臨 床 栄 養 学

◇　公 衆 栄 養 学

◇　給食経営管理論

◇　総 合 演 習

◇　臨 地 実 習

◇　演 習

◇　卒 業 研 究
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栄養学Ⅰ	 NutritionⅠ

担 当 教 員 名 多田井　幸揮 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TADAI Kouki 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（９５０２室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－基礎栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養、消化、吸収、たんぱく質、炭水化物、脂質 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 栄養の概念、消化吸収、三大栄養素に関して解説する。

教 育 目 標 栄養の概念や三大栄養素の吸収、代謝を学び、栄養学的な基本的知識を身につける。
健康栄養学部ディプロマ・ポリシー②と④に関連する。

到 達 目 標 栄養の概念を理解し、三大栄養素の生理学的・栄養学的意義を理解する。

予 習 ・ 復 習
１ 単位あたり週９０分～１２０分を目安に予習・復習すること。
予習：次回のテーマを確認し、テキストを熟読し、重要なキーワードを事前に調べておくこと。
復習：講義で学習したことを復習し、講義中に指示した課題を行い知識を定着させること。

教科書・教材 栄養科学イラストレイテッド基礎栄養学第 ４ 版　田地陽一　羊土社　（ISBN：９７８－４－７５８１－１３６０－１）

参 考 書 講義時に紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験７０％、小テスト３０％　小テストは授業内で解説し、返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ イントロダクション 栄養学Ⅰ受講に関して概要を説明する。 ― ―

２ 栄養の概念 栄養の定義、過不足による健康影響等に関して
理解する。

C‐２ ‐１
C ‐２ ‐１1 Ⅳ‐１

３ 食物の摂取 摂食量の調節やサーカディアンリズムに関して
理解する。 C‐２ ‐２ Ⅳ‐２

４ 消化・吸収と栄養素の体内動態① 消化器系の構造や機能に関して理解する。 C‐２ ‐３ Ⅳ‐３

５ 消化・吸収と栄養素の体内動態② 栄養素の消化・吸収に関して理解する。 C‐２ ‐３ Ⅳ‐３

６ 炭水化物の栄養① 糖質の体内代謝に関して理解する。 C‐２ ‐４ Ⅳ‐４

７ 炭水化物の栄養② 血糖調節や他の栄養素との関係に関して理解す
る。 C‐２ ‐４ Ⅳ‐４

８ 炭水化物の栄養③ 食物繊維や難消化性糖質に関して理解する。 C‐２ ‐４ Ⅳ‐４

９ 脂質の栄養① 脂質の体内代謝に関して理解する。 C‐２ ‐5 Ⅳ‐５

１０ 脂質の栄養② 臓器間輸送、トリグリセリド合成に関して理解
する。 C‐２ ‐5 Ⅳ‐５

１１ 脂質の栄養③ コレステロールの代謝調節に関して理解する。 C‐２ ‐5 Ⅳ‐５

１２ たんぱく質の栄養① たんぱく質・アミノ酸の体内代謝に関して理解
する。 C‐２ ‐6 Ⅳ‐６

１３ たんぱく質の栄養② アミノ酸の臓器間輸送に関して理解する。 C‐２ ‐6 Ⅳ‐６

１４ たんぱく質の栄養③ 窒素出納、生物価、アミノ酸価に関して理解す
る。 C‐２ ‐6 Ⅳ‐６

１５ まとめ 栄養学Ⅰ全体を通したまとめを行う。 C‐２ Ⅳ‐1 ‐６



専

門

64 65

栄養学Ⅱ	 NutritionⅡ

担 当 教 員 名 多田井　幸揮 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TADAI Kouki 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（９５０２室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－基礎栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド ビタミン　ミネラル　水・電解質　エネルギー代謝 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 栄養学Ⅰで習得した知識を定着させるとともに、ビタミン、ミネラル、水・電解質、エネルギー代謝に関して解説す
る。

教 育 目 標 栄養素やエネルギーの代謝を学び、栄養的な基本的知識を身につける。
健康栄養学部ディプロマ・ポリシー②と④に関連する。

到 達 目 標 ビタミンやミネラルなど微量元素の代謝やエネルギー代謝に関して、またそれらの生理学的・栄養学的意義を理解す
る。

予 習 ・ 復 習
１ 単位あたり週９０分～１２０分を目安に予習・復習すること。
予習：次回のテーマを確認し、テキストを熟読し、重要なキーワードを事前に調べておくこと。
復習：講義で学習したことを復習し、講義中に指示した課題を行い知識を定着させること。

教科書・教材 栄養科学イラストレイテッド基礎栄養学第 ４ 版　田地陽一　羊土社　（ISBN：９７８－４－７５８１－１３６０－１）

参 考 書 講義時に紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験７０％、小テスト３０％　小テストは授業内で解説し、返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ イントロダクション 栄養学Ⅱ受講に関して概要を説明する。 ― ―

２ ビタミンの栄養① ビタミンの種類・構造について理解する。 C‐２ ‐７ Ⅳ‐７

３ ビタミンの栄養② ビタミンの生理機能について理解する。 C‐２ ‐７ Ⅳ‐７

４ ビタミンの栄養③ ビタミンの栄養学的機能について理解する。 C‐２ ‐７ Ⅳ‐７

５ ビタミンの栄養④ ビタミンの生物学的利用度、他の栄養素との関
係について理解する。 C‐２ ‐７ Ⅳ‐７

６ ミネラルの栄養① ミネラルの分類と栄養学的機能について理解す
る。 C‐２ ‐８ Ⅳ‐８

７ ミネラルの栄養② ミネラルの生体機能調節作用について理解する。 C‐２ ‐８ Ⅳ‐８

８ ミネラルの栄養③ ミネラルの酵素反応の賦活作用、鉄代謝につい
て理解する。 C‐２ ‐８ Ⅳ‐８

９ ミネラルの栄養④ ミネラルの生物学的利用度、他の栄養素との関
係について理解する。 C‐２ ‐８ Ⅳ‐８

１０ 水・電解質の栄養的意義① 生体内での水の働き、水の出納について理解す
る。 C‐２ ‐９ Ⅳ‐９

１１ 水・電解質の栄養的意義② 水分のバランス、水・電解質の代謝について理
解する。 C‐２ ‐９ Ⅳ‐９

１２ エネルギー代謝① エネルギー代謝の概念について理解する。 C‐２ ‐１０ Ⅳ‐１０

１３ エネルギー代謝② エネルギー消費に関して理解する。 C‐２ ‐１０ Ⅳ‐１０

１４ エネルギー代謝③ エネルギー代謝量の測定について理解する。 C‐２ ‐１０ Ⅳ‐１０

１５ まとめ 栄養学Ⅱ全体を通したまとめを行う。 C‐２ Ⅳ‐7 ‐10
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基礎栄養学実験	 Experiment in Basic Nutrition

担 当 教 員 名 多田井　幸揮 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 TADAI Kouki 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（９５０２室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－基礎栄養学 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 糖質　たんぱく質　脂質　ビタミン　ミネラル　代謝 授 業 方 法 実験

授 業 概 要 各種栄養素の基本的な知識に関して理解するために定性実験および定量実験を行う。

教 育 目 標 各種栄養素の特性を理解するとともに、分析方法に関して理解を深める。
健康栄養学部ディプロマ・ポリシー②と③に関連する。

到 達 目 標 栄養学の基本的な実験手法を理解し、研究を進めていく上での考え方の基礎を身につける。

予 習 ・ 復 習
１ 単位あたり週９０分～１２０分を目安に予習・復習すること。
予習：実験プリントを熟読し、実験内容のフローチャートの作成を行うこと。
復習：実験結果を十分に解析し、実験レポートおよびレポート課題に取り組むこと。

教科書・教材 実験プリントを随時配布する。

参 考 書 基礎栄養学第 ６ 版　鈴木和春、真鍋祐之、梶田泰孝　第一出版　（ISBN：９７８－４－８０４１－１４０２－６）

成績評価方法
フィードバック 実験レポート６０％、実験ノート２０％、最終試験２０％　レポートおよび実験ノートは評価後に返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ イントロダクション 受講における注意事項を説明する。 ― ―

２ 基礎実験操作 基本的な実験操作について習得する。 ― ―

３ 糖質の定性実験 糖質の一般的な検出について反応原理を理解す
る。 C‐２ ‐４ Ⅳ‐４

４ 糖質の定量実験 糖質の定量実験の反応原理および消化に関して
理解する。 C‐２ ‐４ Ⅳ‐４

５ たんぱく質の定性実験 アミノ酸検出に用いる定性反応の反応原理を理
解する。 C‐２ ‐６ Ⅳ‐6

６ たんぱく質の定量実験 ローリー法を用いたたんぱく質の定量に関して
理解する。 C‐２ ‐６ Ⅳ‐6

７ 脂質の定性実験 定性反応を通して、脂質の特性を理解する。 C‐２ ‐５ Ⅳ‐5

８ 脂質の定量実験 コレステロールの定量実験について理解する。 C‐２ ‐５ Ⅳ‐5

９ ビタミンの定性実験 ビタミンの定性反応の反応原理を理解する。 C‐２ ‐７ Ⅳ‐７

１０ ビタミンの定量実験 ビタミンCの定量実験について理解する。 C‐２ ‐７ Ⅳ‐７

１１ ミネラルの定性実験 定性反応を通して、ミネラルの特性を理解する。 C‐２ ‐８ Ⅳ‐８

１２ ミネラルの定量実験 鉄の定量実験について理解する。 C‐２ ‐８ Ⅳ‐８

１３ 生活活動・代謝の実験① 生活活動調査（タイムスタディー）について理
解する。 C‐２ ‐１０ Ⅳ‐１０

１４ 生活活動・代謝の実験② メタボリックアナライザーによる安静時代謝測
定について理解する。 C‐２ ‐１０ Ⅳ‐１０

１５ まとめ・最終試験 基礎栄養学実験のまとめ、最終試験（基礎実験
能力）を実施する。 C‐２ Ⅳ
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応用栄養学Ⅰ	 Applied NutritionⅠ

担 当 教 員 名 水田　文 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 MIZUTA Fumi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 木曜日　１６：３０～１７：１０（９５０３研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－応用栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 食事摂取基準　栄養アセスメント　栄養ケア・マネジメント　 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 栄養マネジメントや栄養アセスメント・栄養ケアのあり方を学ぶ。食事摂取基準の策定理論や活用の仕方について学
ぶ。

教 育 目 標
食事摂取基準について、その構成および科学的根拠、取り組みの姿勢を学習する。ライフステージ別の身体的、生理
的特性を学び、身体状況や栄養状態に応じた栄養管理の評価による栄養マネジメントの知識と応用力を習得する。ディ
プロマ・ポリシーの③と④に該当する。

到 達 目 標 食事摂取基準の策定目的、方針などの概要を理解し、各栄養素の食事摂取基準とその設定根拠について説明できる。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容について教科書を熟読し重要な箇所をマーカーでチェックしておく。授業後には必ず復習を行う。予
習・復習としてそれぞれ９０～１２０分を目安とする。

教科書・教材 イラスト応用栄養学　第 ３ 版　藤木理代・天本理恵　他　著　東京教学社　ISBN：９７８－４－８０８２－６０７２－９
日本人の食事摂取基準　２０２０年版　伊藤貞嘉・佐々木敏　監修　第一出版　ISBN：９７８－４－８０４１－４１０８－８

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（９０％）、小テスト（１０％）小テストは採点後、解説したのち返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 栄養ケア・マネジメントの概念 栄養ケア・マネジメントの定義および過程につ
いて理解できる。 A‐２，C‐４ Ⅴ‐１ ‐A‐a，b

２ 栄養スクリーニング 栄養スクリーニングの目的について理解できる。 A‐２，C‐４ Ⅴ‐１ ‐B ‐a

３ 栄養アセスメント① 栄養アセスメントの意義と目的について理解で
きる。 C‐４ ‐４ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐１ ‐B ‐b

４ 栄養アセスメント② 栄養アセスメントの方法について理解できる。 C‐４ ‐４ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐１ ‐B ‐b，c，d

５ 栄養ケア計画の実施 栄養ケア計画の実施および目標について理解で
きる。 C‐５ ‐２ ‐①，② Ⅴ‐１ ‐B ‐a，b

６ 栄養ケア計画の評価 栄養ケア計画の評価・フィードバックについて
理解できる。 C‐５ ‐２ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐１ ‐B ‐b，c

７ 食事摂取基準の意義 食事摂取基準の意義、策定方針について理解で
きる。 C‐４ ‐２ ‐①，②，③ Ⅴ‐２ ‐A‐a，b

８ 食事摂取基準策定の基礎理論 食事摂取基準の指標および策定の留意事項につ
いて理解できる。 C‐４ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐２ ‐A‐c，d

９ 食事摂取基準活用の基礎理論① 食事摂取基準の科学的根拠について理解できる。C‐４ ‐２ ‐①，②，③ Ⅴ‐２ ‐B ‐a，b

１０ 食事摂取基準活用の基礎理論② 食事摂取基準活用上の留意点について理解でき
る。 C‐４ ‐２ ‐①，②，③ Ⅴ‐２ ‐B ‐c，d

１１ エネルギー・栄養素別の食事摂取基準① エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物の食
事摂取基準の考え方が理解できる。 C‐４ ‐２ ‐①，②，③ Ⅴ‐２ ‐C ‐a，b，c，d，e

１２ エネルギー・栄養素別の食事摂取基準② ビタミンの食事摂取基準の考え方が理解できる。C‐４ ‐２ ‐①，②，③ Ⅴ‐２ ‐C ‐ f

１３ エネルギー・栄養素別の食事摂取基準③ ミネラルの食事摂取基準の考え方が理解できる。C‐４ ‐２ ‐①，②，③ Ⅴ‐２ ‐C ‐g

１４ 成長・発達・加齢① 成長・発達・加齢のライフサイクルに伴う身体
的・精神的変化を理解できる。 E‐１ Ⅴ‐３ ‐A‐a，b，c

１５ 成長・発達・加齢② 成長、発達、加齢の栄養関連の疾患と栄養ケア
について理解できる。 E‐１ Ⅴ‐３ ‐A‐a，b，c
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応用栄養学Ⅱ	 Applied NutritionⅡ

担 当 教 員 名 水田　文 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 MIZUTA Fumi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 木曜日　１６：３０～１７：１０（９５０３研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－応用栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 妊娠・授乳期　学童　思春期　栄養管理 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 各ライフステージにおける身体特性、機能的な特徴を理解する。

教 育 目 標 各ライフステージおける生理的変化に伴う栄養状態を理解することにより、栄養状態の評価・判定の基本的考え方を
習得する。ディプロマ・ポリシーの③と④に該当する。

到 達 目 標 各ライフステージの生理的特徴を理解し、各ステージにおける栄養状態の評価・判定、栄養ケアの計画・実施などが
できるようにする。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容について教科書を熟読し重要な箇所をマーカーでチェックしておく。授業後には必ず復習を行う。予
習・復習としてそれぞれ９０～１２０分を目安とする。

教科書・教材 イラスト応用栄養学　第 ３ 版　藤木理代・天本理恵　他　著　東京教学社　ISBN：９７８－４－８０８２－６０７２－９

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（９０％）、小テスト（１０％）小テストは採点後、解説したのち返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 妊娠期の生理的特徴 妊娠期の母体と胎児の生理的・身体的な変化が
理解できる。 E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐４ ‐A‐a～d

２ 妊娠期の栄養アセスメント 妊娠期における栄養アセスメントについて理解
できる。 E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐a

Ⅴ‐４ ‐B ‐a，b，c

３ 妊娠期の栄養ケア 妊娠期に特徴的な疾病の予防と改善のための栄
養ケアについて理解できる。 E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐４ ‐B ‐a～g

４ 授乳期の生理的特徴 授乳期の母体の生理的特徴が理解できる。 E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐４ ‐A‐d，e

５ 授乳期の栄養アセスメントと栄養ケア
授乳期に特徴的な疾病の予防と改善のための栄
養アセスメントおよび栄養ケアについて理解で
きる。

E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐４ ‐A‐d，e
Ⅴ‐４ ‐B ‐g

６ 新生児期・乳児期の身体的・生理的特徴 乳児期の身体的・生理的特徴が理解できる。 E‐１ ‐２ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐５ ‐A‐a～i

７ 乳児期の栄養アセスメント 乳児期における栄養アセスメントについて理解
できる。 E‐１ ‐２ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐2 ‐D ‐b

Ⅴ‐５ ‐B ‐a～g

８ 乳児期の栄養ケア 乳児期における栄養ケアについて理解できる。 E‐１ ‐２ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐５ ‐B ‐a～g

９ 離乳食について 離乳食の進め方を理解し、正しい知識を習得で
きる。 E‐１ ‐２ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐５ ‐B ‐h

１０ 幼児期の生理的特徴 幼児期の発育・発達に応じた栄養ケアができる
よう、身体的特徴や疾病について理解できる。 E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐６ ‐A‐a～g

１１ 幼児期の栄養アセスメントと栄養ケア 幼児期における栄養アセスメントおよび栄養ケ
アについて理解できる。 E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐c

Ⅴ‐６ ‐B ‐a，b，c，d，g，h

１２ 学童期の生理的特徴 学童期の生理的特徴について理解できる。 E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐６ ‐A‐a～h

１３ 学童期の栄養アセスメントと栄養ケア 学童期の栄養アセスメントおよび栄養ケアにつ
いて理解できる。 E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐c

Ⅴ‐６ ‐B ‐a～h

１４ 思春期の生理的特徴 思春期の生理的特徴と疾患について理解できる。E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐６ ‐A‐a～h

１５ 思春期の栄養アセスメントと栄養ケア 思春期の栄養アセスメントおよび栄養ケアにつ
いて理解できる。 E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐６ ‐B ‐a～h
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応用栄養学Ⅲ	 Applied NutritionⅢ

担 当 教 員 名 水田　文 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 MIZUTA Fumi 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 木曜日　１６：３０～１７：１０（９５０３研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－応用栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 生活習慣病　高齢期　特殊環境　ストレス 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 各ライフステージの身体的特徴を理解し、栄養管理のあり方を学ぶ。健康増進を目的とした運動方法、ストレス、特
殊環境の栄養ケアとリスク管理について理解できる。

教 育 目 標 健康維持・増進および疾病予防のための食事摂取基準に基づいた栄養アセスメントを習得する。健康栄養学部ディプ
ロマ・ポリシーの③と④に該当する。

到 達 目 標 成長、発達、加齢に伴う人体の構造や機能の変化と栄養状態との関係について理解し、栄養アセスメントとリスク管
理について理解できる。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容について教科書を熟読し重要な箇所をマーカーでチェックしておく。授業後には必ず復習を行う。予
習・復習としてそれぞれ９０～１２０分を目安とする。

教科書・教材 イラスト応用栄養学　第 ３ 版　藤木理代・天本理恵　他　著　東京教学社　ISBN：９７８－４－８０８２－６０７２－９

参 考 書 授業時に紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（９０％）、小テスト（１０％）小テストは採点後、解説したのち返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 成人期の身体的特徴、生活習慣 成人期の身体的特徴および生活スタイルについ
て理解できる。 E‐１ ‐４ ‐①，② Ⅴ‐７ ‐A‐a，c

２ 更年期の生理的特徴・栄養ケア 更年期の生理的特徴に応じた栄養ケアを理解で
きる。 E‐１ ‐４ ‐①，② Ⅴ‐７ ‐A‐b，c

Ⅴ‐７ ‐B ‐c

３ 生活習慣病 生活習慣病、メタボリックシンドロームの発症、
予防について理解できる。 E‐１ ‐４ ‐③，④ Ⅴ‐７ ‐B ‐b

４ 生活習慣病の栄養ケア（糖尿病） 糖尿病予防を目的とした評価と栄養ケアを理解
できる。 E‐１ ‐４ ‐③，④ Ⅴ‐2 ‐E ‐c

Ⅴ‐７ ‐B ‐a，b

５ 生活習慣病の栄養ケア（脂質異常） 脂質異常症の予防のための食事経過を理解でき
る。 E‐１ ‐４ ‐③，④ Ⅴ‐2 ‐E ‐b

Ⅴ‐７ ‐B ‐a，b

６ 生活習慣病の栄養ケア（高血圧症） 高血圧予防のための食事計画を理解できる。 E‐１ ‐４ ‐③，④ Ⅴ‐2 ‐E ‐a，d
Ⅴ‐７ ‐B ‐a，b

７ 骨粗鬆症の栄養ケア 骨粗鬆症予防のための食事計画を理解できる。 E‐１ ‐４ ‐③，④ Ⅴ‐７ ‐B ‐c，d

８ 高齢期の生理機能の変化 高齢者の生理的特性や身体的変化について理解
できる。 E‐１ ‐５ ‐① Ⅴ‐８ ‐A‐a～h

９ 高齢期の栄養アセスメント 高齢者の栄養アセスメントについて理解できる。E‐１ ‐５ ‐②，③，④ Ⅴ‐2 ‐D ‐d
Ⅴ‐８ ‐B ‐a，b，c，d

１０ 高齢期の栄養ケア 高齢期の栄養ケアについて理解できる。 E‐１ ‐５ ‐②，③，④ Ⅴ‐2 ‐D ‐d
Ⅴ‐８ ‐B ‐e，f，g，h，i

１１ 運動時のエネルギー代謝 運動時のエネルギー代謝経路を理解し、適切な
運動量の算定方法を理解できる。 E‐１ ‐６ ‐①，②，③ Ⅴ‐９ ‐A‐a，b，c

１２ 運動と健康増進 運動の種類と運動による身体機能の向上につい
て理解できる。 E‐１ ‐６ ‐①，②，③ Ⅴ‐９ ‐B ‐a，b

Ⅴ‐９ ‐C ‐a，b，c，d，e

１３ ストレスと栄養 ストレス環境下における身体の応答、栄養ケア
について理解できる。 E‐１ ‐７ ‐① Ⅴ‐１０ ‐A‐a，b，c

１４ 特殊環境と栄養（気温） 特殊環境（気温）における身体の変化と栄養ケ
アを理解できる。 E‐１ ‐７ ‐② Ⅴ‐１０ ‐B ‐a

１５ 特殊環境と栄養（気圧） 特殊環境（気圧）における身体の変化と栄養ケ
アを理解できる。 E‐１ ‐７ ‐② Ⅴ‐１０ ‐B ‐b，c，d



専

門

70

応用栄養学実習Ⅰ	 Practices of Applied NutritionⅠ

担 当 教 員 名 水田　文 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 MIZUTA Fumi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 木曜日　１６：３０～１７：１０（９５０３研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－応用栄養学 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養ケア・マネジメント　栄養アセスメント　ライフステージ　 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 ライフステージ別の栄養アセスメント、評価、判定を行い、身体状況や栄養状態に応じた食事計画を立てる能力を養
うことを目的とする。

教 育 目 標 各ライフステージの生理的特徴、食事摂取基準を学び、対象に応じた献立の作成や食事計画の知識・技術の習得を行
う。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー③と④に該当する。

到 達 目 標 各ライフステージにおける栄養管理のあり方と、食事摂取基準を活用した栄養管理の基本を習得する。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容について教科書を熟読し、重要な箇所はチェックをする。実習後、不明な点や疑問点については毎回
調べるようにする。予習・復習としてそれぞれ９０～１２０分を目安とする。

教科書・教材 新編　応用栄養学実習　宮澤節子・長浜幸子　編集　学建書院　ISBN：９７８－４－７６２４－０８８３－０

参 考 書 必要に応じて紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習レポート（７０％）およびグループ発表（３０％）　レポートについては採点後返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 応用栄養学実習Ⅰの概要を説明する。 ― ―

２ 栄養スクリーニング 対象者の栄養障害の有無を判定する栄養スク
リーニングができる。 A‐２，C‐４ Ⅴ‐１ ‐A‐a

Ⅴ‐１ ‐B ‐a

３ 栄養アセスメント① 対象者の栄養状態の評価・判定方法を習得する。 C‐５ ‐２ ‐①，② Ⅴ‐１ ‐B ‐a～g

４ 栄養アセスメント② 様々な食事調査法の特徴を理解することができ
る。

C‐４ ‐３ ‐③，④，⑤
C‐５ ‐２ ‐③，④ Ⅴ‐１ ‐B ‐a～g

５ 妊娠期の栄養① 妊娠期の栄養アセスメントについて理解できる。E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐a
Ⅴ‐４ ‐B ‐a～g

６ 妊娠期の栄養②　 妊娠期の栄養ケア・マネジメントについて理解
できる。 E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐４ ‐B ‐a～g

７ 妊娠期の栄養（グループ発表）③ 妊娠期の栄養ケア・マネジメントについて説明
できる（グループ発表）。 E‐１ ‐２ ‐①，②，③ Ⅴ‐4 ‐B ‐a～g

８ 授乳期の栄養① 授乳期の栄養アセスメントについて理解できる。E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐a
Ⅴ‐４ ‐B ‐g，h

９ 授乳期の栄養② 授乳期の栄養ケア・マネジメントが理解できる。E‐１ ‐１ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐a
Ⅴ‐４ ‐B ‐d，e，g

１０ 乳児期の栄養① 乳児期の栄養アセスメントについて理解できる。E‐１ ‐２ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐2 ‐D ‐b
Ⅴ‐５ ‐B ‐a～h

１１ 乳児期の栄養② 乳児期の栄養ケア・マネジメントが理解できる。E‐１ ‐２ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐2 ‐D ‐b
Ⅴ‐５ ‐B ‐a～h

１２ 幼児期の栄養① 幼児期の栄養アセスメントについて理解できる。E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐c
Ⅴ‐６ ‐B ‐a～h

１３ 幼児期の栄養② 幼児期の栄養ケア・マネジメントについて理解
できる。 E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐c

Ⅴ‐６ ‐B ‐a～h

１４ 幼児期の栄養（グループ発表）③ 幼児期の栄養ケア・マネジメントについて説明
できる（グループ発表）。 E‐１ ‐４ ‐①，②，③ Ⅴ‐７ ‐B ‐a～h

１５ まとめ 全体のまとめ（グループ発表） ― ―
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応用栄養学実習Ⅱ	 Practices of Applied NutritionⅡ

担 当 教 員 名 水田　文 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 MIZUTA Fumi 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 木曜日　１６：３０～１７：１０（９５０３研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－応用栄養学 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養ケア・マネジメント　ライフステージ　スポーツ 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 各ライフステージのおよび運動・スポーツ時における栄養管理についての実習を行う。

教 育 目 標 対象者に応じた栄養ケア・マネジメントを理解し、実践力を身に付けられるようにする。健康栄養学部ディプロマ・
ポリシー③と④に該当する。

到 達 目 標 各ライフステージに対応した栄養ケア・マネジメントが実施できる。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容について教科書を熟読し、重要な箇所はチェックをする。実習後、不明な点や疑問点については毎回
調べるようにする。予習・復習としてそれぞれ９０～１２０分を目安とする。

教科書・教材 新編　応用栄養学実習　宮澤節子・長浜幸子　編集　学建書院　ISBN：９７８－４－７６２４－1８８３－9

参 考 書 必要に応じて紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習レポート（７０％）およびグループ発表（３０％）　レポートについては採点後返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 応用栄養学実習Ⅱの概要を説明する。 ― ―

２ 学童期の栄養① 学童期の栄養アセスメントについて理解できる。E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐c
Ⅴ‐６ ‐B ‐a～h

３ 学童期の栄養② 学童期の栄養ケア・マネジメントが説明できる。E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐c
Ⅴ‐６ ‐B ‐a～h

４ 思春期の栄養① 思春期の栄養アセスメントについて理解できる。E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐c
Ⅴ‐６ ‐B ‐a～g

５ 思春期の栄養② 思春期の栄養ケア・マネジメントについて理解
できる。 E‐１ ‐３ ‐①，②，③ Ⅴ‐2 ‐D ‐c

Ⅴ‐６ ‐B ‐a～h

６ 壮年期・中年（実年）期の栄養① 壮年期・中年（実年）期の栄養ケア・マネジマ
ントについて理解できる。 E‐１ ‐４ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐2 ‐E ‐a～d

Ⅴ‐７ ‐B ‐a～d

７ 壮年期・中年（実年）期の栄養② 壮年期女性の栄養ケア・マネジメントについて
理解できる。 E‐１ ‐４ ‐①，②，④ Ⅴ‐2 ‐E ‐a～d

Ⅴ‐７ ‐B ‐a～d

８ 高齢期の栄養① 高齢期の栄養アセスメントについて理解できる。E‐１ ‐５ ‐①，②，③，④ Ⅴ‐2 ‐D ‐d
Ⅴ‐８ ‐B ‐a～i

９ 高齢期の栄養② 高齢期の栄養ケア・マネジメントについて理解
できる。 E‐１ ‐５ ‐②，③，④ Ⅴ‐2 ‐D ‐d

Ⅴ‐８ ‐B ‐a～i

１０ 咀嚼・嚥下について 咀嚼・嚥下低下時の栄養ケアについて理解でき
る。 E‐１ ‐５ ‐②，③，④ Ⅴ‐８ ‐A‐b，c，d

Ⅴ‐８ ‐B ‐b，c，d

１１ 運動・スポーツ栄養① 運動・スポーツ時の栄養アセスメントについて
理解できる。 E‐１ ‐６ ‐①，②，③ Ⅴ‐９ ‐A‐a～c

Ⅴ‐９ ‐B ‐a，b

１２ 運動・スポーツ栄養② 運動・スポーツ時の栄養ケア・マネジメントに
ついて理解できる。 E‐１ ‐６ ‐①，②，③ Ⅴ‐９ ‐C ‐a～e

１３ 特殊環境・ストレス　① ストレス時の栄養ケア・マネジメントについて
理解できる。 E‐１ ‐７ ‐① Ⅴ‐１０ ‐A‐a，b，c

１４ 特殊環境・ストレス　② 高温環境時の栄養ケア・マネジメントについて
理解できる。 E‐１ ‐７ ‐② Ⅴ‐１０ ‐B ‐a，b，c，d

１５ まとめ 全体のまとめ（グループ発表） ― ―
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栄養教育論Ⅰ	 Nutrition EducationⅠ

担 当 教 員 名 吉野　佳織 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・保健センター等勤務・管理栄養士（３０年）

英 語 氏 名 YOSHINO Kaori 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火　１２：１０～１２：４０（９２０１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－栄養教育論 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 行動科学理論　行動変容　栄養教育マネジメント 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 健康の保持・増進、QOLの向上に寄与するための食行動の形成を目指した健康・栄養状態、食行動、食環境につい
ての栄養教育の基礎的理論と指導方法について学ぶ。

教 育 目 標 対象者の健康・栄養状態、食行動、食環境などの情報収集、分析方法について学び、総合的に評価する実践的な技術
と能力を習得する。好ましい食習慣の定着に寄与できる能力を習得する。ディプロマ・ポリシーの③と④に関連する。

到 達 目 標 対象者の特徴に応じた問題点の抽出とそれに対する健康・栄養課題の改善策を提案することができる。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容に関係する教科書、配布資料を前日までに １ 時間は熟読し、不明点は調べること。また、 １ 単位あた
りの自習時間は３０時間が目安。

教科書・教材 「栄養教育論（第 2 版）」岡崎光子ほか著（光生館　９７８－４－３３２－０３０４４－７）
「栄養教育論実習ワークブック第 ３ 版」山下静江ほか編（みらい　９７８－４－８６０１５－５０８－７）　

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）、課題提出（３０％）により総合的に評価し、課題は返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 栄養教育とは
オリエンテーション、「食をめぐる問題」につ
いて意味を考えることにより栄養教育の必要性
を理解する。

E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Aa～b

２ 栄養教育の概念、栄養教育の定義、目的、目標 栄養教育の概念、栄養教育の定義、目的、目標
を理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Aa～b

Ⅵ‐3 ‐Ae

３ 栄養教育の対象と栄養教育の場 栄養関係法規と管理栄養士制度。管理栄養士、
栄養士の活動分野。 E‐２ ‐２ ‐１，２

Ⅵ‐１ ‐Aa～b
Ⅵ‐1 ‐Ed
Ⅵ‐3 ‐Ae

４ 栄養指導、栄養教育の歴史 食生活の変遷・国民栄養の状況と栄養教育。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Aa～b

５ 栄養教育と環境づくり 食物へのアクセスと情報へのアクセスを理解す
る。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Aa～b

Ⅵ‐3 ‐Ae

６ 行動科学理論と栄養教育 行動科学理論が食行動の変容をめざした食習慣
の定着に重要であることを理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ba

７ 行動科学の理論とモデル① 刺激反応理論～トランスセオレティカルモデル
について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Bb～e

８ 行動科学の理論とモデル② 計画的行動理論～ソーシャルサポートについて
理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Bf～h

９ 行動科学の理論とモデル③ コミュニティオーガニゼーション～ヘルスリテ
ラシーについて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Bi～k

１０ 行動変容技法① 刺激統制～行動置換について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Da～c

１１ 行動変容技法② オペラント強化～目標宣言・行動契約について
理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Dd～g

１２ 行動変容技法③ セルフモニタリング～ナッジについて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Dh～l

１３ 行動変容技法④ セルフヘルプグループ～ソーシャルキャピタル
について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ea～Ⅵ‐2 ‐Ab

１４ 栄養教育マネジメント 栄養教育実施のため必要な全体像を把握する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba

１５ 栄養教育のためのアセスメント 食生活、栄養に関する諸調査の基本項目を理解
する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba
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栄養教育論Ⅱ	 Nutrition EducationⅡ

担 当 教 員 名 吉野　佳織 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・保健センター等勤務・管理栄養士（３０年）

英 語 氏 名 YOSHINO Kaori 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火　１２：１０～１２：４０（９２０１研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－栄養教育論 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 行動変容　栄養教育マネジメント　栄養教育プログラム　 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 対象者の食行動の問題点を抽出し、その改善策を計画・実施・評価する方法について学ぶ。行動科学理論から対象者
の状況を判断し、科学的根拠に基づいた栄養指導法を習得する。

教 育 目 標 対象者の健康・栄養状態、食行動、食環境などの情報収集、分析方法について学び、総合的に評価する実践的な技術
と能力を習得する。好ましい食習慣の定着に寄与できる能力を習得する。ディプロマ・ポリシーの③と④に関連する。

到 達 目 標 対象者の特徴に応じた問題点の抽出とそれに対する健康・栄養課題の改善策を提案することができる。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容に関係する教科書、配布資料を前日までに １ 時間は熟読し、不明点は調べること。また、 １ 単位あた
りの自習時間は３０時間が目安。

教科書・教材 「栄養教育論（第 2 版）」岡崎光子ほか著（光生館　９７８－４－３３２－０３０４４－７）
「栄養教育論実習ワークブック第 ３ 版」山下静江ほか編（みらい　９７８－４－８６０１５－５０８－７）　

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）、課題提出（３０％）により総合的に評価し、課題は返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 求められる栄養教育とは オリエンテーション、健康・栄養情報と栄養教
育について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐1 ‐Aa～b

Ⅵ‐1 ‐Ed

２ 栄養教育マネジメント　 栄養教育のカリキュラムと重点項目を理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

３ 栄養教育のためのアセスメント 栄養アセスメントの種類と方法について理解す
る。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba

４ 栄養教育の計画 目標設定ができる。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Cf

５ 栄養教育の実施① 指導方法と指導案を理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Dc

６ 栄養教育の実施② 教材の種類と特徴を理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Dd
Ⅵ‐2 ‐Ea～b

７ 栄養教育の評価① 評価の種類と特徴を理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Fa～h

８ 栄養教育の評価② 総合的評価と評価結果の活用を理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Fi

９ 栄養教育の事例検討① 栄養教育の事例検討 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１０ 栄養教育の事例検討② 産業、福祉の場での事例を説明できる。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１１ 栄養教育の事例検討③ 障害、スポーツなど特殊状況にある人の事例を
説明できる。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１２ 栄養教育計画の作成① 対象者の選定と栄養教育の必要性の根拠を説明
できる。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１３ 栄養教育計画の作成② 指導方法と指導ツールについて説明できる説明
できる。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１４ 栄養教育計画の作成③ プログラム実施時の注意点と評価方法を説明で
きる。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１５ アンケートの設計 食生活に関する調査方法を理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e
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栄養カウンセリング論	 Nutrition Counseling

担 当 教 員 名 吉野　佳織 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・保健センター等勤務・管理栄養士３０年

英 語 氏 名 YOSHINO Kaori 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火　１２：１０～１２：４０（９２０１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－栄養教育論 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 行動変容　栄養カウンセリング　ライフステージ 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 栄養カウンセリングの理論、ライフステージ別の栄養教育の特徴を学ぶ。

教 育 目 標 対象者の健康・栄養状態、食行動、食環境などから、効果的な栄養教育を実践するために、コミュニケーションの取
り方、行動科学理論の応用について理解を深め、基礎的な技術を習得する。ディプロマ・ポリシーの②と④に関連する。

到 達 目 標 ライフステージや状況別の特徴に応じた目標設定とコミュニケーションの取り方を理解し、栄養カウンセリングが実
践できる能力を習得する。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容に関係する教科書、配布資料を前日までに １ 時間は熟読し、不明点は調べること。また、 １ 単位あた
りの自習時間は３０時間が目安。

教科書・教材 「栄養教育論（第 2 版）」岡崎光子ほか著（光生館　９７８－４－３３２－０３０４４－７）
「栄養教育論実習ワークブック第 ３ 版」山下静江ほか編（みらい　９７８－４－８６０１５－５０８－７）

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（６０％）、課題提出（４０％）により総合的に評価し、課題は返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 栄養カウンセリングとは オリエンテーション、栄養カウンセリングの意
義について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

２ 栄養カウンセリングの理論 問題解決のプロセスと行動変容について理解す
る。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

３ 栄養カウンセリングの方法① 栄養カウンセリングの開始準備について理解す
る。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

４ 栄養カウンセリングの方法② カウンセリングの基本姿勢について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

５ 栄養カウンセリングの方法③ 初回面接について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

６ 栄養カウンセリングの方法④ ２ 回目以降の栄養カウンセリングについて理解
する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

７ 栄養カウンセリングの方法⑤ 行動変容技法を取り入れたカウンセリングにつ
いて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

８ ライフステージ別カウンセリングの留意点① 妊娠・授乳期の栄養カウンセリングについて理
解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

Ⅵ‐3 ‐Aa

９ ライフステージ別カウンセリングの留意点② 乳・幼児期の栄養カウンセリングについて理解
する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

Ⅵ‐3 ‐Aa

１０ ライフステージ別カウンセリングの留意点③ 学童期、思春期の栄養カウンセリングについて
理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

Ⅵ‐3 ‐Ab

１１ ライフステージ別カウンセリングの留意点④ 成人期の栄養カウンセリングについて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d
Ⅵ‐3 ‐Ac

１２ ライフステージ別カウンセリングの留意点⑤ 高齢期の栄養カウンセリングについて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d
Ⅵ‐3 ‐Ad

１３ ライフステージ別カウンセリングの留意点⑥ 特定健診・特定保健指導の栄養カウンセリング
について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

Ⅵ‐3 ‐Ac～e

１４ 栄養カウンセリングの方法⑥ グループカウンセリングについて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d

１５ 栄養カウンセリングの方法⑦ 電話や電子メールによる支援について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐１ ‐Ca～d
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栄養教育論実習Ⅰ	 Practices of Nutrition EducationⅠ

担 当 教 員 名 吉野　佳織 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・保健センター等勤務・管理栄養士（３０年）

英 語 氏 名 YOSHINO Kaori 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火　１２：１０～１２：４０（９２０１研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－栄養教育論 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養マネジメント　栄養アセスメント　栄養教育計画　 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 栄養教育論で学んだ理論を基礎に、栄養教育・指導における実践的技法を習得する。実測・実習・演習・調査などを
実施し、総合的に栄養教育の教育方法、あり方について習得する。

教 育 目 標 対象者の特性を考慮した食生活上の問題点を明らかにし、改善方法の検討、指導ツールの作成・活用方法の検討等を
行い、グループ討議、調査、プレゼンテーションなど実践力を身につける。ディプロマ・ポリシーの②と③に関連する。

到 達 目 標 栄養アセスメントの種々の調査方法を体験し、対象者の健康問題の抽出、計画、指導ツールの作成、評価デザイン、プ
レゼンテーションを通し、伝える力等を養い、企画・創造力、分析・判断力、管理・協調力などの応用力を身につける。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容に関係する教科書、配布資料を前日までに １ 時間は熟読し、不明点は調べること。また、 １ 単位あた
りの自習時間は３０時間が目安。

教科書・教材 「栄養教育論（第 2 版）」岡崎光子ほか著（光生館　９７８－４－３３２－０３０４４－７）
「栄養教育論実習ワークブック第 ３ 版」山下静江ほか編（みらい　９７８－４－８６０１５－５０８－７）

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習終了後のレポート（２０％）、単元毎の課題提出（８０％）により総合的に評価し、課題は返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 栄養マネジメント オリエンテーション、PDCAサイクルに基づい
た栄養マネジメントについて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

２ 栄養アセスメント 栄養アセスメントの実際について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

３ 食事調査① 食事の聞き取り調査の実際について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

４ 食事調査② 食事データの処理方法、栄養計算について理解
する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

５ アンケートの設計 健康・食生活状況の調査方法について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

６ データの集計 アセスメント結果の集計について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

７ 統計学の基礎 調査データの統計解析方法について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

８ 問題点の抽出① 栄養教育の目標について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

９ 問題点の抽出② 既存資料の活用について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１０ 栄養教育計画 栄養教育計画の立案について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１１ 栄養指導ツールの開発① 栄養指導ツールの種類や効果について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１２ 栄養指導ツールの開発② 対象者のニーズと栄養指導ツールについて理解
する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１３ プレゼンテーション①
調査結果、栄養教育計画、開発ツールについて
整理し、プレゼンテーションの準備について理
解する。

E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１４ プレゼンテーション② 話し方の技術を理解しプレゼンテーションの準
備を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１５ プレゼンテーション③ プレゼンテーションを実施し、その評価方法を
理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e
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栄養教育論実習Ⅱ	 Practices of Nutrition EducationⅡ

担 当 教 員 名 吉野　佳織 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・保健センター等勤務・管理栄養士（３０年）

英 語 氏 名 YOSHINO Kaori 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火　１２：１０～１２：４０（９２０１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－栄養教育論 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養マネジメント　栄養アセスメント　栄養教育の評価　 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 栄養教育論実習Ⅰで学んだ理論と手法を基礎に、栄養教育・指導における実践的技法を習得する。事例検討、ロール
プレイにより総合的に栄養教育の教育方法、あり方について習得する。

教 育 目 標
対象者の特性を考慮した食生活上の問題点を事例検討により理解を進める。事例に対する改善方法の検討、指導ツー
ルの作成・活用方法などを検討し、グループ討議、プレゼンテーションなど実践力を身につける。ディプロマ・ポリ
シーの②と③に関連する。

到 達 目 標 対象者の健康問題の抽出、計画、指導ツールの作成、評価デザイン、プレゼンテーションを通し、伝える力等を養い、
企画・創造力、分析・判断力、管理・協調力などの応用力を身につける。

予 習 ・ 復 習 各回の授業内容に関係する教科書、配布資料を前日までに １ 時間は熟読し、不明点は調べること。また、 １ 単位あた
りの自習時間は３０時間が目安。

教科書・教材 「栄養教育論（第 2 版）」岡崎光子ほか著（光生館　９７８－４－３３２－０３０４４－７）
「栄養教育論実習ワークブック第 ３ 版」山下静江ほか編（みらい　９７８－４－８６０１５－５０８－７）

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習終了後のレポート（２０％）、単元毎の課題提出（８０％）により総合的に評価し、課題は返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 健康教育と栄養教育 オリエンテーション、健康施策と栄養教育のあ
り方について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

２ 健康づくり　健康の保持増進 ポピュレーションアプローチ、ソーシャルキャ
ピタルについて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

３ 対象者特性と栄養教育 ライフステージ・状況別の栄養特性について理
解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

４ 食事摂取基準と栄養教育 食事摂取基準の栄養教育活用時の注意点を理解
する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

５ 統計学① 調査データの統計解析方法について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

６ 統計学② 事例検討により食事データの処理方法について
理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

７ スピーチと自己表現 個別・集団指導の際のコミュニケーションにつ
いて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

８ スピーチと伝え方 話し方の技術を理解しスピーチの原稿作成、実
演、評価を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

９ スポーツ栄養学と栄養教育 ジュニアアスリートへ栄養教育計画の立案につ
いて理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１０ 集団栄養指導（ ５ 分） 対象別栄養指導について理解し、ロールプレイ
を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１１ 集団栄養指導（２０分）① 対象別のニーズと栄養指導ツールについて理解
し、ロールプレイを行う。（前半グループ） E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１２ 集団栄養指導（２０分）② 対象別のニーズと栄養指導ツールについて理解
し、ロールプレイを行う。（後半グループ） E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１３ 特定健診・特定保健指導① 健診データから初回面接時の準備を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１４ 特定健診・特定保健指導② 階層別初回面接のロールプレイを行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi
Ⅵ‐３ ‐Aa～e

１５ 特定健診・特定保健指導③ ２ 回目以降の栄養教育について、ロールプレイ
を行う（電話、メールなど）。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅵ‐２ ‐Ba～Fi

Ⅵ‐３ ‐Aa～e
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臨床栄養学Ⅰ（臨床栄養）	Clinical DieteticsⅠ

担 当 教 員 名 小島　真由美 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院勤務19年　高齢者施設17年

英 語 氏 名 KOJIMA Mayumi 対 象 学 生 2 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 在室時は随時対応 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－臨床栄養学 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養スクリーニング　栄養アセスメント 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 傷病者に対する適切な栄養管理の方法、いわゆる栄養評価から栄養介入までを総論的に学修する。

教 育 目 標 傷病者の栄養ケアマネジメントで最初に行う栄養スクリーニングと栄養アセスメントの具体的な手法を修得する。健
康栄養学部ディプロマ・ポリシー②④に関連する。

到 達 目 標 栄養評価に必要なパラメーターについて理解し、傷病者の栄養アセスメントができるようにする。

予 習 ・ 復 習 授業前には教科書を熟読し、不明な用語について下調べをしておく。授業後には、理解ができなかった箇所は質問を
して、授業内容はノートをまとめる。60～90分程度の予習・復習を必要とする。

教科書・教材 「新・臨床栄養学」竹谷豊・塚原丘美・桑波田雅士・坂上浩／編（講談社　ISBN978－4－06－155384－2）

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（80％）　小テスト（20％　解説でフィードバックをする）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 臨床栄養学の意義と目的を理解する。 A1～10 Ⅶ‐1 ‐A‐a～g

２ 臨床栄養の概念⑴ 医療制度と介護制度を理解する。 F1,2,3 Ⅶ‐1 ‐B ‐a～c

３ 臨床栄養の概念⑵ チーム医療（NST、クリニカルパスなど）に
ついて理解する。 F1,2,3 Ⅶ‐1 ‐C ‐a～c

４ 臨床栄養の概念⑶ 患者の擁護、QOL（インフォームドコンセント、
ターミナルケア、在宅ケア）について理解する。 F1,2,3 Ⅶ‐1 ‐C ‐d～g

Ⅶ‐1 ‐D ‐a～d

５ 傷病者の栄養管理⑴ 栄養スクリーニングについて理解する。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐A‐a～d

６ 傷病者の栄養管理⑵ 栄養評価（身体計測）について理解する。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐A‐a～d

７ 傷病者の栄養管理⑶ 栄養評価（臨床検査、臨床診査）について理解
する。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐A‐a～d

８ 傷病者の栄養管理⑷ 栄養評価（食事摂取調査）について理解する。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐A‐a～d
Ⅶ‐2 ‐D ‐a，b

９ 傷病者の栄養管理⑸ 栄養必要量の算出（エネルギー）について理解
する。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐B ‐a～d

１０ 傷病者の栄養管理⑹ 栄養必要量の算出（たんぱく質、脂質など）に
ついて理解する。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐B ‐a～d

１１ 傷病者の栄養管理⑺ 栄養補給法について（経路と選択）。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐C ‐a～d

１２ 傷病者の栄養管理⑻ 栄養補給法について（経腸と静脈）。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐C ‐a～d

１３ 傷病者の栄養管理⑼ 食事と医薬品の相互作用について理解する。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐G ‐a，b

１４ 傷病者の栄養管理⑽ モニタリングおよびPOMRによる栄養ケアの
記録作成ができる。 F1,2,3 Ⅶ‐2 ‐E ‐a～d

Ⅶ‐2 ‐F ‐a，b

１５ まとめ 授業で十分説明できなかった事項の解説など。 ― ―
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臨床栄養学Ⅱ（アセスメント・検査）	Clinical DieteticsⅡ

担 当 教 員 名 山中　麻希 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院勤務・管理栄養士 ３ 年

英 語 氏 名 YAMANAKA Maki 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 在室時は随時対応（９２０６研究室）。短い質問は授業内に受け付ける。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－臨床栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養アセスメント　栄養ケア 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 臨床栄養学Ⅰで学んだことを生かし、傷病者・要介護者に対する栄養管理をより良く運用していくための具体的な手
法について疾患を交えて学ぶ各論である。生活習慣病を中心に学ぶ。

教 育 目 標 栄養管理プロセス（NCP）を理解し、さまざまな病態に合わせて栄養管理を実施できる。健康栄養学部ディプロマ・
ポリシー②④に関連する。

到 達 目 標 疾患毎のアセスメント項目および特徴を理解し、栄養管理プロセスに沿った栄養管理方法を提案できる。

予 習 ・ 復 習 授業前に教科書を熟読し、不明な用語について下調べをしておく。授業後には、理解度を高めるために授業内容をノー
トにまとめ、内容を第三者へ説明できるように整理する。予習・復習でそれぞれ９０～１２０分必要とする。

教科書・教材 「新・臨床栄養学」　竹谷豊・塚原丘美・桑波田雅士・阪上浩／編　講談社（ISBN：９７８－４－０６－１５５３８４－２）

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（１００％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 栄養障害（PEM、リフィーディングシンドロー
ム、欠乏症と過剰症）

栄養障害の病態を理解し、NCPに基づいた栄
養管理ができる。 F４‐１ Ⅶ‐３ ‐A‐a～c

２ 肥満、メタボリックシンドローム 肥満およびメタボリックシンドロームの病態を
理解し、NCPに基づいた栄養管理ができる。 F４‐２ Ⅶ‐３ ‐B ‐a

３ 糖尿病の病態 糖尿病の病態と治療について理解する。 F４‐２ Ⅶ‐３ ‐B ‐b

４ 糖尿病の食事療法 糖尿病患者に対してNCPに基づいた栄養管理
ができる。 F４‐２ Ⅶ‐３ ‐B ‐b

５ 脂質異常症 脂質異常症の病態を理解し、NCPに基づいた
栄養管理ができる。 F４‐２ Ⅶ‐３ ‐B ‐c

６ 高尿酸血症、痛風 高尿酸血症および痛風の病態を理解し、NCP
に基づいた栄養管理ができる。 F４‐２ Ⅶ‐３ ‐B ‐d

７ 高血圧 高血圧の病態を理解し、NCPに基づいた栄養
管理ができる。 F４‐４ Ⅶ‐３ ‐D ‐a

８ 甲状腺機能亢進症・低下症、クッシング症候群
甲状腺機能亢進症・低下症およびクッシング症
候群の病態を理解し、NCPに基づいた栄養管
理ができる。

― Ⅶ‐３ ‐F ‐a，b

９ 動脈硬化症 動脈硬化症の病態を理解し、NCPに基づいた
栄養管理ができる。 F４‐４ Ⅶ‐３ ‐D ‐b

１０ 脳血管障害 脳血管障害の病態を理解し、NCPに基づいた
栄養管理ができる。 F４‐４ Ⅶ‐３ ‐D ‐ f

１１ 虚血性心疾患 虚血性心疾患の病態を理解し、NCPに基づい
た栄養管理ができる。 F４‐４ Ⅶ‐３ ‐D ‐c，e

１２ 心不全 心不全の病態を理解し、NCPに基づいた栄養
管理ができる。 F４‐４ Ⅶ‐３ ‐D ‐d

13 グループワーク 生活習慣病の食事療法について、必要な情報を
対象者へ提供するための資料を作成できる。 F４‐２，４ ‐４ Ⅶ‐３B，３D

14 ライフステージ別の病態に応じた栄養ケア 妊娠期および乳幼児、小児期疾患の病態を理解
し、NCPに基づいた栄養管理ができる。 F５‐１,5 ‐2 Ⅶ‐３ ‐S ‐g～f

Ⅶ‐３ ‐T ‐a，b

１５ 発表報告会 第三者へ栄養管理の重要性や方法について理解
を得られる資料を作成し、指導に活用できる。 F４‐２，４ ‐４ Ⅶ‐３B，３D
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臨床栄養学Ⅲ（チーム医療・介護）	Clinical DieteticsⅢ

担 当 教 員 名 山中　麻希 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院勤務・管理栄養士 ３ 年

英 語 氏 名 YAMANAKA Maki 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 在室時は随時対応（９２０６研究室）。短い質問は授業内に受け付ける。 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－臨床栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養管理プロセス　栄養ケア 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 臨床栄養学Ⅰ・Ⅱで学んだことを生かし、傷病者・要介護者に対する栄養管理をより良く運用していくための具体的
な手法について疾患を交えて学ぶ各論である。消化器系、腎疾患を中心に学ぶ。

教 育 目 標 栄養管理プロセス（NCP）を理解し、さまざまな病態に合わせて栄養管理を実施できる。健康栄養学部ディプロマ・
ポリシー②④に関連する。

到 達 目 標 疾患毎のアセスメント項目および特徴を理解し、栄養管理プロセスに沿った栄養管理方法を提案できる。

予 習 ・ 復 習 授業前に教科書を熟読し、不明な用語について下調べをしておく。授業後には、理解度を高めるために授業内容をノー
トにまとめ、内容を第三者へ説明できるように整理する。予習・復習でそれぞれ９０～１２０分必要とする。

教科書・教材 「新・臨床栄養学」　竹谷豊・塚原丘美・桑波田雅士・阪上浩／編　講談社（ISBN：９７８－４－０６－１５５３８４－２）

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（１００％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 口腔疾患、胃炎、消化性潰瘍、胃食道逆流症
口腔疾患、胃炎、消化性潰瘍、胃食道逆流症の
病態を理解し、NCPに基づいた栄養管理がで
きる。

F4‐3 Ⅶ‐3 ‐C ‐a～c

２ 炎症性腸疾患（IBD）
炎症性腸疾患（クローン病、潰瘍性大腸炎）の
病態を理解し、NCPに基づいた栄養管理がで
きる。

F4‐3 Ⅶ‐3 ‐C ‐e

３ タンパク漏出性腸症、下痢、便秘、過敏性腸症
候群

タンパク漏出性腸症、下痢、便秘、過敏性腸症
候群の病態を理解し、NCPに基づいた栄養管
理ができる。

F4‐3 Ⅶ‐3 ‐C ‐d，f，g

４ 肝炎、肝硬変、脂肪肝 肝炎、肝硬変、脂肪肝の病態を理解し、NCP
に基づいた栄養管理ができる。 F4‐3 Ⅶ‐3 ‐C ‐h～j

５ 胆石症、膵炎 胆石症、膵炎の病態を理解し、NCPに基づい
た栄養管理ができる。 F4‐3 Ⅶ‐3 ‐C ‐k，l

６ 腎疾患の病態 腎炎、ネフローゼ症候群などによる腎障害の病
態を理解する。 F4‐5 Ⅶ‐3 ‐E ‐a～c

７ 腎疾患の食事療法 腎臓病の患者に対して、NCPに基づいた栄養
管理ができる。 F4‐5 Ⅶ‐3 ‐E ‐a～c

８ 糖尿病性腎症 糖尿病性腎症の病態を理解し、NCPに基づい
た栄養管理ができる。 F4‐5 Ⅶ‐3 ‐E ‐d

９ 尿路結石、透析（血液、腹膜） 尿路結石、透析治療が必要になる病態を理解し、
NCPに基づいた栄養管理ができる。 F1‐2,4 ‐5 Ⅶ‐3 ‐E ‐e

１０ 消化器術後、短腸症候群、人工肛門造設後 周術期の病態を理解し、NCPに基づいた栄養
管理ができる。 F4‐7 Ⅶ‐3 ‐O ‐a，b

１１ クリティカルケア、病原微生物、敗血症、熱傷 クリティカルケア、感染症、熱傷の病態を理解
し、NCPに基づいた栄養管理ができる。 F1‐1,4 ‐7 Ⅶ‐3 ‐M‐a

Ⅶ‐3 ‐P ‐a，b

１２ 食物アレルギー 食物アレルギーの病態を理解し、NCPに基づ
いた栄養管理ができる。 F4‐12 Ⅶ‐3 ‐L ‐a

１３ リウマチ性疾患、免疫不全、炎症性皮膚疾患、
アトピー性皮膚炎

膠原病、自己免疫疾患、免疫不全の病態を理解
し、NCPに基づいた栄養管理ができる。 ― Ⅶ‐3 ‐L ‐b，c

１４ 乳幼児、小児疾患 消化不良症、周期性嘔吐症の病態を理解し、
NCPに基づいた栄養管理ができる。 F5‐2 Ⅶ‐3 ‐S ‐a，b

１５ まとめ 理解度の足りない部分の補足。 ― ―
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臨床栄養学Ⅳ（マネジメント）	Clinical DieteticsⅣ

担 当 教 員 名 小島　真由美 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院勤務19年　高齢者施設17年

英 語 氏 名 KOJIMA Mayumi 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 在室時は随時対応 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－臨床栄養学 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 栄養ケアマネジメント 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 臨床栄養学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲで学習した基本的な内容を踏まえて、具体的な栄養ケアマネジメントの流れに添った栄養食事
管理について学修する。

教 育 目 標 疾患別の栄養食事管理を理解して、傷病者、個々の栄養介入方法が考えられる。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー
②④に関連する。

到 達 目 標 傷病者の疾病や環境、パーソナリティなどを踏まえた栄養ケアマネジメントができる。

予 習 ・ 復 習 授業前には教科書を熟読し、不明な用語について下調べをしておく。授業後には、理解ができなかった箇所は質問を
して、授業内容はノートをまとめる。60～90分程度の予習・復習を必要とする。

教科書・教材 「新・臨床栄養学」竹谷豊・塚原丘美・桑波田雅士・坂上浩／編（講談社　ISBN978－4－06－155384－2）
「糖尿病食事療法のための食品交換表　第 7 版」日本糖尿病学会編・著（文光堂　ISBN978－4－8306－6046－7）

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（100％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 高齢者⑴ サルコペニア、フレイルについて理解する。 F4‐11
F5 ‐3 Ⅶ‐3 ‐K ‐d，e

２ 高齢者⑵ 認知症、パーキンソン病について理解する。 F5‐3 Ⅶ‐3 ‐G ‐a，b

３ 高齢者⑶ 嚥下障害、褥瘡について理解する。 F5‐3 Ⅶ‐3 ‐Q ‐a，b
Ⅶ‐3 ‐R ‐a～d

４ 高齢者⑷　症例検討 「症例検討」アセスメントを行う。 F5‐3 Ⅶ‐3 ‐K，G，Q，R

５ 骨疾患（骨粗鬆症、骨軟化症、くる病） 疾患を理解する。 F4‐11 Ⅶ‐3 ‐K ‐a～c

６ 慢性閉塞性肺疾患（COPD） 疾患を理解する。 F4‐9 Ⅶ‐3 ‐ I ‐ a～c

７ 内分泌疾患（甲状腺機能亢進症、甲状腺機能低
下症、クッシング病） 疾患を理解する。 F4‐2 Ⅶ‐3 ‐F ‐a，b

８ 血液系疾患 疾患を理解する。 F4‐10 Ⅶ‐3 ‐ J ‐ a，b

９ 外科的分野（周術期、クリティカルケアなど） 疾患を理解する。 F4‐7 Ⅶ‐3 ‐O ‐a，b

１０ 悪性腫瘍、緩和ケア 疾患を理解する。 F4‐6 Ⅶ‐3 ‐N ‐a～d

１１ 摂食障害 疾患を理解する。 F4‐8 Ⅶ‐3 ‐H ‐a，b

１２ 肝硬変 「症例検討」アセスメントを行う。 F4‐3 Ⅶ‐3 ‐C ‐ i

１３ 慢性腎不全 「症例検討」アセスメントを行う。 F4‐5 Ⅶ‐3 ‐E ‐d

１４ 血液透析 「症例検討」アセスメントを行う。 F4‐5 Ⅶ‐3 ‐E ‐e

１５ まとめ 授業で十分説明できなかった事項の解説など。 ― ―
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臨床栄養学実習Ⅰ	 Practice in Clinical NutritionⅠ

担 当 教 員 名 小島　真由美 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院勤務19年　高齢者施設17年

英 語 氏 名 KOJIMA Mayumi 対 象 学 生 2 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 在室時は随時対応 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－臨床栄養学 単 位 数 1

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 傷病者の栄養アセスメント　病院・施設の食事　摂食・嚥下障害 授 業 方 法 演習・実習

授 業 概 要 傷病者に対する栄養アセスメントの実際の手法、および病院・施設の食事の基本や嚥下障害とその食事について、グ
ループワークなどをとおして学修する。

教 育 目 標 臨床栄養学Ⅰで学修したことを実際に演習することで、傷病者の栄養食事管理について理解を深め、医療、福祉の管理
栄養士として業務を遂行する上で必要な知識と手技を身につける。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー②④に関連する。

到 達 目 標 栄養ケアプランの作成にかかわる栄養必要量や栄養投与方法の決定、食品構成や献立の作成、記録方法について具体
的に理解できる。

予 習 ・ 復 習 授業前には臨床栄養学Ⅰの内容を復習する。授業後には、理解ができなかった箇所は質問をして、授業内容はノート
をまとめる。60～90分程度の予習・復習を必要とする。

教科書・教材 「臨床栄養学実習　第 2 版」塚原丘美／編（講談社　ISBN978－4－06－155393－4）
「糖尿病のための食品交換表　第 7 版」日本糖尿病学会／編・著（文光堂　ISBN978－4－8306－6046－7）

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習レポートおよび課題提出（100％）　提出物は採点後に返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション
栄養アセスメントについて

臨床栄養学実習の概要説明
アセスメントについて理解する。 F1‐2,F3 Ⅶ‐1 ‐A‐a

２ 栄養評価⑴ 身体計測について理解する。 F1‐2,F3 Ⅶ‐2 ‐A‐d

３ 栄養評価⑵ さまざまなエネルギー算出方法について理解す
る。 F1‐2,F3 Ⅶ‐2 ‐B ‐a，b

４ 病院・施設の食事⑴ 常食の献立作成について理解する。 F1‐2,F3 Ⅶ‐2 ‐B ‐a，b
Ⅶ‐2 ‐C ‐b

５ 病院・施設の食事⑵ 常食の献立作成について理解する。 F1‐2,F3 Ⅶ‐2 ‐B ‐a，b
Ⅶ‐2 ‐C ‐b

６ 病院・施設の食事⑶ 常食から軟菜食への展開献立作成について理解
する。 F1‐2,F3 Ⅶ‐2 ‐B ‐a，b

Ⅶ‐2 ‐C ‐b

７ 病院・施設の食事⑷ 常食、軟食の調理実習。 F1‐2,F3 Ⅶ‐2 ‐C ‐b

８ 嚥下障害⑴ 嚥下のしくみについて理解する。 F3,F5 ‐3 Ⅶ‐3 ‐Q ‐a

９ 嚥下障害⑵ 嚥下調整食の基準について理解する。 F3,F5 ‐3 Ⅶ‐3 ‐Q ‐a

１０ 嚥下障害⑶ 嚥下調整食の調理実習。 F3,F5 ‐3 Ⅶ‐3 ‐Q ‐b

１１ 嚥下障害⑷ 口腔ケアについて F3,F5 ‐3 Ⅶ‐3 ‐Q ‐b

１２ 嚥下障害⑸ 介護保険法の手順を理解して「症例検討」する。 F3,F5 ‐3 Ⅶ‐2 ‐A‐b
Ⅶ‐3 ‐Q ‐a

１３ 糖尿病⑴ 食品交換表の使い方を理解する。 F3,F4 ‐2 Ⅶ‐3 ‐B ‐b

１４ 糖尿病⑵ 食品交換表の使い方を理解して献立作成を行う。 F3,F4 ‐2 Ⅶ‐3 ‐B ‐b

１５ まとめ 臨床栄養学実習のまとめ ― ―
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臨床栄養学実習Ⅱ	 Practice in Clinical NutritionⅡ

担 当 教 員 名 小島　真由美 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院勤務19年　高齢者施設17年

英 語 氏 名 KOJIMA Mayumi 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 在室時は随時対応 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－臨床栄養学 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 傷病者の栄養アセスメント　病院・施設の食事 授 業 方 法 演習・実習

授 業 概 要 傷病者に対する栄養アセスメントの実際の手法および食事内容について学修する。

教 育 目 標 臨床栄養学で学修したことを実際に演習することで、傷病者の栄養食事管理について理解を深め、医療、福祉の管理
栄養士として業務を遂行する上で必要な知識と手技を身につける。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー②④に関連する。

到 達 目 標 栄養ケアプランの作成にかかわる栄養必要量や栄養投与方法の決定、食品構成や献立の作成、記録方法について具体
的に理解できる。

予 習 ・ 復 習 授業前には臨床栄養学Ⅰ・Ⅱの内容を復習する。授業後には、理解ができなかった箇所は質問をして、授業内容はノー
トをまとめる。60～90分程度の予習・復習を必要とする。

教科書・教材 「臨床栄養学実習　第 2 版」塚原丘美／編（講談社　ISBN978－4－06－155393－4）
「糖尿病のための食品交換表　第 7 版」日本糖尿病学会／編・著（文光堂　ISBN978－4－8306－6046－7）

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習レポートおよび課題提出（100％）　提出物は採点後に返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション
高尿酸血症

臨床栄養学実習の概要説明。
症例検討を行いアセスメントを理解する。 F3,F4 ‐2 Ⅶ‐3 ‐B ‐d

２ 脂質異常症 症例検討を行いアセスメントを理解する。 F3,F4 ‐2 Ⅶ‐3 ‐B ‐c

３ 食塩コントロール食の献立作成 献立作成を行う。 F3,F4 ‐2 Ⅶ‐3 ‐B，D

４ 食塩コントロール食の調理実習 調理実習を行う。 F3,F4 ‐2 Ⅶ‐3 ‐B，D

５ 高度肥満症 症例検討を行いアセスメントを理解する。 F3,F4 ‐2 Ⅶ‐3 ‐B ‐a

６ 炎症性腸疾患 症例検討を行いアセスメントを理解する。 F3,F4 ‐3 Ⅶ‐3 ‐C ‐e

７ 慢性膵炎 症例検討を行いアセスメントを理解する。 F3,F4 ‐3 Ⅶ‐3 ‐C ‐ l

８ 軟食（低残渣、低脂肪）の献立作成 献立作成を行う。 F3,F4 ‐3 Ⅶ‐3 ‐C

９ 軟食（低残渣、低脂肪）の調理実習 調理実習を行う。 F3,F4 ‐3 Ⅶ‐3 ‐C

１０ エネルギー基質と尿検査からの予測値の算出 アセスメントに必要となる様々な予測値の算出
について理解する。 F1‐2,F3 Ⅶ‐2 ‐A，B

１１ 慢性腎不全 症例検討を行いアセスメントを理解する。 F3,F4 ‐5 Ⅶ‐3 ‐E ‐d

１２ たんぱく質、食塩コントロール食の献立作成 献立作成を行う。 F3,F4 ‐5 Ⅶ‐3 ‐E

１３ たんぱく質、食塩コントロール食の調理実習 調理実習を行う。 F3,F4 ‐5 Ⅶ‐3 ‐E

１４ グループワーク 発表の資料作成を行う。 ― ―

１５ 発表報告会 臨床栄養学実習Ⅱのまとめ報告ができる。 ― ―
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公衆栄養学Ⅰ	 Public Health NutritionⅠ

担 当 教 員 名 小田　雅嗣 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県職員３０年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA Masatsugu 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（於　９２０５公衆栄養学研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－公衆栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 健康日本２１（第二次）・QOLの向上 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 急激な少子高齢化等の社会情勢を背景に、ライフスタイルや食生活が多様化し、健康問題が複雑化する中で「健康日
本２１（第二次）」を効果的に推進していくための手法と地域における関係機関等との連携の重要性を理解する。

教 育 目 標 管理栄養士は、地域における栄養・食生活改善活動のリーダーであることを理解し、健康栄養学部のディプロマ・ポ
リシー②・③を身につける。

到 達 目 標 修得した高度な技術と知識を実践の場で、十分に活用できる力をつける。

予 習 ・ 復 習 各授業前にテキストを熟読し、不明な点等について調べておくこと。講義後に重要であると説明された項目について
ノートで再度確認すること。予習復習時間としてそれぞれ９０～１２０分を必要とする。

教科書・教材 古畑　公・村松康弘・鈴木三枝編　「公衆栄養学」第２０２3版（株）光生館　ISBN９７８－４－３３２－０２１１4－8

参 考 書 適宜紹介する。

成績評価方法
フィードバック 筆記試験（９０％）、ミニテスト（１０％）　ミニテスト後解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 公衆栄養学の意義と学ぶ目的 A Ⅷ‐１ ‐A

２ 公衆栄養活動（Ⅰ）
公衆栄養活動（保健・医療・福祉・介護システ
ム、コミュニティにおける公衆栄養活動、歴史
等）について説明できる。

A‐２，A‐４，A‐７，B‐１（１‐１，１ ‐２） Ⅷ‐１ ‐A‐b，c，d
Ⅷ‐１ ‐B ‐a

３ 公衆栄養活動（Ⅱ）
公衆栄養活動（地域づくり・ヘルスプロモー
ション、自己管理能力、疾病予防等）について
説明できる。

A‐３，A‐４，A‐７ Ⅷ‐１ ‐A‐d
Ⅷ‐１ ‐B ‐b，c，d，e，f，g，h，i

４ 社会環境と健康・栄養問題（Ⅰ） 社会環境と健康・栄養問題（少子高齢化・人口
問題・食料問題等）について説明できる。

B‐１（１‐１，１ ‐３），B‐２
E ‐3 ‐2），3）

Ⅷ‐１ ‐B ‐b，c
Ⅷ‐6 ‐A‐d

５ 社会環境と健康・栄養問題（Ⅱ） 健康状態の変化（平均寿命・健康寿命・生活習
慣病の有病率等）について説明できる。 A‐４ Ⅷ‐１ ‐B ‐b，c

６ 社会環境と健康・栄養問題（Ⅲ） 食事の変化（栄養素摂取量・食品群別摂取量・
料理・食事パターン等）について説明できる。 A‐５ Ⅷ‐２ ‐A

７ 社会環境と健康・栄養問題（Ⅳ） 食生活の変化（食行動・食知識・食態度・食パ
ターン等）について説明できる。 A‐５，A‐６ Ⅷ‐２ ‐B

８ 社会環境と健康・栄養問題（Ⅴ）
食環境の変化（フードシステム・食情報・食料
需給表・食料自給率・食料安全保障等）につい
て説明できる。

A‐４
E‐3 ‐4）② Ⅷ‐２ ‐C

９ 栄養政策（Ⅰ） 我が国の公衆栄養活動（役割・公衆栄養活動と
組織・人材育成等）について説明できる。 A‐４，A‐７ Ⅷ‐３ ‐A‐a，b

１０ 栄養政策（Ⅱ） 公衆栄養関連法規（健康増進法・地域保健法・
食育基本法等）について説明できる。 B‐２ Ⅷ‐３ ‐B

１１ 栄養政策（Ⅲ）
我が国の管理栄養士・栄養士制度（制度の沿
革・栄養士法・職業倫理等）について説明でき
る。

A‐１，A‐１０，B‐１ Ⅷ‐３ ‐C

１２ 栄養政策（Ⅳ） 国民健康・栄養調査について説明できる。 A‐４，A‐９，B‐１ ‐３
E ‐3 ‐4）① Ⅷ‐３ ‐E

１３ 栄養政策（Ⅴ） 施策に関連する指針（食生活指針・栄養バラン
スガイド等）について説明できる。 B‐１（１‐１，１ ‐３），B‐２ Ⅷ‐３ ‐F

１４ 栄養政策（Ⅵ） 国の健康増進計画（健康日本２１（第二次）・食
育推進基本計画等）について説明できる。 A‐４，A‐９，B‐１ ‐３ Ⅷ‐３ ‐D

１５ まとめ 前期のまとめ A,B‐１，B‐２ Ⅷ‐１，２，３
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公衆栄養学Ⅱ	 Public Health NutritionⅡ

担 当 教 員 名 小田　雅嗣 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県職員３０年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA Masatsugu 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（於　９２０５公衆栄養学研究室） 開 講 時 期 前期　

科 目 区 分 専門教育科目－公衆栄養学 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 地域における効果的な公衆栄養活動の実際 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 地域における効果的な公衆栄養活動を実践するために必要な「アセスメント、計画立案、目標設定、プログラム実施、
評価」

教 育 目 標
公衆栄養マネジメントの実施に際して地域住民の自主的参加と主体的な協力を促し、地域社会の関連組織との連携の
重要性と管理栄養士がその中心の役割を担う人材であることを理解するとともに健康栄養学部のディプロマ・ポリ
シー②・③を身につける。

到 達 目 標 地域において、効果的・効率的な公衆栄養活動を的確に実践するために必要な知識と技術を身につける。

予 習 ・ 復 習 各授業前にテキストを熟読し、不明な点等について調べておくこと。講義後に重要であると説明された項目について
ノートで再度確認すること。予習復習時間としてそれぞれ９０～１２０分必要とする。

教科書・教材 古畑　公・村松康弘・鈴木三枝編　「公衆栄養学」第２０２3版（株）光生館　ISBN９７８－４－３３２－０２１１4－8

参 考 書 適宜紹介する。

成績評価方法
フィードバック 筆記試験（９０％）、ミニテスト（１０％）　ミニテスト後解説を行う。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 栄養疫学（Ⅰ） 栄養疫学の概要と役割 B‐３ ‐① Ⅷ‐４ ‐A

２ 栄養疫学（Ⅱ） 曝露情報としての食事摂取量（変動と測定誤差）
について説明できる。 B‐３‐①，②，③，C‐５ ‐１）‐④ Ⅷ‐４ ‐B

３ 栄養疫学（Ⅲ） 食事摂取量の測定方法（各種食事調査法）につ
いて説明できる。 B‐３‐③，⑤，C‐４ ‐３）①，② Ⅷ‐４ ‐C

４ 栄養疫学（Ⅳ） 食事摂取の評価方法等について説明できる。 C‐４ ‐３ ‐④ Ⅷ‐４ ‐D

５ 公衆栄養マネジメント（Ⅰ） 公衆栄養マネジメントの意義と目的、考え方、
過程等について説明できる。

A‐２ ‐④，E‐２ ‐1），
E‐3 ‐1），E‐４ ‐２）① Ⅷ‐５ ‐A

６ 公衆栄養マネジメント（Ⅱ）
公衆栄養アセスメント（目的と方法、ニーズ把
握のための社会調査法、健康・栄養情報の収集
と整理）について説明できる。

C‐４‐④，E‐４ ‐２）④，⑤ Ⅷ‐５ ‐B

７ 公衆栄養マネジメント（Ⅲ）
公衆栄養プログラムの目標設定（目標の種類、
短期・中期・長期の目標設定の目的と指標、目
標値の設定と目標の優先順位）について説明で
きる。

E‐４ ‐２）④，⑤ Ⅷ‐５ ‐C

８ 公衆栄養マネジメント（Ⅳ）
公衆栄養プログラムの計画（計画策定の基本、
推進体制と住民参加、策定の留意点、運営・施
策面のアセスメント、計画書の作成）について
説明できる。

A‐４‐①，②，A‐７，E‐４ ‐５） Ⅷ‐５ ‐D ‐a，b，c，d

９ 公衆栄養マネジメント（Ⅴ）
公衆栄養プログラムの評価（評価の種類、過程
の評価、影響と結果の評価、評価のデザイン、
評価効果のフィードバック）について説明でき
る。

E‐４ ‐1），
G‐１ ‐⑤ Ⅷ‐５ ‐D ‐e，f，g

１０ 公衆栄養プログラムの展開（Ⅰ）
地域特性に対応したプログラムの展開（健康づ
くり・食育、在宅医療・介護支援、健康危機管
理等）について説明できる。

E‐４ ‐４），B‐２ Ⅷ‐６ ‐A

１１ 公衆栄養プログラムの展開（Ⅱ）
食環境づくりのためのプログラムの展開（食品
表示制度と展開方法、指導内容、外食料理の栄
養成分表示制度とヘルシーメニュー等）につい
て説明できる。

E‐４ ‐３） Ⅷ‐６ ‐B

１２ 公衆栄養プログラムの展開（Ⅲ）
地域集団の特性別プログラムの展開（ライフス
テージ別の公衆栄養プログラム、生活習慣病ハ
イリスク集団の公衆栄養プログラム等）につい
て説明できる。

E‐１，E‐3 ‐2），3），
E‐4 ‐2），3），4），5） Ⅷ‐６ ‐C

１３ 諸外国の状況（Ⅰ） 諸外国の健康・栄養問題の現状と課題について
説明できる。 E‐３ ‐５） Ⅷ‐３ ‐G ‐a，b

１４ 諸外国の状況（Ⅱ） 諸外国の健康・栄養政策について説明できる。 E‐３ ‐５） Ⅷ‐３ ‐G ‐c，d，e

１５ まとめ 後期の講義内容のまとめ A‐７，B‐３ Ⅷ‐４，５，６
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公衆栄養学実習	 Practice for Public Health Nutrition

担 当 教 員 名 小田　雅嗣 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県職員３０年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA Masatsugu 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（於　９２０５公衆栄養学研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－公衆栄養学 単 位 数 １

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 公衆栄養活動の実際 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 公衆栄養マネジメントの基本的な考え方やその必要性を学ぶとともに、適切な展開をするために求められる公衆栄養
アセスメントの目的や方法について理解する。

教 育 目 標 健康栄養学部のディプロマ・ポリシー②・③を身につけ、地域における栄養・食生活面からの健康課題解決に向けた
公衆栄養活動を実践並びに住民支援方法等の実際について学ぶ。

到 達 目 標 課題解決に向けた総合的な公衆栄養マネジメント能力を実習・演習により習得する。

予 習 ・ 復 習 事前に配布された資料を熟読し、不明な点等について調べておくこと。講義後に重要であると説明された項目につい
てノートで再度確認すること。予習復習時間としてそれぞれ９０～１２０分を必要とする。

教科書・教材 ―

参 考 書 適宜紹介する。

成績評価方法
フィードバック 授業中に課す課題（５０％）、ワークシート並びにレポート（５０％）　レポートは返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 公衆栄養学実習の概要について理解する。 B‐３，E‐４ Ⅷ‐１

２ 公衆栄養活動のマネジメントサイクルと活用モ
デルの理解

PDCAサイクルの基本的な考え方とプリシー
ド・プロシードモデルを理解する。 A‐２ ‐④ Ⅷ‐１ ‐B ‐d，e，f

３ 地域集団の栄養アセスメント（Ⅰ） 国民健康・栄養調査結果から課題を読み取る
（グループ分けを行って作業する。）。 B‐１ ‐③，E‐３ ‐① Ⅷ‐１ ‐B ‐c，３ ‐D

４ 地域集団の栄養アセスメント（Ⅱ）
（Ⅰ）で読み取った課題について、現時点で考
えられる解決策についてグループで検討しまと
め、その結果をパワーポイントの資料にして発
表し、質疑応答を受ける。

B‐１ ‐③ Ⅷ‐１ ‐B ‐c，３ ‐D

５ 地域集団の栄養アセスメント（Ⅲ）
食意識並びに食事調査を実施する（学校に来て
いる ２ 日間の各自の食事内容の検証と食に関す
る意識調査を行う。）。

C‐４ ‐３ Ⅷ‐４ ‐C,D

６ 地域集団の栄養アセスメント（Ⅳ）
食意識並びに食事調査を実施する（それぞれ ３
人の組に分けて、相互に食事調査の分析を行
う。）。

C‐４ ‐３ Ⅷ‐４ ‐D

７ 地域集団の栄養アセスメント（Ⅴ）
食意識並びに食事調査を実施する（各々が分析
を行った調査結果をエクセル栄養君に入力し、
結果について該当者へ栄養指導を行う。）。

C‐４ ‐３ Ⅷ‐４ ‐D

８ 公衆栄養活動プログラムの作成（Ⅰ） 愛知県の特定健康診査結果から市町村ごとの課
題を読み取る（グループ分けを行う。）。 G‐１ Ⅷ‐５ ‐A‐b

９ 公衆栄養活動プログラムの作成（Ⅱ）
問題があると思われる市町村の特定を行う（該
当市町村についての情報を探り、その理由につ
いても探る。）。

A‐３，G‐１ Ⅷ‐５ ‐A‐a

１０ 公衆栄養活動プログラムの作成（Ⅲ）
該当市町村の要因分析を行う（地域・社会集団、
QOL、健康・栄養、食環境等それぞれの状態
について探り、その結果をもとに分析を行う。）。

A‐３，G‐１ Ⅷ‐５ ‐A‐a

１１ 公衆栄養活動プログラムの作成（Ⅳ）
要因分析結果を踏まえた企画書づくりを行う
（ニーズの把握、身体状況調査結果等を考慮し
て行う。）。

G‐１ Ⅷ‐５ ‐A‐b，c，
Ⅷ‐５ ‐B ‐a

１２ 公衆栄養活動プログラムの作成（Ⅴ） 指導計画書の作成（Ⅰ）（目標設定（QOLの目
標、健康の目標、短期・中期・長期の目標等）） G‐１ Ⅷ‐５ ‐A‐b，c，

Ⅷ‐５ ‐B ‐a

１３ 公衆栄養活動プログラムの作成（Ⅵ） 指導計画書の作成（Ⅱ）（従事者の特定、指導
内容の特定を行い指導計画書を作成する。） G‐１ Ⅷ‐５ ‐A‐b，c，

Ⅷ‐５ ‐B ‐a

１４ 公衆栄養活動プログラムの作成（Ⅶ）
グループ毎に指導計画書に基づいたプレゼン
テーションを行い、質疑応答を含めた評価、
フィードバック方法の検討を行う。

A‐５ Ⅷ‐５ ‐A‐b，c，
Ⅷ‐５ ‐B ‐a

１５ 公衆栄養活動プログラムの作成（Ⅷ）
グループ毎に指導計画書に基づいたプレゼン
テーションを行い、質疑応答を含めた評価、
フィードバック方法の検討、総括を行う。

A‐５ Ⅷ‐５ ‐A‐b，c，
Ⅷ‐５ ‐B ‐a
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給食管理論	 Institutional Nutrition and Food Management

担 当 教 員 名 南　亜紀 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・老人保健施設勤務　管理栄養士　 ４ 年

英 語 氏 名 MINAMI Aki 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－給食経営管理論 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 特定給食施設　給食マネジメント　給食管理 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 健康増進法に定める特定給食施設の給食管理の意義・目的を理解し、給食の経営管理、栄養と食事管理、生産管理、
安全管理の基本的な考え方や方法を学ぶ。

教 育 目 標 特定給食施設における利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣などに基づいた食事の提供に関わる栄養・食事管理
について理解し、大量調理の特性を踏まえた生産管理が説明できる。ディプロマ・ポリシー②③に該当する。

到 達 目 標 特定給食施設の特徴や各給食施設における栄養管理業務、安全・安心な食事提供への管理について設営できる。また
大量調理の特性を踏まえた生産管理が説明できる。

予 習 ・ 復 習 授業計画に従い配布した課題を予習し提出する。受講後、講義の復習をしておく。各単元終了後に復習小テストを実
施する。 １ 単位あたり週６０～９０分を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 給食経営管理論［第 3 版］（補訂版）（株式会社みらい）　ISBN978－4－86015－562－9
日本人の食事摂取基準（２０２０年版）（第一出版）　ISBN978－4－8041－1408－8

参 考 書 食品成分表　日本人の食事摂取基準の実践・運用（第一出版）
栄養計算ソフト

成績評価方法
フィードバック 課題（小テスト含む）４０％、期末試験６０％　課題は返却し、解説を行う。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 給食の概念（Ⅰ） 給食（特定給食施設の種類別、配食サービス、
外食）の目的と特徴を説明できる。

D‐３ ‐３ ‐１
D‐３ ‐３ ‐２

Ⅸ‐１ ‐A‐a、b
Ⅸ‐１ ‐B ‐a～f

２ 給食の概念（Ⅱ） 給食システムを理解し、その構築のための業務
を説明できる。

D‐３ ‐３ ‐１
D‐３ ‐３ ‐２ Ⅸ‐2 ‐A‐a、b

３ 給食の概念（Ⅲ） 健康増進法に関連した特定給食施設の関連法規
と管理栄養士の役割を理解できる。

D‐３ ‐３ ‐１
D‐３ ‐３ ‐２ Ⅸ‐１ ‐B ‐a～f

４ 栄養・食事管理（Ⅰ）
利用者の食事計画に必要なアセスメント（身体
状況・生活習慣・食事摂取状況）方法を説明で
きる。

D‐３ ‐３ ‐２
D‐３ ‐３ ‐３ Ⅸ‐３ ‐A‐a～d

５ 栄養・食事管理（Ⅱ）
食事摂取基準を活用し、給食施設の給与栄養目
標量を決定できる。給与栄養目標量に基づき食
品構成、献立作成基準を作成し、一定期間の献
立管理が実践できる。

D‐３ ‐３ ‐３ Ⅸ‐３ ‐A‐a～f

６ 栄養・食事管理（Ⅲ）
利用者の状況に応じた食事提供とPDCAサイク
ルを利用、栄養・食事計画の実施・評価・改善
方法を理解できる。

D‐３ ‐３ ‐３ Ⅸ‐３ ‐A‐e、f
Ⅸ‐３ ‐B ‐a

７ 食材料管理 食材料管理（発注、購入、検収、保管）のマネ
ジメントサイクルについて説明できる。 D‐３ ‐３ ‐４ Ⅸ‐４ ‐B ‐a、b、c

８ 生産管理と提供管理
大量調理の方法と技術を知ることができる。
調理と提供の管理、生産の評価と生産性を理解
できる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６

Ⅸ‐４ ‐A‐b～d
Ⅸ‐４ ‐C ‐a～c

９ 給食の施設・設備管理 大量調理機器（新調理システム等）の種類と機
能等を知ることができる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６ Ⅸ‐4 ‐A‐d

１０ 施設別給食経営管理（Ⅰ）
病院給食の意義と目的、給食の種類、入院時食
事療養費、病院における栄養管理に関わる診療
報酬制度を理解できる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６
D‐３ ‐３ ‐８

Ⅸ‐１ ‐B ‐a
Ⅸ‐3 ‐A‐a～f
Ⅸ‐３ ‐B ‐a

１１ 施設別給食経営管理（Ⅱ）
栄養管理に関わる診療報酬、病院給食の外部委
託状況、病院における栄養・食事管理を理解で
きる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６
D‐３ ‐３ ‐８

Ⅸ‐１ ‐B ‐a
Ⅸ‐3 ‐A‐a～f
Ⅸ‐３ ‐B ‐a

１２ 施設別給食経営管理（Ⅲ） 高齢者、介護福祉施設、児童・障害者福祉施設
給食について理解できる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６
D‐３ ‐３ ‐８

Ⅸ‐１ ‐B ‐b～d
Ⅸ‐3 ‐A‐a～f
Ⅸ‐３ ‐B ‐a

１３ 施設別給食経営管理（Ⅳ）
学校給食の目標を理解し、食事計画、栄養・食
事管理を理解できる。また、学校給食での食に
関する指導案が作成できる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６
D‐３ ‐３ ‐８

Ⅸ‐１ ‐B ‐e
Ⅸ‐3 ‐A‐a～f
Ⅸ‐３ ‐B ‐a

１４ 施設別給食経営管理（Ⅴ） 事業所給食、その他の給食施設の給食管理につ
いて理解できる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６
D‐３ ‐３ ‐８

Ⅸ‐１ ‐B ‐ f
Ⅸ‐3 ‐A‐a～f
Ⅸ‐３ ‐B ‐a

１５ 総　括 全体のまとめ ― ―
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給食経営論	 Institutional Food Service Management

担 当 教 員 名 南　亜紀 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・老人保健施設勤務　管理栄養士　 ４ 年

英 語 氏 名 MINAMI Aki 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－給食経営管理論 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 特定給食施設　栄養食事管理　マーケティング　品質管理　在庫管理
原価管理　安全衛生管理 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 管理栄養士が果たすべき多様な専門領域の重要な基盤となる栄養・食事管理の意義を踏まえて、給食経営管理の知
識・方法を習得し、さらに給食の安全衛生の重要性を理解する。

教 育 目 標 給食の意義及び給食経営管理の概要について理解できる。給食の運営方法とマネジメントについて理解できる。ディ
プロマ・ポリシー②③に該当する。

到 達 目 標 給食の意義及び給食経営管理の概要が説明できる。給食の運営方法とマネジメントについて説明できる。

予 習 ・ 復 習 授業計画に従い配布した課題を予習し提出する。受講後、講義の復習をしておく。各単元終了後に復習小テストを実
施する。 １ 単位あたり週６０～９０分を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 給食経営管理論［第 3 版］（補訂版）（株式会社みらい）　ISBN978－4－86015－562－9
日本人の食事摂取基準（２０２０年版）（第一出版）　ISBN978－4－8041－1408－8

参 考 書 給食経営管理用語辞典（第一出版）

成績評価方法
フィードバック 課題（小テスト含む）４０％、期末試験６０％　小テストは返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 給食経営管理の概念 給食の意義と目的を理解できる。
食環境としての給食の意義、役割を説明できる。 D‐３ ‐３ ‐１ Ⅸ‐１ ‐A‐a，b

２ 給食の資源と原価構成
給食の資源と原価管理を理解できる。
給食の原価構成と収支構造について理解を深め
る。

D‐３ ‐３ ‐８ Ⅸ‐２ ‐D ‐a～c

３ 給食経営とマーケティング
給食におけるマーケティングの意義・目的とそ
の機能を説明できる。また、利用者のニーズや
ウォンツ、満足度の把握の意義とその方法を説
明できる。

D‐３ ‐３ ‐７ Ⅸ‐２ ‐C ‐a，b

４ 給食経営と組織管理
給食経営組織の形態について組織の基本を踏ま
え説明できる。
給食経営におけるマネジメントサイクルを説明
できる。

D‐３ ‐３ ‐７ Ⅸ‐２ ‐B ‐a～c

５ 給食経営と教育・訓練 給食従事者の教育・訓練について理解できる。 D‐３ ‐３ ‐７ Ⅸ‐２ ‐D ‐d

６ 給食経営と品質管理
給食経営における品質と品質管理の意義、給食
の品質基準と献立の標準化を理解できる。
給食の品質評価と利用者の摂取状況を把握する
方法を説明できる。

D‐３ ‐３ ‐３
D‐３ ‐３ ‐６ Ⅸ‐４ ‐A‐a～c

７ 給食経営と生産管理
給食の多様なオぺレーションシステムを説明で
きる。
食材料管理、品質管理、衛生管理を統合し、作
業指示書が作成できる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６ Ⅸ‐４ ‐C ‐a～c

８ 給食経営と提供管理
配膳配食における精度管理、配食・配膳システ
ムを理解し、食事環境の設備を知ることができ
る。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６ Ⅸ‐４ ‐D ‐a，b

９ 給食経営と在庫管理 食材料の管理と在庫管理（ABC分析）を理解
できる。 D‐３ ‐３ ‐４ Ⅸ‐４ ‐B ‐a～c

１０ 給食経営と原価管理 食材料の原価管理について理解する。
損益分岐点を理解し、算出できるようにする。 D‐３ ‐３ ‐８ Ⅸ‐4 ‐B ‐a，b

１１ 安全・衛生管理（Ⅰ） 給食におけるHACCPシステムを理解し、一般
的衛生管理プログラムとの関連を説明できる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６ Ⅸ‐５ ‐A‐a，b

１２ 安全・衛生管理（Ⅱ） 大量調理施設衛生管理マニュアルを理解し、運
用できるようになる。

D‐３ ‐３ ‐５
D‐３ ‐３ ‐６ Ⅸ‐５ ‐A‐c，d

１３ 事故・災害時対策（Ⅰ） 給食施設におけるクライシスマネジメントとリ
スクマネジメントを説明できる。

D‐３ ‐３ ‐６
D‐３ ‐３ ‐９ Ⅸ‐５ ‐B ‐a，b

１４ 事故・災害時対策（Ⅱ）
災害時の給食の重要性を理解し、想定される時
系列別・組織別の災害時対策の概要を理解でき
る。

D‐３ ‐３ ‐６
D‐３ ‐３ ‐９ Ⅸ‐５ ‐B ‐c，d

１５ 総　括 全体のまとめ ― ―
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給食経営管理論実習	 Nutrition and Food Service Management Practice

担 当 教 員 名 南　亜紀 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・老人保健施設勤務　管理栄養士　 ４ 年

英 語 氏 名 MINAMI Aki 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－給食経営管理論 単 位 数 １

履 修 要 件 給食管理論及び給食経営論の単位を取得済みであること。 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 特定給食施設、HACCP、大量調理施設衛生管理マニュアル、
食事・栄養管理 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 特定給食施設における給食運営を総合的にマネジメントする能力を養うため、特定の集団を対象とした食事計画、食
品管理、大量調理作業の計画と実際、施設・設備、衛生管理等の給食サービス提供に関する実習を行う。

教 育 目 標
特定給食施設における給食対象者の特徴を把握し、給食を提供するために食事・栄養管理、食材料管理、生産管理、
サービス・提供管理等を実際に経験することにより、給食経営管理の知識の確認及び技術の習得を目標とする。ディ
プロマ・ポリシー②③に該当する。

到 達 目 標 実習過程で給食経営管理の方法と計画、大量調理の方法と技術、衛生管理の実践・栄養指導等の総合的な給食マネジ
メントを理解すると共に、実践力を養うことを目標とする。

予 習 ・ 復 習 日頃から献立、料理、レシピ、市場の商品や価格を観察し、自ら調理する習慣をつけること。みならず調理法の実習
全体の作業工程や係の仕事等を確認しておくこと。 １ 単位あたり６０～９０分を目安に予習・復習すること。

教科書・教材
給食経営管理実習の手引き（修文大学）
給食のための基礎からの献立作成―大量調理の基本から評価まで―（建帛社）　ISBN978－4－7679－0700－0
調理場における衛生管理＆調理技術マニュアル（学建書院）　ISBN978－4－7624－0878－6

参 考 書 食品成分表　日本人の食事摂取基準の実践・運用（第一出版）
調理のためのベーシックデータ第 6 版（女子栄養大学出版部）

成績評価方法
フィードバック 課題５０％、期末試験５０％　提出物は返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 実習の目的・意義を理解する。
喫食者のアセスメントを行い、栄養目標量決定。 D‐３

Ⅸ‐1 ‐A
Ⅸ‐２ ‐B，３ ‐A，B

Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

２ 食事計画と生産計画 グループ別献立の決定。
栄養計算ソフトを活用し、栄養価算出等を行う。 D‐３ Ⅸ‐２ ‐B，３ ‐A，B

Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

３ 原価管理と販売計画 食材料を中心に原価管理を学ぶ。
実習献立の販売計画を立てる。 D‐３ Ⅸ‐２ ‐D，３ ‐A，B

Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

４ 栄養評価 栄養指導媒体の作成。
顧客満足度を評価する方法を学ぶ。 D‐３ Ⅸ‐３ ‐A，B

Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D

５ 事前実習⑴ 予定献立表を参考に試作計画を立てる。
試作のための発注票を作成する。 D‐３ Ⅸ‐３ ‐A，B

Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

６ 事前実習⑵ 試作を行い検討し実施献立表を作成する。
調理作業工程表・発注票を作成する。 D‐３ Ⅸ‐３ ‐A，B

Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

７ 給食経営管理実習⑴
総合的な給食経営管理の実際（大量調理におけ
る食材料管理、生産管理、衛生管理）を知り、
技術の習得ができる。
新調理機器の特徴を知り、使用することができる。

D‐３ Ⅸ‐２ ‐B，３ ‐A，B
Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

８ 給食経営管理実習⑵
総合的な給食経営管理の実際（大量調理におけ
る食材料管理、生産管理、衛生管理）を知り、
技術の習得ができる。
新調理機器の特徴を知り、使用することができる。

D‐３ Ⅸ‐２ ‐B，３ ‐A，B
Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

９ 給食経営管理実習⑶
総合的な給食経営管理の実際（大量調理におけ
る食材料管理、生産管理、衛生管理）を知り、
技術の習得ができる。
新調理機器の特徴を知り、使用することができる。

D‐３ Ⅸ‐２ ‐B，３ ‐A，B
Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

１０ 給食経営管理実習⑷
総合的な給食経営管理の実際（大量調理におけ
る食材料管理、生産管理、衛生管理）を知り、
技術の習得ができる。
新調理機器の特徴を知り、使用することができる。

D‐３ Ⅸ‐２ ‐B，３ ‐A，B
Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

１１ 給食経営管理実習⑸
総合的な給食経営管理の実際（大量調理におけ
る食材料管理、生産管理、衛生管理）を知り、
技術の習得ができる。
新調理機器の特徴を知り、使用することができる。

D‐３ Ⅸ‐２ ‐B，３ ‐A，B
Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

１２ 給食経営管理実習⑹
総合的な給食経営管理の実際（大量調理におけ
る食材料管理、生産管理、衛生管理）を知り、
技術の習得ができる。
新調理機器の特徴を知り、使用することができる。

D‐３ Ⅸ‐２ ‐B，３ ‐A，B
Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

１３ 実習のまとめ（Ⅰ） 実習で使用した食材のABC分析を行い、食材
の原価管理の分析、考察し、まとめる。 D‐３ Ⅸ‐２ ‐D，３ ‐A，B

Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

１４ 実習のまとめ（Ⅱ） PFCバランスや給与栄養目標量と充足度、顧客
の満足度結果を分析、考察し、まとめる。 D‐３ Ⅸ‐３ ‐A，B

Ⅸ‐４ ‐A，B，C，D，５ ‐A，B

１５ 総　括 実習の総合的反省を行う。（グループごとに発表） ― ―
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栄養総合演習Ⅰ	 Nutrition Comprehensive SeminerⅠ

担 当 教 員 名 小田、多田井、小島、南 実 務 経 験
（ 年 数 ） 小田：愛知県職員（衛生部・健康福祉部）（３０年）

英 語 氏 名 ODA TADAI KOJIMA MINAMI 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（９２０５ほか） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－総合演習 単 位 数 １

履 修 要 件 臨地実習の履修要件をみたしていること。 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 給食の運営　HACCP　管理栄養士の役割 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 臨地実習施設（病院・学校・福祉施設・事業所など）における実務に必要な知識と技能を習得することを目的とした
事前指導である。

教 育 目 標 専門分野科目（臨床栄養学・給食経営管理論・公衆栄養学など）で学んだ知識や技能を統合し実践できる総合的能力
を習得する。健康栄養学部ディプリマ・ポリシー③、④に関連する。

到 達 目 標 臨地実習施設の円滑化を図るため、実習施設の基本事項について理解・習得するとともに実習の場における対応能力
とコミュニケーション力を身に着ける。

予 習 ・ 復 習 授業計画に基づき予習を行うとともに授業後には必ず復習を行う。 １ 単位当たり週９０～１２０分を目安に予習・復習す
ること。

教科書・教材 資料配布する。

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 提出物（７０％）、発表内容（３０％）。提出物は返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 担当 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 臨地実習とは何か。その概要を把握する。 小田 A，G‐２ １ ‐A

２ 福祉施設⑴ 利用者の状況に応じた食事サービスの意義・
役割が説明できる。 小島 D‐３，F‐２，F‐３ １ ‐C，３ ‐A，B

３ 福祉施設⑵ 栄養管理の目標設定、献立作成、調理・盛り
付け、給食の衛生管理について習得できる。 小島 D‐３，F‐２，F‐３ １ ‐C，３ ‐A，B

４ 学校給食⑴ 子どもが抱える健康・栄養・食生活上の諸問
題に対し、必要な栄養管理が行える。 南 E‐１ ‐３） １‐C，３ ‐A，B

５ 学校給食⑵ 学校給食の献立作成、栄養教育に必要な学習
指導案が作成できる。 南 E‐１ ‐３） １‐C，３ ‐A，B

６ 医療機関⑴ 食事療養制度における栄養管理のあり方と管
理栄養士の業務について説明できる。 小島 F‐２，F‐３ １ ‐C，３ ‐A，B

７ 医療機関⑶ NSTなど各種チーム医療における管理栄養
士の役割を説明できる。 小島 F‐２，F‐３ １ ‐C，３ ‐A，B

８ 事業所⑴ 特定給食施設の利用者の状況に応じた食事
サービスの意義・役割を説明できる。 南 D‐２‐３），D‐３，E‐１ ‐４） １ ‐C，３ ‐A，B

９ 事業所⑵
特定給食施設の栄養管理の目標設定、献立作
成、調理・盛り付け、給食の衛生管理につい
て習得する。

南 D‐３，E‐１ ‐４） １‐C，３ ‐A，B

１０ 医療機関⑵ 指導管理料と個別指導、集団指導などの管理
栄養士業務について説明できる。 小島 F‐２，F‐３ １ ‐C，３ ‐A，B

１１ 保健所・保健センター
臨地実習先の決定と学生のプロフィール票の
作成、検便検査の実施についての注意事項を
遵守する。

小田 B‐１，B‐２，B‐３ １ ‐A，B，６ ‐A，B

１２ 守秘義務について 実習施設や利用者の情報の保護および接遇時
における配慮事項を遵守する。 多田井 A‐１，G‐２ ―

１３ 実習ノートの作成について 実習内容とその記録、まとめ、報告事項など
の基本的事項を作成できる。 多田井 A‐１ ―

１４ 臨地実習先、プロフィール票、検便検査等
臨地実習先の決定と学生のプロフィール票の
作成、検便検査の実施についての注意事項を
遵守する。

小田 G‐２ ―

１５ 実習時の出勤簿、身だしなみ、言葉使い、礼
儀についてまとめ

実習生としての心得を説明でき、実習に必要
な要点をまとめる。 小田 A‐１，G‐２ ―
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栄養総合演習Ⅱ	 Nutritional Comprehensive SeminerⅡ

担 当 教 員 名 小田、多田井、小島、南 実 務 経 験
（ 年 数 ） 小田：愛知県職員（衛生部・健康福祉部）（３０年）

英 語 氏 名 ODA TADAI KOJIMA MINAMI 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 研究室に掲示（９２０５室他） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－総合演習 単 位 数 １

履 修 要 件 栄養総合演習Ⅰを履修していること。 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 特定給食施設　大量調理衛生管理マニュアル 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 特定給食施設における臨地実習を経験した内容について事後指導を行う。また、管理栄養士業務の実態を理解すると
ともに自己の設定課題に対して、解決策を説明できる。

教 育 目 標 専門分野科目（給食経営管理論、臨床栄養学など）で学んだ座学と臨地実習で得た知識を統合した総合的能力を習得
する。健康栄養学部のディプロマ・ポリシー③・④に関連する。

到 達 目 標 臨地実習施設における実際を体験することで、今後の管理栄養士としての役割を自覚でき、将来の進路を定めること
ができる。

予 習 ・ 復 習 実習予定表に従って、事前の予習を行うとともに １ 日の実習後には必ず復習を行う。 １ 単位あたり週９０～１２０分を目
安に予習・復習すること。

教科書・教材 実習ノート、実習の実態報告書などにまとめた資料を配布する。

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 提出物（５５％）、発表内容（４５％）。提出物は返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 担当 コア・カリキュラム ガイドライン

１ 臨地実習後の報告内容について 実習課題等について、どのような内容を報告
すればよいのか理解する。 小田 A ―

２ パワーポイントによる報告資料の作成につい
て

具体的な課題とその解決策を報告資料として
まとめることができる。 多田井 A，G ―

３ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 小田 A，G ―

４ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 小島 A，G ―

５ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 南 A，G ―

６ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 小島 A，G ―

７ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 多田井 A，G ―

８ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 小田 A，G ―

９ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 小島 A，G ―

１０ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 南 A，G ―

１１ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 南 A，G ―

１２ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 多田井 A，G ―

１３ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 小島 A，G ―

１４ 実習施設別の報告者について 実習施設における課題について、具体的な解
決策を報告し質疑に応える。 南 A，G ―

１５ 報告会のまとめ 臨地実習に関する課題や解決策について、全
体評価を行う。 小田 A，G ―
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給食経営管理臨地実習Ⅰ	Field Practice of Food Service ManagementⅠ

担 当 教 員 名 小田　雅嗣 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県勤務３０年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA Masatsugu 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 実習中はmailおよびTELにて応じる。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－専門分野 単 位 数 １

履 修 要 件 給食経営管理関連の科目を履修していること。 必 修 ・ 選 択 選択必修

キ ー ワ ー ド 保健・医療・福祉・介護システム、臨地実習 授 業 方 法 臨地実習

授 業 概 要 地域住民の健康づくり及び栄養・食生活の改善を担い、QOLの向上を目指すことを目的とした実習であることを理
解する。

教 育 目 標
地域や職域における保健・医療・福祉・介護システムの栄養関連サービスに関するプログラムの作成・実施・評価を
総合的にマネジメントするための手法や地域における関係機関との連携の重要性を理解し、健康栄養学部のディプロ
マ・ポリシー③・④を身に着ける。

到 達 目 標 習得した高度な技術と知識を地域や職域の現場において、保健・医療・福祉・介護システムの栄養関連サービスに関
するプログラムの作成・実施・評価を総合的にマネジメントできる力を付ける。

予 習 ・ 復 習 予習：事前学習課題の提出、実習中は翌日参加する事業の概要を把握する。
復習：実習記録の記載、参加した事業の学びを日々まとめる。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 実習評価表、実習記録、実習態度を総合的に判断し評価する。

■授業計画（４５時間）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

５ 日間

【授業概要】
学外における給食の運営管理実習（校外実習）である。特定給食施設（学校、保育所、福祉
施設、事業所など）において、給食の運営・管理するために必要な専門知識および給食費、
献立作成、栄養教育、材料発注、検収、食数管理、調理作業、配膳など基本的業務に関する
技術を実践活動の場で体験学習する。実習期間は、事前オリエンテーション １ 回と １ 週間（ ５
日間）合わせて４５時間とする。

※事前オリエンテーション
１ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
２ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
３ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
４ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
５ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題

※授業の展開によっては、変更の可能性があります。変更の場合には随時お知らせします。

Ⅷ‐１，２，３，５，６ G‐１，２
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臨床栄養学臨地実習Ⅰ	 Field Practice of Clinical NutritionⅠ

担 当 教 員 名 小田、多田井、小島、南 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県勤務３０年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA TADAI KOJIMA MINAMI 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 実習中はmailおよびTELにて応じる。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－専門分野 単 位 数 ２

履 修 要 件 臨床栄養学関連科目を履修していること。 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 臨床栄養学、臨地実習 授 業 方 法 臨地実習

授 業 概 要 医療機関における管理栄養士業務を実践を通して、医療機関の管理栄養士業務を学ぶ。各種疾患における具体的な栄
養管理方法とチーム医療における管理栄養士の役割について理解する。

教 育 目 標 傷病者の病態や栄養状態に応じた適正な栄養管理を担うことを理解し、健康栄養学部のディプロマ・ポリシー③・④
を身に着ける。

到 達 目 標 習得した高度な技術と知識を臨床の現場において、傷病者の病態や栄養状態の特徴に基づいた適正な栄養管理ができ
る力を付ける。

予 習 ・ 復 習 予習：事前学習課題の提出、実習中は翌日参加する事業の概要を把握する。
復習：実習記録の記載、参加した事業の学びを日々まとめる。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 実習評価表、実習記録、実習態度を総合的に判断し評価する。提出物について、適宜解説する。

■授業計画（９０時間）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１０日間

【授業概要】
各病院に行く前の事前授業を行う。また病院に行き、医療機関における管理栄養士業務を実
践を通して学ぶ。具体的な内容については実習先により異なる。最終報告会を実施し、評価
を行う。実習期間は、事前オリエンテーション １ 回と １ 週間（１０日間）合わせて90時間とす
る。

※事前オリエンテーション
１ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
２ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
３ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
４ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
５ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題

※授業の展開によっては、変更の可能性があります。変更の場合には随時お知らせします。

F‐２・３・４
Ⅸ‐１ ‐C ‐a，

３‐A，
５‐A･B･C
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給食経営管理臨地実習Ⅱ	Field Practice of Food Service ManagementⅡ

担 当 教 員 名 小田、多田井、小島、南 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県勤務３０年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA TADAI KOJIMA MINAMI 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 実習中はmailおよびTELにて応じる。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－専門分野 単 位 数 １

履 修 要 件 給食経営管理論関連科目を履修していること。 必 修 ・ 選 択 選択必修

キ ー ワ ー ド 給食経営管理、臨地実習 授 業 方 法 臨地実習

授 業 概 要 給食を運営する上で、各施設の目的、対象者の特性に応じて献立作成、栄養・食事管理、食事の提供までの一連の業
務に必要な知識を技術について学修する。

教 育 目 標 給食の運営において給食業務を行うために必要な、食事計画や調理を含めた給食サービスを理解し、健康栄養学部の
ディプロマ・ポリシー③・④を身に着ける。

到 達 目 標 習得した高度な技術と知識を使い、現場において対象者の特性、従事者の能力、施設状況、衛生管理を勘案して適正
な栄養管理ができる力を付ける。

予 習 ・ 復 習 予習：事前学習課題の提出、実習中は翌日参加する事業の概要を把握する。
復習：実習記録の記載、参加した事業の学びを日々まとめる。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 実習評価表、実習記録、実習態度を総合的に判断し評価する。提出物について、適宜解説する。

■授業計画（４５時間）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

５ 日間

【授業概要】
学外における給食の運営管理実習（校外実習）である。特定給食施設（学校、保育所、福祉
施設、事業所など）において、給食の運営・管理するために必要な専門的知識および給食費、
献立作成、栄養教育、材料発注、検収、食数管理、調理作業、配膳など基本的業務に関する
技術を実践活動の場で体験学習する。実習期間は、事前オリエンテーション １ 回と １ 週間（ ５
日間）合わせて４５時間とする。

※事前オリエンテーション
１ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
２ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
３ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
４ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
５ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題

※授業の展開によっては、変更の可能性があります。変更の場合には随時お知らせします。

D‐３，G‐２ Ⅸ‐１，２，３，４，５
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臨床栄養学臨地実習Ⅱ	 Field Practice of Clinical NutritionⅡ

担 当 教 員 名 小田、多田井、小島、南 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県勤務３０年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA TADAI KOJIMA MINAMI 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 実習中はmailおよびTELにて応じる。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－専門分野 単 位 数 1

履 修 要 件 臨床栄養学関連科目を履修していること。 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 臨床栄養学、臨地実習 授 業 方 法 臨地実習

授 業 概 要 医療機関における管理栄養士業務を実践を通して、医療機関の管理栄養士業務を学ぶ。各種疾患における具体的な栄
養管理方法とチーム医療における管理栄養士の役割について理解する。

教 育 目 標 傷病者の病態や栄養状態に応じた適正な栄養管理を担うことを理解し、健康栄養学部のディプロマ・ポリシー③・④
を身に着ける。

到 達 目 標 習得した高度な技術と知識を臨床の現場において、傷病者の病態や栄養状態の特徴に基づいた適正な栄養管理ができ
る力を付ける。

予 習 ・ 復 習 予習：事前学習課題の提出、実習中は翌日参加する事業の概要を把握する。
復習：実習記録の記載、参加した事業の学びを日々まとめる。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 実習評価表、実習記録、実習態度を総合的に判断し評価する。提出物について、適宜解説する。

■授業計画（45時間）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１０日間

【授業概要】
各病院に行く前の事前授業を行う。また病院に行き、医療機関における管理栄養士業務を実
践を通して学ぶ。具体的な内容については実習先により異なる。最終報告会を実施し、評価
を行う。実習期間は、事前オリエンテーション １ 回と １ 週間（ 5 日間）合わせて４５時間とす
る。

※事前オリエンテーション
１ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
２ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
３ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
４ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
５ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題

※授業の展開によっては、変更の可能性があります。変更の場合には随時お知らせします。

F‐２・３・４
Ⅸ‐１ ‐C ‐a，

３‐A，
５‐A･B･C
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公衆栄養学臨地実習	 Field Practice of Public Health Nutrition

担 当 教 員 名 小田　雅嗣 実 務 経 験
（ 年 数 ） 愛知県勤務３０年（衛生部・健康福祉部）

英 語 氏 名 ODA Masatsugu 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 実習中はmailおよびTELにて応じる。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－専門分野 単 位 数 １

履 修 要 件 公衆栄養学関連科目を履修していること。 必 修 ・ 選 択 選択必修

キ ー ワ ー ド 保健・医療・福祉・介護システム、臨地実習 授 業 方 法 臨地実習

授 業 概 要 地域住民の健康づくり及び栄養・食生活の改善を担い、QOLの向上を目指すことを目的とした実習であることを理
解する。

教 育 目 標
地域や職域における保健・医療・福祉・介護システムの栄養関連サービスに関するプログラムの作成・実施・評価を
総合的にマネジメントするための手法や地域における関係機関との連携の重要性を理解し、健康栄養学部のディプロ
マ・ポリシー③・④を身に着ける。

到 達 目 標 習得した高度な技術と知識を地域や職域の現場において、保健・医療・福祉・介護システムの栄養関連サービスに関
するプログラムの作成・実施・評価を総合的にマネジメントできる力を付ける。

予 習 ・ 復 習 予習：事前学習課題の提出、実習中は翌日参加する事業の概要を把握する。
復習：実習記録の記載、参加した事業の学びを日々まとめる。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 実習評価表、実習記録、実習態度を総合的に判断し評価する。提出物について、適宜解説する。

■授業計画（４５時間）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

５ 日間

【授業概要】
保健所に ５ 日間出向き、集団や職域の栄養課題をアセスメントし、適切な公衆栄養プログラ
ムを計画、実行、評価、改善という一連の公衆栄養マネージメントを現場で学び、現在行わ
れている公衆栄養活動を知る。実習期間は、事前オリエンテーション １ 回と １ 週間（ ５ 日間）
合わせて４５時間とする。

※事前オリエンテーション
１ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
２ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
３ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
４ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題
５ 各施設での担当者の指示による実習、実習先からの課題

※授業の展開によっては、変更の可能性があります。変更の場合には随時お知らせします。

G‐１，２ Ⅷ‐１，２，３，５，６
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管理栄養士特論Ⅰ	 Intensive Lecture for Registered DietitianⅠ

担 当 教 員 名 大矢　友子 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 OYA Tomoko 対 象 学 生 4 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日12：10～12：40および15：30～16：00（9306室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－専門分野－演習 単 位 数 1

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 管理栄養士 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）に沿った内容について知識を深める。専門科目の各教員により講義形
式で進める。

教 育 目 標
栄養管理を実践する上での基本となる人間の健康（疾病）と社会・環境、食べ物の関係について正しく理解する。多
様な専門領域のいずれにおいても重要な基盤となる栄養の意義や、個人、集団、地域を対象とした栄養管理に関する
知識を正しく理解する。ディプロマ・ポリシー②に関連する。

到 達 目 標 管理栄養士に必要とされる専門知識を正しく説明できる。

予 習 ・ 復 習
予習：テキスト等で重要な言葉の知識を身につけておくこと。課題が指定された場合には、ポータルサイトで周知す
るのでそれに従うこと。復習：各講義で学習した内容について、ノート、資料の内容を確認し理解を深めておくこと。
週 6 時間を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 クエスチョン･バンク管理栄養士国家試験問題解説、Complete+RD 管理栄養士国家試験完全攻略、配布資料

参 考 書

成績評価方法
フィードバック 試験（100%）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 社会・環境と健康 社会・環境と健康の概要説明できる。

２ 人体の構造と機能（Ⅰ） 生化学の概要を説明できる。

３ 人体の構造と機能（Ⅱ） 医学の概要を説明できる。

４ 疾病の成り立ち 疾病の成り立ちの概要を説明できる。

５ 食べ物と健康（Ⅰ） 食品の成分・機能の概要を説明できる。

６ 食べ物と健康（Ⅱ） 食品衛生の概要を説明できる。

７ 食べ物と健康（Ⅲ） 食品加工と食事設計の概要を説明できる。

８ 基礎栄養学 基礎栄養学の概要を説明できる。

９ 応用栄養学 応用栄養学の概要を説明できる。

１０ 栄養教育論　 栄養教育論の概要を説明できる。

１１ 臨床栄養学（Ⅰ） 臨床栄養学（Ⅰ）の概要を説明できる。

１２ 臨床栄養学（Ⅱ） 臨床栄養学（Ⅱ）の概要を説明できる。

１３ 公衆栄養学 公衆栄養学の概要を説明できる。

１４ 給食経営管理論 給食経営管理論の概要を説明できる。

１５ 応用力試験 栄養のマネジメントを実施する上で必要とされる思考・判断力
並びに問題解決能力が身に付いている。
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管理栄養士特論Ⅱ	 Intensive Lecture for Registered DietitianⅡ

担 当 教 員 名 大矢　友子 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 OYA Tomoko 対 象 学 生 4 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水曜日12：10～12：40および15：30～16：00（9306室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－専門分野－演習 単 位 数 1

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 管理栄養士 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）に沿った内容について知識を深める。専門科目の各教員により講義形
式で進める。

教 育 目 標
栄養管理を実践する上での基本となる人間の健康（疾病）と社会・環境、食べ物の関係について正しく理解する。多
様な専門領域のいずれにおいても重要な基盤となる栄養の意義や、個人、集団、地域を対象とした栄養管理に関する
知識を正しく理解する。ディプロマ・ポリシー②に関連する。

到 達 目 標 管理栄養士に必要とされる専門知識を正しく説明できる。

予 習 ・ 復 習
予習：テキスト等で重要な言葉の知識を身につけておくこと。課題が指定された場合には、ポータルサイトで周知す
るのでそれに従うこと。復習：各講義で学習した内容について、ノート、資料の内容を確認し理解を深めておくこと。
週 6 時間を目安に予習・復習すること。

教科書・教材 クエスチョン･バンク管理栄養士国家試験問題解説、Complete+RD 管理栄養士国家試験完全攻略、配布資料

参 考 書

成績評価方法
フィードバック 試験（100%）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 社会・環境と健康 社会・環境と健康の詳細を正しく説明できる。

２ 人体の構造と機能（Ⅰ） 生化学の詳細を正しく説明できる。

３ 人体の構造と機能（Ⅱ） 医学の詳細を正しく説明できる。

４ 疾病の成り立ち 疾病の成り立ちの詳細を正しく説明できる。

５ 食べ物と健康（Ⅰ） 食品の成分・機能の詳細を正しく説明できる。

６ 食べ物と健康（Ⅱ） 食品衛生の詳細を正しく説明できる。

７ 食べ物と健康（Ⅲ） 食品加工と食事設計の詳細を正しく説明できる。

８ 基礎栄養学 基礎栄養学の詳細を正しく説明できる。

９ 応用栄養学 応用栄養学の詳細を正しく説明できる。

１０ 栄養教育論　 栄養教育論の詳細を正しく説明できる。

１１ 臨床栄養学（Ⅰ） 臨床栄養学（Ⅰ）の詳細を正しく説明できる。

１２ 臨床栄養学（Ⅱ） 臨床栄養学（Ⅱ）の詳細を正しく説明できる。

１３ 公衆栄養学 公衆栄養学の詳細を正しく説明できる。

１４ 給食経営管理論 給食経営管理論の詳細を正しく説明できる。

１５ 応用力試験 栄養のマネジメントを実施する上で必要とされる思考・判断力
並びに問題解決能力が身に付いている。
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卒業研究・演習Ⅰ	 Graduation StudyⅠ

担 当 教 員 名 学科専任教員 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 ― 対 象 学 生 ４ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 別に提示 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－卒業研究 単 位 数 4

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 卒業研究、卒業論文 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 卒業研究・演習は、所属したゼミ担当教員が指導するので、それぞれの教員の指示にしたがって研究や演習に従事す
ること。

教 育 目 標 卒業研究・演習を通して最新の専門知識や技術を習得すると同時に、問題解決に利用できるさまざまな能力やプレゼ
ンテーション能力を身につける。

到 達 目 標 ―

予 習 ・ 復 習
演習科目は、90分授業を半期15回実施して 1 単位が認定される。この卒業研究・演習は 4 単位の演習科目であること
から、1 週間に 4 回（360分）以上の演習を実施しなければならない。所属するゼミ教員の指示にしたがって計画的に、
効率よく勉強すること。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 指導教員の評価を基本とする。

■最近実施された卒業研究のテーマ

統合失調症とGAPDH活性との関連
健常者と統合失調症患者のGAPDH酵素活性の比較研究
大豆イソフラボンがメチルグリオキサールによるタンパク質の修飾に与える影響
二枚貝からの愛知ウイルス遺伝子の検出と解析
パンソルビトラップ法によるアサリからの愛知ウイルスの検出
カキからの愛知ウイルスの検出と遺伝子解析
幼児期の食の課題と重要性
新体操女子選手への栄養サポート　―指導媒体の開発
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卒業研究・演習Ⅱ	 Graduation StudyⅡ

担 当 教 員 名 学科専任教員 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 ― 対 象 学 生 ４ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 別に提示 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 専門教育科目－卒業研究 単 位 数 4

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 必修

キ ー ワ ー ド 卒業研究 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 卒業研究・演習は、所属したゼミ担当教員が指導するので、それぞれの教員の指示にしたがって研究や演習に従事す
ること。

教 育 目 標 卒業研究・演習を通して最新の専門知識や技術を習得すると同時に、問題解決に利用できるさまざまな能力やプレゼ
ンテーション能力を身につける。

到 達 目 標 ―

予 習 ・ 復 習
演習科目は、90分授業を半期15回実施して 1 単位が認定される。この卒業研究・演習は 4 単位の演習科目であること
から、1 週間に 4 回（360分）以上の演習を実施しなければならない。所属するゼミ教員の指示にしたがって計画的に、
効率よく勉強すること。

教科書・教材 ―

参 考 書 ―

成績評価方法
フィードバック 指導教員の評価を基本とする。

■最近実施された卒業研究のテーマ

統合失調症とGAPDH活性との関連
健常者と統合失調症患者のGAPDH酵素活性の比較研究
大豆イソフラボンがメチルグリオキサールによるタンパク質の修飾に与える影響
二枚貝からの愛知ウイルス遺伝子の検出と解析
パンソルビトラップ法によるアサリからの愛知ウイルスの検出
カキからの愛知ウイルスの検出と遺伝子解析
幼児期の食の課題と重要性
新体操女子選手への栄養サポート　―指導媒体の開発



教

職

　教職科目　

栄養に係る教育に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

◇　教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

◇　教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

◇　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

◇　幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

◇　特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

◇　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

道徳、総合的な学習の時間の内容及び生徒指導、教育相談等に関する科目

◇　道徳・総合的な学習の時間及び特別活動に関する内容

◇　教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

◇　生徒指導の理論及び方法

◇　教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育実践に関する科目

◇　栄養教育実習

◇　教職実践演習
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学校栄養教育の理論と方法	Food and Nutritional

担 当 教 員 名 林　紫 実 務 経 験
（ 年 数 ） 小学校・中学校栄養教諭　１１年

英 語 氏 名 HAYASHI Yukari 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 質問があれば授業後に受け付けます。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－栄養に係る教育に関する科目 単 位 数 ２

履 修 要 件 栄養教諭の履修登録済みであること 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 栄養教諭　学校給食　食に関する指導 授 業 方 法 講義・演習

授 業 概 要 児童生徒の食や健康、生活習慣等の課題を整理し、学校教育における食に関する指導の実践にあたり、学校・家庭・
地域の連携の在り方やコーディネーターとしての役割を学ぶ。

教 育 目 標 児童生徒の食教育並びに食を中心とした心身の発達の諸問題を検討するとともに、発達段階に沿った食教育の実践及
び学校給食における食に関する指導の在り方を理論的・実践的に検討する。ディプロマ・ポリシー①に関連する。

到 達 目 標 児童生徒を取り巻く課題を踏まえ、教育活動としての学校給食について理解し、栄養教諭の使命や食に関する指導の
理論と方法を学ぶ。

予 習 ・ 復 習 毎時間レポートを提出させ、そのレポートを授業の到達目標の観点から添削し、次時の授業において共通理解を図る。
予習・復習には９０分～１２０分を必要とする。

教科書・教材 四訂「栄養教諭論」金田雅代編著　建帛社　ISBN：９７８－４７６７９２１１６７

参 考 書 「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」文部科学省

成績評価方法
フィードバック

レポート３０％　試験５０％　プレゼンテーション力２０％　毎時間に出された課題は授業の到達目標の観点から添削し、
次時の授業において共通理解を図る。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 学校教育における栄養教諭の職務内容・役割・使命 授業計画と授業の進め方を確認し、簡単な演習を行う。

２ 学校教育と食に関する法令、制度 学校教育と学校給食、食に関わる法令や制度を学習する。

３ 子どもの健康・栄養に関する現状と課題 子どもの健康や栄養に関する現状を理解し、課題を把握する。

４ 学校給食の意義、給食の歴史と食生活の変遷 学校給食の歴史や食生活の変遷を理解した上で学校給食の意義
を理解する。

５ 学校給食における栄養管理・衛生管理 学校給食における栄養管理・衛生管理を理解する。

６ 教育活動としての学校給食の意義と役割 教育活動としての学校給食の意義と役割を理解する。

７ 子どもの発達・発育と食生活 子どもの発達・発育と食生活について現状を把握し、栄養管理
者としての責務を考える。

８ 食に関する指導の全体計画の必要性と内容、作成の方法 食に関する指導の全体計画の必要性と内容、作成の方法を習得
する。

９ 学習指導案の作成手順と方法 学習指導案の作成手順と方法を習得し、給食時の指導案を作成
する。

１０ 給食の時間における指導と教科等との関わり 前時で作成した指導案に従って模擬授業を行う。

１１ 学習指導案の作成手順と方法 学習指導案の作成手順と方法を習得する。

１２ 地場産物を活用した学校給食 教材としての地場産物のあり方や地産地消について理解する。

１３ 日本の食文化（行事食と郷土食）を伝える 学校給食における行事食や郷土食の取り組み状況を把握し、食
の伝播者としての役割について理解する。

１４ 地域から考える子どもの食・栄養教諭の役割 子どもの食を地域から捉え、栄養教諭としての役割を理解する。

１５ 生きた教材としての学校給食 生きた教材としての学校給食を理解する。
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食育指導の理論と方法	 Counseling and Guidance in Food and	 Nutritional Education

担 当 教 員 名 林　紫 実 務 経 験
（ 年 数 ） 小学校・中学校栄養教諭　１１年

英 語 氏 名 HAYASHI Yukari 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 質問があれば授業後に受け付けます。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－栄養に係る教育に関する科目 単 位 数 ２

履 修 要 件 「学校栄養教育の理論と方法」の単位を取得済みであること 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 栄養教諭　学校における食育　食に関する指導 授 業 方 法 講義・演習

授 業 概 要
小中学校の教育現場において、給食の時間や各教科における食に関する指導を展開するために、各教科の特性と指導
法についての基本事項を学ぶ。学校現場の現状と課題を理解し、目指す子供の姿を明らかにした上で、これを実現す
るための指導案の作成方法を演習を取り入れながら学習する。

教 育 目 標 児童生徒の食生活の実態を把握し、学校給食を生きた教材として活用した給食時間の指導、教科等における指導、特
別活動における指導、家庭・地域における指導等を具体的に計画する。ディプロマ・ポリシー①に関連する。

到 達 目 標
⑴食に関する指導計画案が作成できる。
⑵作成した指導計画案にそって、模擬授業を実施することができる。
⑶児童生徒に対する個別的な相談指導および家庭・地域との連携調整の方法を理解する。

予 習 ・ 復 習 毎回指導案やレポートを提出させ、検討会や模擬授業においてさらに目標に近づけるようレベルアップを図る。予習・
復習にそれぞれ９０分～１２０分を必要とする。

教科書・教材 「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」文部科学省　「小学校学習指導要領（平成２９年告示）」文部科学省
「中学校学習指導要領（平成２９年告示）」文部科学省

参 考 書

成績評価方法
フィードバック

レポート・模擬授業５０％　試験５０％　毎時間に出された課題は次時において模擬授業や検討会を行いレベルアップを
図る。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 学校における食に関する指導の必要性 授業計画と授業の進め方を確認し、簡単な演習を行う。

２ 食に関する指導の全体計画の作成と必要性 食に関する指導の全体計画の作成手順と実際を学習する。

３ 食に関する指導を効果的に進めるための留意事項・栄養教諭の
役割

食に関する指導を効果的に進めるための留意事項や学校内での
共通理解の図り方について学習する。

４ 給食時間における食に関する指導の進め方 給食時間に行う食に関する指導の進め方、生きた教材としての
献立について学習する。

５ 学習指導案の作成 授業のねらいと食育の視点の捉え方を理解する。

６ 給食時間における食に関する指導 給食時間における食に関する指導の展開方法・指導案の作成。

７ 模擬授業と研究協議 第 ６ 回で作成した指導案を使った模擬授業と研究協議を行う。

８ 各教科における食に関する指導（体育科） 体育科・生活科における食に関する指導の展開方法・指導案の
作成。

９ 模擬授業と研究協議 第 ８ 回で作成した指導案を使った模擬授業と研究協議を行う。

１０ 各教科における食に関する指導（特別活動） 学級活動における食に関する指導の展開方法・指導案の作成。

１１ 模擬授業と研究協議 第１０回で作成した指導案を使った模擬授業と研究協議を行う。

１２ 各教科における食に関する指導（家庭科） 家庭科における食に関する指導の展開方法・指導案の作成。

１３ 模擬授業と研究協議 第１２回で作成した指導案を使った模擬授業と研究協議を行う。

１４ 各教科における食に関する指導（生活科） 生活科における食に関する指導の展開方法・指導案の作成。

１５ 模擬授業と研究協議 第１４回で作成した指導案を使った模擬授業と研究協議を行う。
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教育原理	 Principles of Education

担 当 教 員 名 有働　真太郎 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 UDO Shintaro 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業前を除く随時（７7０2研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 単 位 数 ２

履 修 要 件 教育や教職に対する関心と思考 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 近代学校　人間形成　学級　クラス　子ども 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 教育の歴史・思想を学習し、社会的機能としての教育、学校のあり方について考える。

教 育 目 標
教育の基本的概念は何か、また、教育の理念にはどのようなものがあり、教育の歴史や思想において、それらがどの
ように現れてきたかについて学ぶとともに、これまでの教育及び学校の営みがどのように捉えられ、変遷してきたの
かを理解する。

到 達 目 標
教育の基本的概念を身に付けるとともに、教育を成り立たせる諸要因とそれら相互の関係を理解する。
教育の歴史に関する基礎的知識を身に付け、それらと多様な教育の理念との関わりや過去から現代に至るまでの教育
及び学校の変遷を理解する。
教育に関する様々な思想、それらと多様な教育の理念や実際の教育及び学校との関わりを理解している。

予 習 ・ 復 習 ４ 回前後実施予定の小テストに向けて準備すること。その内容は、採点と解説を加え、定期試験の範囲とする。
１ 単位あたりの自習時間は３０時間を目安である。

教科書・教材 担当者から資料を配布する。

参 考 書 P．アリエス『「教育」の誕生』藤原書店、１９９２年　ISBN：９７８－４９３８６６１５０２
柳治男『＜学級＞の歴史学』（講談社選書メチエ、２００５年　ISBN：９７８－４０６２５８３２５１

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）　小テスト及び受講確認メモの提出。適宜解説を行う（３０％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス：講義の仕組みの説明、教育学の意味 講義の仕組みを理解する。
教育学の目的や目標について考え続ける態度。

２ 学校制度の概要
一条校の設置・管理、主要な法令、教職員の免許状について理
解する。
学校体系・学校系統について理解する。

３ 教育の歴史的・社会的側面 「教育」「学校」の語源、学校体系の類型を学習し「公教育」
や「普通教育」の概念を考える。

４ 人間形成の環境としての教育
人間形成における教育の必要性について、野生児研究やホスピ
タリズムの研究、人間形成の前成説、白紙説、輻輳説、および
遺伝率について学習し、教育の意味を考えられる。

５ 前近代の教育 躾、奉公、通過儀礼等のムラ社会の習俗のあり方から、教育の
歴史的・社会的側面について理解する。

６ 近代子ども観の誕生 P．アリエスの著作等を通じて近代以降の子ども観が造り出さ
れた背景を理解する。

７ 後期近代の子どもの変容 N．ポストマンやA．プラウトを通じて、後期近代社会における
技術革新や社会変動による「子ども」の変化を理解する。

８ 近代学校制度の成立と学校の社会的機能 西欧の近代学校の成立までの教育の普及と変化について理解す
る。

９ 市民形成論と教育思想 ロックやルソーといった社会契約説・市民形成論を通じて、近
代社会における人間形成のあり方を理解する。

１０ 「クラス」「学級」の成立と課題 モニトリアルシステム、学年学級制など、組織的な教育が確立
されてきた経緯や歴史的意義、そして現代的な課題を理解する。

１１ わが国における近代学校制度の成立と社会的機能 わが国における近代学校制度の成立と、公教育の三原則である
義務制・無償制・中立性について理解する。

１２ 児童中心主義
明治後期から大正期における教育と新中間層の教育ニーズにつ
いて理解する。
児童中心主義に関する主な教育思想の概要を理解する。

１３ 戦後教育改革と経験主義カリキュラム
J経験主義カリキュラムと学力観・問題解決能力について理解
する。
戦後教育改革の概要を理解する。

１４ 文化・教育・格差
言語コード論などを通じて、教育における社会階層による差異
の問題を理解する。
潜在的カリキュラムの問題について理解する。

１５ 教育の効果と教育政策 教育の効果・質について理解する。
「潜在能力」の点から教育と格差について考える。
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学校と教育の歴史	 ※奇数年のみ開講	 History of Education

担 当 教 員 名 有働　真太郎 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 UDO Shintaro 対 象 学 生 ２ ・ ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業前を除く随時（７7０2研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 教職科目－教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 単 位 数 ２

履 修 要 件 教育や教職に対する関心と思考 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 教育思想　教育理念　教育の歴史　教育の組織化　教育の制度化 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 教育職員免許法施行規則に規定された「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想」について、制度史的な側面か
ら学習する。

教 育 目 標 社会的機能としての教育について、その技術ではなく、歴史や思想、そして制度的な側面から理解する。
ディプロマ・ポリシー①に関連する。

到 達 目 標
①学校と教育の歴史について基礎的な知識を習得すること。
②教育問題の社会的構成について理解を深めること。
③①②を踏まえて受講者自身の問題意識をもつこと。

予 習 ・ 復 習 ４ 回前後実施予定の小テストに向けて準備すること。その内容は、採点と解説を加え、定期試験の範囲とする。
１ 単位あたりの自習時間は３０時間を目安である。

教科書・教材 第 １ 回目での受講者数等の諸条件により、以下の参考書を含め決定する。

参 考 書 広田照幸『日本人のしつけは衰退したか』講談社現代新書、１９９９年　ISBN：９７８－４０６１４９４４８０

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）　小テスト及び受講確認メモの提出。適宜解説を行う（３０％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス 講義の仕組みの説明を理解する。
教育学を学ぶ意味について考える。

２ 「教育」とはなにか 「教育」の語源、躾、奉公、通過儀礼などの習俗のあり方から、
教育の歴史的・社会的側面を理解する。

３ 中近世ヨーロッパの教育 封建社会における教育について理解する。
ルネサンス・宗教改革を教育史的に理解する。

４ ヨーロッパにおける教育の近代化① コメニウスの方法論の教育史上の意義を理解する。
前近代の教育のあり方について理解する。

５ ヨーロッパにおける教育の近代化② 産業社会化を子ども観の誕生に即して理解する。
市民革命を教育史的に理解する。

６ 近代の教育思想と組織化 ロック、ルソー、ペスタロッチ等の近代教育思想と学校の誕生
について理解する。

７ 新教育運動 デューイ等の新教育運動の理論や実践を理解し「児童中心主
義」について批判的に考える。

８ 近世日本の教育 藩校、寺子屋、幕藩体制下の諸学派の教育・私塾について理解
する。

９ 近代日本の教育の組織化①（明治前期） 学制の内容と意義について学習する。
教育令、改正教育令への展開を理解する。

１０ 近代日本の教育の組織化②（明治後期） 学校令の内容と意義について学習する。
教育勅語の内容と意義について考察する。

１１ 近代日本の教育の組織化③（大正期） 大正自由教育運動について理解する。

１２ 学校制度の成り立ちと現代的問題 諸外国と日本の学校制度の類型を学習し、わが国の現代的問題
を考える。

１３ 戦後日本の教育改革① 戦前・戦時下の学校制度について理解する。
戦後第一の教育改革について学習する。

１４ 戦後日本の教育改革② 戦後日本の教育制度における基本的な概念や理念、基本的な法
制度について学習する。

１５ 戦後日本の教育改革③
戦後第二の改革・地教行法について理解する。
戦後第三の改革における分権・選択・評価のトレンドを学習す
る。
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教職論	 Teaching Theory

担 当 教 員 名 光田　博英 実 務 経 験
（ 年 数 ） 特別支援学校校長 ８ 年、警察学校 ３ 年

英 語 氏 名 MITSUDA Hirohide 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業終了後（非常勤講師室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 教職科目－教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対
応を含む。） 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 教職の意義　教師の役割　求められる資質と能力 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 教職の魅力、教師の職務、資質や能力等について理解を深める。最近の教育改革や教育課題などに適切に対応できる
ように教師に必要な資質や能力を身につけるための基礎を講義する。

教 育 目 標
教師の身分、職務や役割を理解し、教育実習の基となる使命感や心構え、教師としての必要な資質や能力について理
解を深める。具体的な教育課題の解決に向けた方策を考え、栄養教諭への意識や適応性を高める。健康栄養学部のディ
プロマ・ポリシー①に関連する。

到 達 目 標 教職の魅力、教師の職務、資質や能力等について理解し、基礎的な知識を習得する。学校での様々な課題を理解し、
どう対応するかを考え、教職への実践的な意識を高めることができる。

予 習 ・ 復 習 予習・復習はそれぞれ９０分～１２０分を必要とする。

教科書・教材 パワーポイント及びプリント資料

参 考 書 津田徹、広岡義之編著「教職論」ミネルヴァ書房、「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説　総則編」文部科学省

成績評価方法
フィードバック 定期試験（７０％）、レポート課題（３０％）による総合で評価する。課題は返却し適宜解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 教職論の意義についての概要説明　教職とは何か 講義概要を知る。教職の概要について知る。今までに出会った
よい教師について考える。

２ 教職の意義 教職の関連法規などを通して教職の基本的なことを理解する。
教職の意義について理解する。

３ 教職観の変遷と理想の教師像 教師の聖職論・労働者論・専門職論を理解する。専門職観の変
化と良い教師の条件、理想の教師像を考える。

４ 教師の養成の歴史 戦前及び戦後の教員養成制度を理解する。現状の教員養成制度
と教員養成制度の動向について理解する。

５ 教師の任用と服務 教師の身分と任用及び教師の服務について理解する。教師の身
分保障と分限・懲戒について理解する。

６ 教師の役割と仕事 教師の法的役割と役割意識を理解する。教師の仕事内容と特質、
仕事の実際について理解する。

７ 栄養教諭の職務と役割 栄養教諭の職務を理解する。栄養職員との違いを理解し、栄養
教諭配置で期待される効果について考える。

８ 教師の職場環境 教師の悩みや学校の人間関係や教師のライフサイクルについて
知る。教師の勤務実態について理解する。

９ 管理職・主任の役割 校長の役割と権限、副校長・教頭の役割と権限、主幹教諭・主
任等の種類と役割について理解する。

１０ 教師の資質向上と研修 資質向上のための研修制度や現職教育の実情を知る。研修が教
師の力量形成に果たす役割を理解する。

１１ 教育改革と教師の役割 学校間や地域との連携、社会に開かれた教育課程の編成などの
教育改革と教師の果たす役割を理解する。

１２ 教育課題への対応、学習指導と生徒指導 子供の学習意欲の向上や学力問題、いじめなど生徒指導上の問
題等への教師の対応と役割について理解する。

１３ 教育の今日的課題への対応 学校の安全と危機管理、発達障害と特別支援教育、情報教育等
の今日的課題への対応について理解する。

１４ 教育実習の意義と進路選択 教育実習の意義と内容、教育実習体験と意識の変化について理
解する。進路指導について考える。

１５ 魅力ある教師をめざして　教職論のまとめ 教師に求められる適性や資質を理解する。魅力がある信頼され
る教師の心構えを考え、教職への意識を高める。
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教育社会学	 Sociology of Education

担 当 教 員 名 有働　真太郎 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 UDO Shintaro 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業前を除く随時（７６０７研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 教職科目－教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含む。） 単 位 数 ２

履 修 要 件 教育や教職に対する関心と思考 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 教育の制度化　教育の社会的機能　教育言説 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 学校教育を中心とした教育とそれに対する見方、社会の状況と組織化・制度化のあり方について学習し、現在の教育
政策の課題について検討する。

教 育 目 標
社会の状況が教育にもたらす影響について基本的な考え方を身に付け、それらに関連する政策上の課題を考える。学
校と地域との連携に関する理解および学校安全・危機管理に関する基礎的知識を身に付ける。以上の事項について一
定の考えを形成し議論できる。

到 達 目 標
社会化、社会階層、ジェンダーなど、現在の教育を読み解くキーワードについて理解する。また、これらのキーワー
ドに関連する研究、新聞記事等の①内容を理解できる。また、これらの用語、概念を用いて、現在直面している教育
現象を自身の視点で分析できる。

予 習 ・ 復 習 ４ 回前後実施予定の小テストに向けて準備すること。その内容は、採点と解説を加え、定期試験の範囲とする。
１ 単位あたりの自習時間は３０時間を目安である。

教科書・教材 飯田宏之／岡本知周『教育社会学』（吉田武男監修）ミネルヴァ書房、２０１８年　ISBN：９７８－４６２３０８４１３５

参 考 書 友枝敏雄・浜日出夫・山田真茂留編『社会学の力』有斐閣、２０１７年　ISBN：９７８－４６４１１７４３０６

成績評価方法
フィードバック レポート（７０％）　小テスト及び受講確認メモの提出。適宜解説を行う（３０％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス 講義の概要・授業の仕組み、教員免許状制度と履修科目につい
て、自身のキャリア形成との関わりで理解する。

２ 学校教育の成立と社会的・個人的便益 日本の近代公教育の成立過程から学校の社会的機能を理解する。

３ 学力と平等・公正① メリトクラシーとペアレントクラシー、社会移動における経済
的・文化的格差の問題を理解する。

４ 進路決定の形成と学歴 スクリーニング仮説、シグナリング理論、統計的差別理論を踏
まえ、新規学卒一括採用方式について考える。

５ 問題行動① 「いじめ」の構造的把握と学校・学級の凝集性、および防止対
策について考える。

６ 問題行動② 不登校の定義と選択圧力を理解し、教育機会確保法やオルタナ
ティブの課題を考える。

７ 学力と平等・公正② 高学歴社会における学力のあり方と就学前を含む教育の効果・
質について理解する。

８ 教育政策の環境変動 戦後日本の教育行政財政改革の概要を理解する。

９ 学校のアカウンタビリティ 効果的な学校、学校の自主性・自律性、およびチーム学校につ
いて理解する。

１０ 学校と保護者・地域との連携と学校選択 学校運営協議会制度の概要と実際の運用・課題について理解す
る。

１１ 食育の社会的背景 社会の状況変化と機能分化について理解する。

１２ 栄養教諭制度の創設過程 「教育の専門性」と「食に関する専門性」の制度化と組織につ
いて考える。

１３ 学校評価 学校評価システムの概要を理解し、その観点から危機管理、安
全対策、および医療・保健機関との連携を理解する。

１４ 学校安全・学校事故 学校の管理下の概念、安全配慮義務、損害賠償制度、および学
校安全計画について理解する。

１５ 教員の労働と学校時間 教員の勤務時間・給与制度の概要を理解し、部活動等の拡張さ
れた学校時間のリスクについて理解する。
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学校組織論	 School organization theory

担 当 教 員 名 渡辺　昭 実 務 経 験
（ 年 数 ） 元愛知県立松平高等学校長

英 語 氏 名 WATANABE Akira 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 適宜（７６２０研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含む。） 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 学校組織、教育の最新事情 授 業 方 法 講義、実習

授 業 概 要 教育の最新事情を踏まえて、学校組織とその運営に関する基礎的な知識を身につける。

教 育 目 標 公教育を支える法や制度、教育政策の変遷、学校の実態等を学び、学校組織の概要と望ましいあり方を理解する。

到 達 目 標 公教育制度の原理・構造・目標から学校組織とその運営を理解して健全な教育観を身につける。

予 習 ・ 復 習 各授業内容に関するレポートを提出する。予習、復習に９０分程度を要する。

教科書・教材 資料を配付する。

参 考 書 教育小六法、愛知県教育例規集（どちらも授業中に紹介する）

成績評価方法
フィードバック レポート（５０％）、課題（５０％）。レポート、課題は返却し適宜解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 法と学校 学校を規定する法とそれを支える教育行政の概略を理解してい
る。

２ 学校組織 公教育の目的と教員の職務上の役割を理解する。
学校組織の構成要素は何かを理解している。

３ 学校組織の構成要素 １ 公教育の担い手である教員の服務、学級経営について理解し、
教員の職業的特徴を説明できる。

４ 学校組織の構成要素 ２ 学習指導要領の位置づけとそれに基づく学力育成のための、学
校組織のあり方について理解している。

５ 学校組織の構成要素 ３ 児童生徒の問題行動を、法的立場と発達援助という観点から理
解し、生徒指導の望ましいあり方を述べることができる。

６ 学校組織の構成要素 ４ 児童生徒の精神的な問題や家庭の問題に、学校外の資源も活用
しながら対応する方法を説明できる。

７ 学校組織の構成要素 ５ 児童生徒の進路実現のための組織的な進路指導について理解し、
教員の役割と課題をあげることができる。

８ 学校組織の構成要素 ６ 学校管理下での事件、事故、災害の実例から、学校安全の必要
性を理解している。

９ 学校組織の構成要素 ７ PTA、同窓会、評議員等の諸要素について理解している。

１０ 学校組織の構成要素 ８ 地域と学校の関わり方について理解している。

１１ 学校の組織と運用 １ PDCAサイクルの重要性と運用の実際を理解し、年間の教育活
動の進め方と問題点を理解している。

１２ 学校の組織と運用 ２ 校長のリーダーシップについて理解している。

１３ 学校の組織と運用 ３ 学校組織における栄養教諭の役割について理解している。

１４ 学校の組織と運用 ４ 栄養教諭の職務の実態と課題を理解する。

１５ 学校を巡る諸課題 教育改革の動向や緊急の課題をあげることができ、チームとし
ての取り組みの重要性を理解している。
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教育心理学	 Educational Psychology

担 当 教 員 名 中野　靖彦 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 YASUHIKO Nakano 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 専門教育科目－幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 指導法、児童・生徒との関わり、集団の把握の方法 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 教育心理学の基礎となる知識を身につけ、実践できる力の育成をめざして講義する。

教 育 目 標 教諭として必要な知識を身につけ、児童・生徒の豊かな心をはぐくみ、教えることの重要性を繰り返し問いかける。

到 達 目 標 発達や教育についての理解や人との関わり方について、教育する立場に立って考えられるようにする。

予 習 ・ 復 習 各回の内容の資料等について熟読し、授業では発表をもとめ理解させる。自分なりに復習し、さらに深める。予習、
復習を含めて、各授業の時間数が目安。

教科書・教材 授業で資料を用意する。

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（６０％）、課題提出（２０％）、発表など（２０％）。提出物は返却し、適宜解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 教育心理学の概要の説明 教育心理学とは何か、心理学の教育への応用を理解できる。

２ 教育心理学の研究法について 観察法、面接法などの教育心理学の方法が理解できる。

３ 発達とは－生涯発達について 発達段階、発達課題について理解できる。

４ 発達と教育について 児童・生徒の発達に応じた教育について理解できる。

５ 人格と適応 児童・生徒の個性（パーソナリティ）と環境への適応が理解で
きる。

６ 知能と創造性 発達に応じて知的行動や創造性がどう成長するか理解できる。

７ 学習指導について 基本的な学習のしくみについて理解できる。

８ 学習意欲を育てる 児童・生徒の意欲を高める仕組みや保育者の関わりが理解でき
る。

９ 道徳性、社会的スキルの育成 道徳的な豊かな心をもって仲間と生活できるスキルが理解でき
る。

１０ カウンセリングと相談 児童・生徒の心にどう寄り、関わることが大切か、その方法が
理解できる。

１１ 集団作り、仲間づくり 仲間との関わりについて理解できる。

１２ 教育評価のあり方 学校現場での教育評価の活用について理解できる。

１３ 愛着行動について 心の絆を求める行動と親の養育態度について理解できる。

１４ 発達教育と保育について 教育場面における障害児への具体的対応が理解できる。

１５ 教育者のあり方 児童・生徒の発達、成長と教育者の役割について理解できる。
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特別支援教育論	 Special Support Education Theory

担 当 教 員 名 光田　博英 実 務 経 験
（ 年 数 ） 特別支援学校校長 8 年、警察学校 3 年

英 語 氏 名 MITSUDA Hirohide 対 象 学 生 3 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業終了後（非常勤講師室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 単 位 数 2

履 修 要 件 ― 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 特別支援学校における実践事例 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 特別支援教育の歴史や理念及び制度、障害のある子どもの学習上又は生活上の困難、障害以外の特別な教育的ニーズ
に対して概説し、教育課程の編成や考え方、各教科及び自立活動の授業における指導の考え方を修得させる。

教 育 目 標
生きる力を身につけていけるよう、幼児、児童及び生徒の学習又は生活上の困難を理解し、個別のニーズに対して、
他の教員や関係機関と連携しながら、組織的に対応していくために必要な知識や支援方法を理解する。
健康栄養学部のディプロマ・ポリシー①と②に関連する。

到 達 目 標
特別支援教育の理念、制度、障害のある子どもの学習上又は生活上の困難を理解する。障害の特性とそれによる教育
的ニーズ、障害以外の特別な教育的ニーズに対する支援の方法について理解する。特別支援教育の現代的課題につい
て理解する。

予 習 ・ 復 習 予習・復習はそれぞれ90分～120分を必要とする。

教科書・教材 パワーポイント及びプリント資料

参 考 書 「特別支援教育の基礎・基本」ジアース教育新社
「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　総則編」文部科学省

成績評価方法
フィードバック

定期試験（70％）、レポート課題（30％）による総合で評価する。
課題は返却し、解説する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス　特別支援教育の歴史Ⅰ 特別支援教育の歴史Ⅰ（義務制実施まで）を理解する。

２ 特別支援教育の歴史Ⅱ 特別支援教育の歴史Ⅱ（特殊教育から特別支援教育への転換）
を理解する。

３ 特別支援教育の理念と仕組み 特別支援教育の理念と仕組み、目指す社会について理解する。

４ 特別支援教育の対象となる障害の理解Ⅰ 特別支援教育の対象となる障害（発達障害、軽度知的障害）を
理解する。

５ 特別支援教育の対象となる障害の理解Ⅱ 特別支援教育の対象となる障害（視覚障害、聴覚障害、知的障
害、肢体不自由、病弱等）を理解する。

６ 特別支援教育に関わる制度 特別支援教育に関わる制度を理解する。

７ 学習指導要領と教育課程の編成 学習指導要領と教育課程を理解する。

８ 特別支援学校の教育の概要 県内の特別支援学校の校種と特徴について理解する。

９ 特別支援学校における教育課程 特別支援学校における教育課程と実際の指導を理解する。

１０ 自立活動の指導 自立活動の指導（主に肢体不自由教育）を理解する。

１１ 特別支援学校のセンター的機能 特別支援学校のセンター的機能の考え方や具体的内容を理解す
る。

１２ 小・中学校における特別支援教育Ⅰ 小・中学校における特別支援教育において、通常の学級、特別
支援学級、通級における指導を理解する。

１３ 小・中学校における特別支援教育Ⅱ 小・中学校における特別支援教育において、支援が必要な子ど
もへの理解と支援を理解する。

１４ 個別の教育支援計画及び指導計画 個別の教育支援計画及び指導計画とその実際を理解する。

１５ 特別支援教育コーディネーターの役割 特別支援教育コーディネーターの役割と関係機関とのネット
ワークについて理解する。
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教育課程論	 Curriculum Theory

担 当 教 員 名 佐藤　洋一 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SATO Yoichi 対 象 学 生 １ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業後（非常勤講師室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 教職科目－教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメント
を含む。） 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」 授 業 方 法 講義

授 業 概 要
新学習指導要領は不確実で曖昧な社会を創造的に生き抜き、個人的・社会的にも幸福になる（Wellbeing）ための資質・能力型の教育観が提示された。
新しい教育では知識の記憶と再生より学びの質的価値、主体的能動性（StudentAgency）の在り方が大事であり、何んだことを概念化し活用して未知の
課題を探究したり批評的創造的な「課題発見・解決能力」（何ができるようになったか）につなげられることが重視される。授業では、テクスト購読とディ
スカッション、自作資料等を中心にカリキュラム・マネジメントの観点からの教育課程編成の意義や方法、授業診断・分析、評価方法等を検討していく。

教 育 目 標
新学習指導要領を基準に編成される「教育課程」の意義や編成方法を理解し、各学校・教科や領域の特色、授業者等
の熟連段階等に合わせたカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する（学習指導案作成や評価、授業分
析・診断方法等の理解も含む）。

到 達 目 標 上記教育目標を修得すること。

予 習 ・ 復 習 毎講義後に復習し授業内容を十分理解しておくこと。予習復習にはそれぞれ90分を要する。

教科書・教材 松尾知明著『新版教育課程・方法論』（学文社）、自作資料。

参 考 書 文科省「新学習指導要領解説「総則」」（小中学校）、 「現代カリキュラム研究の動向と展望」等。

成績評価方法
フィードバック 1 「振り返りシート」記載内容（30%）、 ２ ディスカッション・意見交換（30％）、 ３ 最終的な論述レポート（40%）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ ガイダンス、教育課程論の基礎 教師に不可欠なコミュニケーション能力、学級が崩壊する要因
を知る。

２ テクスト購読とディスカッション① 1 ・ 2 章　資質・能力育成と教育課程の理論的実践的課題を理
解する

３ テクスト購読とディスカッション② 3 ・ 4 章　カリキュラムデザインと学びの多様性・個別性

４ テクスト購読とディスカッション③ 5 章　教育課程の位置と学習指導要領の変遷・特質

５ テクスト購読とディスカッション④ 6 ・ 7 章　カリキュラム・マネジメントの現代的意義と考え方

６ テクスト購読とディスカッション⑤ 8・9 章　単元構成観、学力形成の 3 観点（何をどうみとるか）

７ テクスト購読とディスカッション⑥ 10 ・11章　単元指導計画・学習の構想、教育技術論

８ テクスト購読とディスカッション⑦ 12章　学力形成と評価、13・14章アクテイブラーニングとＩＣ
活用

９ テクスト購読とディスカッション⑧ 15章　これからの学習評価と「真正の評価」の考え方と進め方

１０ 資質・能力育成と授業デザイン研究①―実践事例― 「絵本」が教える深く人間的な世界（絵本リテラシ―の戦略・
方法）

１１ 資質・能力育成と授業デザイン研究②―実践事例― 想いと願いを届けるスピーチコミュニケーション（自己調整学
習）

１２ 資質・能力育成と授業デザイン研究③―実践事例― 妄想・現実逃避に翻弄される子ども達？（ローファンタジーの
意義）

１３ 資質・能力育成とカリキュラム・マネジネント① クリティカルシンキングの学習方略（作られた「物語」を超え
る）

１４ 資質・能力育成とカリキュラム・マネジネント② 読解力、言葉の力、言語能力（レボート・論文技術）と教師力

１５ 教育課程論のまとめ 教育課程デザインとWell-being、振り返りとメタラーニング
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道徳教育の理論と方法	 Moral Education

担 当 教 員 名 佐々木　政司 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SASAKI Masashi 対 象 学 生 ３ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水１２：１０～１２：５０（於７６２１研究室）　要アポイントメント 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－道徳・総合的な学習の時間の内容及び生徒指導、教育相談等に
関する科目 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 道徳性　モラル 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 学校教育における道徳の指導を行うために必要な人間と社会、環境や文化に対する理解を深めることを目的とする。
学校教育における道徳教育の位置付けや目標、指導内容について、教育法規や学校指導要領を参照しつつ理解する。

教 育 目 標
学校教育における道徳の意義を理解し、その歴史や方法、教材などについて学ぶことで、道徳の指導に必要な知識・
技術を獲得させる。また、学生自身の道徳的・倫理的な信念を養成するために、道徳的行動や現代の道徳的問題につ
いて心理学的なアプローチを用いて理解を深めさせる。ディプロマ・ポリシーの①に該当する。

到 達 目 標 学校教育における道徳の指導を行うために必要な知識や技術を獲得する。また、教育者として求められる高い道徳性・
倫理性を確立するための基本的な知識を獲得する。

予 習 ・ 復 習 シラバス、教科書で次回の講義内容を確認しておくこと。また、各回で学習した内容について十分に理解を深めてお
くこと。予習・復習でそれぞれ９０分必要とする。各回小レポートを課す（授業で解説）。

教科書・教材 柳沼良太　道徳の理論と指導法：「考え議論する道徳」でよりよく生きる力を育む　図書文化社
ISBN：978－4－8100－7698－1

参 考 書 小学校学習指導要領解説道徳編／文部科学省
中学校学習指導要領解説道徳編／文部科学省

成績評価方法
フィードバック 定期試験（８０％）、レポート（２０％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 道徳とは 道徳という概念の基本的意味について理解する。
現代社会における道徳のあり方について学ぶ。

２ 道徳教育とは 道徳教育の必要性について理解する。

３ 道徳教育の歴史⑴　戦前日本 日本における道徳教育の歴史を学ぶ。
戦前における道徳教育の実態を理解する。

４ 道徳教育の歴史⑵　戦後日本 日本における道徳教育の歴史を学ぶ。
戦後における道徳教育の実態を理解する。

５ 道徳性の理論 社会的学習理論、こう社会的行動など、心理学における道徳性
の理論を学ぶ。

６ 道徳教育の理論⑴　インカルケーション インカルケーションについて学ぶ。
価値の明確化について学ぶ。

７ 道徳教育の理論⑵　モラルジレンマ 道徳性発達理論について学ぶ。
モラルジレンマ授業について学ぶ。

８ 現代の道徳教育 現在の学校教育における道徳の位置づけについて学ぶ。
道徳教育の目標と役割について学ぶ。

９ 道徳教育の計画 学習指導要領における道徳教育の全体像と全体計画について学
ぶ。

１０ 道徳科の内容⑴　自分自身・人との関わり 「主として自分自身に関すること」、「主として人との関わりに
関すること」について学ぶ。

１１ 道徳科の内容⑵　�集団や社会との関わり・生命や自然、崇高な
ものとの関わり

「主として集団や社会との関わりに関すること」、「主として生
命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」について学ぶ。

１２ 道徳科の指導法⑴　問題解決 演習を通じて問題解決的な学習について学ぶ。

１３ 道徳科の指導法⑵　体験 演習を通じて体験的な学習について学ぶ。

１４ 道徳の評価 道徳科における評価の意義を理解し、その方法について学ぶ。

１５ 地域・家庭における道徳教育 道徳教育における地域社会や家庭の重要性について理解する。
家庭や地域社会における道徳教育について学ぶ。
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特別活動および総合的な学習の時間の理論と方法	Theory and Method of Special Activities and	 Comprehensive Studies

担 当 教 員 名 西尾　一・杉澤　学 実 務 経 験
（ 年 数 ）

西尾…指導主事 ２ 年、中学校長 ６ 年
杉澤…主幹教諭 ３ 年、副校長 ２ 年

英 語 氏 名 NISHIO Hajime・SUGISAWA Manabu 対 象 学 生 1 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 授業終了後（非常勤講師室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－道徳・総合的な学習の時間の内容及び生徒指導、教育相談等に
関する科目 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 自己実現　社会参画　人間関係形成　探究的な見方・考え方　総合的・横
断的な学習　実践と探究 授 業 方 法 講義（グループワーク、

演習を含む）

授 業 概 要
特別活動および総合的な学習の時間の学校教育における位置づけや人間形成に果たす役割、教育的意義を講義する。
特別活動は各活動や学校行事の目標、内容、指導の在り方などを中心に、また、総合的な学習の時間は探究的な学び
の指導を中心に、両者の共通性と違いを事例を踏まえて講義する。

教 育 目 標
特別活動及び総合的な学習の時間の意義、目標、内容、指導の在り方を理解する。具体的な指導事例を学ぶことによ
り、課題解決のための主体的で対話的な学びを重視し、栄養教諭としての基礎的な実践的指導力の形成を図る。健康
栄養学部ディプロマ・ポリシー①と③に関連する。

到 達 目 標

①学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解している。
②教育課程における特別活動の位置づけと各教科との関連を理解している。
③学級活動・ホームルーム活動の特質を理解している。
④児童会・生徒会活動、クラブ活動、学校行事の特質を理解している。
④総合的な学習の意義と特質を理解し、単元を構想して探究的な学習を指導する実践力を身につけている。
・教育思想史と関わって総合的な学習の意義と特質を理解している。
・学習指導要領における総合的な学習の目標及び教育課程上の位置づけを理解している。
・総合的な学習の単元を構想し、探究的な学習を指導する実践力を身につけている。
・総合的な学習の時間の評価方法について理解し、適切に評価する力を身につけている。

予 習 ・ 復 習 特別活動…教科書として指定した資料を使い、予習・復習をしておくこと。

教科書・教材

特別活動…国立教育政策研究所教育課程研究センター『みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる 特別活動 小学
校編』（文溪堂）
総合的な学習の時間…文部科学省『小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』（東洋館出版社）、文部科学省『今、
求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）』（アイフィス）、国立教育政策研究所教育課程研究セ
ンター『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校 総合的な学習の時間』（東洋館出版社）、
参考資料は授業の中で適宜配布する。

参 考 書 特別活動…文部科学省『小学校学習指導要領解説 特別活動編』東洋館出版社
総合的な学習の時間…授業の中で適宜紹介する。

成績評価方法
フィードバック

特別活動…まとめ試験（40％）、課題レポート（40％）、各回の振り返り（20％）をもとに総合的に判断する。
総合的な学習の時間…課題レポート60％、各回のふりかえり（40％）をもとに総合的に判断する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 担当

１ 授業の概要説明、教育課程における特別活動の位置付け
及び特別活動の構成の把握

自分のこれまでの学校生活を振り返り、その教育課程に
おける特別活動の位置付けと特別活動の構成を理解する。 西尾

２ 特別活動のねらいと特別活動における「見方・考え方」、
育成すべき「資質・能力」

特別活動はよりよい集団や学校生活を目指すとともに、
各教科との関連を図りながら自治的能力や人間関係形成
力を育む活動であることを理解する。

西尾

３ 学級活動⑴～⑶の構成内容と授業展開の仕方 特別活動の中核をなす学級活動の内容や指導方法、指導
上の留意点などについて具体的に理解する。 西尾

４ 学級活動⑵の指導展開づくり 栄養教諭として給食指導を行うことを目標に、学級活動
⑵の指導展開例を作成する。 西尾

５ 児童会活動とクラブ活動 当番活動と係活動、委員会活動とクラブ活動の違いを明
確に理解し、給食委員会の活動について考える。 西尾

６ 学校行事の目的と構成及びその工夫・改善 学校行事の ５ 分類を知り、学校行事の現状や問題点、改
善方法について考え理解する。 西尾

７ 特別活動と教室経営の関わり、家庭や地域、関係機関と
の関わり、まとめ試験

「なすことによって学ぶ」を基本理念とする特別活動を、
さらに充実させるためのあり方を具体的に描く。 西尾

８ 総合的な学習の時間のオリエンテーション 自分が受けた総合的な学習をふりかえりながら、探究的、
個別最適化、協働的な総合的な学習のイメージをとらえる。 杉澤

９ 総合的な学習の時間の教育史的意義 教育史的展開の中での総合的な学習について理解する。 杉澤

１０ 総合的な学習の時間の学習論 社会変化や学習理論を踏まえて、総合的な学習が求めら
れる背景について理解する。 杉澤

１１ 総合的な学習の時間の目標及び教育課程上の位置づけ 学習指導要領における総合的な学習の時間の目標及び教
育課程上の位置づけを理解する。 杉澤

１２ 総合的な学習の時間の実践事例検討 小学校での総合的な学習の時間の実践事例を基に、探究的、
個別最適化、協働的な総合学習の在り方について検討する。 杉澤

１３ 総合的な学習の時間の教材開発 主に地域教材を中心とする総合的な学習の時間の教材開
発の方法について学ぶ。 杉澤

１４ 総合的な学習の時間の単元構想と指導計画 総合的な学習の時間の単元構想と指導計画案を検討する。 杉澤

１５ 総合的な学習の時間の評価方法とまとめ試験 総合的な学習の時間の評価方法を学ぶとともに、単元の
指導計画案を発表する。 杉澤
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教育の方法と技術	 Method of Education

担 当 教 員 名 佐々木　政司 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SASAKI Masashi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水１２：１０～１２：５０（於７６２１研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 教職科目－道徳・総合的な学習の時間の内容及び生徒指導、教育相談等に
関する科目 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 教授法　教育評価 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 学習指導法の原理を理解させた上で、講義・演習を通して情報機器および教材の活用能力の育成を目的とする。

教 育 目 標
学校および教師の役割について学び、教育において必要となる教育方法・学習指導法・教材および情報技術の活用方
法・教育評価の方法などを取得させる。また、現代の学校教育を巡る諸問題についても理解をさせる。ディプロマ・
ポリシーの①に該当する。

到 達 目 標 現代の学校教育における教授理論を理解し、情報機器やデジタルコンテンツを含むさまざまな教材などの教育メディ
アを活用することができ、また適切な教育評価ができることを目指す。

予 習 ・ 復 習 シラバス、教科書で次回の講義内容を確認しておくこと。また、各回で学習した内容について十分に理解を深めてお
くこと。予習・復習でそれぞれ９０分必要とする。各回振り返りシートを課す（授業内で解説）。

教科書・教材 平沢茂　三訂版　教育の方法と技術（教職課程シリーズ）図書文化社　ISBN：978－4－8100－8701－7

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（１００％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 教育方法とは 教育の方法・技術に関わる諸概念について説明できる。

２ 教育方法の理論⑴　古典的教授論 教育方法の歴史を理解し、ルソーやペスタロッチ、ヘルバルト
などの理論を説明できる。

３ 教育方法の理論⑵　近代的教授論 教育方法の歴史を理解し、デューイの理論と総合的な学習の時
間について説明できる。

４ 教育方法の理論⑶　現代的教授論 現代の主な教授理論を理解し、それぞれが実際の授業の中でど
のように活用されているかを説明できる。

５ カリキュラム開発⑴　カリキュラム構造 カリキュラム開発の概念を理解し、カリキュラムの構造と類型
について説明できる。

６ カリキュラム開発⑵　学習指導要領 教育課程に関わる法規と学習指導要領について理解し、現行学
習指導要領の特徴を説明できる。

７ 教師の役割と指導技術⑴　支援と指導 支援と指導の視点から教師の役割について説明できる。

８ 教師の役割と指導技術⑵　知識・理解 知識・理解力を育成するための主な授業方法を説明・活用でき
る。

９ 教師の役割と指導技術⑶　思考・判断 思考・判断力を育成するための主な授業方法を説明・活用でき
る。

１０ 教師の役割と指導技術⑷　意欲 学習への意欲を育成するための主な授業方法について説明でき
る。

１１ 教育メディアの活用⑴　メディアの機能 教育メディアの種類と機能について理解し、その特徴を活かし
て利用できる。

１２ 教育メディアの活用⑵　ネット倫理 情報技術を利用する際の倫理的問題について理解し、配慮した
授業を設計できる。

１３ 教授組織と学習組織 担任制やティームティーチングなどの教授組織と、コース制や
個別学習などの学習組織の形態と特徴について説明できる。

１４ 測定と評価⑴　教育評価 学校における測定と評価の歴史について理解し、新しい教育評
価の考え方を説明できる。

１５ 測定と評価⑵　生きる力の評価 教育評価の「生きる力」の育成における意義と活用について理
解し、これからの教育評価のあり方について考察できる。
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生徒指導の理論と方法	 Theory and Method of Student Guidance

担 当 教 員 名 細溝　典彦 実 務 経 験
（ 年 数 ） 公立高等学校長 5 年

英 語 氏 名 HOSOMIZO Norihiko 対 象 学 生 3 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） （非常勤講師室）短い質問は、授業内で受付ける。 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－道徳・総合的な学習の時間の内容及び生徒指導、教育相談等に
関する科目 単 位 数 2

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド チーム学校、包括的生徒指導、学校教育相談 授 業 方 法 講義

授 業 概 要
生徒指導は学校の教育目標を達成するうえで重要な機能を果たすものであり、学習指導と並んで学校教育において重
要な意義がある。そこで、生徒指導に関する基礎理論と実践方法について講義し、教育者としての資質能力と実践的
指導力の向上をめざす。

教 育 目 標
社会が大きく変動する中で、今日的な教育問題に対応するとともに、子どもたちの将来にわたる自己実現と社会づく
りの担い手としての成長支援を進めるうえで、生徒指導が果たす役割は非常に大きい。その生徒指導の意義をふまえ、
その理論と方法を理解し、栄養教諭としての基礎的な資質能力の向上を図る。健康栄養学部ディプロマ・ポリシー①
と⑤に関連する。

到 達 目 標 生徒指導の意義、目的、指導方法等及び生徒理解の視点と方法、学校の生徒指導体制等を理解する。問題行動とその
対応について理解し、教員の役割の基本的な事柄を習得できる。

予 習 ・ 復 習
授業内容の理解と復習のため「振り返りシート（小レポート）」を随時渡すので、まとめて提出すること。次回の教
科書範囲を指定するので、重要箇所をマーカーでチェックしておくこと。予習・復習でそれぞれ90分～120分必要と
する。

教科書・教材 文部科学省『生徒指導提要（改訂版）』、プリント配布

参 考 書 随時、授業で紹介する。

成績評価方法
フィードバック

定期試験（50％）、小レポート課題（「振り返りシート」）（50％）による総合評価。
小レポート課題は評価して返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 講義の概要説明　　　人間関係づくりワーク 講義の概要を知る。自己理解、他者理解等人間関係づくりの基
礎的なスキルについて理解する。

２ 生徒指導の意義と理念 生徒指導の歴史的変遷を理解する。生徒指導の意義と理念につ
いて理解する。

３ 教育課程と生徒指導 教育課程における生徒指導の位置付け、学習指導と生徒指導の
一体的機能化について理解する。

４ 児童生徒の心理と児童生徒理解のあり方 児童生徒理解に求められる教師の基本姿勢について理解する。
児童期及び青年期の心理と発達について理解する。

５ 学校における生徒指導体制 学校運営と生徒指導との関係、生徒指導体制の基本的な考え方
と組織のあり方について理解する。

６ 教育相談の意義と進め方 生徒指導と教育相談の関係、教育相談の意義と教育相談の進め
方、相談体制づくりについて理解する。

７ 生徒指導の実践的展開⑴　教職員の役割 生徒指導における教職員の役割、生徒指導の基盤としての学級
経営の重要性について理解する。

８ 生徒指導の実践的展開⑵　チームとしての学校 スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー及び外部
諸機関との連携・協働について理解する。

９ 個別課題の指導⑴　問題行動の早期発見と指導 問題行動の実態や早期発見と効果的な指導について理解する。

１０ 個別課題の指導⑵　発達課題と虐待への対応 発達に関する課題、障害の把握と特性に応じた指導を理解する。
虐待の実態と対応について理解する。

１１ 個別課題の指導⑶　いじめ問題とその対応 いじめ問題の実態、基本的な視点、背景・要因等を理解する。
対応と予防について理解する。

１２ 個別課題の指導⑷　不登校課題とその対応 不登校の実態、基本的な視点、背景・要因等を理解する。対応
と予防について理解する。

１３ 生徒指導に関する主要法令と運用課題 校則の根拠、運用等とその課題を理解する。懲戒と体罰等の法
令の内容、青少年の保護育成に関する法令等を理解する。

１４ 学校と家庭・地域等との連携と生徒指導 地域における児童生徒の実態、社会環境と地域社会の教育力、
地域ぐるみで進める健全育成を理解する。

１５ 生徒指導の理論と方法についての総括 生徒指導上の諸問題への問題意識を深める。生徒指導の意義と
原理、方法等について講義内容をまとめる。
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教育相談の理論と方法	 Educational Counseling

担 当 教 員 名 佐々木　政司 実 務 経 験
（ 年 数 ）

英 語 氏 名 SASAKI Masashi 対 象 学 生 ２ 年

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 水１２：１０～１２：５０（於７６２１研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 教職科目－道徳・総合的な学習の時間の内容及び生徒指導、教育相談等に
関する科目 単 位 数 ２

履 修 要 件 なし 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 教育相談カウンセリング 授 業 方 法 講義

授 業 概 要 精神的健康に関する臨床心理学的な基礎知識に加え、学校カウンセリングの基本的考え方と技法、発達障害、摂食障
害、うつ、虐待といった、学校場面でみられる種々のこころの問題について、事例を交えて学習する。

教 育 目 標
今、学校場面でどのようなこころの問題が起こっているかを理解させる。また、それらの問題解決のために、学校カ
ウンセリングがどのような役割を果たしているか、その考え方と援助の方法を理解させる。ディプロマ・ポリシーの
①に該当する。

到 達 目 標 児童・生徒が抱えているこころの問題と、そうした状態に苦しんでいる児童・生徒を支え、解決へと向けて援助する
学校カウンセリングとカウンセリングマインドについて理解し、学校場面での教師による教育実践として活用できる。

予 習 ・ 復 習 シラバス、教科書で次回の講義内容を確認しておくこと。また、各回で学習した内容について十分に理解を深めてお
くこと。予習・復習でそれぞれ９０分必要とする。各回振り返りシートを課す（授業で解説）。

教科書・教材 著者　寺田武男、編集　高柳真人他「学校教育相談（MINERVA教職講座）」ミネルヴァ書房
ISBN：978－4－623－08526－2

参 考 書 授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 定期試験（１００％）

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 学校カウンセリングとは 学校カウンセリングの定義と我が国での歴史について理解し、
教育実践としての学校教育相談の意義を説明できる。

２ 臨床心理学と学校カウンセリング カウンセリングの過程について理解し、学校教育相談における
カウンセリング的かかわりの重要性について説明できる。

３ 学校カウンセリングにおけるカウンセリングマインド カウンセラーの基本姿勢について理解し、学校教育相談におけ
るカウンセリングマインドの必要性について説明できる。

４ 学校カウンセリングの技法⑴
アセスメント

学校カウンセリングにおけるアセスメントの意義を理解し、そ
の種類や方法について説明できる。

５ 学校カウンセリングの技法⑵
面接技法

学校カウンセリング実践における心理面接の役割、方法、技法
について理解する。

６ 学校カウンセリングの技法⑶
コンサルテーション

学校カウンセリング実践におけるコンサルテーションの役割を
理解する。

７ 学校におけるこころの問題の理解⑴　
自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム障害

発達障害について自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム障
害を中心にその特徴を理解する。自閉スペクトラム症／自閉症
スペクトラム障害を中心とした障害を抱える児童・生徒に対す
る学校の役割と学校カウンセリングの実際を学ぶ。

８ 学校におけるこころの問題の理解⑵　
軽度発達障害（アスペルガー障害）

軽度発達障害（アスペルガー障害）について、その特徴、アス
ペルガー障害を抱える児童・生徒に対する学校の役割と学校カ
ウンセリングの実際を学ぶ。

９ 学校におけるこころの問題の理解⑶　
軽度発達障害（AD／HD、LD）

軽度発達障害（AD/HD、LD）について、その特徴を理解する。
AD/HD、LDを抱える児童・生徒に対する学校の役割と学校カ
ウンセリングの実際を学ぶ。

１０ 学校におけるこころの問題の理解⑷　
児童・生徒のうつ病

うつ病についてその症状と治療法を理解する。
児童・生徒のうつ病について、その特徴を理解する。
うつ病を抱えた児童・生徒に対する学校カウンセリングの実際
を学ぶ。

１１ 学校におけるこころの問題の理解⑸　
不登校

わが国における不登校問題の現状を認識する。
不登校についてその特徴と心理的背景を理解する。
不登校児童・生徒に対する学校カウンセリングの実際を学ぶ。

１２ 学校におけるこころの問題の理解⑹　
摂食障害

わが国における摂食障害問題の現状を認識する。
摂食障害についてその症状と治療法、心理的背景を理解する。
摂食障害を抱える児童・生徒に対する学校カウンセリングの実
際を学ぶ。

１３ 学校におけるこころの問題の理解⑺　
児童虐待

わが国における児童虐待問題の現状を認識する。
虐待被害についてその精神的後遺症の症状と行動特徴とを理解
する。虐待被害に遭っている児童・生徒に対する学校カウンセ
リングの実際を学ぶ。

１４ 学校教育相談の体制 学校におけるこころの問題の解決にあたって、学校全体での組
織的な協同体制の重要性を理解する。

１５ 教員のメンタルヘルス 教員のこころの問題を抱えている現状を理解する。
教師に対する学校カウンセリングの実際を学ぶ。
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栄養教諭教育実習事前事後指導	Pre-post guidance and teaching practice in 	 Nutritional Education

担 当 教 員 名 吉野　佳織 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・保健センター等勤務・管理栄養士（３０年）

英 語 氏 名 YOSHINO Kaori 対 象 学 生 ４ 年（未開講）

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火　１２：１０～１２：４０（９２０１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－栄養教育実習 単 位 数 １

履 修 要 件 学校栄養教育の理論と方法、食育指導の理論と方法履修済（履修中） 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 食育指導　学校教育　栄養教諭 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 栄養教諭免許取得における教育実習の事前事後指導として、学校現場での教育実習生の立場と、実習に臨む態度、姿
勢などの認識を再確認する。教員採用試験対策と合わせ、栄養教諭の役割について復習する。

教 育 目 標 教育実習に臨むために必要な知識、技術、学校教育に携わる者としての倫理、心構えなどを学ぶ。実際の実習により
発見した問題点について分析し、改善策を検討する。ディプロマ・ポリシーの②③④⑤に関連する。

到 達 目 標 栄養教諭の役割、意義を理解し、教育実習に必要な知識、指導方法、教材作成などを理解し、模擬授業を研究する。
研究授業実施後はその振りかえりを行う。

予 習 ・ 復 習 実習前に十分な準備を行う。扱うテーマについて自らの考えを整理しておくこと。実習校への遅刻、忘れ物は厳禁。
自習時間は９０分／回を目安とする。

教科書・教材 食に関する指導の手引　文部科学省

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習事前準備（６０％）、事後の課題レポート（４０％）　教育実習準備資料、レポートは返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 栄養教諭の役割と意義。教育実習の準備、心構
え。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

２ 栄養教諭の職務と教育実習の心構え 栄養教諭の担当領域。教育実習の準備、心構え。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

３ 教育実習日誌 教育実習日誌の記入方法と活用のしかた。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

４ 模擬授業の計画（低学年） テーマを対象学年に合わせ、指導案を作成する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

５ 模擬授業の計画（中学年） テーマを対象学年に合わせ、指導案を作成する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

６ 模擬授業の計画（高学年） テーマを対象学年に合わせ、指導案を作成する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

７ 模擬授業の計画（中学生） テーマを対象学年に合わせ、指導案を作成する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

８ 指導案の作成 授業時間内に適切な指導を行えるように、指導
案を具体的に作成する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

９ 研究授業の教材開発 指導計画をよりよく理解させるために、補助と
なる教材を開発する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１０ 指導校への事前訪問 実習先の学校を訪問し、担任とテーマ設定など
について研究する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１１ 研究授業の振りかえり 研究授業の振りかえり、分析を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１２ 問題点の抽出 研究授業の振りかえり、分析を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１３ 実習報告会の準備 教育実習全体の報告を作成する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１４ 実習報告会 プレゼンテーション E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１５ 教育実習期間のまとめ 教育実習日誌のまとめ。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b
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栄養教諭教育実習	 Practice in Nutritional Education

担 当 教 員 名 吉野　佳織 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・保健センター等勤務・管理栄養士（３０年）

英 語 氏 名 YOSHINO Kaori 対 象 学 生 ４ 年（未開講）

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火　１２：１０～１２：４０（９２０１研究室） 開 講 時 期 後期

科 目 区 分 教職科目－栄養教育実習 単 位 数 １

履 修 要 件 学校栄養教育の理論と方法、食育指導の理論と方法履修済（履修中） 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 食育指導　学校教育　栄養教諭 授 業 方 法 実習

授 業 概 要 栄養教諭として教職を希望する学生が、専門職の知識、教師としての素養を身につけ、教育現場での実践力を習得す
るために、実際の学校で実習生として学ぶ。

教 育 目 標
教育現場での栄養教諭の役割、教員、児童生徒、保護者のとの関わり方を学ぶ。栄養教諭としての使命感、責任感、
倫理観を持ち、学校における栄養教育を実践できる能力を身につけることを目標とする。ディプロマ・ポリシーの②
③④⑤に関連する。

到 達 目 標 栄養教諭の役割、意義を理解し、教育実習に必要な知識、指導方法、教材作成などを理解し、指導案の講義、演習、
発表、ロールプレイ等を組み合わせて実際の教育現場を想定した教育課題を取り扱う。

予 習 ・ 復 習 実習前に十分な準備を行う。扱うテーマについて自らの考えを整理しておくこと。実習校への遅刻、忘れ物は厳禁。
自習時間は９０分／回を目安とする。

教科書・教材 食に関する指導の手引　文部科学省

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習校による実習生の実習評価（６０％）、教育実習日誌など（４０％）。実習評価、実習日誌は返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標 コア・カリキュラム ガイドライン

１ オリエンテーション 教育実習の準備、心構え。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

２ 担当学年の特徴 対象学年の特徴を学ぶ。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

３ 学校給食の栄養管理 栄養教諭と学校給食の職務について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

４ 学校給食の衛生管理 栄養教諭と学校給食の職務について理解する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

５ 学校での栄養活動および健康教育 栄養教諭と養護教諭、担任との連携について学
ぶ。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

６ 研究授業のテーマ設定 授業のテーマ設定を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

７ 研究授業の指導案作成 テーマを対象学年に合わせ、指導案を作成する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

８ 研究授業の教材開発① 指導計画をよりよく理解させるために、補助と
なる教材を開発する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

９ 研究授業の教材開発② 指導計画をよりよく理解させるために、補助と
なる教材を開発する。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１０ 指導案の修正 授業時間内に適切な指導を行えるように、指導
案の修正を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１１ 授業研究（専門科目以外） 他の科目を見学し、授業の構成、指導方法など
について学ぶ。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d

Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１２ 研究授業の予行 実際の教室で予行を行い、指導・助言を受ける。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１３ 研究授業の実施 公開の研究授業を行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１４ 研究授業の振りかえり 栄養教諭の授業構成としての振りかえりを行う。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b

１５ 教育実習期間のまとめ 教育実習日誌のまとめ。 E‐２ ‐２ ‐１，２ Ⅴ‐３ ‐Aa～d
Ⅵ‐３ ‐Aa～b
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教職実践演習（栄養教諭）	Practical Seminar for Teaching Profession（Diet	 and Nutrition）

担 当 教 員 名 吉野　佳織 実 務 経 験
（ 年 数 ） 病院・保健センター等勤務・管理栄養士（３０年）

英 語 氏 名 YOSHINO Kaori 対 象 学 生 ４ 年（未開講）

オフィスアワー
（ 教 員 室 ） 火　１２：１０～１２：４０（９２０１研究室） 開 講 時 期 前期

科 目 区 分 教職科目－教職実践演習 単 位 数 １

履 修 要 件 教育実習及び教育実習事前事後指導履修済（履修中） 必 修 ・ 選 択 選択

キ ー ワ ー ド 食育指導　学校教育　栄養教諭 授 業 方 法 演習

授 業 概 要 これまでの学習成果をより発展・統合し、栄養教諭としての使命感や実践的な指導力の構築とその確認を行う。講義、
演習、発表、ロールプレイ等を組み合わせて実際の教育現場を想定した教育課題を取り扱う。

教 育 目 標 栄養教諭としての使命感や責任感、倫理観を持って、学校において栄養に係る教育を実践できる能力を身につけるこ
とを目標とする。ディプロマ・ポリシーの②③④⑤に関連する。

到 達 目 標 社会性や人間関係力、教育に対する使命感・責任感・倫理観を持ち、児童生徒を理解し学級経営ができる基礎的な資
質・能力を有しており、授業場面を含め、栄養教諭としての指導力を発揮できる。

予 習 ・ 復 習 毎講義終了後に十分な復習（６０分程度）を行い、授業内容の理解を進めること。
また、扱うテーマについて自らの考えを整理し、授業準備の予習（６０分程度）をしておくこと。

教科書・教材 食に関する指導の手引　文部科学省

参 考 書 必要に応じてプリントを配布し、資料は授業内で紹介する。

成績評価方法
フィードバック 実習報告レポート（３０％）、指導媒体のレポート（２０％）、論文（１０％）、模擬授業（４０％）、提出課題は返却する。

■授業計画（全１５回）
回 授業内容 到達目標

１ 教職実践演習の目的・意義
教職実践演習の意義について理解する。履歴カルテを基にこれ
までの学習内容を振り返り、どのような知識・技能・能力を
養ってきたかについて振り返りつつ考える。

２ 目指す教師像 教育実習の振り返りから理想の教師像について考える（グルー
プ討論）。

３ 学校組織 学校の組織や運営等について理解する。
栄養教諭の職務内容について理解する。

４ 栄養教諭の意義 教育職や栄養教諭の社会的役割について考える（グループ討議）。

５ 学校での栄養活動 教育実習の経験の振り返りも合わせて、学校における栄養活動
の目的や内容について考える（事例研究）。

６ 学校給食 学校給食の目的や運営について考える（グループ討論）。

７ 給食指導見学準備 教育実習の経験の振り返りも合わせて、現場見学の際の観点な
どを考える（グループ討論）。

８ 給食指導見学 学校現場での見学・調査を実施し、自らの観点に基づき検討す
る（見学）。

９ 給食指導発表 自らの問題意識を基に現場見学で検討した結果を発表する（グ
ループ討論・発表）。

１０ 指導案作成 これまでの学習を基に、指導案を作成し、発表する（発表）。

１１ 授業研究：模擬授業 作成した指導案を基に模擬授業を行い、授業分析を行う（模擬
授業）。

１２ 授業研究：指導法研究① 模擬授業を基に、指導法について検討する（グループ討議）。
模擬授業を行った指導案を改定する。

１３ 授業研究：指導法研究② 新たに作成した指導案を基に模擬授業を行い、評価法を中心と
した授業分析を行い指導案を改定する（模擬授業）。

１４ 論文作成 理想とする栄養教諭像に対する自らの課題について考え、論文
作成を行う（論文）。

１５ 発表 作成した論文と履修カルテを基に、望ましい教師となるための
自己課題について発表する（発表）。
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